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第一章










惹ひかれる思い




「愛あい、彼の乗っている便は定刻通り到着したって」

　雑誌編集者の同僚、岸きし和わ田だ涼りょう子こが案内板を見て戻ってきた。ぼんやり立っていた私は慌てて頷うなずく。

「よかった。遅れなくて」

　私たちは二十時に到着するサンパウロからの飛行機を待っていた。その飛行機に乗って帰国する男性に、インタビューをするために。

　私が勤めているのは〝エスエイエス出版〟。そこの『サンウォーク』というファッション雑誌の編集部にいる。ファッション誌の中ではまあまあの売り上げを誇るけれど、さらに部数を上げるために、次号でイケメンスポーツ選手特集をすることになった。

　そのひとりとして選ばれたのが、ブラジルから帰国する日本人サッカー選手である朝あさ倉くら郁いく斗と。彼にインタビューできるのは今日しかなかった。やっと取れたアポイントメントだ。

「愛は高校のとき、彼と親しかったんでしょ？」

「そうだけど……知り合いだからって、コネを使いたくなかったんだ」

　私は、朝倉郁斗とは高校の同級生。そして私の親友の藤ふじ田た日ひ菜なが、彼の兄である朝倉千ち波なみさんと結婚している。卒業後、六年経った今でも私と日菜はよく会う仲で、彼女を通せばアポはいくらでも取れそうだったけど、仕事絡みのことを頼むのは気が引けた。

　知り合いだと編集長にバレれば、大目玉を食らうだろう。それほど彼のアポを取るのは大変だったらしい。

「まったく。愛はそういうところが、くそ真ま面じ目めなんだよね」

　涼子は眉を八の字にし、やれやれとため息をついている。

　現在二十五歳の朝倉郁斗は、高校卒業後にブラジルのセミプロのサッカーチームに入って実績を積み、二十一歳のときに一部リーグのクラブチームへ移籍。それ以降、第一線で活躍していた。

　高校のときは、受験すれば難関大学へも入れると教師に太鼓判を押されていたけど、彼の頭にはサッカーしかなかったようだ。

　郁斗がブラジルへ飛んだのは、卒業式のあとに行われた、日菜と千波さんの結婚式の翌日のことだった。ふたりとも実家は東京だけど、日菜のために千波さんが計画し、みんなで旅行をした思い出の地である北海道のニセコで行われた、サプライズの結婚式だった。

　郁斗はそのあと、長い下積み時代を経て努力が実り、ブラジルのチームで活躍していたけれど、なぜか今回は契約を更新しなかった。

　どうして日本へ戻ることにしたのかは、郁斗の義理の姉になった日菜にもわからないらしい。引退して、家業である〝朝倉ホテル〟を兄の千波さんと共に盛り立てていくという噂うわさもあるけれど、日本のクラブチームから数えきれないほどのオファーが来ているとも聞く。

　外国にいるからという理由で、日本代表メンバーの誘いは受けなかった彼だけど、日本のサッカーサポーターたちにも人気があった。私は、いずれ郁斗が日本サッカー界で活躍するのを期待している。

　そんな矢先、編集長はイケメンスポーツ選手特集のメインである朝倉郁斗の取材を、私たちに任せた。

　私は……郁斗に会いたいのか、会いたくないのか……気持ちは半々。

　高校時代、私は郁斗が好きだった。でも、郁斗が日菜を好きなことは私の目にも明らかだった。そして、郁斗がブラジルに行ってしまって、私の恋は終わった。

　私と彼はいい友達の関係。恋は実らなかったけど、一緒に過ごした日々はとても楽しかったな、と今でもときどき思い出す。

「もうすぐ出てくるんじゃない？」

　涼子が到着ゲートの扉を食い入るように見ながら言う。彼を見逃さないよう、一生懸命だ。

「そうだね……」

　私は彼との再会に緊張していた。でも、彼を見逃すわけはない。長身で、ただ立っているだけでも目立つのだから。

　高校のとき、身長は百八十センチだと言っていたのを思い出す。だけど、ブラジルのチームでのプロフィールを見たときは、百八十三センチとなっていた。向こうへ行ってからさらに伸びたようだ。

　写真を見る限りでは、高校のときと身体つきは変わっていない気がした。筋肉質だけど、モデルのようにスラリとしたスタイル。

　郁斗……私のことがわかる？　それとも、忘れちゃった？　ブラジルで、少しでも私を思い出してくれることはあった？

　六年が経ち、郁斗に会うのが不安で仕方ない。

　彼が出てくるのを今か今かと待っていると、スマホが振動するのを感じた。ハッとしてバッグの中をごそごそと探し、スマホを取りだす。

　着信は、私と同じ出版社で働いているカメラマン、林はやし祐ゆう一いち郎ろうからだった。

「もしもし。祐、どうしたの？」

　同い年の祐一郎は、数日前、『結婚を前提に付き合ってほしい』と私に言ってきた人でもある。

　ただの仲のいい同僚だと思っていたから、突然告白されて、正直驚いた。彼を好きという気持ちはあるけれど、それが恋愛相手としてのものか、友人としてのものなのかはまだはっきりしなくて、すぐに返事ができなかった。

　でも、そろそろ結婚も視野に入れて将来と向き合わなくてはいけないから、前向きに考えてみようかなと思ってはいた。

『愛、今日は何時に終わる？　成なり田ただろ？　俺、今終わったんだ。車で迎えに行くけど？』

「えっ？　……ううん、まだ時間がかかるからいいよ。そろそろ取材が始まりそうだから、もう切らなきゃ。連絡くれたのにごめんね」

　そう言って、祐一郎との会話を終わらせたとき、すりガラスの扉が開き、長身の青年がスーツケースを積んだカートを押して出てきた。

　郁斗……！

　彼の姿に、私の心臓がドクンと大きく跳ねた。

　高校のときは髪を短めにカットしていたけど、今は少し長めに伸ばしていて、太陽の下に長くいるせいか全体的に茶色くなっていた。

　背が高いことに加え、サングラスをかけているから迫力がある。

　私はその魅力的な姿に完全に見とれてしまい、茫ぼう然ぜんとしていた。

「きゃー！」という黄色い歓声で我に返る。郁斗を待っていたファンの女の子たちのものだ。そういえば、到着ロビーは若い女の子が多かった。

　その声にも表情を変えず、郁斗はどんどん進んでいく。

「朝倉さん！　朝倉さん！」

　先を急ぐ郁斗を涼子が追いかけ、声をかけた。

　最初はファンのひとりだと思ったようで、彼は無視したけど、もう一度名前を呼ばれてようやく足を止めた。そして涼子をサングラス越しに見下ろす。

「『サンウォーク』の者です」

　涼子が差しだした名刺を受け取ると、それを見て頷いた。

　彼女の元へ近寄った私には、郁斗が一瞬うんざりしたような顔をしていたのが見えた。それから彼は、胸の高鳴りを抑えて近づいた私のほうへ顔を動かす。

「愛？」

　郁斗はすぐに私の存在に気づいてくれた。わかってもらえた安あん堵どから、私はやんわりと笑みを浮かべた。でも、胸のドキドキはまだ続いている。

「郁斗……あっ、ごめんね。郁斗って呼んじゃって……」

「本当に愛なんだ。驚いたな」

　郁斗は懐かしそうに笑った。

「お前、こんなところでなにしてんの？」

「私も『サンウォーク』の編集者なの。久しぶりだね」

　郁斗の親しげな様子に、涼子はあっけに取られたように私たちを交互に見ていた。




　成田空港から、ほど近いホテルでインタビューをすることになった。郁斗は朝一で誰かに会う約束があるらしく、今夜は実家ではなくそのホテルに泊まるようだ。

　涼子に車の運転を任せ、私は助手席、郁斗は後部座席に座った。

　車が走りだすと、郁斗は後頭部をシートにつけてしまった。暗いサングラスをかけているから、眠っているのかはわからない。

　後ろに座る郁斗を意識してしまって、私は落ち着かなかった。六年ぶりに郁斗を前にして、高校時代の恋心が戻ってきた感覚だったから。

　私は郁斗に再び、信じられないほど惹かれ始めていた。




　ホテルに到着し、私たちは一階にあるラウンジに向かった。

「朝倉さん、なにを飲まれますか？」

　涼子がドリンクのメニューを見せようとすると、即座に「コーヒー」と返事が聞こえた。

　相変わらず、コーヒーが好きなんだ……。

　私は郁斗の昔と変わっていない部分に安心しつつも、外見はすっかり大人びた彼を前にして、緊張していた。

「愛は？」

「あっ、わ、私もコーヒーで」

　慌てたように言うと、郁斗が口元に笑みを浮かべたのがわかった。

　やだ、私ったらなにを緊張しているの？　仕事、仕事！

　集中しないと、いつもと様子が違うことを涼子に気づかれちゃう。

　ソファに座った郁斗は、サングラスを外していた。きりっとした眉の下に、意志の強そうなブラウンの瞳が光る。鼻び梁りょうの高さは羨うらやましくなるほどだし、整った薄めの唇にもつい視線がいってしまう。

　彼と目が合うたびに、胸がドキッと高鳴ってしまうのを止められない。

　髪の毛が以前より伸びた郁斗は、日菜の旦那様、千波さんに似ていた。やっぱり朝倉兄弟は美形だな、なんて思う。




「帰国は何年ぶりなんですか？　ずいぶん久しぶりだということですが？」

　涼子が郁斗にインタビューをして、私がカメラを担当していた。

　大学時代にカメラの勉強をしたので知識があるし、カメラマンの祐一郎に手ほどきを受けて腕前も上がっていた。

　ファインダーを覗のぞきながら、郁斗の端整な顔にうっとりしてしまいそうだ。

「ブラジルに行って最初の年と翌年は、年に一度ずつは帰ったかな」

「それでは、今回の帰国は四年ぶりになりますね？」

「まあ、そうですね」

　郁斗は適当に答えているように聞こえた。そんな彼の様子には気づかない涼子は、質問をたっぷり続けていく。




　予想通り、郁斗はあまり話すことなく、取材は涼子の一方的な質問攻めだった。そして終わりが近くなった頃、涼子がプライベートについて聞いた。

「あちらで恋人はいましたか？」

「……まあ、健康な男だから、いないことはなかったかな」

　あいまいに答える郁斗に、私はシャッターを押しながら悲しくなった。

　郁斗のようなステキな男性に彼女がいないのはおかしいけど、日本では作らなかった彼女を向こうで作ってしまったのはショックだった。

　写真を撮る役割でよかった。そう思ってしまう自分がいた。涼子の立場だったら、郁斗と対面して話をしなければならない。とてもじゃないけど、今の私ならまっすぐに彼を見てこんな質問をすることはできない。

　動揺が浮かんでいるであろう自分の顔を隠してくれるストレートの長い髪を、ありがたいと思った。

「ブラジルに恋人を置いてきたのですか？　あちらの女性は情熱的だと聞いていますが、朝倉さんが帰国するにあたって彼女はどう思われたんでしょうか？」

　涼子は私が聞きたいことを聞いてくれる。知りたいのは、現在も付き合っている女性がいるのかどうか。

「……それはノーコメントでお願いします」

　でも、郁斗は落ち着いた笑みを涼子に向けただけだった。

「では、最後にもうひとつ。今後の活動は？」

「いくつかのチームに誘われています。まだどこに入るかは決めていませんが、日本でもいいプレーをすることが目標です」

　郁斗がカップに手を伸ばすと、半袖のＴシャツから、日に焼けた筋肉質のしなやかな腕が目についた。たくましい身体つきに、胸が暴れてしまうので困る。早くインタビューが終わってほしいとさえ思った。

　そうして、一時間半に渡ったインタビューは終了した。

「朝倉さん、ありがとうございました。今後のご活躍を期待しています」

　涼子がお辞儀をすると、郁斗はスポーツ選手らしい爽やかな笑みを浮かべ、手を差しだして涼子と握手をした。

　それから郁斗の視線は、カメラをバッグにしまう私に移った。私もなにか言わなくては、と焦る。私はいつもテキパキしていると周囲から言われるけど、今日は六年ぶりに見た彼に調子を狂わされていた。

「愛、仕事はこれで終わり？　積もる話もあるし、ふたりだけで飲まないか？」

　返事に戸惑ったけれど、まだ郁斗と一緒にいたいという思いから、コクッと頷いていた。




　それから数分後、私はホテルの最上階にあるバーのイスに座っていた。

　落ち着かないよ……まともに郁斗の顔を見られない……。

　郁斗に誘われてうれしい気持ちは否めない。あのまま涼子と帰っていたら、もう彼に会うことはなかったかもしれない。

　隣に座った郁斗から爽やかなフレグランスの香りが漂って、ドキドキが止まらず、変に意識してしまう。

「愛？　なんか変だぞ？」

　郁斗がふいに私の顔を覗き込む。

「えっ？　そ、そんなことないよ」

「そうか？　六年経つと女はずいぶん変わるんだな」

　まじまじと私を見る郁斗の視線を受けて、頬ほおがかあーっと熱くなるのを感じる。

　バーが薄暗くてよかった。でなければきっと、真っ赤になっているのがわかってしまうから。

「か、変わったって……どんなふうに？」

　自分では高校生の頃とほとんど変わっていないと思い、聞いてみた。

「まあ、愛は前から大人っぽかったけどな。今は色気が増した感じかな？　キレイにもなった」

　今日は郁斗に会うとわかっていたから、いつもより服装に気を遣ってきた。普段は動きやすさ重視のパンツスタイルで仕事をしているため、スカートを穿はいてきた私に涼子は驚いていた。

　高校のときは『スレンダーな体型だね』と言われていたけれど、年を取ると共に女らしい身体つきになったと自分では思っている。

「色気かぁ……そう言ってくれてうれしいかも」

　郁斗に笑顔を向ける。

　彼は、昔は私を女として見てくれなかった。六年経った今も、女として見てくれているかは疑問だけど。誘われてドキドキしているのに、郁斗は昔と変わらない態度だから。

　気軽にお酒に誘ってくれたのは、久しぶりに会った男友達を誘うようなものなのかもしれない……。

「帰国早々、愛に会ってびっくりしたよ」

「私も編集長から言われたときは……」

　驚いたし、会いたくないとさえ思ってしまった。高校のとき、私は郁斗に告白してフラれていたから。

「言われたときは？　なに？」

　思わず言葉を濁してしまった私に、郁斗は鋭く突っ込む。私はなんとかごまかそうと試みる。

「お、驚いたの」

「そうか。日菜には会ってるか？」

　彼は私の様子がおかしいことには気づかなかったようで、バーボンのグラスを片手に聞いてきた。

「よく会ってるよ。日菜とふたりで会うときはいいんだけど、自宅におじゃまするとあてられちゃって、目のやり場に困るほどだよ」

　ほとんど恋愛経験のない私に、朝倉夫妻の仲のよさは目に毒だ。

「幸せそうでいいじゃん」

　さらっと答える郁斗を、まじまじと見る。

　それは郁斗の本心なの？

「……郁斗は、日菜を忘れるために……ブラジルへ行ったの？」

　ずっと聞いてみたかったことを口にすると、郁斗が驚きの表情を見せる。

「いや、日菜は関係ないよ。サッカーを思いっきりやりたかったんだ」

　そう言って氷の入ったバーボンをクイッと飲む。すでに四杯は飲んでいるだろうか。でも郁斗の顔色は変わらない。酔っぱらったらすぐホテルの部屋で眠ればいいんだから、気が楽だよね。

　私は南国の海の色のようなブルーのカクテルを、ちびちびと飲んでいた。あまりお酒が強いほうではないし、成田から東京の自宅まで電車で帰るとなると酔っぱらうわけにはいかない、と理性が働く。

　久しぶりに会う郁斗に最初は緊張したけれど、時間が経つにつれて、やっと意識しないで話せるようになった。昔のように気軽に話す彼に懐かしさも感じる。

　ふと話が途切れ、そっと腕時計を見た。

　もう二十三時過ぎ……。

　飲み始めてから、あっという間に時間が経ってしまったように思える。

「郁斗、私もう帰らないと。終電がなくなっちゃうから」

　郁斗と別れなくてはならない。残念がる様子を見せないようにして腰を浮かしたとき、彼の長い指が私の腕を掴つかんだ。

「愛……」

　彼はなにかを言いたそうに見えた。

「なあに？」

　もう一度イスに腰を下ろし、首をかしげて郁斗を見ると、唇になにかが触れた――それは郁斗の唇だった。

　そして、すぐに唇は離れた。

「郁……斗……？」

　思いがけない突然のキスに、私は茫然となった。




　郁斗の長い腕が、私の腰に絡みつくように回されて、身体が密着してしまう。そうされることが恥ずかしくて、彼の胸に手を置いて身体を離そうとした。

　私たちは、郁斗が予約していたジュニアスイートのベッドルームにいた。

　耳元で『帰したくない』と言われて、のこのこついてきてしまった。二杯飲んだカクテルと郁斗の魅力で、理性を保てなくなった。

　私はまだ、郁斗が好き……。

　郁斗への気持ちが、空港で彼を見た瞬間に復活してしまった。

　力強い腕に抱きしめられた身体が熱い。

　このまま郁斗に遊ばれてしまうの……？　二十五歳にもなって〝遊ばれる〟なんて言い方もないか……。

　この年になるまで、郁斗以外に本気になった恋はひとつもない。誰かと身体を重ねたこともなかった。

　もしかしたら好きになれるかも、と思って付き合った男性にキスをされたことはあったけど、うれしさより嫌悪感が先立ってしまい、恋は成立しなかった。

　だけど、郁斗の唇が重なっても嫌悪感はなかった。反対に、彼をずっと待っていたんだと認識してしまったのだ。

「先にシャワー浴びる？」

　戸惑う私の表情を見て、郁斗が腕を離す。

「う、うん……」

　経験があると思っているんだ。無理もないかな、二十五歳にもなってバージンだなんて……。

　葛かっ藤とうする心を隠したくて、逃げるようにバスルームの中へ。まず大きな鏡が目に入り、真っ赤な顔の自分を見てうなだれた。

　どうしよう……このまま進むのは怖い。だけど、帰ってしまえば郁斗とは二度と会えないかもしれない。

　そう考えると、自分の気持ちに正直になろうと思った。

　郁斗が好きだから、抱かれたい。

　ジュニアスイートのバスルームは広々としていた。ジャグジーを備えたバスタブを羨ましいと思いながら、ガラスで仕切られたシャワールームに入る。

　ひとりだったらジャグジーに浸つかって、ゆっくりしていたかもしれない。自分の収入では、ジュニアスイートになんて一生泊まることはできなさそうだけど。

　そのとき突然ドアが開く音がして、飛び上がらんばかりに驚いた。振り向くと、腰にタオルを巻いただけで上半身裸の郁斗が立っていた。

「い、郁斗っ！」

　郁斗の眼前に晒さらされた自分の身体を両手で隠して、背を向ける。

　引きしまった彼の身体が一瞬で目に焼きついてしまい、心臓が壊れそうなくらいに暴れている。

「なにびっくりしているんだよ」

　彼の声色は、驚いている私のことを不思議に思っているようだ。

「だ、だって。なんで入ってくるのよぅ」

　どこに目をやればいいのかわからず、私は振り向けない。

「一緒に入るのは当たり前だろ？」

　ブラジルの彼女とも、いつも一緒にシャワーを浴びていたの？

　一瞬悲しくなり、その女性に嫉しっ妬と心しんを覚えた。

「あ、当たり前じゃないよ……」

「キレイだ。隠す必要なんてないだろ？　照れるなよ。それとも、男と一緒にシャワーを浴びたことがないのか？」

　郁斗の指が私の肩に回り、くるっと振り向かされてしまう。彼をまともに見られなくて視線を外そうとしたけれど、顎あごをクイッと持ち上げられた。

　反対の腕は私の腰に回されているから、否が応でも身体が密着してしまう。郁斗の体温を感じ、私の心臓は爆発寸前だ。

　固まる私に、静かに下りてくる、郁斗の唇。

　ついばむようなキスから深いキスに変わると、郁斗に支えてもらわなければ立っていられなくなったけど、嫉妬心から積極的にキスを返す。

　郁斗は深いキスを繰り返しながら、大きな手のひらで私の胸の膨らみを包み込んだ。敏感に張りつめた頂を親指の腹で弄もてあそばれる。

　いつの間にか、ボディーシャンプーで私の身体は泡にまみれていた。だから余計に、肌の上を自由自在に滑る郁斗の手がもたらす気持ちよさに、立っていられなくなる。

「んっ……郁……斗……」

「ベッドへ行こう」

　シャワーから出る温かいお湯を勢いよく当てられ、泡が一気に流されていく。一糸まとわぬ姿を、再び郁斗の目の前に晒すことになり、羞しゅう恥ち心しんでいっぱいだ。

　彼が私の身体をバスタオルで拭ふいてくれる。丁寧に拭かれるのも拷ごう問もんに近くて、早くそのタオルを全身に巻きつけたかった。

　郁斗は自分の身体を軽く拭いてからシャワールームを出て、ランドリーボックスにバスタオルをポイッと放る。

「あ……」

　せめてベッドルームに行くまでの間は、バスタオルが欲しかった。

「ん？　身体、まだ濡れてる？」

『あ……』という私の呟つぶやきの意味を取り違えたらしい彼は、戸惑う私を軽々とお姫様抱っこで持ち上げた。そのままベッドルームに連れていかれ、ふわりとベッドの上に下ろされる。

　切れ長の目で見つめられ、恥ずかしさのあまり視線を郁斗の喉のど仏ぼとけにずらした。

　すると郁斗の唇が私の唇に軽くキスをして、それから首筋、鎖骨へと滑っていく。触れられていくほどに私の身体は熱を持ち始め、腹部がぎゅんと痺しびれていく。

「愛の声が聞きたい」

　声を抑えているのがバレていたようだ。耳元に戻ってきた唇は、耳たぶを甘あま噛がみしながら囁ささやく。

「んあ……っ……ああっ……」

　郁斗の唇に翻ほん弄ろうされて、私の口から喘あえぎ声が漏れる。

　自分の声じゃないみたい。

　郁斗の腕の中で、女らしく生まれ変わっている気がしてきた。

　私は、長い間恋焦がれた郁斗の腕の中に堕おちていった。




　いつもと違う寝心地に、ハッと目を開ける。

　腰のあたりに重みを感じて見てみると、郁斗の腕が腰に置かれていた。

　まるで自分が郁斗のものになったようでうれしい。でも、自己嫌悪もある。

　……会ったばかりで、しちゃうなんて……どうして私と寝たの？　ただセックスをしたかったから？

　こちらを向いてうつ伏せで眠っている郁斗が愛いとしくて、思いが込み上げる。規則正しく寝息をたてているから、ぐっすり眠っているのだろう。

　そっと身体を起こすと、薄い上がけが郁斗のウエストの位置までずれていて、キレイに筋肉がついたアスリートの背中が目に入る。

　そのなめらかな背中に触れたい衝動を抑え、郁斗を起こさないように、腰に置かれていた彼の腕をそっと離してベッドから抜けだした。










愛のいない朝［郁斗ｓｉｄｅ］




　俺の手がシーツの上をさまよう。愛を引き寄せようという意識の下で、彼女の身体を探している。

「愛……？」

　しかし目を開けると、隣に眠っていたはずの愛はいなかった。

「愛？」

　けだるく身体を起こし、部屋の中を見渡す。一瞬、愛はシャワーを浴びているのかと思ったが、帰ってしまったことがすぐにわかった。ソファに置かれていた愛の服とバッグがなかったからだ。

　俺はベッドの上で膝ひざを立てたまま、うなだれた。

　くそっ……なんでなにも言わずに帰るんだよ！

　彼女はおそらく初めてだったんだろう。ぎこちない動きだったし、潤うるおっていたにもかかわらず、挿入時は痛そうに顔をしかめていた。

　二十五歳でバージンだったのか？

　俺には考えられなかった。愛のようなキレイな女なら、男はいくらでも寄ってくるだろうに……でも、男慣れしていない彼女をうれしくも思う。

　ブラジルで何度も愛のことを思い出していた。帰国早々、彼女に会えたのは必然のように感じられた。すぐに誘ってしまったのは、愛の恋人の存在を確かめるためだったのだ。




「チェックアウトをお願いします」

　朝の九時という早めの時間に、世話になった恩師である高校のサッカー部顧問とホテルのラウンジで会ったあと、チェックアウトをする。

　彼は定年退職を迎え、現在は成田でのんびりと自家菜園などをしながら、地元の子供たちのサッカーチームの面倒を見ている。『お前なら努力次第でプロになれる』と、ブラジルへ行く勇気を与えてくれた先生だった。背中を押してくれた先生にはいくら感謝してもしきれない。彼がいなかったら、今の俺もなかっただろう。

　また近いうちに会うことを約束して別れた。

「朝倉様ですね。お車と、お車のキーが届いております」

　フロントの男性が丁重に答える。実家に頼んで手配してもらった車だ。

　エントランスに出て黒のアルファロメオに乗り込むと、実家へと走らせた。

　今日は十三時から立て続けに、スポーツ紙の取材を四本受ける。しばらく俺のマネージメントをしてくれるのは、兄貴の友人の弁護士。俺が入るサッカーチームの交渉代理人もお願いしてある。

　久しぶりに会う彼と、今日はランチをとりながら打ち合わせをする予定だ。




「ただいま」

　十一時頃、四年間戻っていなかった実家のドアを開けた。

「おかえりなさいっ！」

　玄関に出て俺を迎えてくれたのは、日菜とお袋だった。

「出迎えは日菜とお袋だけ？」

「そうだよ～。今日は金曜日だもん。でも今夜は、千波くんもこっちに帰ってくるよ。みんなで食事をしようね？」

　結婚して六年も経つのに、まだ兄貴のことを『千波くん』って呼んでるのかよ……。

　愛が、このふたりにあてられると言ったのもわかる。

「今夜？　今夜はパス。忙しいし」

　取材後に、愛に会うつもりだった。なにも言わずに帰ってしまった彼女が気になっていたから。

「そっか、わかった！　お義と父う様と千波くんに連絡しておくね」

　日菜は少し残念そうに笑った。

「そうだ、日菜。愛の携帯の番号教えて」

「うん。いいよ」

　なにも聞かずに、日菜は教えてくれた。




　十二時過ぎに、兄貴の親友であり、俺の交渉代理人となる秋あき成なりさんと、新しん宿じゅくのホテルのレストランで待ち合わせをしていた。

　ウエイトレスに案内されて行くと、先に来ていた秋成さんがイスから立ち上がり、軽く手を上げた。

「お久しぶりです」

　俺は頭を下げ、挨拶をする。

「郁斗、さらにカッコよくなったな」

「そうですか？　髪の毛が伸びたぐらいですよ」

「いや、身体つきも羨ましいな。身長がある上に均整も取れているって、服の上からでもわかる」

「ありがとうございます。今回はお手数をおかけします」

「君を手伝えてうれしいよ。どのチームに入るかは、慎重に決めていこう」

　秋成さんと俺は結託するように握手をしてから、席に着いた。




　最後の取材が終わったときには、十八時を回っていた。俺は急いでホテルのエントランスに出た。

　遅くなってしまった……。

　預けていた車を待つ間、スマホをポケットから取りだす。日菜から教えてもらった愛の番号にかけようとしたが、思い直した。

　会社に電話をしよう。逃げられたくないからな。なにも言わずに帰ってしまった愛は、俺を避けているのかもしれない。

　昨日受け取った愛の名刺を財布から出して、会社へかける。

　特に名乗らずに、城しろ崎さき 愛はまだ会社にいるかと聞くと、残って仕事をしているとあっさり教えてくれた。

　不用心な会社だな……。

　電話を切ったとき、ちょうど車が到着した。ドアマンに礼を言って車に乗り込み、愛の会社へ走らせる。

　運転しながら、愛に会うことを想像して、俺の顔には笑みが広がっていた。










会いたい




　私は朝から疲れていた。会社のデスクに向かうと眠気がやってくる。

　それもそのはず、成田のホテルを出て家に着いたのは朝の六時過ぎ。シャワーを浴びて着替えを済ませると、すぐに出社した。

　身体の芯しんが、まだ熱を持ったように疼うずいている。

　黙って出てきて、郁斗はどう思っただろう。めんどくさくなくてよかった？　それとも、目が覚めたときにいなくて気にしてくれた？

　彼がどういうつもりで抱いたのかわからないから、私は困惑している。

　だけど、もう郁斗に会いたくなっていた。身体を重ねたことは後悔していない。

　私は郁斗が好きだから……。

　もの思いにふけっていると入口のドアが開いたので、視線を向けた。

「おはよう。愛」

　そこには、涼子がにっこりと笑みを浮かべて立っていた。

「涼子、おはよう」

　なにか聞きたそうな笑顔の涼子を無視して、パソコンの電源を点ける。

「ねえ、昨日はあのあとどうだったの？　彼、カッコよかったよね～。目が合っただけでドキドキしちゃった。一緒にお酒飲んだんでしょ？　彼はお酒強いの？」

「うん。久しぶりに会ったから楽しかったよ」

　矢継ぎ早に涼子に聞かれて、適当に相あい槌づちを打つ。

「本当にそれだけ？　すごく親しげな感じだったけど？」

　私の反応に涼子は不満げだ。

「高校のときに何度か一緒に遊んだから、懐かしかっただけだよ」

　なにかを勘繰るような涼子に、私は笑みを見せた。

「おふたりさん、編集長がお呼びよ」

　そこへ同僚がやってきて、私たちがふたりとも呼ばれていると伝えられた。




　仕事を始めて三時間ほど経つと、頭痛がしてきた。デスクでサンドイッチを口にし、ブラックコーヒーで流し込む。

　昨日撮った郁斗の写真をパソコンの画面に映しだす。

　自然な写真が撮れたと思う。このうちの数枚に編集長からＯＫももらった。

　この六年で、郁斗は大人の男になったね。私は……？　大人の女になったかな。

　昨夜の出来事を思い出してしまい、熱くなる頬に手をやる。

　郁斗とあんなことになってしまったからには、祐一郎に『付き合えない』とはっきり言おう。私はやっぱり郁斗が好き……。

「愛、こんなところでお昼食べていたんだ？」

　パソコンの画面に映る郁斗の写真を眺めながら考えていると、祐一郎の声が聞こえて慌てる。

「ゆ、祐、どうしたの？　今日は一日取材だって聞いていたけど」

　ノンフレームのメガネをかけた祐一郎は、いつもジーンズ姿でラフな服装をしている。性格も飾らず、そんなところがいいと思っていた。身長は百七十三センチで、毎日重いカメラを持ち歩いているから筋肉がしっかりついている。ちょっとズボラなところもあって、たまに無精ひげを生やしていたりもする。

「先方が急用でドタキャンされたんだ。おっ！　朝倉郁斗の写真じゃん。めちゃくちゃカッコいいなぁ」

　郁斗の写真を見て、祐一郎が声を上げた。

「写り、ばっちりだな。これ、愛が昨日撮ったヤツだろ？　よく撮れてるじゃん。実物もこれくらいカッコいいの？」

　そこにあったのは、涼子と話をしている郁斗の横顔。特別に写りがいいわけではなく、実物と写真はまったく変わらない。イケメンは写真の中でもイケメンなのだ。

　だけど郁斗を褒めるのは、祐一郎の前ではためらわれた。

「祐一郎～。朝倉郁斗はすっごいイケメンだったわよ～」

　私たちの話に割って入ったのは涼子。いつの間にかそばにいて、会話を聞いていたみたい。

「ね、愛？」

　涼子が私に同意を求めてくるから、仕方なく頷く。

　そこで祐一郎は、アシスタントカメラマンに呼ばれて去っていった。

　祐一郎が行ってしまうと、涼子が近くのイスを引っ張ってきて私の隣に座った。

「ねえ、愛。朝倉さんとなにかあったんじゃないの？」

　みんなに聞こえないように小声で聞いてくる。

「えっ？　な、なにもないよ。お酒を飲んだだけだって」

「そうかな～？　今日の愛、なんだかおかしいから。でも、一緒にお酒を飲むくらい親しい仲だとは知らなかったわ」

「私の親友が彼のお兄さんと結婚したの。昨日ちょっと飲みすぎたみたいで、今日は頭痛がするだけ」

「二日酔い？」

「そうみたい。それより、記事まとめた？　私もやらなきゃ」

　私はそう言って立ち上がると、レストルームに向かった。

　頭痛薬、デスクの引き出しに入っていたかな？

　さっきまでは鈍い痛みだったけど、今ではズキンズキンと激しく痛む。

　レストルームの洗面所に映る自分の顔を見つめた。

　私、どこかおかしい？

　いつものように、半袖のブラウスにデザイナーズブランドのジーンズ。『モデルのようにスタイルがいいね』と、みんなは褒めてくれる。

　褒めてもらえるのはうれしいけれど、私の理想の女性像は日菜。華きゃ奢しゃで女らしく、ふわふわっとした綿菓子のような女性。

　ひと息つき、自分のデスクに戻って引き出しを開けると、頭痛薬の最後の二錠が隅にあった。それをペットボトルの水で飲み下し、午後の仕事に集中した。




　薬を飲んだら頭痛はしばらく治まってくれたけど、十八時を過ぎた今、また痛みがぶり返していた。

　もう、どうなってるの。早く家に帰ってゆっくり眠りたいけれど、まだ仕事が終わらない。

「愛～。すごい記事、見つけたんだけど」

　涼子が満面の笑顔で近づいてきた。

「すごい記事？」

　私はキーボードを打つ手を止めて、涼子を見上げる。

「朝倉郁斗の情報！　びっくりしちゃうわよ？」

　郁斗の情報……？　戸惑いながらも、なんなのか気になる。

「そ、そんなにびっくりしちゃうの？」

「もちろん！　ネットを開いてみてよ」

　言われるままパソコンをネットに繋つなぐと、涼子がマウスを操作して、すごい記事という画面を出した。

「ブラジルに残してきた彼女のことを聞いたとき、彼は言葉を濁したじゃない？　本命の彼女がいたのよ！　この記事、見てよ」

　私は、スタンドから郁斗を応援しているらしい女性の写真を見た。

　ブラジル人らしき女性。大人の女性というより、まだ少女のように見える彼女は、まっすぐな金髪で小麦色の肌をしていた。細い肩かた紐ひもの黄色いタンクトップを着た、キレイな女の子……彼女が、ブラジルでの郁斗の……。

　ショックで言葉が出なかった。目頭が熱くなり、涙が出そうだった。

　泣いちゃダメ……涼子が見ているのに……。

　下唇を噛んで涙を堪こらえていると、涼子が顔を覗き込んでくる。

「どうしたの？　大丈夫？」

「だ、大丈夫」

「この記事を翻訳したらね、彼女、ブラジルの大富豪の娘らしいよ。しかも朝倉郁斗の婚約者だって書いてあるの」

　郁斗の恋人じゃなくて、婚約者……？

　さらに頭をハンマーで叩たたかれたような強いショックを受けた。

「彼のいたサッカーチームのオーナーの娘でもあるって」

　そう言うと、涼子は違う写真をクリックした。小さい写真ながらも写っているのは、オフのときらしくふたりが腕を組んで歩いている姿。満面の笑顔の彼女と、優しい笑みを口元に浮かべている郁斗。

　もうダメ……泣きそう……。

「イケメン特集の記事内容を変更しないとダメだよね」などと涼子が話しているけど、返事ができなかった。

「愛？　本当に大丈夫？　顔色が悪いみたい」

　涼子が私の顔をもう一度覗き込む。

「えっ？　う、うん。今日は体調が悪くて……」

「二日酔いだけじゃないのかもしれないね。風か邪ぜでもひいたんじゃない？　夏風邪は長引くっていうから、早く帰って休んだほうがいいよ。邪魔してごめんね。じゃ、早く帰りなよ」

　私の様子を心配しながら、涼子は自分の席に戻っていった。その姿を見て、私は即座に記事を消す。

　今日は一日中、郁斗が心の中に住みついている。もうなにも考えたくないのに。

　気分を入れ替えるためにデスクを離れ、コーヒーを淹いれに行く。この仕事に就いてからすっかりコーヒー中毒だ。苦いコーヒーを飲んで、気持ちを落ち着かせたかった。

　郁斗のことを考えちゃダメ。

　下唇を噛みしめながら、カップにコーヒーを注いだ。




　それから一時間後。ようやく今日の仕事を終わらせ、まだ残っている同僚に挨拶してフロアを出た。

　こめかみを揉もみながらエレベーターを降りて、足早にビルを出る。

「愛」

　ふいに名前を呼ばれて、ドキッとする。

　ブラジルにいる婚約者の存在を知るまでは、聞きたかった声だ。でも……今は聞きたくない。

「愛！」

　もう一度はっきりと、魅力的な低音の声で名前を呼ばれた。仕方なく振り返ると、サングラスをかけた郁斗が壁に寄りかかっていた。

　私は郁斗の姿を認めると、踵きびすを返して歩き始めた。彼から離れようと早歩きになる。それを見た郁斗から舌打ちが聞こえた。

「待てよ！」

　郁斗が追ってくる。無視するなんて子供っぽいとわかっていても、今は話なんてできない。

　さっきの記事が頭から離れない。考えまいとしても、郁斗のことばかり考えてしまっているのだ。

　足を一歩踏みだすたびに、ズキンズキンと頭が痛む。

「愛！」

　グイッと手首を掴まれた。その反動で私の身体は郁斗のほうに傾く。

「離してっ！」

　腕を振りほどこうと身をよじる。でも力では敵かなうはずがない相手。

「離して……頭痛がするの……」

　通りを行く人々の注目を浴びてしまっているのがわかったけど、私は郁斗から離れようと必死だった。

「だったら抵抗するなよ！　なんでいきなり逃げるんだよ！」

　そんな私に郁斗が怒鳴った。

「手を離してもらえませんか？」

　そのとき突然、祐一郎の声が聞こえた。私の動きが、ギクリと止まる。

「祐……」

　誰にも見られたくないところを祐一郎に見られてしまった。言葉が出ない。

「愛が嫌がっている。その手を離してもらえませんか？」

　郁斗はまだ私の手首を掴んだままで、ふいに現れた祐一郎に顔を向けた。サングラスをかけているから、その表情は読めない。

　第三者が突然現れたのに、郁斗は少しも手の力を緩めない。決してぎゅっと掴まれているわけじゃないけど。

「あなたは？」

「愛の同僚です。彼女を好きな男でもありますが」

　郁斗が祐一郎に尋ねると、きっぱりした答えが返ってきた。

　私はこの場から消えてしまいたかった。

　祐一郎が『彼女を好きな男でもありますが』と言ったとき、私の手首を捕まえている郁斗の手に一瞬、力がこもった。

　なにか言わなければ、と私は口を開く。

「……朝倉さんとは、高校が一緒だったの」

「愛の同僚さん、俺は彼女に用があるんだ。ほっといてくれないか」

　郁斗の口調はぶっきらぼうだ。

「でも、愛は嫌がっている」

　祐一郎も一歩踏みだし、負けてはいない。

　このままではふたりとも引き下がらないだろう。頭痛もひどいし、この場をうまく収めて早く自宅に帰りたかった。

「祐……大丈夫だから。彼は高校のときのことで用事があるみたい」

　私は祐一郎を制した。

「愛、行こう。失礼します」

　郁斗は祐一郎に軽く頭を下げると、私を連れて歩きだした。




「郁斗、話すことなんてないよ。家に帰して」

「送っていく」

　私はコインパーキングに停められていた、黒いアルファロメオの助手席に座らされた。郁斗は助手席に身体を乗りだして、私のシートベルトを装着する。それから運転席に回ると、座ってエンジンをかけた。

　コインパーキングを離れて、幹線道路に出る。郁斗は運転に集中しているのか、わざと黙っているのか、ずっと口を開かない。

「郁斗、話があるなら今話して」

　大きな声を出したわけじゃないのに、頭にズキッと痛みが走る。

「頭が痛いんだろ？　眠ってろよ。着いたら起こすから」

　そっけない言葉が返ってきた。

　なんで郁斗は怒っているの？

　今のうちに話したかったけれど、頭痛は治まらない。仕方なくシートに身体を預け、ゆっくり目を閉じた。




　私は目を覚ますと、弾かれたように上半身を起こした。キョロキョロと部屋の中を見渡す。

　えっ!?　ここはどこ……？

　部屋の灯りは、ベッドのダウンライトだけしか点いていなかった。それでも充分に室内の様子はわかった。

　そうだ……私、寝ちゃったんだ。ここはホテル？

　シンプルで広い部屋は、ホテルの客室に見えなくもない。

　時計を見ると、あれから二時間経っていた。寝たおかげなのか、頭痛は先ほどよりは治まっていた。

　郁斗と話したくない。きっと昨夜のことは単なる衝動的な行為で、ブラジルに婚約者がいるとでも告げられるんだろう。

　そう言われる覚悟をして、近くにあった自分のバッグを持って郁斗を探しに部屋を出た。床は艶のあるダークブラウンのフローリングで、廊下にはオフホワイトのドアが三つもあり、すりガラスの入ったドアもひとつ。日菜のマンションのように豪華な造りだ。

　郁斗は、どのドアの向こうにいるの？

　奥を見てみると、玄関らしきドアが見えた。郁斗と話をしようと思っていたのに、そのドアを見たら自然に足がそっちに向いていた。

　静かに玄関のドアを開けると、なぜか見慣れた景色。

　ここは、日菜のマンションの隣の部屋だったんだ……。

　よく知っているエレベーターに乗って、私は郁斗から逃げた。




　自宅マンションに戻って玄関の鍵を開けたところで、バッグに入れていたスマホが振動した。それを取りだしてみると、まったく知らない番号が表示されている。

　……誰？

　なかなか切れず、仕方なく寝室に向かいながら電話に出る。

「もしもし？」

『なぜ逃げる？』

　耳に飛び込んできた郁斗の声に、唖あ然ぜんとなる。

『愛、聞いてるのかよ？』

「き、聞いてる……」

　立っていられなくて、ベッドの端にへなへなと座った。

『なぜ逃げるんだ？』

「……理由は、郁斗自身が一番よくわかってるでしょ！」

　衝動的に電話を切り、電源もオフにする。

　どうして私にかまうの？　もうかまわないで。

　郁斗を忘れなくちゃいけないのに……。

　今日知った、郁斗の婚約者の存在。そのことを思うと気が狂いそうになるくらいだ。

　婚約者がいながら、私の身体に刻印を残した郁斗が憎い……けど、心から憎めるはずなんてない。

　昨夜のことを思い出すと、身体は熱を帯びる。郁斗の声を聞いたり、顔を思い浮かべたりするたびに熱くなる。

　高校のときには、こんな感情はなかった。

　郁斗のバカッ。きっともう彼はなにも言ってこない。私に会いたいとも思わないはず。日本へ帰ってきた郁斗は超多忙なんだから。

　忘れよう……そう自分に言い聞かせた。




　翌朝は、休日だけどいつもと同じ六時に目が覚めた。スマホの電源を入れるとメールが二通入っていた。

　ひとつは日菜からで、郁斗にスマホの番号を教えたという報告と、彼の帰国パーティーの誘い。

　行けるわけがない。仕事を理由に断ろう。

　もうひとつは祐一郎から。

【携帯の電源が切られていたから、心配でメールした】

　それだけ書かれていた。

　早く、祐一郎に会って話さなきゃ。もう郁斗に会わないとしても、祐一郎とは付き合えない。

　私は重いため息をつくと、ベッドから抜けだした。




　九時を過ぎてから、祐一郎に電話をかける。

『愛……』

　私の名前を呼ぶ祐一郎の声は、沈んでいるように聞こえた。一瞬、気まずい空気が流れる。

「……おはよう。メールありがとう」

『おはよう。昨日は驚いたよ。大丈夫だったか？』

「祐、今日会える？」

　祐一郎の言葉には返事をせずに尋ねる。

『ああ、空いている。迎えに行くから待ってて』

「えっ……」

　交際を断るのに、わざわざ車で迎えに来てもらいたくはない。

「どこかで待ち合わせをしよう？」

『車で迎えに行っちゃダメなわけがあるのか？』

「……そんなことないけど」

『じゃあ、これから出るよ。三十分くらいで着くから』

　一方的に電話を切られてしまった。まだ部屋着だった私は急いで、ブラウスとモスグリーンのパンツに着替えた。




　ちょうど三十分後、スマホに祐一郎から電話が入り、バッグを手にして部屋を出た。

　マンションを出ると、道路に祐一郎の白い四輪駆動車が停まっていた。仕事の帰りに、何度か私の家まで送ってもらったことがあるから、スムーズに来られたようだ。メガネをかけた外見の印象とは違い、アウトドア派なのだ。

　車に寄りかかるようにしていた彼は、私に軽く手を上げて笑みを浮かべる。

　祐一郎……微ほほ笑えまないで……。

　これから交際を断るつもりだから、祐一郎の屈託のない笑顔がつらい。

「お待たせ」

「待ってないさ。さあ乗って」

　彼はそう言うと、運転席へ向かい、乗り込んだ。




　祐一郎の運転する車は、一般道路から首都高速道路へ入る。

「どこへ行くの？」

「今日と明日は休みだから、遠出しないか？」

　ハンドルを握る彼は、私のほうを見ずに言った。

「遠出って？　泊まるってこと？」

　私は思わず祐一郎の腕に手を置く。

「そんなに驚くことないだろう？　部屋は別にするよ。俺たち、いつも会社ではすれ違いばかりだから、ゆっくり話したいんだ」

「ゆっくり話すだけなら近くのカフェでも……それに、なんの用意もしていないんだよ？」

「必要なものならコンビニで揃そろうよ」

　戸惑う私に、祐一郎は笑顔を向けた。

「祐……」

　車が首都高速道路から中央高速道路に入っても、私はまだ戸惑っていた。どうやら山梨方面へと走っているみたい。

　ううん。戸惑っているんじゃなくて、逃げたがっている……ちゃんと断るつもりだったのに……。

　いつもとは違う強引な祐一郎に動揺している。

「愛、着くまで眠ったらいいよ。昨日は頭痛で大変だったんだろう？」

　祐一郎は、郁斗とのことにはまったく触れてこない。

「まだ頭が痛いの。お願いだから帰ろう？」

　もうそれほど痛みはなかったけれど、そう言えば引き返してくれるのではないかと考えた。でも祐一郎は、前を見て運転を続けるだけでなにも言わない。

「祐っ！」

「運転に集中したいんだ。眠ってて。あと一時間ぐらいで着くから」

　こんなに強引な祐一郎は見たことがない。

　そっけなく言われて、仕方なくシートに頭をつけて窓の外に目をやった。

　外の景色は、次第に緑が濃くなっていく。

　帰りたい。こんなの誘拐だよ……祐一郎はどういうつもりなの？

　昨日、郁斗と一緒に行ってしまったから怒っているんだろうな。なおさら、ちゃんと気持ちを伝えなきゃ。

　しばらくして、車は高速を降り、キレイな街並みに入った。レジャースポットとして人気のある小こ淵ぶち沢さわへ来たようだ。

「お腹が空いただろう？　昼飯にしようか」

　祐一郎は町営のパーキングに車を停めて言った。

　車を降りると、祐一郎が突然私の腰に手を置いてきて、ぞわっとする。こんな親しげな仕草も初めてだった。

「行こう」

　私の困惑を無視するように、彼は歩く。驚いたと同時に嫌悪感を覚えてしまった。




　こぢんまりとしたレストランの席に着いた。祐一郎がメニューを見ながら「なににする？」と聞いてくる。

「ん……」

　どうしよう。これからなにを言われるのかが怖くて、緊張しているし、交際を断らなければならないため、あまり食欲はなかった。

「……山の幸のパスタにする」

　それなら醤しょう油ゆベースでさっぱりしていて、食べられそうだ。

「ああ、うまそうだな。俺も同じものにする」

　祐一郎は楽しそうに笑みを浮かべた。




「祐、お願いだから帰りたいの」

　ニンニクのいい香りがするパスタが運ばれてきたけど、やはり食欲が湧かなくて、ほとんど食べられない。

「……帰ってヤツと会うのか？」

　ぶっきらぼうな声に、私の肩がビクッと揺れる。

「ヤ、ヤツって？」

「朝倉郁斗だよ！」

「……会わないよ。どうしてそう思うの？」

　祐一郎は不機嫌な顔になり、いつもなら食事中には吸わないタバコをポケットから取りだして火を点けた。

「タバコは吸わないで。食事中だよ？」

　私はタバコの煙が嫌いだった。喫煙は個人の自由だけど、食事中に吸うのは最低だと思っている。

「昨日、なぜヤツと一緒に行ったんだよ？　寝たのか？　いい気持ちにさせてくれたか？」

　ひどい言葉を吐かれ、私はガタッと音をたててイスから立ち上がった。

「なんてことを言うの!?　祐にそんなことを言われるなんてっ」

　祐一郎の言うことはあながち間違ってはいない。確かに私はその前夜、郁斗と寝たんだから……。

　だけど祐一郎の口から唐突に下品な言葉が出て、開いた口が塞ふさがらない。

「ヤツはスーパースターだもんな。俺は比べる価値もないさ」

「祐、やめてっ！」

「座れよ」

　レストランの客たちから注目を浴びていることに気づき、仕方なく座った。

「……告白の返事を、今日伝えようと思っていたの」

「返事？　まさか俺と付き合わずに、ヤツを選ぶのか？」

「私は誰とも付き合わないよ」

　祐一郎のメガネの奥の瞳が私を見つめる。けれどその瞳は、なんとなく私をバカにしたような色を帯びている。これは気のせい？

「俺は付き合うなら愛しか考えられない」

「でも、私に不信感があるんでしょう？　だから誘拐のようにこんなところへ連れてきて」

「ひどいな、誘拐だなんて。俺はちゃんと話をしたいだけだ」

　祐一郎はそう言って、タバコの煙をふーっと吐きだす。

「話なら、家の近くのカフェでもできたでしょ」

　あのとき、頑として拒否すればよかった。こんなところまで連れてこられて、今は彼が怖い……。

　私は我が慢まんできなくて、再び席を立った。

「愛、座るんだ」

　少しの間、下唇を噛みながら祐一郎を見ていたけれど、もう一度腰を下ろす。

「私の気持ち、わかって。祐とは付き合えない」

　ちゃんと話をしなくちゃ。同じ職場なんだから、気まずくなりたくない。

「俺は愛と付き合いたい。結婚も考えているんだ」

「いきなり結婚だなんて無理だよ……。わかった。本当のことを言うわ。祐の言う通り……私は……彼が好きなの」

　祐一郎は一瞬、苦悩の表情を浮かべた。でも、すぐに笑みをたたえる。

「ど、どうして笑うの？」

「でも、俺は愛が好きなんだ。だからあいつと寝たんだとしても許すよ。もうあいつに会わなければ。だから付き合おう」

　郁斗ともう会わなければ？　郁斗はそのつもりだろう。婚約者がいるんだもの。でも、だからといって、祐一郎と付き合うことはできない。私の中にあった祐一郎への好感は、恋愛感情ではないと気づいてしまったから。

　告白の返事を待ってもらっていたことで、祐一郎の期待が膨らんでいたとしたら、申し訳ないけど……。

　再び痛み始めたこめかみに、そっと指を置く。

　頭が痛いし、噛みしめた唇も痛い……でも、もっと痛いのは心……。

　ポロポロと涙が零こぼれ落ちて、テーブルを濡らしていく。

「……泣かないでくれ。こんなところまで連れてきた俺が悪かったよ」

　祐一郎はポケットから大判のハンカチを取りだし、私に差しだした。

「……郁斗は……私の初恋の人なの」

「久しぶりに会って恋心を思い出したんだな。だけど、あいつを思っていても仕方ないだろう？　俺も昨日ネットであいつのことを調べた。大富豪の娘が婚約者だって？　愛とは住む世界が違う。いいよな？　俺と付き合うんだ。すぐにあいつのことなんか忘れられるさ」

　一方的に言って、彼は灰皿でタバコの吸い殻を揉み消した。




　レストランを出ると、祐一郎は東京へと引き返してくれた。

　私の涙を見たせいなのだろうか。それとも、彼は私が交際をＯＫしたと思い込んでいるの？

　自宅の近くに到着するまで、私はずっとそのことばかり考えていた。

　まだ十五時過ぎの明るい時間帯だった。

「祐、お願い。わかって。あなたとは付き合えないの」

　車から降りる間際に、私が念を押すように口にすると、祐一郎はなぜか薄ら笑いを浮かべる。

「祐……？」

　彼の表情に戸惑っていたら、無理やり身体を引き寄せられた。そして唇が重ねられ、強引なキスに全身が硬直する。

　次の瞬間、祐一郎の頬を叩いていた。

「ひどいっ！」

　祐一郎を睨にらんで、車から飛びだすように降りると、彼はなにも言わずに車を発進させてその場を去った。

　郁斗のようにときめくキスじゃない。嫌悪感しかない。

　部屋に入ると、パンプスを脱ぐのももどかしく、洗面所へ直行して口をゆすぐ。祐一郎が吸ったタバコの臭いがついてしまったようで不快だった。

　タオルで口元を拭ぬぐっていると、玄関に放りだしたままだったバッグの中のスマホが鳴った。メールではなく電話の着信音だ。急いで取りだすと、画面には日菜の名前が浮かんでいた。

「もしもし？　日菜？」

『やっと繋がった！　何度もかけたんだよ？　愛ちゃん、忙しいところごめんね』

　日菜のかわいらしい声が聞こえてきた。

「う、ううん」

　朝、祐一郎と話してから、ずっとスマホを確認していなかったことを思い出す。

『メール見たよね？　郁斗の帰国パーティーの件』

「……うん。あのね、日菜――」

『都合は愛ちゃんに合わせるからね！』

　えっ？

　断ろうとしていた私は、日菜のセリフに言葉を失う。

「日菜、なにを言ってるのよ？」

『だって、愛ちゃんは忙しくて不規則な生活じゃない？』

　郁斗の帰国パーティーを私の都合に合わせるなんて。『日菜、なにか企んでいない？』と聞きそうになった。

「私、ここのところずっと忙しいからパーティーには行けないかも。だから日にちは日菜のほうで決めて。行けたら行くから」

　わざとらしくなく、無難な答えだと思う。

『そうなの？　わかった！　郁斗にそう言っておくね』

「うん」

『じゃあ、愛ちゃんまたね～』

　通話が切れたスマホを持ったまま立ちつくしていると、再び音が鳴りだした。

　……着信は郁斗からだった。

　出るか迷うけど、電話はしつこく鳴っていてなかなか切れない。しばらくしてからようやく出る決心がついて、『応答』の表示を押した。

『お前、出るの遅い』

「なんの用？」

『はぁ？』

　郁斗の呆あきれた声が耳を掠かすめる。

「用がないのなら切るから」

『ちょっと待てよ！　今、家だよな？　おとなしく待っていろよ』

　彼がそう言うと電話は切れてしまった。

「待っていろよ、って……」

　これから来るの？　そうはいかないんだから。出かけてしまえば郁斗に会わないで済む。

　手元にあったバッグを持ち、玄関のドアを開けた。

「あっ……！」

　信じられないことに、目の前に郁斗が立っていた。驚いてドアを閉めようとしたところを彼の手が押さえる。

「い、郁斗っ！　離してっ！」

　まさか部屋の前で電話をかけてきたとは、思ってもみなかった。

　大きくドアが開き、引っ張られてよろめく。その隙に郁斗は玄関に入り、私の身体を支えた。

「おとなしく待っていろって言ったはずだけど？」

　彼は私を見つめたままそう言い、後ろ手で鍵を閉める。

「どうしてここが……？」

「そんなこともわからないのか？　日菜に聞いたに決まってんだろう？」

　郁斗はスニーカーを脱ぎ、私の手首を掴んで部屋へ上がった。

「愛、なんで逃げるんだよ」

　モスグリーンのふたりがけのソファに私を座らせてから、郁斗も隣に座る。ソファは郁斗が座ると思ったより狭くて、肩が触れ合う。私の暴れる心臓の音までもが彼に届きそうだ。

「ど……」

　うまく言葉が出てこない。

「愛？」

「……どうして放っておいてくれないの？」

　先ほどの祐一郎とのこともあり、ぶっきらぼうな口調になってしまう。

「放っておかれたいのか？　愛し合ったのに、あのことはきっぱり忘れて、なかったことにしたいのか？」

　郁斗は私とは正反対に、冷静な口調だ。

「そうだよ。あのことは……間違いだったの」

「間違いだった？」

　意地悪く目を細めて聞き返され、私は下唇を噛んだ。

「唇が傷つく」

　そう言って郁斗は顔を近づけてきた。私がぼんやり見ているとさらに近づいてきて、唇が重なりそうになった。

「嫌……」

　郁斗の胸に手を置いて離れようとすると、その行動は彼をもっと煽あおる形になってしまったようで、強引に引き寄せられ、唇が塞がれる。

　歯列を割って舌を絡ませてくる郁斗に、応えてしまいそうになる。

「んっ……」

　甘い声まで出てしまい、郁斗のキスが愛おしいと悟る。

　口内を舌でたっぷりと愛あい撫ぶされて、骨抜きにされたように抵抗すらできなくなった。

　郁斗の唇が私の耳たぶに移動したとき、ふいに動きが止まった。

「タバコ？」

　郁斗はキスをやめて私を見つめる。祐一郎のタバコの臭いが、髪や服に染みついてしまっていたみたいだ。

「今日は、この前のヤツとデートだったのか？」

「……郁斗には関係ないでしょ」

　祐一郎とのことを、このまま誤解させておこうと思った。

「愛たちのデートって、こんな早い時間に別れるんだ？」

　郁斗がバカにしたように笑う。

「そ、そんなの勝手じゃないっ！」

「お前たちのデートは、ままごとみたいだな」

「……もう帰って」

　私は郁斗から離れようと立ち上がり、背を向ける。

「お前はあいつを愛していないんだろ」

「郁斗っ！」

　私が愛しているのは郁斗だけ……。でも……。

「俺が恋人になる」

　いきなり聞こえてきた郁斗のその言葉に、耳を疑う。ガクッと膝の力が抜けてしまいそうになった。

　立っていられないほどの衝撃。婚約者がいるのに、私の……恋人になるの？

　ソファに座ったまま、郁斗は余裕の笑みを浮かべて私を見ている。

「なにバカなこと言ってるのよっ。婚約――」

「そんなにバカなことか？　あいつより俺のほうが相性はぴったりだろ」

　郁斗は私の言葉を途中で遮り、一方的に自分の気持ちを伝えてくる。こんなに積極的な彼は初めて見る。私は答えに困った。

　郁斗に婚約者がいてもかまわない気持ちになってしまう。一度付き合えば満足して、別れるときにさっぱり吹っきれるかもしれない……。そんな思いが頭の中を巡っていく。

「俺も忙しいからあまり会えないかもしれない。それでも愛と付き合いたい。愛を自分だけのものにしたい」

「……本当？」

　私を……自分だけのものにしたい？

　それが私にとってどんなにうれしい言葉か、郁斗にはわからないだろう。身体を重ねたときよりもうれしい。

「本当だよ」

　郁斗が立ち上がり、私の腰に腕を回して顔を傾けた。再び彼の唇が重なる。

　自然と口が開いてしまい、すかさず郁斗の舌が絡みつく。

　愛撫に翻弄されて、私は郁斗のことだけしか考えられなくなった。




　明け方、もう一度私たちは愛し合った。

　ふと目が覚めて、郁斗に見つめられていることに気づき、自然と抱き合う。昨日の夕方から飽くことなく愛し合い、空腹を感じたらピザを取ってお腹を満たし、それからまた愛し合った。

　身体を重ねるごとに独占欲が強くなる。今、郁斗に必要とされていることがうれしい。この先に別れがあるかもしれないけれど、今は幸せだった。

　でも、ふと気になる郁斗の婚約者の存在。婚約者がいるのに、郁斗には罪悪感はないの……？　私に対しては？

　それでも今は幸せに浸っていたくて、その疑問を口には出せなかった。




　十時過ぎに起きた私は、レモン色のチューブトップワンピースに着替えた。ふんわりと膝下までの長さで、素足にサンダルを履けば、暑くなってくる初夏にぴったりだ。

　腰がだるい……。

　郁斗は先に昨日の服に着替えて、隣のリビングにいる。

　スライド式のドアを開けて、寝室からリビングに顔を覗かせると、郁斗はソファに座ってスマホを弄いじっていた。

　ドアを閉めて近づくと、彼はスマホを置いて私を見た。

「コーヒー淹れるね。アイスがいいよね？」

　キッチンへ行こうとする私を、郁斗は腕を伸ばして後ろから抱きしめた。

「きゃっ！」

　突然引き寄せられて、びっくりして声が出る。

「そんなに驚かなくてもいいだろ？」

「だ、だって……」

「う～ん。いい匂い……」

　郁斗の膝に座らされて、背後から抱きしめられた格好のまま、首筋に唇が触れる。肩から背中にもキスが落とされる。

「もう一度ベッドに行かないか？」

「い、郁斗っ！　もう嫌だよ」

　思わず拒絶の言葉を言っていた。

「傷つくな～。俺と愛し合うのは、もう嫌なんだ？」

　郁斗はすねたように言って、意地悪に私の耳たぶをちょっと強く噛む。

「あ……っ……」

　ぞくぞくっとした感覚が身体を走る。

「違う……から……」

　この甘々な雰囲気に、いきなりついていくのは難しい。

　ブラジルの彼女ともこんなふうに？　そう思うと泣きたくなった。

「コーヒーはいいよ。外に飯食べに行こう」

　私を先に立たせてから、郁斗も立ち上がった。

「あ、それからひとつ頼みがあるんだけど？」

　彼が真剣な顔で私を見つめる。

「頼み？」

「そう。なにか羽織ってきてくれないか」

　どういう意味なんだろう……？

　郁斗の言うことがわからなくて、首をかしげる。

「これじゃダメ？」

　無邪気に聞いてみると、彼は顔をしかめて首を横に振った。

「魅力的すぎ。露出度の高い服は俺の前だけにして」

「そんな束縛は嫌」

　私も顔をしかめてみせる。でも内心は、好きな人からそういうことを言ってもらえてうれしい。

「束縛じゃない。独占欲だよ」

　なだめるようなキスを唇の端に落として、郁斗は私をぎゅっと抱きしめた。




　郁斗の車は近くのコインパーキングに停めてあった。

　ブラジルで生活していたからだろうか、彼は紳士的に助手席のドアを開けて、私を座らせる。

　ううん、違う。日菜が昔言っていた。朝倉兄弟は小さい頃から紳士的だったって。

　こんなことのひとつにも感激してしまう。

　だけど、ブラジルにいる婚約者にも同じようにしていたのかと思うと、やっぱり嫉妬心で胸が焼かれるように痛む。

　郁斗の行動すべてに、あの金髪ではつらつとした彼女がつきまとってしまうのが、嫌でならない。

「愛？　どうした？」

　運転席に落ち着いた郁斗は、まだシートベルトをしていない私の髪に触れた。

「えっ？　な、なんでもない」

　私は我に返ると、慌てて手を伸ばしてシートベルトを締めた。




　いろいろと自分に起こったことを考えていたため、車が到着して初めて、ここがどこかを知った。

「郁斗！　なんで朝倉ホテルなの？　ファミレスでいいって言ったのに」

　郁斗の実家が経営する、都内でも最高級クラスの朝倉ホテルだ。

「なんでって、朝食、食べるんだろ？」

「だからファミレスでもいいって」

　車の外で、私たちが降りるのをドアマンが待っている。

「来ちゃったんだからしょうがないだろ？　ここで食べようぜ」

　郁斗がここにしたいなら仕方ない。彼に続いて私も車から降りた。




　三階の屋外プールのあるレストランへ連れてこられた。

　日差しは眩まぶしく、初夏の爽やかな天気だ。これから気温もどんどん上がるだろう。

　キラキラと水面が揺れるプールを眺めることのできる、屋根のある席に案内された。

「すごくいい天気だね」

「やっぱり日本はいいな」

　郁斗はここの空気を満喫するように、腕を上げて伸びをする。

「向こうは大変だった？」

　十八歳で慣れない外国へ行き、生活をしていたのだから、大変だっただろう。

「まあ、それなりには。だけど、親父の知り合いの家に居い候そうろうさせてもらっていたから食事もしっかりとれて、厳しい環境でもがんばれたんだと思う」

「すごいよ。がんばって結果出してきて。なにかの国際試合でＭＶＰを獲とったときはどんな気持ちだった？」

　つい雑誌編集者として聞いてしまった。

「愛……」

　郁斗がふうっとため息をつく。

「あ、ごめん……取材みたいだよね」

「いいよ。俺がＭＶＰを獲ったの、知っていたんだ？」

　郁斗の口元にニヤリと意地悪く笑みが広がり、私は恥ずかしくなる。

　ずっとブラジルの郁斗が気になっていた。一部リーグに加入し、試合に出るようになると、サッカーニュースで郁斗の活躍を知ることができた。

「あのときは天にものぼる気持ちだったよ。まだ未熟者の俺が、あんなにすごい賞をもらったのは、奇跡としか言いようがない」

「違うよ。郁斗が努力したからだよ」

「ありがとう。そうだ。帰国祝いのパーティーの日にち、決めてくれないか？　愛が一番忙しいって日菜が言っていたから。空いている日に合わせるよ」

「そ、そんなの変だよ。私より、郁斗の都合が大事でしょ？　郁斗だって忙しいんだから」

　運ばれてきたオレンジジュースを、ストローでひと口飲む。郁斗はクラッシュアイスの入ったアイスコーヒー。

「俺は愛だけ来てくれればいいよ」

　さらっとうれしいことを言われ、頬が熱くなっていく。

「もうっ！　いつからそんなに口がうまくなったのっ？」

「そうか？」

　にっこり微笑む郁斗に落ち着かなくて、オレンジジュースを飲み干しそうな勢いですする。

　ますます郁斗が好きになっていく……。




「これからサッカー関係者と約束があるんだ」

　ブランチを食べ終えて、膝に置いていたナプキンを畳んでいると、郁斗が言った。

「うん。私のことは気にしないで。ひとりで帰れるから」

「ここまで連れてきたんだから送っていく」

「大丈夫だよ。ちょっと街をブラブラしてから帰るね」

　郁斗が忙しいのはわかっている。彼はしぶしぶ了承して、私たちはホテルのエントランスで別れた。




　自宅に戻ると、小さなため息が漏れた。

　また郁斗と寝てしまった。でも後悔はしていない。高校のときに郁斗を好きになって……それ以降、本気で好きになった男性はいないから。

　ソファに座ると郁斗のことを考えて、しばらく動けなかった。

　そのとき、ちょうど祐一郎から電話が入った。出ないわけにはいかない。もう一度彼に言わなければ。

「祐……」

『愛、昨日はごめん。大人げないことをしたと思っているよ』

　電話に出た途端、祐一郎に謝られて言葉が出なくなる。

『聞いてる？　もうあんなことは二度としない』

「……あのときの祐、怖かった」

『あぁ。ごめん。頭に血がのぼった』

　素直に謝る声を聞いていると、許してあげようかという気持ちになってしまう。

　でも、もう一度きっぱり断らなければと考えていると、祐一郎がなにか話しているのを聞き逃してしまった。

「今、なんて？」

『朝倉郁斗と、もう会わないよな？』

「えっ……どうしてそんなことを……？」

　私が郁斗と会うことを止める権利なんて、祐一郎にはない。

「……私は郁斗が好きなの。会わないなんてできない」

『愛！　あいつより俺にしろよ』

　電話の向こうからは、私の話を真剣には聞いていない様子の祐一郎の声。

　なぜわかってくれないの？　いつも仕事ではものわかりのいい人なのに。

『婚約者がいるのに、愛とも関係があることをマスコミにバラしたら、彼はどうなるだろうね？　今は各チームと交渉中だろ？　そんな噂話をたてられたら、大おお事ごとにはならなくても小さな打撃は受ける。少なくともスポンサーはいい顔をしないだろう』

「祐！　なにを言っているの!?」

　祐一郎から出た信じられない言葉に、愕がく然ぜんとなる。

　彼がこんな人だとは思ってもみなかった。明らかに脅おどしで私を……。

『嫉妬する男は醜みにくいんだ。君と付き合うためならなんでもする』

「そんなの愛情じゃないよっ！　私は祐のこと、恋愛対象として見られないの」

　そんな私の言葉に聞く耳を持たず、祐一郎は電話の向こうで笑っている。

『愛が俺と付き合って、もうあいつと会わなければ、誰にもバラさない。明日、返事を聞くよ』

　そう言われ、一方的に電話を切られた。

　そこまでして、私と付き合いたいだなんて……。

　祐一郎の言葉が怖くて涙がポロポロと頬を伝い、フローリングの床に落ちていく。

　どうしたらいいのかわからず、涙はしばらく止まらなかった。




　翌日は月曜日。会社に行けば祐一郎と対面しなければならない。

　でも、祐一郎は今日は取材で外に出るはずだから、顔を合わせる時間は少なくて済むだろう。

「おはようございます」

　フロアに入ると、すでに数人の社員が出社していた。

　私は途中のコーヒーショップで買ってきたアイスコーヒーをデスクの上に置き、席に着く。

「愛、おはよう」

　パソコンの電源を入れながら、涼子に「おはよう」と挨拶を返す。

「ねえ、土曜日に祐一郎とドライブしたんだって？」

　涼子がにんまり笑って言った。

　どうして彼女がそれを知っているのか、とびっくりする。

「えっ……あ、うん。そうだけど、なんで涼子が……？」

「土曜日の夜にたまたま駅で祐一郎に会ってさ。愛とのこと、うれしそうにノロケてたよ。愛、よかったじゃん。長かった〝彼氏いない歴〟に終止符を打てるね」

　その話を聞いて、無意識のうちにため息が漏れる。涼子に『違う』と言おうとしたとき――。

「おはよう。愛」

　突然聞こえた祐一郎の声に驚いて、肩がビクッと跳ねる。

「お、おはよう」

　顔を上げると、彼が涼子の隣にいた。

「祐一郎～。顔が緩んでるよ」

　涼子が祐一郎をからかう。

「まあな。じゃあ、取材行ってくるよ」

　祐一郎は、私の髪をそっと撫なでて行ってしまった。

　髪に触れられて背筋がゾクッとした。まるで『昨日の約束を覚えているよな？』と念を押されたようで。

　すぐに祐一郎は撮影に出かけ、私を取り巻く重い空気はなくなった。少し気が楽になったところで、デスクの上のスマホが振動した。

　日菜からのメールだ。【郁斗の帰国パーティーはいつにする？】と書かれている。

　郁斗の都合に合わせてって言ったのに……。

　でも、もう一度はっきり言わなければ、郁斗から帰国パーティーの幹事を任されている日菜が困るだろう。

　スマホを持って廊下に出て、小さな休憩室に入り、日菜に電話をする。

『愛ちゃん！』

　日菜はすぐ電話に出た。

「郁斗のパーティーの日にち、勝手に決めてって言ったよね？」

『だって……郁斗が愛ちゃんに来てほしいって言ってたから。郁斗、愛ちゃんのことが好きなんだね』

　うれしそうな日菜の声に目を丸くする。

「私のことが好きって……」

『郁斗と愛ちゃん、付き合うんでしょ。昨日の夜聞いたの。私、すごくうれしい。郁斗、愛ちゃんに絶対に来てほしがってるんだから、日にち決めて』

　郁斗が日菜に、そんなことを言うなんて……。それに、日菜も彼の婚約者の存在を知らない？

「……じゃあ、再来週の土曜日にして」

　スケジュール帳を見ていないけれど、もし空いていても行かないつもりだった。

　郁斗と会ったことが、祐一郎にバレればマスコミに……。郁斗は今が大事な時期だから、揉め事を起こすわけにはいかない。

　ひと晩考えて、脅しという手法を取る祐一郎の言いなりになるのは嫌だけど、郁斗には会わないと決めた。

『うん！　ＯＫ！　その日で郁斗に聞いて手配しておくね』

　帰国パーティーの日にちのめどがついて、日菜は上機嫌で電話を切った。

　そんな日菜とは反対に、私はスマホを握りしめて涙を堪えていた。




「愛、編集長が呼んでいるわ。戻り次第、編集長室へ来てほしいって」

　フロアに戻ると、涼子が首を伸ばして私に言った。

「あ、うん。サンキュ」

　涼子に返事をして編集長室に向かう。

　ノックをして中へ入ると、満面の笑みを張りつかせた編集長がいた。顎までのボブスタイルで、ファッション誌の編集長らしく今日もスタイリッシュな服装をしている。四十代後半の彼女は、二十代のときパリコレに出ていたらしい。年を取り、皺しわは隠せなくなったけど、細身のスタイルは健在だ。

「愛は、朝倉さんと知り合いだったんですってね？」

「知り合いといっても、高校が同じだっただけで……」

　どこでも郁斗の名前がついて回る。これではなかなか彼を忘れられない。

「朝倉さんに、秋のスペシャル号でモデルになってほしくて、あなたを呼んだのよ。力になってもらいたいの」

　手持ち無沙汰なのか、編集長は私の顔を見ながら、デスクの上の雑誌をパラパラとめくっている。

「彼にモデルを？」

「ええ。これからの秋冬物のコレクションのモデルにぴったりだと思って。話題にもなるでしょう？」

「でも、契約するサッカーチームが許すでしょうか？」

「彼を喉から手が出るくらい欲しがっているサッカーチームなんて、腐るほどあるわ。規則で彼を縛りはしないでしょう。お願い。聞いてみてほしいの」

　編集長からのお願いには、絶対的な力がある。

　郁斗とはもう会わないと決めたのに、すぐさまこんな形で連絡を取らなければいけなくなるなんて……。




　編集長室を出て休憩室に入った私は、仕方なく郁斗に電話をかけた。

　しばらく呼びだし音が鳴っていたけれど出ない。忙しいのだろう、と電話を切ろうとしたとき、彼の声が耳に飛び込んできた。

『ごめん、愛。今打ち合わせ中なんだ。あとでかける』

　郁斗の声が甘く聞こえる。

「ごめんなさい。待ってる……」

　しおらしく言うと、彼が電話の向こうで笑った。

『待ってる、って言ってもらうのもいいもんだな』

「郁斗……」

『じゃあ、あとでな』

　電話が切れた。

「はあ～っ……」

　深いため息をついて、スマホをジーンズのポケットにしまう。

　祐一郎は、また郁斗と会うのをどう思うだろう。でも、編集長の命令なんだから、電話やメールじゃなくちゃんと会って、直々に頼まなくちゃいけないよね。

　自販機にお金を入れて、アイスコーヒーのボタンを押す。それなのにガタンと出てきたのはレモンティー。

「な、なにこれっ」

　手にしたレモンティーを見て唖然とする。自販機を蹴けって八つ当たりしたい気分になったけど、結局は蹴らずに、レモンティーの缶を持っておとなしくフロアへ戻った。

「編集長、なんだって？」

　席に着くなり涼子がやってきた。

「朝倉郁斗に、秋冬物のコレクションのモデルをやってほしいって。その交渉役を任せられたの」

　おかしく思われないよう簡潔に言う。

「すごい話だね!?　編集長は朝倉郁斗がお気に入りだね～。そこら辺のモデルよりカッコいいもんね」

「モデル並みの身長だし、写真写りもいいからね」

「じゃあ、交渉のために朝倉郁斗にもう一度会うんだ？」

「えっ？　う、うん」

「いいな～。私もまた会いたい」

　そう言われて複雑な気持ちになる。やっぱり女性はみんな郁斗に惹かれるんだ。

　そのとき、マナーモードにしていたスマホがポケットの中で振動した。急いで取りだすと、電話は郁斗からだった。

　涼子はまだ話をしたそうで立ったまま隣にいるけれど、郁斗を待たせたくなくて、私は仕方なく電話に出る。

「は、はい？」

　涼子がそばにいるせいで、ぎこちなくなってしまう。

『さっきは悪かったな』

　少し低いけどよく通る郁斗の声が聞こえてきた。

「ううん。打ち合わせ中にごめんなさい」

『で、どうしたの？』

「あの……頼みがあって……」

『頼み？』

　なんの頼みだろうか、と不思議そうな声が聞こえた。

「うん」

『じゃあ、今夜俺のマンションに来てほしい。場所はわかるよな？』

　ちょっと含みのある言い方だ。以前私が逃げだしたことを思い出しているみたいだった。

「わかる。日菜のマンションの隣の部屋だよね？」

『待ってるよ』

「あっ。郁斗、待って！」

　電話を切られそうになって慌てた。

『ん？　なに？』

「ちょっと遅くなるの」

『何時でもいいよ。待ってる』

　優しい声に、胸がトクンと鳴ると共に、電話は切れた。

「どうやらアポイントは取れたようね？」

　そばにいた涼子に、全部聞かれていたらしい。聞かれたくなかったから、できるだけ小さな声にしたつもりだったのに……。

「うん」

　スマホをデスクの上に置き、短く返事をすると、彼女がさらに問いかけてくる。

「彼のマンションへ行くの？　やっぱりふたりの間にはなにかあるの？」

　涼子に聞かれてハッとなる。

　そうだ……涼子は、私が祐一郎と付き合うことになったと誤解したままなんだ。

「……涼子、お願い。今夜彼と会うことは、祐には黙っていて」

　私は少し間を置いたあと、涼子にお願いした。

「それって……本当になにかあるんだね？　愛、祐一郎に『付き合う』って言ったんでしょ？」

「ううん。私はそんなこと言ってないよ」

　真面目な顔で首を横に振る。

「でも、祐一郎がそう言ってたよ？　いったいどうなってるの？」

　涼子は困惑気味の顔で私を見つめる。

「ここでは話せないから、屋上へ行こう。全部話すから」

　涼子にこれ以上隠してはおけない。

　祐一郎と涼子は仲がいい。このまま話さなければ、涼子は私に不信感を抱くだろう。同じ職場で働く仲間として、きちんと話しておこうと思った。

「わかったわ。行こう」

　私たちはフロアを離れた。




　屋上は立ち入り禁止になってはいないものの、この暑い時間帯に人はいなかった。

　誰もいないことにホッとして、日陰になっているベンチに腰を下ろす。涼子も私の隣に座った。

　私は深呼吸をしてから、ぽつりと話し始めた。

「まず……はっきり言うと、祐に結婚を前提に付き合ってほしいと言われていたけど、土曜日に断ったの」

「祐一郎の言っていることとは違うんだね」

　涼子は肩をすくめ、いぶかしげに眉根を寄せる。

「……高校のとき、私は郁斗が好きだったの。彼は私の親友が好きで、結局振り向いてくれなかったんだけど」

　私の告白を、涼子は黙って聞いている。

「郁斗のインタビューを編集長から命じられたときは、戸惑ったけどうれしかった。それでもう一度郁斗に会うと、やっぱりずっと好きだったんだなって……。だから、あの夜、郁斗に抱かれたの。涼子の考えていた通りだよ」

「そうだったんだ……女性なら誰でも、朝倉さんに惹かれるよね」

　涼子に聞かれてコクッと頷く。

「でも、彼には婚約者がいるじゃない。遊ばれちゃっているんだよ？」

「うん……それでもいいと思ってる……ううん、思ってた」

「思ってた？　それってどういうこと？」

「……もう郁斗と会うのはやめるの。祐が……」

「祐一郎は知っているの!?」

　涼子が驚きの声を上げる。

「うん。だけど彼は、全然聞く耳を持ってくれなくて……それでも私と付き合いたいって。それどころか、郁斗と会うなら私とのことをマスコミに話す……と。今、郁斗は大事な時期だし、私のせいで郁斗の人生が変わってしまうなんてことはあってはならない」

　口ではそう言っても、心は割りきれるものではなかった。私の目からは涙が溢あふれて、膝の上でぎゅっと握った拳こぶしの上に落ちた。

「それって、脅しじゃない！」

　涼子が憤慨している。

「私、祐が怖いの……」

　不安に駆られ、土曜日に山梨県まで連れていかれたことも話していた。本当に彼を怒らせれば、郁斗はマスコミの餌え食じきになってしまうかもしれない。

「そんなヤツだったなんて信じられない」

「私は本気で、郁斗のために会わないつもりだったの。でも、編集長の命令で……」

　私は溢れる涙を止めようと、両手で顔を覆った。

「愛、わかったよ。それにしても、祐一郎がそこまで卑ひ怯きょうなヤツだったなんて……」

　涼子の手が肩に置かれ、慰めるようにトントンと叩かれる。

「ありがとう……」

「だけど、編集長からの直々の頼みじゃ、なんとしてでも朝倉さんにＯＫと言わせなきゃならないんじゃない？」

　そこも問題なのだ。郁斗がモデルをやろうなんて思うはずがない。サッカー以外にあまり興味はなさそうだし、お金にも困っていないだろうし。

「編集長が自分でオファーしに行けばいいのに。コネのある愛に頼むってことは、どうしても会いたいんだよ」

「たぶん……郁斗からＯＫはもらえないと思う」

「でも、編集長はＯＫしか望んでいないんだから。ダメだったら、愛は違う部署に異動ってこともありえるよ？　私たちが編集部に入る前の話で詳しくは知らないけど、編集長の気に障って辞めさせられた社員の噂があったじゃない。ざっと聞いただけでも三人は、異動させられたり、圧力で退社させられたりしているって。編集長はそれなりの実績がある人だから、社長もなにも言えないらしいよ」

　涼子は心配を口にした。

「……私は、異動してもいいと思ってる」

　祐一郎に関しては、あそこまで考えさせてしまった自分が悪いと思っている。郁斗と再会する前に……告白されたときに断ればよかった。今は、同じフロアで仕事をすることにも苦痛を感じている。

「そんなこと言わないでよ！　好きな仕事でしょ？　朝倉さんにそのことを正直に話して、考えてもらいなよ。愛のためにモデルをしてくれるかも」

　会社の恥になることは言いたくない。私はあいまいに頷いた。

　涼子は、郁斗と会うことを祐一郎には話さないと約束してくれた。帰り際に「私は愛の味方だからね」と言ってくれたのもうれしかった。




「もう十九時か……」

　今日の編集作業はあと一時間以上かかりそうだ。

　ふと気になって立ち上がり、壁にかかっているホワイトボードを見に行く。目的は祐一郎の予定。

　帰ってきてほしくない。会いたくない。

　けれど昨日の電話では『明日、返事を聞く』と言われていた。さっきからそのことばかりが心を締めつけている。

　脅されて付き合えるわけがない。同僚として好感を抱いていたけど、今ではそれもなくなった。

「あ……今日は大阪へ行っていたんだ。取材は十九時まで……」

　それを見て安堵した。もっと早くホワイトボードを見ていれば、気を揉まずに済んだのに。

　デスクに戻ると、パソコンの横に置いていたスマホが振動していた。慌ててそれを手にする。

「も、もしもし……」

『まだ仕事しているのか？』

　祐一郎だった。

「まだ会社にいるよ。なかなか編集作業が終わらなくて」

　なにを言われるのかビクビクしてしまう。

『俺も今、取材が終わったんだ。これから新幹線で帰る。今夜は遅くなるから、会うのは明日にしよう』

「うん……」

　願ったり叶ったりの言葉だった。

『じゃあ、仕事がんばれよ』

　電話を切ったあと、スマホを持ったまま胸に手を当てた。早鐘を打つように心臓がドキドキしている。

　もちろん、ときめいているんじゃない……彼が怖い……。

「愛さん？」

　名前を呼ばれて振り向くと、二年後輩の山やま本もと仁ひと美みが、ベーグルサンドイッチを手にして立っていた。

『ファッション命』と公言するだけあって、彼女はファッションにかなり気を遣っていて、先日うちが取り上げた若い子に人気のブランドの服を今日は着ている。派手にならない程度にジェルネイルも施していて、見習わなければといつも思う。

「仁美ちゃん、どうしたの？」

「編集長から差し入れです。あ、飲み物買ってきましょうか？」

　彼女は肩までのブラウンの髪を揺らして、私のデスクの空いているスペースに、セロハンに包まれたベーグルを置いた。

「ありがとう。自分で買ってくるからいいよ」

　気を遣ってくれる仁美ちゃんに笑みを浮かべる。

「愛さん、大丈夫ですか？　なんだか顔色が悪いですよ？」

「え？　そうかな。大丈夫だよ。週の初めから疲れたなんて言ってられないし」

　自らに活を入れるようなふりをすると、仁美ちゃんは安心したように自分のデスクへ戻っていった。




　結局、作業に三時間近くかかって二十二時になろうとしたとき、やっとひと段落し、急いでデスクの上を片づける。まだ手をつけられていなかったベーグルをバッグの中に入れた。

　食欲がなかった。今日一日コーヒーばかり飲んでいて、胃が荒れてしまったようだ。

　残っている他の社員に挨拶をして、会社を出て駅に向かう。会社から郁斗のマンションまでは六駅ほどの距離だから、二十二時半には着くだろう。




　玄関のドアを開けてくれた郁斗は、私にうれしそうな笑みを向けた。

「お疲れ。入って」

「う、うん。おじゃまします」

　郁斗の横を通るとき、爽やかな香りが鼻をくすぐった。髪が濡れていて、シャワーを浴びたばかりみたいだ。

「ビール飲む？」

　二十畳はある広いリビングに私を通し、彼はそのままキッチンに入る。

「ううん。でも冷たいものが飲みたいな。ジュースある？」

　キッチンにいる彼に聞こえるよう、カウンターまで近づいた。

「コーラでいいか？」

「うん」

　冷蔵庫を開ける郁斗の後ろ姿に見とれてしまいそうになる。髪を拭いている途中だったのか、首にタオルがかかっている姿もイケてる。

「座ってろよ。今持っていくから」

　疲れていた私は、座り心地のよさそうなソファに素直に腰を下ろした。シンプルな革の白いソファ。我が家のものとは違い、ここでぐっすり寝られそうなほど大きい。

　目の前のテーブルにコーラの入ったグラスを置くと、郁斗は缶ビールを手にして、隣に座る。

「いただきます」

　私は喉の渇きを潤そうと、コーラをひと口飲んだ。

「で、話って？」

　気づくと、郁斗もすでに半分ほどビールをおいしそうに飲んでいる。

「郁斗に秋冬物のファッションモデルになってほしいの。うちの雑誌でなんだけど」

　ビールを飲みながら聞いていた彼は、吹きだしそうになった。

「俺がファッションモデルに？」

「そんなに驚くことじゃないと思うけど。編集長が郁斗を気に入ってるの。撮影は長くても数日で終わるから」

　あぁもう……こんなこと、言いたくない……。

　郁斗に話さないまま、編集長に断りたかった。けれど万が一、編集長から直々にオファーがあって確認されたらバレてしまうから話したのだけど。

「それを断ったら、愛は困ることになるのか？」

　郁斗が真面目な顔になる。

「ううん。困らないよ。だから郁斗の好きにして」

　郁斗の返事はわかりきっていた。彼が気にしないようにっこり笑う。

「……じゃあ、断らせて。サッカーに集中したいんだ」

「うん。ごめんね？　こんなこと言って。私もサッカーに専念してほしいと思ってる」

「愛……」

　私は持っていたグラスをテーブルの上に置いて、立ち上がった。

「もう帰るね。明日も早いから」

　少しうつむき加減になる。そうすれば前髪で顔が隠れる。

「泊まっていってくれないのか？」

「明日も仕事だし、無理だよ」

　本当は泊まっていきたい。郁斗に抱きしめられたい。でも、もう会わないと決めたんだから。

　葛藤で胸が痛かった。

「……そうか……じゃあタクシーで送る」

「大丈夫だから。じゃあね！」

　元気に言って玄関に向かおうとすると、後ろから抱きしめられた。

「い、郁斗っ！」

「まだキスしていない。抱きしめてもいないし」

　駄々っ子みたいな郁斗に、胸がきゅんと切なくなる。

「今、抱きしめてるよ」

　声が震えてしまう。

「これは抱きしめてるって言わない」

　郁斗の吐息が頬にかかり、泣きそうになる。

　くるりと振り向かされると、唇にキスが落とされた。優しくついばむようなキスを受けて、涙を堪えるのが限界だった。彼の首に腕を回し、自分からも軽いキスをしてすぐに顔を離す。

「これぐらいじゃ誘惑されないか。帰ってしまうのは寂しいけど我慢するよ。仕事、がんばれよ。飲んじゃったから送ってやれなくてごめん」

　私が郁斗から離れようとすると、腰に回った手が外された。

「気にしないで。郁斗、おやすみなさい」

　彼の身体をぎゅっと抱きしめ返してから、そっと離れた。

「心配だから、家に着いたら電話してくれよな？」

「大丈夫だって。まだ時間早いんだから。むしろいつもより早く帰れるの」

「それでも電話が欲しい」

　強引に連絡を欲しがる郁斗に、仕方なく頷いた。




　エレベーターに乗ると、思わず座り込みそうになった。

「っ……」

　胃が痛い……。

　きっと精神的なものだと思う。編集長に悪い結果を報告しなければならないのも憂ゆう鬱うつだけど、悩みの大半は祐一郎のこと。そしてこんなに好きなのに、もう郁斗に会えないこと。

　痛む箇所に手を置いて、痛みが治まるようじっとする。

　バッグの中のスマホが鳴ったのは、エレベーターが一階に到着する直前だった。

　えっ、郁斗……？

　表示された郁斗の名前を見て、慌てて電話に出た。

「も、もしもし？」

『愛、まだタクシーに乗っていないか？』

「う、うん。まだエレベーターの中」

『やっぱり一緒にタクシーで送っていくから、下で待ってて』

「郁斗、いいよ。大丈夫だから」

『絶対に待ってろよ？』

　それだけ言うと電話が切れた。

　郁斗……ひとりで帰れるって言ったのに……。

　言われた通りにマンションのエントランスで待っていると、郁斗が下りてきた。

「本当に平気だから。ひとりで帰れるよ？」

「わからないか？　まだ一緒にいたいんだ」

　直球だった。自分の気持ちをはっきり言葉にする郁斗に、戸惑ってしまう。

　彼は真剣な眼まな差ざしで見つめてくる。自分ひとりだけが郁斗に愛されている錯覚に陥りそうだ。

　私自身、さっきの時間が郁斗と会える最後のものだと思うと、身を切られるようにつらかった。

「郁斗……」

「一緒にいたかったけど、愛は疲れた様子だから帰してやろうと思ったんだ」

　私の身体を気遣う郁斗に、胸が切なくなる。私はどれだけ彼が好きなんだろう。

「わ、私もまだ……一緒にいたい」

　言っちゃった……好きな人からあんなに熱い眼差しで見つめられて、拒める人なんていない。

「愛、本当か？」

　うれしそうな声を出して、郁斗は私の顔をよく見ようと、長い指先でゆっくり私の前髪を払う。

「本当だよ」

　会社ではかわいげのない女でも、郁斗の前ではかわいい女でいたい……。

「部屋に戻ろう」

　郁斗の指に自分の指を絡ませて、私はコクッと小さく頷いた。

　郁斗と一緒にいたい、という欲望が制御できなかった。




　郁斗の部屋に戻ると、腕の中に抱き寄せられた。額にひんやりとした唇が触れる。そしてだんだんと下りてくる。

　瞼まぶたから鼻、ピンク色になった頬、そして耳たぶを甘噛みされて身体は震える。

「郁斗……シャワー、浴びさせて」

　甘い雰囲気を壊すようだけど、一日中働いていたからシャワーを浴びたかった。

「俺はそのままでいいけど？」

　からかうような声が耳元をくすぐる。

「ダ、ダメ。お願い。汗かいてるし」

「ＯＫ。早く戻ってこいよ？」

　そう言って、郁斗は私をバスルームに案内した。

　彼が出ていってひとりになると、再び胃が痛みだした。

「痛っ……」

　空腹のせいもあるのかもしれない。気にしないように努めながらすぐにシャワーを浴びて出ると、バスルームの外に真っ白なバスローブが置かれていた。まだ真新しく下ろされたばかりのように見える。

　それに腕を通し、バスルームの隣のパウダールームへ入る。大きな鏡は日菜の部屋と同じものだ。

　髪の毛をサッとタオルで拭き、郁斗の待つリビングに戻った。







第二章










最後の夜




　リビングに入ると、郁斗はキッチンの中にいた。

「郁斗、なにをしているの？」

　フライパンで炒めているのはチャーハンだ。ネギの香ばしい匂いがしてくる。

「夕食、食べていないんだろう？」

「あ、うん……」

「しっかり食べないとダメだぞ？　それでなくても細いのに」

　彼はフライパンの中身をふたつの皿に盛りつけながら、私をたしなめる。そして、その皿たちやコップをテーブルに並べた。

「食べよう」

　郁斗が作ったチャーハンはおいしそうで、いい匂いが鼻をくすぐり、食欲も湧いてきた。朝倉家にはお手伝いさんがいるから、郁斗が料理ができるとは思わなかった。海外生活で自炊できるようになったのかもしれない。

　自分だけがバスローブ姿で気になる……というか恥ずかしい。バスローブの合わせをもう一度確認すると、郁斗にくすりと笑われる。

「おいしそう。いただきます」

　両手を合わせてからスプーンを手にした。




　食事が終わり、私は食器洗いを買って出た。食洗機もあるし、数も少しだから郁斗があとでやると言ってくれたけれど、食器を洗うことで不安定な気持ちを落ち着かせたかった。

　水切り籠かごに最後の皿を丁寧に置き、濡れた手をタオルで拭いていると、後ろから筋肉質でいてしなやかな腕が回った。

「郁斗……」

　予期せぬ抱擁に心臓が跳ね上がる。背中に彼の体温を感じ、耳元で囁かれると足に力が入らなくなる。

「ずっと、こうしたいって思っていた」

「ほ、本当に？　きゃっ！」

　軽々と抱き上げられて、落ちないよう郁斗の首に腕をかける。

「郁斗っ。私、重いから下ろしてよっ」

「重くないさ。むしろ身長のわりには軽くないか？」

　私の身長は百七十センチ。ヒールを履くと百七十五センチ以上になることもある。昔から背が高いことが嫌だった。ほとんど男性と同じ目線か、相手のほうが低くなることもあって、異性に対しては消極的だった。

　でも郁斗はすべてにおいて、私が女だと認識させてくれる。

「軽くなんかないよ」

「お前、世の女性を敵に回す発言だぞ。いいから、黙ってろよ」

　ふわりと白いシーツの上に下ろされる。郁斗は私の頭の横に手を置き、唇を重ねた。私の表情を確かめるようについばまれるキスに、胸が締めつけられそうになる。

　これが最後……。

「愛？　泣きそうな顔をしている」

　郁斗はキスをやめて、私の顔をじっと見つめる。

　涙を堪えることができなくて瞬まばたきをすると、涙が目尻を伝って、白いシーツにぽたりと落ちた。

「どうしたんだ？」

　涙を流す私に驚き、郁斗は身体を起こした。

「なんでもないの……幸せだから涙が……勝手に……」

　目を伏せて郁斗を引き寄せ、唇を重ねる。泣き顔を見られたくなかった。心の中が読まれてしまいそうで。

　キスで甘えたせいか、郁斗は私の言葉を信じたらしく、「俺も幸せ。日本に帰ってきてよかったと思ってる」と言ってくれた。

　私は今、郁斗を幸せにできている。そう思うと今だけは祐一郎との約束をキレイに忘れられそうだった。

　郁斗の首に腕を巻きつけて、自分から進んで身体を預けた。

　バスローブの紐が外されて露あらわになった胸を、郁斗の手が優しく包み込む。親指の腹で乳首を撫でられるだけで、私の身体の芯が疼く。

　尖とがり始めた乳首を、郁斗は舌で弄び始める。チロチロと舐なめたり、突いたり、吸い上げる。

「ん……っ……あっ……」

　掠れた嬌きょう声せいが喉から漏れる。

　片方の胸にも愛撫の手はやまず、刺激を受ける私の身体は、彼をいつ受け入れても大丈夫なように濡れてくる。

　攻め続ける舌は、次第に腹部を通って下に移動していく。閉じていた両足を開かされて、郁斗の目に晒される。恥ずかしいのに、キレイな顔を近づけられて閉じられなくなった。太ももの内側にサラサラの髪が当たって、それがさらに羞恥心を煽る。

　秘所に熱い吐息がかかり、敏感な花はな芽めがパクッと咥くわえられ、ちゅっと吸われた。愛液で濡れた入口を長い指がなぞったのちに、ツプッと侵入してきた。

「っあん……っ、郁……斗……っ」

　狂おしいほどの舌と指の動きで、身体が跳ねる。

「一度イッておこうな」

　舌と指で攻め立てられ、おかしくなりそうだ。

「んぁっ……ああっ……」

　足元からせり上がってくる気持ちよさが身体中に巡り、脳に到達した。

　屹きつ立りつした大きなモノが濡れそぼった秘裂にあてがわれ、私の反応を確かめるようにゆっくり入ってくる。身体が快楽に震える。

「愛の中、すごく熱い……」

　郁斗は喘いでいる私の口を塞ぐようにキスをして、舌をねっとりと絡ませる。下のほうでは膣ちつ壁かべをじっくりと甘く刺激しながら、最奥まで沈ませていく。

「ああっ……気持ちよすぎる……」

　その声と共に郁斗は私をぎゅっと抱きしめて、キスを身体中に降らせ、乳房を弄びながら腰を動かし始める。そのたびに、膣壁にさらなる刺激を与えられ、私の口からはまた喘ぎ声が漏れる。

　羞恥心を煽る水音が響く。彼の腰の動きは徐々に激しさを増していき、私の身体が揺さぶられる。

「も……ぁ……や……ああん……郁斗っ」

　頭の中が真っ白になるほどの激しい絶頂に、身体がぶるりと跳ねた。

　郁斗も同時に達し、避妊具に熱を放った。




　郁斗に翻弄されたあと、私は眠ってしまいそうになった。

「愛？」

　彼の胸に顔をうずめていると、優しく声をかけられた。

「ん……」

「送っていくよ。明日も会社だろ？　それとも泊まってく？」

「あ……帰らなきゃ……」

　本当にこのまま郁斗の腕の中で眠れたなら、どんなにいいだろう。だけど、今日と同じ服を着て会社に行くわけにはいかない。

　別れがすぐそこまで来ていた。




　午前四時を過ぎ、道路は空いていた。でも、もう少し経てばみんなが動きだす時間帯になる。

　郁斗との時間を惜しむ気持ちからか、眠気はすっかりなくなった状態で助手席に座っていた。車に乗るなり、郁斗は『着くまで少しでも眠ってろよ』と言ってくれたけれど、私はふたりでいるこの時間を大事にしたかった。ハンドルを握る郁斗を時折見る。

　その凛り々りしい横顔を記憶に刻み込むように。




　自宅に到着し、大事な時間はものの十五分もかからず終わってしまった。

「眠ってから会社へ行けよ」

　玄関まで送ってくれた郁斗は、私の額にキスをして帰っていく。エレベーターに消える背中を泣かないように見送って、がっくりと肩を落としながら部屋へ入った。

　あと一時間は眠れるけれど、気持ちが不安定なせいか睡魔はやってこない。郁斗が作ってくれたチャーハンのおかげで胃の痛みはなくなっていた。

「今日もがんばろう」

　眠るのをあきらめてぽつりと呟き、バッグからスマホを取りだしてなにげなく見てみた瞬間――。

「きゃっ！」

　思わず布団の上に放り投げてしまった。

　祐一郎から、すごい数の不在着信が入っていたのだ。

　心臓が狂ったように早鐘を打つ。これは恐怖以外のなにものでもない。おそるおそるスマホを見ると、メールも入っていた。

【どうして電話に出ないんだ？　もう会社にはいないんだろ？　どこへ行ったんだ？　もしかしてあいつと一緒なのか？】

　その文面を見て気分が悪くなり、吐き気が込み上げてきたのだった。




　祐一郎のことを考えすぎて、出勤の電車では危うく乗り過ごしそうになってしまったし、地下鉄の駅から地上に出る階段ではつまずき、弁慶の泣きどころを強打した。思わず、うるっと涙をにじませてしまう。まったく自分らしくなかった。

「おはようございます」

　フロアに入り、すでに出社していた同僚に誰ともなく言うけれど、目では祐一郎を探していた。彼の姿はまだ見えなくて、ホッと胸を撫で下ろす。

　自分の席にぐったり腰かけると、すでに出社していた涼子が近づいてきた。

「おはよ、愛。また具合悪そうだけど？」

「おはよう。そうかな……」

「朝倉さんの件、どうなったの？」

　郁斗のことを聞かれて思い出した。祐一郎のことばかり考えていたせいで、すっかり頭から離れてしまっていた。

　モデルを断られた旨を、編集長に報告しなくてはならない。

「やっぱりダメだったよ」

　私は肩を落として言った。

「愛が困るってこと、ちゃんと説明したの？」

「そんなこと言えるわけないよ。それは郁斗のせいじゃないし」

　パソコンの電源を点けながら、気にしないふりをする。そこへ誰かが近づいてきた。顔を向けると祐一郎だった。

「愛、昨日はどこへ行っていたんだ？」

　祐一郎の不機嫌そうな声が、まだ就業時間前のフロアに響いた。彼と会う心構えができていなかった私は、心臓が止まりそうになるくらい驚いた。ジーンズに黒いＴシャツ姿の彼は、肩にカメラバッグをかけている。これから出かけるようだ。

「……おはよう。昨日は――」

　言葉に困って詰まりそうになると、「私と飲みに行ったんだよ」と、間髪容いれずに涼子が助け舟を出してくれた。

「そうなのか？」

　祐一郎は怪け訝げんそうに眉根を寄せて、私に聞く。

「……うん。連絡に気づいたのが遅い時間だったから、返事できなかったの」

　嘘をつくことに胸が痛む。でも、朝からひと悶もん着ちゃく起こしたくはない。涼子に感謝だ。

「いや、それならいいんだ」

　祐一郎は私が郁斗と会っていないと思って安心したのか、フロアの出入口で待たせていた編集者と足早に出ていった。

「大丈夫？　祐一郎、愛しか見えないって感じだね？　私から言おうか？」

　涼子はかすかに私が怯えているのを感じ取ったようで、ため息をつく。

「……ううん。私が自分で解決しなきゃ。彼が人から言われて納得して引き下がるとは思えないし」

　私は涼子の気持ちをありがたく思いながら微笑んだ。

「さてと、編集長のところへ行かなきゃ」

　悪いことは早く知らせるほうがいい。

　そのあとすぐに編集長室へ行ってみたけれど、編集長は立ち寄りで出社が十一時になるとのことだった。




　それから二時間が経ち、編集長が出社してきたと知った私は、編集長室のドアをノックした。

「どうぞ」

　部屋に入ると、編集長はパソコンから私へと視線を動かす。

「あら、愛。昨日の件かしら？　もちろんいい知らせよね？」

「それが……申し訳ありません……」

　編集長の大きなデスクの前に立ち、頭を深く下げた。

「なんですって？　断られたの？」

　キレイに化粧を施された彼女の口元が歪む。

「はい。サッカーに専念したいと」

「その融通をきかせるのが、あなたの役目ではなくて？」

　編集長は納得がいかないようで、顔をひどくしかめて私を見つめる。もう一度行ってきなさいと言われる前に、私からもう一度謝る。

「本当に申し訳ありませんでした」

「あなたを過信していたようね。がっかりしたわ」

　犬でも追いはらうように手を振られ、私は編集長室を出た。

「痛っ……」

　編集長室のドアを閉めた瞬間、シクシクと胃の痛みに襲われる。

　痛む胃を擦さするようにして休憩室へ向かった。中には誰もいない。

　朝からなにも口にしていないから胃が痛むんだ。自販機にお金を入れてミルクティーのボタンを押し、窓際のイスに座ってプルトップを上げる。

　なにも口にしたくない気分だけど、胃に物を少しでも入れたかった。

「胃い潰かい瘍ようにでもなっちゃったのかな……」

　郁斗とこうなってしまったことは後悔していない。むしろ幸せな時間に感謝したい。だけどその他については、運気低迷といったところ。窓の向こうの雲ひとつない空を見ていると、逃避行したくなる。

「どこか遠くに行きたいな……」

　ぽつりと呟く。すべて放棄したい気分だった。仕事も恋愛もなにもかも。

　ミルクティーのおかげで胃が少し落ち着いてから、フロアに戻る。

　でも、自分のデスクに向かう足が止まる。その前に祐一郎が立っていたのだ。二時間前に編集者と出ていったのだけど、仕事はすぐに片づいたらしい。

「どこへ行っていたんだ？」

「休憩室よ。なんの用？」

　いちいち行動を聞いてくる祐一郎にうんざりで、目を合わせないままそっけなく対応して席に着く。

「昼飯行かないか？」

「今日は外に出られないよ。仕事が詰まってるの」

「昼飯ぐらい食べるだろ？　ほら、立てよ」

　祐一郎は私のそっけない態度をものともせず、腕を取って立たせようとする。

　私は仕方なく立ち上がった。

　祐一郎にもう一度『付き合えない』とちゃんと言おう。




　私たちは、会社の近くにある和食の店に入った。

「愛、今週の土曜日、両親に会ってくれないか？」

　会話の進まない食事が終わり、お茶を飲んでいると祐一郎が言った。どんどん勝手に話を進めようとする彼に、唖然とする。

「愛と結婚したいんだ」

「……私は付き合えないって言ったよね？　それなのに、ご両親に会うことなんてできるわけないじゃない」

　どうやら私の答えが気に入らなかったようで、祐一郎のメガネの奥の目が、きつくつり上がる。

「俺は愛が好きなんだ。だから、ヤツとのことも許せる」

「私は……」

　言いたいことはたくさんある。だけど、祐一郎を刺激しないためには言葉を選ばなくてはいけない。郁斗の将来がかかっているから……。考えれば考えるほど言葉が出てこなくなった。

「私は？　なんなんだよ」

　はっきり言葉にしない私に、彼は苛いら立だちを見せる。

「ごめんなさい。祐とは付き合えない。郁斗とも会わないから」

　昼食の代金をテーブルの上に置き、祐一郎を残して先に店を出た。

　あとから祐一郎が追ってきそうで、足早に会社へ戻る。祐一郎に納得してもらうように話せない自分に腹が立った。




　席に戻って仕事を始めようとすると、主任の相あい沢ざわ 香かおりが近づいてきた。三十歳の彼女は去年の六月に結婚した、うちの編集部で唯一の既婚者。ボーイッシュなショートヘアにワックスで動きを出している。昔は厳しかったけど、結婚してから性格が丸くなり、仕事の面でも頼りになる人だ。

「山やま下した先生のところへ行ってきてくれない？　原稿ができ上がったって」

　山下レナ先生は三十五歳のファッション評論家で、元モデルだけあって美しく、美を目指す女性たちのカリスマ的存在。『サンウォーク』のコラムを担当している彼女はパソコンが苦手で、編集者が直筆の原稿を毎回取りに行くのだ。

　でも、原稿のピックアップはいつも新人の役目のはず。

　祐一郎は午後からずっとフロアにいるようだ。同じ空間にいたくない私は、一瞬浮かんだ疑問について深く考えることなく、喜んで出かけた。




　山下先生のところへは、私が新人の頃に原稿を取りに行っており、親しくさせてもらっていた。お母様がアメリカ人のハーフということもあり、小顔の美人だ。

　訪問者が私だとわかると、山下先生の声がうれしそうに弾む。

「愛が来るなんて珍しいわね？　いつもの新人はどうしたの？」

　仕事がひと段落したのか、表情の柔らかい彼女は私にコーヒーを勧めてくれる。

「お久しぶりです。すっかりご無沙汰してしまって……」

「そうね、一年は会っていないかも。愛はキレイになったわね？　いくつになったのかしら？」

「二十五です」

　シャンプーのモデルにでもなれそうだと言われる私の長い黒髪。身長もそれなりにあるので、入社したての頃、山下先生からモデルに誘われたことがある。

「まだまだイケるわね」

「え？」

　なんのことかわからず山下先生を見た。

「モデルよ。あなたなら喜んで事務所に紹介するんだけど？」

「い、いいえ。私なんてとんでもない！　それに私は裏方のほうが好きですから」

　私は笑いながら、顔の前で両手を横に振る。

「そう？　残念ね」

　口先だけではなく、山下先生は本当に残念そうな顔をした。




　三十分ほど雑談をして、私はソファから立ち上がった。

「ありがとうございました。また来月もよろしくお願いいたします」

　玄関で礼儀正しくお辞儀をしてから、山下先生が住む代だい官かん山やまのおしゃれなデザイナーズマンションをあとにして、駅に向かった。




　会社の近くに着いたとき、スマホが振動した。

　郁斗……。

　出たい気持ちを堪えて、無視を決め込んだ。胸が痛い。

　しばらく距離を置けば、気持ちも落ち着くはず……。




　その夜、家に戻るとちょうど日菜からメールが入った。

【八月四日の土曜日、郁斗の実家でパーティーを開きます。時間は昼の十二時から。会えるの楽しみにしているね】

　私が先日言った通りの日にちだった。

「本当にその日にしちゃったんだ……」

　出ないと決めていても、日菜への返信には【了解】と送る。それからスマホの電源を切った。

　祐一郎からの電話が怖い気持ちもあった。次になにを言われるのか……あんなに彼を意固地にさせてしまったのは私のせい……。

　そして郁斗からかかってきたら、出てしまいそうな自分も怖かった。




　あれから二週間近く経った。スマホに入る電話やメールに返事をしなかったため、だんだん郁斗からも連絡が来なくなった。クラブチームの契約も大詰めになっている、と日菜から聞いていたから、忙しさもあるのだろうか。それとも、郁斗を避けている私に愛あい想そを尽かしたのかもしれない。

　祐一郎も仕事が忙しく、会社ではたまに顔を合わせるけれど、あの昼食以来、ふたりだけでは会っていない。食事に誘われても仕事を理由に断り続けている。執しつ拗ように迫られることはないから、まだよかった。

　郁斗の電話に出ず、祐一郎を避けて過ごす毎日。

　仕事ばかりでつまらない生活だなんて思わないくらい、日々をやり過ごすのに一生懸命だった。




　とうとう八月三日の金曜日――郁斗の帰国パーティーの前日になった。

「ただいま戻りました」

「おかえり、愛」

　出先から会社に戻った私に、涼子が冷たい麦茶を持ってきてくれる。

「ただいま」

　フロアはクーラーが効いているけど、なかなか汗が引かない。手にしていたハンカチで汗を拭う。

　会社に戻ると胃がきりきりと痛む。目で祐一郎がフロアにいないか探してしまう。そしていないことにホッとする……そんな自分が嫌になる。

　郁斗のモデルを編集長に断ってから、私は思うように仕事をさせてもらえない状態が続いていた。

　炎天下の中の取材や、新人でもできる届け物ばかり言いつけられる。

　郁斗のモデルの件で編集長の逆げき鱗りんに触れたせいなのは、わかっている。祐一郎を避けたいから、フロアの中にいないで済むのはありがたかった。

　だけど自分の担当ページもあるので、昼間はあちこち動きまわり、戻ってきてから編集作業に追われる毎日。

「愛？　ちゃんと昼食、食べた？」

　涼子が心配そうに聞く。

「え？」

「前から細かったけど、今はやつれて見えるよ？」

「ちゃんと食べているよ。大丈夫」

　私は涼子に微笑んだ。

　ここ一週間、私は実家から通勤していた。実家は都内にあるので、マンションからの通勤時間とさほど変わらない。

　私は全部から逃げている……ダメな女……。

　でも郁斗に関しては、逃げなくてもよかったようだ。昨日の日菜の電話によると、郁斗は地方のクラブチームから招待を受け、数日間見学に行っているらしい。帰ってくるのは帰国パーティーの当日ということだった。つまり明日。

　マンションが都内にあるから、郁斗は東京のクラブチームに入るのだろうと思っていたし、郁斗もそう言っていた。あれから考えを変えたのだろうか。




　郁斗の帰国パーティーの日は土曜日で、仕事が休み。

　私は実家の車を使って、朝早く出かけた。

　行き先は高校三年生の夏に、初めて日菜と千波さん、そして郁斗と旅行した海。あのときから六年経ったけれど、あの海へは一度も行っていなかった。

　久しぶりの運転に緊張しながら車を走らせる。

　運転免許は二十歳のときに取得した。ひとり暮らしをしてからは車がないこともあって、運転は実家に帰ったとき以外はしていない。

　真夏の太陽が眩しくて、持ってきていたサングラスをかける。エアコンの風のせいか、喉も渇いてきて、途中のパーキングエリアに寄った。

　車から降りると、夏本番の熱風が身体を包む。あのときと同じ香りがして、懐かしさが込み上げてきた。

　懐かしい……ここで郁斗とお土産みやげを見たんだっけ……。

　クッキーのパッケージのアニメキャラクターが、高校の数学教師に似ていて、私と郁斗は人目もはばからずゲラゲラ笑った。あのときのことがまるで昨日のように思い出された。

　まだあのクッキーがあれば買いたいな……。

　そう思ってクッキーを探してみたけれど、結局売られていなくてがっかりしながら再び車を走らせ、一時間ほど経つと海辺の道へ出た。

　あのとき、郁斗は眠ってばかりいた。毎日の部活で疲れていたんだよね。

　昔を思い出しながら先を進み、目的のホテルのパーキングに車を停めた。高校生のとき、四人で泊まったリゾートホテルだ。

　ホテルの二階に上がり、カフェへ入ると、パラソルのあるテーブルに案内される。

「アイスティーをお願いします」

　メニューを持ってきたウエイターにオーダーして、そこから見える海を眺めた。家族連れやカップルで海岸は埋めつくされている。どの人もみんな楽しそうだ。

　アイスティーが運ばれてきても、私は賑わう海岸をぼんやりと見ていた。

　――トゥルルルルル……。

　バッグの中のスマホが鳴っている。

　日菜からの着信だった。郁斗の帰国パーティーは十二時から。すでに十三時を過ぎている。

「もしもし、日菜？」

『愛ちゃん、どうしたの？　なにかあった？　もうすぐ着くよね？』

　日菜の心配そうな声がした。

「連絡が遅くなってごめんね。今、仕事で地方にいるの。すっかり忘れてた」

『忘れるなんて愛ちゃんらしくないね。本当に？　本当に地方にいるの？』

「本当だよ？　メールで写真送ろうか？」

　日菜の返事はなく、電話の向こうで『あっ！』という声が聞こえた。

『愛、本当に仕事で地方にいるのか？』

　突然、郁斗の心配そうな声が聞こえて、スマホを落としそうになった。

「郁斗、本当だよ。今、日菜に写真送ろうかって言っていたところ。取材が入っちゃって郁斗の帰国パーティーをすっかり忘れていたの。ごめんね？」

　よくもすらすらと嘘がつけるものだ、と自分で感心してしまう。

『お前、なんかあったんだろう？　だからずっと電話にも出なかっただろう？』

「……祐一郎のこと、覚えてる？　以前、会社の前で会った私の同僚。彼と真剣に付き合うことにしたの。結婚を考えていて。だから郁斗とは、もう終わり」

　さらなる嘘を口にして、胸が痛んだ。

『なに言ってんだよ！　ふざけるな！　モデルを断ったからか？』

「そんなんじゃないよ！　バカにしないで！　モデルを断られたくらいなんともない」

　スマホを持つ手が震え始めた。

　ハッとしてまわりのテーブルを見ると、注目を浴びていたことに気づく。最初は小声だったのに、いつの間にか大きな声を出してしまっていた。

「郁斗、日菜に謝っておいて。じゃあね」

　早口でそう言うと電話を切り、スマホの電源を落とした。

　時間をかけてパーティーを企画した日菜には申し訳ない、と心から思っている。

　帰ったら、ちゃんと謝らなきゃ……。

　泊まるつもりはなかったけれど、どっと疲れを感じて、なにも考えずに休みたくなった。フロントで聞くと、ちょうどキャンセルが出たとのことで部屋が取れた。

　客室はリゾート地のホテルらしい明るいインテリアで、ダブルベッドがひとつだ。

　部屋の中へ進み、ベッドの端にぐったりと腰かける。先ほどの郁斗との会話が尾を引いていて、平常心でいられない。

「なにも考えずに寝よう……」

　まだ早い時間だけど、倒れ込むようにベッドに横になり、瞼を閉じた。




　翌日の早朝、ホテルをチェックアウトして実家へ向かった。

　お昼前には実家に到着して車を戻し、すぐにその足で自分のマンションへ帰る。

　玄関の鍵を開けて中へ入ると、ムワッとした暑い空気がまとわりついた。急いですべての窓を開けて空気の入れ替えをする。

　部屋の掃除をして、洗濯物を干してから、近くのスーパーへ買い物に出た。




　スーパーの袋をふたつ両手にぶら下げながら、マンションへ戻る。ペットボトルばかりで重くなってしまった。

　腕が重さに耐えられなくなったとき、ようやく自室がある階に到着した。

　ドアの前にいる郁斗を見て、廊下の途中で足が止まる。私の足音で気づいた彼は、無表情なまま近づいてきた。

「帰って！」

　私は勇気を振り絞って言った。このまま回れ右をして郁斗から逃げたい。

「いったいどうしたんだよ？」

　郁斗がぶっきらぼうに聞く。

「電話で言ったでしょう？　もう郁斗とは終わったの。なにも話すことはないから。帰ってよ」

　郁斗を押しのけて玄関の前まで行き、ポケットから出した鍵で、震える手を見せないようにしてドアを開けた。

　中に入ってドアを閉めようとすると、郁斗の足がドアの隙間に素早く差し込まれる。

「やめて！　お願い、話すことはないの。帰って！」

　押し返そうとしたけれど男性の力には敵わない。あっけなく郁斗は玄関に入ってしまった。靴を脱いであっという間に部屋の中へ上がっていく。

　仕方なく、私も部屋の中へ入る。

「本当にあの男と結婚を考えているのか？」

　郁斗は無表情で、なにを考えているのか読めない。

「……うん。私には彼しかいないの」

「俺に抱かれたのに？」

「うぬぼれないで。昨日電話をもらったとき、祐一郎と一緒にいたの。やっぱり彼が好きだから」

　嘘をつくのがつらくて、顔が歪んでしまう。

「……愛があの男を本当に好きなら……わかった……」

　郁斗は私に近づき、腕を伸ばして頬に触れてくる。

「六年経っても、愛は俺をまだ好きでいてくれたんだと思っていた。虫がいい話だよな。もう連絡はしない。幸せになれよ」

　郁斗は一度だけゆっくり私の髪を撫で、立ち去っていった。

　玄関のドアが閉まり、私は床の上に崩れるように力なく座り込む。

　郁斗……。

　嗚お咽えつを堪えようとしたが、無理だった。しゃくり上げるような泣き声と涙が止まらない。

『幸せになれよ』

　最後の言葉が胸を突く。

　胸が痛いよ……郁斗……婚約者より、少しでも私を好きだった？




　翌日、泣いて腫はれぼったい目をお化粧で隠して出勤した。

　オフィスビルへ入ると、数人が廊下の掲示板を見ていた。なにが貼られているのだろうと近づく。見ている社員たちの中に涼子もいた。

「おはよう、涼子。なにが貼ってあるの？」

　涼子は驚いた顔をしていたけど、私に声をかけられると顔を曇らせた。

「おはよう。愛……」

　声に元気がない。

「どうしたの？　元気ないね。暗いニュースでも貼ってあった？」

　涼子にそう言ってから掲示板に視線を向ける。

　それは人事異動命令だった。

　……書かれているのは私の名前だ。私が『週刊ゴシップ』へ異動？

「びっくりしちゃって……」

「……涼子、私なら大丈夫だから」

「でも、あの雑誌は低俗な話ばかり扱っているんだよ？」

『週刊ゴシップ』は、今まで私が仕事をしていたファッション誌とはまったく違う。風俗情報や芸能人のゴシップ、スクープネタを扱った週刊誌だ。

「つべこべ言ってもどうにもならないし。文句があるなら辞めなさいってことでしょ？」

「編集長にはがっかりしたわ」

「職場は違っちゃうけど、ランチしようね？」

　私は涼子を安心させたくて、にっこり笑って言った。




　一週間後、涼子が手伝ってくれて、自分の私物をすべてダンボール箱に入れ終えたとき、祐一郎が近づいてくるのが見えた。彼はずっとハワイロケに行っていて、今日は久しぶりの出社だった。

「愛、驚いたよ。いきなり異動だなんて。なにかあったのか？」

「ううん。なにもないよ」

　もちろん、心当たりがないわけじゃない。もしかしたら……とも思っていた。だけど、そばにいる涼子も口を閉ざしてくれている。

　編集長が郁斗の件を見過ごすはずはない。現に、あのとき以来、私に外回りばかり指示していたし。

　あんなワンマンな編集長にはついていけない、と思っていた矢先だった。

『サンウォーク』の仕事は好きだったけど、上に立つ人に幻滅した。

　私は荷物を詰めたダンボール箱を持ち上げた。これを運べば『サンウォーク』の編集部ともお別れだ。

「運ぶよ」

　祐一郎は私の代わりに、荷物の入ったダンボール箱を持とうと腕を伸ばす。

「ありがとう。でも大丈夫だよ」

　断って、自分でダンボール箱を抱える。

　祐一郎から遠ざかることが決まったせいか、今日は普通に話せる。

　就業時間前のガランとした編集部を最後に見まわし、涼子と祐一郎に見送られてフロアを出た。

　エレベーターを待つ間、一からがんばろう、と私は気合いを入れた。




『週刊ゴシップ』の君きみ島じま編集長は五十代前半の男性。カジュアルな水色のジャケットにブラックジーンズを穿いていて、噂では聞いていたけれど彫りが深くてカッコいい。ファッション雑誌の編集長でも違和感がないくらいだ。

「君島編集長。城崎 愛です。よろしくお願いします」

「ああ。君が城崎くんか。前のところとは畑が違うが、がんばってくれ」

　それだけ言うと、君島編集長は仕事を始めてしまった。

「城崎さんっ！」

　名前を呼ばれて振り返ると、化粧っ気がなくて髪の短い、男の子のような小柄な女の子が立っていた。

「私、由ゆ奈なです。佐さ藤とう由奈。ここの雑用やっています。よろしくお願いします」

「城崎 愛です。よろしくお願いします。あの……雑用って？」

『雑用』の言葉が気になって聞き返す。

「あっ！　アシスタントです！　女性は私ひとりで雑用的なこともやっているから、つい言ってしまいました！　愛さんって呼んでいいですか？　私のことは由奈って呼び捨てにしてください」

　ハキハキしていて元気がいい。本当にかわいい男の子みたいだ。顔は幼さが残り、高校を出たばかりなのかと思ったら、専門学校を出て今は二十一歳だという。

　男ばかりの編集部に私が入ってきて、喜んでいるみたい。

『週刊ゴシップ』のことをなにも知らない私は、由奈ちゃんという強い味方を得て安堵した。

　恋をあきらめたからには、仕事をがんばるしかない。

　祐一郎と仕事場で会わずに済むことが、私の気持ちを楽にしていた。




　一週間が経ち、『週刊ゴシップ』編集部の流れも掴めてきた。今日は珍しく早く帰れると思ったら、涼子から飲みに誘われた。『サンウォーク』の編集部の数人も参加するらしい。

　大変さを分かち合った編集部のみんなと、ちゃんと挨拶ができなかったのが心残りだったので、「行く」と返事をした。




「愛、こっち、こっち」

　洋風居酒屋の中へ入ってみんなを探すと、涼子が席を立って手を振った。私はにっこり笑ってそちらへ行く。

『週刊ゴシップ』は女性が由奈ちゃんと自分だけなので、『サンウォーク』の女性ばかりの職場をなんだか不思議に思いながら、お酒を飲む。

　異動してまだ一週間しか経っていないのに、みんなが懐かしく感じられた。

「愛、大丈夫？　あの編集部って刺激が強くない？」

　そう聞いてきたのは主任の相沢さんだ。

「今のところ、そんなに刺激はないですよ」

「何日も徹夜ありの編集部らしいから、身体には気をつけてね？」

「はい。ありがとうございます」

　私は笑顔で答えた。

　そして、ふと話が途切れたとき、仁美ちゃんが思いがけない話をした。

「愛さん、高校のとき、サッカー選手の朝倉さんと同級生だったって聞きましたけど？」

　リラックスしていた私の身体が一瞬にしてこわばる。ここで郁斗の話が出るとはまったく思っていなかった。郁斗の件を知っているのは涼子と編集長、それに祐一郎だけだ。

「仁美ちゃん、どこでそれを？」

　隣で聞いていた涼子が口を挟む。

「え？　誰からだったかな……？」

　仁美ちゃんは考えるそぶりを見せたものの、結局「忘れちゃいました」と首を横に振った。

「朝倉選手ってカッコいいですよね～」

　彼女が朝倉郁斗のカッコよさを話し始めると、みんなも話題に乗った。

　私は郁斗に会いたくてたまらなくなった。みんなが郁斗を話題にするから……。

　郁斗を思い出すたびに、胸の奥がツキッと痛んだ。




　例年より暑い夏が終わり、九月に入った。夏が終わったといっても、まだまだ暑い日が続いている。

　私は新しい職場にすっかり慣れていた。カメラを扱えるから重宝がられてもいる。

「ラブホテルですか？」

　昼過ぎに君島編集長のデスクに呼ばれ、私と由奈ちゃんは顔を見合わせた。

「ああ、そうだ。行ったことぐらいあるだろう？」

　君島編集長は、先ほど由奈ちゃんに買ってきてもらったアイスコーヒーを飲むと、イスの背に体重をかけてのけぞるように私と由奈ちゃんを見る。私たちの反応を楽しんでいるようだ。

「編集長～、それって軽くセクハラ発言ですよ？」

　由奈ちゃんが、頬をぷくっと膨らませて言う。

「お子様はまだ行ったことがなかったか」

　由奈ちゃんの反応を見て君島編集長は笑った。

　私だって行ったことがないけど。

「まあ、城崎ならあるだろう？　頼むぞ、土曜日のラブホテルの取材」

　君島編集長は、今度は私にニヤッと笑った。

　彼がただのメタボリックなオヤジなら、そんな視線も気持ち悪いだろうけど、見た目は四十代前半で、ちょいワルオヤジのようにイケメンだから、不快感はない。

「わかりました。がんばります」

　私は一礼してから自分のデスクに戻った。




「愛さ～ん。ドキドキしちゃいますね～？」

　私たちが今歩いているのは、渋しぶ谷やのホテル街。

　由奈ちゃんはドキドキしているらしいけど、私は心臓がバクバクしている。ラブホテルに入ったことなんてないから、緊張しているのだ。

　こんな状態でまともに取材ができるのだろうか。しかもこれが私の『週刊ゴシップ』での初担当企画。しっかり仕事をしなくては。

　事前にどのラブホテルへ行くかは調査済みで、人気のホテルをピックアップして、取材のＯＫももらっている。

　今日は土曜日のお昼前。休日を返上しての取材だ。

　ラブホテル街はお互いの腰に手を当てて歩くカップルや、彼女が彼氏の腕にぶら下がらんばかりのカップルが多く目につく。

　行き交う人々すべてが男女のカップルなのに、私たちは女同士。しかも重いカメラバッグをさげてキョロキョロしているから、カップルたちが変な目で見ていく。

　それでもかまわずに、私たちは目的のラブホテルを探す。

「由奈ちゃん、ホテル見つかった？」

　カメラバッグはかなり重く、暑さと相まって私は貧血を起こしそうだった。

「えっと……愛さん、ありました！　あそこです！」




　最初のホテルの取材はスムーズに進んだ。

　人気の部屋を案内してもらって、私は写真を撮り、由奈ちゃんは部屋の特徴などを思いつくままにノートに書いた。

「じゃあ、次行こうか」

　エアコンの効いた涼しい部屋で、少し体力を取り戻した。

　私たちは次のホテルに向かおうと通りへ出た。

　今の取材が難なく終わり、気が楽になった私は余裕ができて、まわりにも目がいくようになっていた。

　ホテル街を歩いていると、一軒のホテルから腕を組んだカップルが出てきた。

　なにげなく見てしまうと、そのカップルが〝驚愕〟といった言葉がぴったりな表情で立ち止まった。

「愛!?」

「……祐……と、仁美ちゃん……」

　驚きすぎて私は眩暈めまいを起こしかけた。そして、重いカメラバッグを持つ身体がふらっと揺れる。

「愛さんっ!?」

「愛っ！」

　由奈ちゃんが支えてくれて、祐一郎の一歩踏みだした足が止まる。

「だ、大丈夫。次のホテルに行きましょう」

　私はそのまま、由奈ちゃんに支えられながら歩き始めた。

　祐一郎と仁美ちゃん……ふたりはそういう仲だったの？　それならどうして……？親に会ってくれ、とまで私に言ったのに……。




「愛さん、さっきの人知り合いなんですか？　すごい場所で会っちゃいましたね？」

「そうだね」

　最後のラブホテルの取材を終え、私は由奈ちゃんを誘ってレストランにいた。

　あれからすぐ驚きは安堵に変わった。祐一郎に大事な人ができてよかった、と思い始めていたのだ。

「でもあのふたり、どこかで見たことがあるような……」

　由奈ちゃんが首をかしげて考えている。同じ会社なので、すれ違ったことくらいはあるだろう。

「由奈ちゃん、なににする？　お腹空いたでしょう？　好きなもの頼んでね。私の奢おごりよ」

「本当ですか～？　ありがとうございます！」

　素直に喜んで、由奈ちゃんはそれ以上考えるのをやめてメニューを見始めた。

「愛さん、食欲ないんですか？」

　結局、私が頼んだのはサラダとアイスティーだけだった。なんとなく身体がだるくて、食欲がない。

「ん……夏バテかな」

「さっきも貧血みたいでしたしね？　それに今日は精神的に疲れちゃいましたよね～。ラブホテルっていろいろな部屋があってびっくりでした。でも、愛さんは驚かなかったですよね？」

　君島編集長と一緒で、由奈ちゃんも私のことを誤解している。郁斗が初めての人で、それも数えるくらいしか経験がないのに。

「えっ？　お、驚いたよ？」

「そうなんですか～？　愛さん、モテそうだから。付き合った男は両手じゃ足りないって感じです」

　由奈ちゃんがにっこり笑った。私は面倒になって誤解させたままにしておいた。

　そこへ祐一郎からのメールが入る。

「出なくていいんですか？」

　テーブルの上に置いたスマホをチラッと見ただけの私に、由奈ちゃんが聞いてくる。

「メールだからあとで見るね」

　私はスマホをバッグの中へしまった。




　マンションへ戻り、スマホを確認する。三件のメールが入っていた。

【話がある。会ってほしい】

　一件目は、レストランにいるときに入った祐一郎のメール。

【愛さん、お話があります】

　これは仁美ちゃんから。祐一郎のメールのあと、すぐの時間だった。

【愛ちゃん、明日会える？】

　そして最後は日菜からも。私はスマホを手に、途方に暮れた。

　少しして最初に電話をかけたのは、日菜。

『愛ちゃんっ！』

　少し息を弾ませたような声だ。

「日菜、今大丈夫？」

『大丈夫だよ。そうそう、メールしたのは明日会えるかなって。千波くん、明日の朝から出張に行っちゃうの』

「いいよ。明日、買い物にでも行く？」

『買い物も行きたいなと思っていたんだ……あっ』

　ふいに電話の向こうで男性の声が聞こえた。日菜となにか話しているようだ。それから――。

『愛ちゃん、悪いね。明日、日菜をよろしく頼むよ』

　千波さんが電話に出て、私に日菜を頼む。これだから羨ましくなってしまうのだ。

「はい。奥様をお借りしますね」




　あとは祐一郎と仁美ちゃんだ……。

　電話をするには勇気がいる……そう思ったとき、インターホンが鳴った。

　ドアホンの画面に映ったのは、落ち着かない表情の祐一郎だった。

『愛、話したいんだ』

　低く落ち込んだような声がドアホンから聞こえ、ためらったものの、ちゃんと話をしようとドアを開けた。彼は仁美ちゃんと付き合っているんだ、と思い、警戒心が薄れていたのもあった。

　祐一郎はソファに座り、私が飲み物を運ぶのを見ている。

「なにから話していいか……」

　私がローテーブルにアイスコーヒーのグラスを置くと、彼が切りだした。

「祐は仁美ちゃんと付き合っていたんだね」

「ごめん。愛」

　祐一郎が深々と頭を下げた。

「なんで謝るの？　祐に好きな人ができてよかったと思ってるんだよ」

「魔が差したんだ……彼女と付き合っているわけじゃない」

　戸惑う私を見つめながら、祐一郎はひとつ、ため息をつく。

「魔？」

　私は驚いて聞き返した。

「魔が差したってどういうこと？　仁美ちゃんが好きだからじゃないの？」

「それは……」

　祐一郎はイライラしたように、膝に置いた指をトントンと動かしている。

「仁美ちゃんが好きだから寝たんだよね？」

「うるさいっ！」

　突然、祐一郎が声を荒らげた。驚いて私の肩がビクッと跳ねる。

「祐？」

「お前のせいだ！　お前がすべて悪いんだ！」

　祐一郎が立ち上がり、あっけに取られている私に近づいてきた。

「祐……！」

　肩を強く掴まれて引き寄せられる。

「嫌だ！　やめて！」

　祐一郎の腕の中から逃げられず、強い力でますます身体が密着してしまう。

「ひどい女だよな？　俺の心を弄んで」

「離して！」

　ありったけの力で思いっきり突き飛ばすと、私も反動でフローリングの床に身体を打ちつけた。

　起き上がろうとする私に祐一郎が覆いかぶさり、顔を近づけてくる。

「い、嫌っ！」

　私は顔をそむけ、祐一郎の肩に手を置き、必死に引き離そうする。

「お前がいけないんだ！　ずっと好きだったのに……キレイすぎて……今まで触れることができなかった……」

　ざらっとした舌が首筋を這はい、強く吸われる。

「やめて！」

　必死に抵抗し、なんとか祐一郎の身体の下から抜けだそうとするけれど、両腕を頭の横に持ち上げられて動きを封じられてしまう。

「っ……嫌……」

　祐一郎の唇がだんだん上がってきて、耳に荒い息が吹きかけられて吐き気を覚えた。ぎゅっと目をつむると、ねっとりとした唇で、とうとう唇を塞がれた。

　郁斗っ……。

　乱暴なキスをしながらブラウスを強く引っ張る祐一郎の力で、ボタンが弾け飛んだ。ブラジャーから見える膨らみに、彼はキスをしてくる。そのままブラジャーを乱暴に下ろされ、頂が露わになった胸を祐一郎の目に晒された。それまで必死に抵抗していたけれど、ロボットが起動停止するみたいに身体から力が抜けていく。

　疲れ果ててしまった。祐一郎が本気でレイプしようとするならば逃げられない。

「祐の気が済むなら……いいよ……」

　いいわけがない。いいわけがないのに……。

　私の目から涙が溢れ、祐一郎の引きつった顔がぼやけていく。

　腕を強く押さえられていた力が、ふいになくなった。

「……愛……ごめん……俺って最低なヤツだな……」

　祐一郎は小さな声で謝り、立ち上がると私を悲痛な表情で見下ろした。

　私の乱れた姿を目にしたせいか、祐一郎の顔がさらに歪む。

「ごめん。愛」

　それだけ言うと、振り向かずに出ていった。

「うぅっ……ううっ……」

　私は、しばらくそのままの状態で身体を丸めて泣いた。

　しばらく経つと、吐き気が我慢できないところまで込み上げてきた。急いで立ち上がり、ふらふらとトイレに駆け込む。

　すっかり胃の中を吐きだすと、身体の震えが止まらなくなった。唇も痺れたように震えている。

　私が祐一郎を追いつめたんだ……本当に仁美ちゃんを愛していないの？　愛がないのに、ふたりは……。

　私はこの夜、身も心も疲れ果てて、仁美ちゃんに連絡することなどできなかった。祐一郎の仁美ちゃんへの気持ちを知ってしまったから、なおさらどんなふうに話せばいいのかわからないせいもあった……。




　翌日、目覚まし時計のアラームで起きたときは身体がだるかったけれど、日菜との約束のために支度を始める。

　シャワーを浴びていると、手首や二の腕のあざに気づいた。首と胸元には祐一郎に吸われた跡がある。あのまま襲われていたら、私は今頃どうしていただろう……。

　その考えを払拭するように首を大きく横に振り、バスルームから出てクローゼットの前に立った。

　暑いけれど、袖がオーガンジー素材の水色の長袖ブラウスと、オフホワイトのスカートに決めた。これなら手首まで隠れるし、日焼け防止にもなる。

　十一時に自宅を出た。日菜とは十一時三十分にデパートで待ち合わせしている。

　時間ぎりぎりに待ち合わせ場所に着くと、日菜はすでに来ていた。人ごみの中から私を見つけて手を振る。

　彼女は真っ白なワンピースを着ていて、私と同じ二十五歳とは思えないほど若々しく、かわいらしい。

「日菜、ごめんね。待った？」

「ううん。今来たところだよ」

　日菜は私を気遣うように、にっこり笑った。

　ちょうど昼食時ということもあって、私たちは近くの寿司屋へ入った。昨日からの胃の不調はまだ続いていて、油っぽいものは受けつけそうもなかった。

「パーティー行けなくてごめんね」

　テーブルに着いて早々に私は謝った。

「仕事なら仕方ないよ。愛ちゃんがいなくて寂しかったけど。ところで愛ちゃん、郁斗となにかあったの？」

　率直に聞いてくるところが日菜らしい。

「郁斗からはなにも聞いていない？」

　運ばれてきたお茶をひと口飲んで、日菜を見た。

「重要なところは聞いていないよ。郁斗が話すわけないでしょ？　聞かれたのは携帯の番号とメールアドレス。あとは住所くらいだよ。それと、パーティーの日にちを愛ちゃんに任せるって。あ、付き合うとだけ聞いてたけど、どうなってるの？」

　そうだよね。郁斗はペラペラと自分のことを話すような男じゃない。

「パーティーでの郁斗の様子がなんだか変だったよ。だから愛ちゃんが関係あるのかなって」

　郁斗とは終わったこと。日菜に話して気を遣わせたくなくて、素知らぬふりをする。

「ううん、付き合ってないよ。郁斗の様子が変だったのは、きっと婚約者のせいじゃないかな」

　思わず郁斗の婚約者のことを口にしていた。

「えっ!?　誰それ？　婚約者って、聞いていないよ？」

　日菜は目を真ん丸くさせて驚き、珍しく大きな声を出した。

「日菜、知らないの？」

　義理とはいえ家族なのに、婚約者の存在を知らないなんて。

「愛ちゃんはなんで知っているの？　郁斗から聞いたの？」

「ネットで見たの。ブラジルで郁斗が所属していたチームのオーナーの娘だって」

　彼女の元気ではつらつとした姿を思い出してしまった。それだけで気分が落ち込んでくる。

「もしかして、エレナのことかな？」

「エレナ？　わからない。名前は見なかったから」

　もう一度ネットを見ればわかるのだろうけれど、もう見る気はない。郁斗を忘れなければいけないのだから。

「たぶんエレナだよ。郁斗がホームステイしていたおうちの娘だよ。でも婚約なんて話、聞いたことないんだけど」

　日菜が首をかしげたとき、オーダーした握り寿司のランチセットが運ばれてきた。




　食事が終わって、私たちはデパートでショッピングをしていた。

「愛ちゃん、少し休む？」

　私が華奢なサンダルを手に取って見ていると、日菜が声をかけてきた。

「ん？　日菜、休みたいの？」

「うん……まあね。喉、渇かない？　愛ちゃん、疲れているみたいだし」

　日菜は私の顔をじっと見つめると、手からサンダルを取って棚に戻す。

「買おうとしていたのに……」

　サンダルを棚に戻されて、私はブツブツと呟いた。

「休んでからにしようよ」

　日菜に引っ張られるようにして、同じフロアのカフェに連れていかれた。

「愛ちゃん、なににする？」

　テーブルの上にメニューを開いて、日菜が聞いてくる。

「アイスティーにしようかな」

　日菜はアイスティーとコーラをウエイトレスに頼んだ。

「愛ちゃん、仕事が忙しいみたいだね？　それともどこか悪い？　顔色がよくないよ。やつれた感じだし」

　彼女の言葉に私は笑った。

「なんで独身の私にそういうこと言うかなぁ」

　そんなに疲れた顔しているかな？と、私はバッグからコンパクトを出して、自分の顔を見る。

　確かに顔色がよくないかも。最近お化粧のノリも悪いし……。

「ごめん、そんなつもりじゃないよ。気にしないで。愛ちゃんはキレイなんだから」

　鏡を見ている私に、日菜は慌てて言った。

「職場が替わったせいかもしれないな……」

　なんの気なしに発した言葉に、日菜が反応する。

「職場が替わったって？」

「えっと……同じ会社だよ？　部署が替わっただけなの」

「そうなんだ。『サンウォーク』は愛ちゃんにぴったりの雑誌だったのに……」




　日菜と夕食まで一緒に過ごし、マンションへ戻ってきた。

　ゆっくりバスタブに浸かっていると、仁美ちゃんに連絡していないことに気づいた。

　ラブホテルの前で会ったことを思い出す。あのときは貧血で、彼女の様子を見る余裕がなかった。

　私に会いたい理由はなんだろう……祐一郎は魔が差したって言っているけど、仁美ちゃんは本気みたいだった。好きじゃなかったらホテルになんて行かないよね。

　ホテルから出てきたふたりは幸せそうに見えた。

　目の前の大きな鏡を見つめる。そこに映るのは、青白い顔をした私。首から胸にかけての赤い斑点を見て、顔を歪める。

　祐一郎は、本当に私を好きだった……。

『お前がいけないんだ！　ずっと好きだったのに……キレイすぎて……今まで触れることができなかった……』

　祐一郎の言葉を思い出し、胸に痛みが走った。










婚約者の存在？［郁斗ｓｉｄｅ］




　日曜日の夕方、ブラジルの土産を渡すため、俺は日菜の実家に来ていた。そこへ帰宅した日菜がリビングに入ってきた。ソファに座る俺の顔を見てポカンとしている。

「郁斗、なんでいるの？」

「遅くなったけど、まだ土産を渡していなかったからな。ついでに、おいしい夕食もごちそうになったよ」

　おいしい夕食という言葉に、おばさんはうれしそうに笑う。

「そうなのよ。わざわざ届けに来てくれたんだから。郁斗くん、本当にいい男になったわよね～。萌もえのお婿さんにどう？」

　妹の萌を売り込もうとするおばさんに、日菜はうんざりした顔になる。

「やめてよ。朝倉家に姉妹揃って嫁入りさせる気？」

「おばさん、萌はダメですよ。妹みたいにしか思えません。それに萌のほうが断ってきますよ。俺、好きな人もいますし」

「あら残念だわ……郁斗くんに好きな女性が……」

　そこで日菜が両手をポンと叩き、大きな声を出す。

「そうだ！　郁斗、今時間ある？　聞きたいことがあるのっ」

「なんだよ。いきなり大声出して」

「部屋に行こう！」

　日菜は俺を手招きすると、嫁に行ってもそのままになっている二階の自室へ。仕方なくおばさんに断りを入れてから、日菜の部屋へ行った。

　日菜のデスクのイスに座り、飾られている写真立てを見る。その中の、愛が写っている写真に目を留めた。

　まっすぐな艶のある黒髪で、口を大きく開けた楽しそうな笑顔の愛。

　高校三年の文化祭のときだ。日菜を交えたクラスメイト数人と写っている。

　俺はふたりとはクラスが違ったことを思い出した。

　俺の幼なじみである日菜といつも一緒にいる愛は身近な存在で、同じクラスの女子よりも話をした。人のためならはっきりとものを言うが、自分のこととなると控えめになる。そんな愛の性格は好ましかった。

「郁斗、婚約者がいるって本当？」

　高校時代を思い出していた俺は、日菜の突拍子もない質問にあっけに取られつつ、写真から日菜の顔へ視線を向ける。

「なに？　もう一回言って？　誰に、なんだって？」

「だからっ！　郁斗に婚約者。エレナと婚約しているの？」

「エレナだって？　なに言ってんだよ。あいつが俺の婚約者？　どこから仕入れた情報だよ」

「知りたい？」

「知りたいね。そんなデマがどこから出るのか」

　俺は半ば呆れていた。

「……愛ちゃん」

　日菜はもったいぶったように間を空けてから、愛の名前を言った。

「愛？」

　なぜ愛がエレナを知っているんだ？　俺は無意識に眉根を寄せていた。

「愛ちゃんはネットで見たって言ってたよ？」

　思い出した。二年ほど前にそんな噂が出たことを。

「すげえ古い噂話だな。でも、そのせいなのか……？」

　愛が俺をフッたのは、婚約者がいると勘違いしたからなのか？

「郁斗、愛ちゃんとなにかあった？　郁斗もなんだか変だし、愛ちゃんも今日会ったけど、様子がおかしくて体調も悪そうだった。職場が替わって疲れているみたいだったの」

「体調が悪そう？　職場が替わった？」

　職場が替わったと聞き、俺はある出来事を思い出す。いても立ってもいられず日菜の部屋を出ようとした。

「郁斗っ!?」

「帰る。じゃあな」

　俺は足早に日菜の実家を出て、アルファロメオの運転席に座り、しばらくエンジンをかけなかった。

　職場が替わったのは、俺がモデルを断ったせいか？

　そんな気がしてならない。モデルの件で愛が職場を追われたのなら憤りを感じる。

　それに、俺に婚約者がいると思っていた？　いつから……？

　俺はハンドルを思いっきり叩いた。

「くそっ！」

　イライラが募る。エンジンをかけて愛のマンションへ向かった。

　マンションの前に車を停め、二階の愛の部屋を見上げたけど電気が点いていない。腕時計で時間を確かめる。二十一時を回ったところだ。

「まだ帰っていないのか？」

　車から降りて愛の部屋へ向かう。古いマンションはオートロック式ではなく、ここへ来るたびに不用心だなと思う。

　部屋の前に着いて電話をかける。だが、呼びだし音が鳴るばかりで出ない。インターホンも鳴らしてみるが返事はない。

　俺はしばらく部屋の前で愛を待っていたが、出直すことにした。










仁美の気持ち




　翌日、私はオフィスでパソコンに向かっていた。朝、目覚めてスマホを見ると、郁斗の着信に驚いた。なんの用なのか気になって、筆が進まない。だけど、今は締め切り間近の記事を書き上げなくてはならない。

　頭から郁斗を追いだし、仕事に集中しようとした。

　一昨日おととい行ったラブホテル特集の記事だ。

『週刊ゴシップ』と『サンウォーク』では、ターゲットにしている読者の年齢層が違うし、そもそも『週刊ゴシップ』は男性読者がメインなので、どんな文にしていいか困っていた。

　一時間前に一度書き上げたものを君島編集長に見せたけど、文章がへたくそだと言われ、ヘコんだ。

　どんな文章にしたらいいのよ……。

　古い『週刊ゴシップ』をパラパラめくる。

　なにしろラブホテルに行ったのは初めてだったから圧倒されたし、戸惑った。

　ラブホテルってインテリアが統一されていないし、あんなにいろいろな部屋があるなんてびっくりだった。

　パソコンの画面に映る記事を前に、私は頭を抱えた。




　やっとのことで君島編集長にＯＫをもらったのは、定時後の十九時過ぎだった。

　時間はかかったけど、ようやくもらえたＯＫに気分がよくなった。どうにかここでやっていけそう。

　イスに座り脱力していると、由奈ちゃんが近づいてきた。

「愛さん、廊下にお客様です」

「お客様？　名前言ってた？」

「聞きそびれちゃったんです。すみません……あっ！　でもホテルで……」

「ホテル？　とりあえず行ってくるね。ありがとう」

　なぜか口ごもる由奈ちゃんに笑顔を見せて、出入口に向かった。

　ドアを開けて廊下に出ると、少し離れたところでうつむいている仁美ちゃんの姿を見つけた。

「仁美ちゃん……」

　名前を呼ぶと、彼女はハッと顔を上げた。

　いつもの明るい表情ではなく、胸が痛くなった。

「愛さん……」

「ごめんね？　メール、返さないで」

　自分が返事をしなかったことで、仁美ちゃんは悩んだのかもしれない。私にメールを出すにもきっと勇気が必要だったに違いないと思うと、申し訳なくなる。

「お話があるんです」

　仁美ちゃんが緊張した面持ちで話を切りだす。

「まだ仕事が残っているから、屋上でいいかな？」

　私の言葉に彼女が頷く。

　屋上へと向かうエレベーターの中は、息が詰まりそうなくらい静かだった。

　到着音を鳴らしてエレベーターのドアが開く。

　屋上の扉を開けると、隅のほうに息抜きに来ている男性ふたりが目に入る。私が彼らとは反対のほうに歩くと、仁美ちゃんもついてきた。

「祐のことだよね？　でも、私には関係ないよ？」

　問いかけると、仁美ちゃんがうつむき加減だった顔を上げた。

「私、祐一郎先輩を愛しています」

　さっきまでのおどおどしているような雰囲気とはがらりと変わって、きっぱり言う彼女は堂々としていた。

「仁美ちゃん……」

　仁美ちゃんと寝たのは魔が差したに過ぎない、と言った祐一郎を思い出す。

「祐一郎先輩が、愛さんを愛しているのは知っています」

　仁美ちゃんの言葉には寂しさがあった。

「あの日……ホテル街で愛さんに会った日の前夜、祐一郎先輩とふたりだけで飲みに行ったんです。それも私が誘って。先輩の話は愛さんのことばかりで、私が思いきって告白したのには応えてくれず、お酒が進むと、愛さんに好きな男性ができてつらいと漏らしたんです。その心につけ入るつもりはなかったけれど……でも、身代わりでもいいからという気持ちで誘ったんです」

　私は、祐一郎にひどいことをしてしまったんだと実感し、泣きたくなった。

「愛さんには好きな人がいるんですよね？　祐一郎先輩よりも愛している人が。だったら先輩を私にください」

　頭を下げる仁美ちゃんの様子には、真剣に祐一郎を思う心が見える。

「仁美ちゃん、私に断りなんて入れなくていいんだよ？　私たちは付き合っていたわけじゃないんだから。でも、彼の気持ちは私の一存で決められることじゃない。私はずるい女だから、ふたりがホテルから出てきたのを見てホッとした……あなたたちがうまくいくといいなと思っている。でもふたりの気持ちが大切だとも思うの……ごめんなさい。うまく言えないけど……」

　祐一郎の仁美ちゃんに対する気持ちを知ってしまっていたから、それが邪魔をしてうまく自分の感情を伝えられない。

「愛さんは、私たちを応援してくれるんですね？」

　ホッと安堵したような彼女に、私は頷いた。

「仁美ちゃんが彼を幸せにしてくれればいいなと思ってる」

　そして仁美ちゃんが傷つかないように、祐一郎も彼女を幸せにしてほしい。

「ありがとうございます。私、がんばります。失礼します！」

　仁美ちゃんは吹っきれたような明るい笑顔になり、この場を去っていった。

　本当にふたりがうまくいくよう願う。

「当分、私はひとり身だね。仕事をがんばるしかないか……」

　屋上の手すりに腕を置いて呟く。外は暗くて、ネオンが輝く街並みを見て泣きたくなった。




「ふぁ～っ」

　目が覚めたばかりの私は大きな欠伸あくびをひとつして、伸びをしながらベッドから起き上がった。寝た時間が遅いせいもあるが、身体がだるい。

「栄養ドリンクでも飲まないと、疲れが取れないかも」

　テレビＣＭでよく見る疲労回復薬なんかに頼る年なのかな～、などと考えながら、会社へ行く仕度をする。

　テレビを点けて、インスタントコーヒーを飲もうとカップを口に持っていったとき、『朝倉郁斗』と名前が聞こえて手が止まる。

　濃紺のスーツを着た郁斗の、記者会見の場面だった。

「移籍するチーム、決まったんだ」

　カップを持ったまま、しばしテレビの中の郁斗に見とれる。堂々とした顔の彼に、記者たちがこぞってインタビューしようとしている。

『今回移籍するチームは、はっきり言って強くはないですよね？　もうすぐＪ１からＪ２へ降格しそうなチームに、なぜ入ろうと思ったのですか？』

　男性記者の辛しん辣らつな質問にも、郁斗の表情は変わらない。

『やり甲が斐いがあると思ったからです』

『高額の契約金が支払われたのでしょうか？』

　別の記者が質問をした。

『契約金はみなさんにお知らせした通りの額です。それが多いか少ないかは、みなさんの判断に任せます』

　次に答えたのは郁斗ではなく、隣にいる男性だ。

『朝倉さんの実力からして少ない気がしますが？　このチームでないといけない理由でもあったのですか？』

　郁斗が選んだのは、やはり東京のチームだった。

　各チームから引く手あまたの彼には、もの足りない移籍先に思える。だから世間は、高額な契約金で郁斗を招いたのかと思っているようだ。

　私はその記者会見を観ていて、うれしい気持ちだった。

　郁斗とはもう会わないつもりなのに、彼が遠いところに行かないことがうれしい。




「おはようございます！」

　私は元気に編集部のドアを開けた。

「おはよう。今日は元気だな？」

　そんな私を見て、ドアの近くに置いてあるパーコレータからコーヒーを注いでいた君島編集長が言う。

「はい。今日はいつになく元気なんです。どんどん仕事を言いつけてくださいね」

　にっこり笑って自分のデスクに向かう。

　テレビで郁斗の姿を見ただけで、こんなにも元気になれる自分が不思議だった。




　昼休みに、自分のデスクでサンドイッチを食べていると、スマホが振動して着信を知らせる。

　相手は日菜だった。昼休みでフロアにいるのは私だけなので、電話に出る。

「もしもし？」

『愛ちゃん、今大丈夫？』

　こちらの様子を窺う日菜の声。

「昼休みだから大丈夫よ。どうしたの？」

『あのね、郁斗に婚約者なんていないから』

「えっ!?　今、なんて？」

　日菜の言葉が信じられなくて、もう一度聞き返す。

『郁斗に婚約者はいないよ。エレナは関係ないからね。私がちゃんと郁斗に聞いたの。ネットに出ていたのはただの噂だって。驚いてたよ。いつの話だよって』

　ただの……噂……？

　私はカップを手に茫然となった。

『ねえ。愛ちゃん、やっぱり郁斗となにかあったんでしょ？　郁斗があのチームを選んだのは愛ちゃんのためだと思うよ』

「えぇ？　なんで私のためなの？」

　日菜の言葉の意味がわからない。

『愛ちゃんと離れたくないから近くのチームにしたんだよ。地方だとなかなか会えなくなるでしょ？　それに千波くんが言っていたけど、もっと強いチームから多額の契約金で誘いを受けていたらしいよ。それを蹴ってまで東京のチームにしたってことは理由があるに違いないよ』

　その言葉に私は戸惑う。

『愛ちゃん、ちゃんと郁斗と話してね！　じゃあね』

　電話が切れた。スマホを持つ私の手が小刻みに震えている。

　私のため？　そんなわけないよ……別れたんだから。もう会わないって言ったんだから……郁斗に婚約者がいてもいなくても、私たちは終わりなんだから。




　数日が経ち、毎晩スポーツニュースを観るのが私の日課になりつつあった。

　連日、郁斗の話題ばかりが目につく。

　会見直後から郁斗は新チームの練習に参加したようだ。練習風景がテレビに映ったり、ブラジルで出ていた過去の試合が放送されたりと話題の人だ。

　なにをしていても、郁斗の名前が聞こえると反応してしまう。

　二十三時過ぎに帰ってきた私は、まだ夕食を食べていなかった。

　冷蔵庫の中を覗くとガランとしていて、アップルジュースと白ワインの瓶があるだけだった。

「そういえば、しばらく買い物に行っていなかったな……今夜はとんこつラーメンでいいか……」

　戸棚を開けて、インスタントラーメンをひと袋取りだす。インスタントラーメンは私の好物で、簡単に済ませられるのが好き。

　鍋に水を入れて煮立たせている間、テレビに映る郁斗を食い入るように見る。

　練習用のユニフォームを着た彼が、メンバーにパスを出したり、巧みな足技でゴールまで独走したりと身軽に動いている。

　走るたびに躍動する足の筋肉に、うっとりしてしまう。

「私って完全な郁斗バカだ……」

　会えないと思うと余計に会いたくなる。

　日菜と会った夜に、郁斗から着信があったきり、なにもない。なんの用だったんだろうと気にはなっているけど、話さないのが一番だ。

　当たり前だよね……一方的に私から別れを告げたんだから……婚約者の件は誤解だったとしても……。

「こら、愛！　未練たらしいぞ！」

　自分を叱しっ咤たしてキッチンに戻ると、鍋のお湯が煮立っていた。袋から乾麺と粉のパックを取りだし、沸騰している鍋の中に入れる。

　ほぐれてほどよい硬さにゆだったところで火を止めて、粉を入れる。いつもの好きな匂いが鼻を掠めた。

　そのとき――。

「うっ！」

　突然、吐き気をもよおしてトイレに駆け込んだ。あまり中身が入っていないはずの胃が空っぽになるほど吐き、最後は胃液しか出てこなかった。

　少し胃が落ち着いてからふらふらと戻り、ソファにぐったりと横になる。

「胃にくる風邪かな……」

　額に手を置いてみれば、少し熱い気がする。吐いたものの、まだ胃はムカムカと気持ち悪い。

「熱、測ろう」

　のそっと身体を起こし、体温計を取りに立ち上がった。




「三十七度か……微熱ってところだね」

　体温計を薬箱にしまおうとして、私はふと手を止めた。ソファの上に置いたバッグから手帳を取りだす。

　来てない……生理が……ない……。

　その場にへなへなと力なく座り込む。

「まさか、妊娠……？」

　そんなわけないよ。郁斗はちゃんと避妊してくれていた。

　コンドームで避妊をしたからといって、絶対に妊娠しないわけではないことは知っていたけど、これは妊娠ではなく風邪だと思いたい。

「ひと晩眠れば治るはず」

　気分の悪さに、ラーメンを食べるのも忘れて寝室へ行き、ベッドに横になった。




　翌朝も気分の悪さは変わらなかった。

　目を覚ました途端に、おえっと吐きそうになり急いでトイレに行く。でも、なにも食べていないから吐けなくて、胃が不快感を訴えている。

　トイレから出て、水で口をすすいだ。

「治ってないか……」

　冷蔵庫の中からアップルジュースのペットボトルを取って、コップに注ごうとするけど、体力がなくなっているのか、手が震えて中身があちこちに零れる。

　やっとひと口飲むと、今度は立ちくらみに襲われてシンクにもたれた。

　少ししてベッドに戻り、スマホから会社へ電話した。

　自分が起きた時間はいつもより遅かったらしい。時計を見ると八時半を過ぎていた。

　これから出ても明らかに遅刻だけど、それ以前に動く気力がなくて出勤できそうにない。

　電話に出た由奈ちゃんに、体調が悪くて休む旨を伝える。

『愛さん、大丈夫ですか？　ひとり暮らしですよね？』

「大丈夫、とりあえず動けるから。なにかあったら電話ちょうだいね？」

『わかりました。お大事にしてくださいっ』

　電話を切り、妊娠しているのかもしれない不安な心を抱えながら、もう一度眠りに就いた。










まさか……［郁斗ｓｉｄｅ］




　移籍先のチームの練習が忙しくなったが、今日は無理に休みをもらった。

　最近の俺は練習とマスコミ取材で拘束されて、愛に会いに行けない。

　どうしても愛に会わなければ、と思った。

　愛は別れると言ったが、俺はその気はさらさらなくなった。愛が俺に婚約者がいると勘違いしたことが、別れの原因だと考えたからだ。六年ぶりに会ったばかりの俺と寝たのは、愛してくれているからに違いない。あの男のことは、本当は愛していないだろう。真剣交際などくそくらえだ。

　俺は愛の昼休みを狙って会いに行こうと決めた。

　会社の近くで愛のスマホにかけるが、呼びだし音が鳴るばかりで出ない。

　忙しいのか……？　それとも無視しているのか……？

　一度切り、愛の職場へかけることにした。

　日菜からは職場が替わったと聞いていたが、どこの編集部になったのか知るわけもなく、元の編集部へかける。

『はい、サンウォーク編集部です』

　女性の忙しそうな声が聞こえた。

「すみませんが、城崎 愛さんの異動先を教えてください」

『あぁ、城崎さんですね？　週刊ゴシップ編集部にいるはずです』

　女性は早口で愛の異動先を告げると、電話を切った。

「なんだって!?　『週刊ゴシップ』!?」

　高校のとき、たまに友人たちの間で回ってきていた雑誌の名前を聞いて驚く。露出した豊満な胸を喜ぶ年齢だった。

「俺のせいなのか……？」

　俺がモデルを断ったせいで、ゴシップ雑誌の編集部へ行く羽目になったのか？

　車を近くのコインパーキングに停め、愛の会社へ向かった。




　一階のエレベーター脇に立ち、案内板で『週刊ゴシップ』編集部を探す。

　ちょうど昼休みになる二分前といったところで編集部のドアを叩いた。なにも返事が聞こえないが、ドアを開けてみる。

　閑散としたフロアの中から、髪の短いボーイッシュな女の子が慌てて出てきた。

「なにかご用……きゃーっ！」

　黄色い叫び声がいきなり編集部に響いた。

「あ、朝倉選手ですよねっ!?」

　目の前の女の子はまじまじと俺を見て、動揺している様子だ。

「城崎 愛さんはこちらにいますか？」

　愛の名前を聞いて、彼女の目がさらに大きく開く。

「えっと……髪の長い愛さんですよね？」

「ええ。髪の長い城崎 愛です」

「あの、具合が悪いらしくて今日はお休みしているんです」

「具合が悪い……？」

「は、はい」

　彼女はコクッと頷く。真剣な顔から嘘はついていないのだろうと思う。

「わかりました。ありがとうございます」

　礼を言うと、俺は『週刊ゴシップ』編集部をあとにした。










優しくしないで




　私はぼんやりとソファに座っていた。まだ胃は不快感を訴えている。

　お昼を食べなきゃ……。

　時計を見ると、もうすぐ十三時になろうとしている。昨日のお昼からなにも食べていない。これでは胃がおかしくなるのも無理はない。

　本当に私は妊娠しているの？

　手を平らな腹部に持っていく。

　妊娠しているとは思えないけど……だとしたら、何週目？

　――ピンポーン！　ピンポーン！

　インターホンの鳴る音が突然聞こえて、反射的にビクッと姿勢を正す。

「誰だろう……」

　ドアホンの画面を見ると、じっとこちらを見つめている郁斗が映っている。

「郁斗……」

　居留守を使おうと思った。郁斗に会ってはいけない。画面の前で固まったように動けなかった。

　そうこうしているうちに、ドアを乱暴に叩く音が聞こえてきた。

「愛！　いるんだろう!?」

　よく通る郁斗の声。

「愛！　自分で開けないなら、大家に開けてもらうからな！」

　いつになく強く出る郁斗に戸惑い、私は玄関の前で困り果てる。

　こんなに具合が悪いときに会いたくない。会ったら弱い自分を見せてしまいそうだ。

　考えているうちに、再びドアがドンドンドンと叩かれた。これはかなりの近所迷惑になっているはず。郁斗の顔を知っている隣人もいるかもしれない。

　すぐに帰ってもらおうと心に決めて、玄関のドアを開けた。

「郁斗、帰って……」

　私の言葉に聞く耳を持たず、郁斗はドアを大きく開けて中へ入ってしまった。

「お前、病院へ行ったのか!?」

　私の顔を見ると、郁斗は心配そうな顔になった。それから彼は屈かがみ、私の膝の裏に腕を差し入れて抱き上げた。

「い、郁斗っ！　やめて！　歩けるから」

　抱き上げられると、郁斗の顔がすごく近くなって困る。

　彼は私の抵抗をものともせず、静かにソファの上に下ろす。

「お願い。大丈夫だから帰って」

　その言葉も無視し、彼は私の額に触れて、熱を確かめる。

「熱は微熱程度だな」

「だから言ったでしょう？　大丈夫なの」

　口をきくだけで疲れる。

「ちゃんと飯食ったのか？」

　そう言うと、郁斗はキッチンの中へ入った。

　あっ、と思ったときには、昨日食べられなかった鍋いっぱいに膨張したラーメンを彼に見られてしまっていた。

「なんなんだ？　これ」

「昨日、作っていたら電話がかかってきて伸びちゃったから、そのままに……」

　ソファから立ち上がり、郁斗を追ってキッチンの中へ入って言い訳をする。

「お前、昨日からなにも食っていないんだろ!?」

　そのとき、急に動いたせいか眩暈に襲われて、急いで壁に手をつく。

「病院へ行こう」

「大丈夫だよ……お腹が空いているだけ」

「じゃあ、なにか作ってやるよ。お前は座ってろ」

　郁斗は無断で冷蔵庫を開けた。中を見て唖然となっている。

「お前、なに食って生きているんだよ。なにもないじゃないか！」

「もういいからっ！　お願いだから帰ってよ！」

　ひどい状態のキッチンと空っぽの冷蔵庫を見られて、穴があったら入りたいほど恥ずかしい。そのせいで強く帰るように言っていた。

「鍵貸せよ」

　目の前に手を差しだされて、ポカンと郁斗を見る。

「鍵？」

「買い物に行ってくる。戻ってきたときに締めだされたら、たまったもんじゃないからな」

「お願いだから……」

「食べるのを見届けたら帰るよ」

　そう告げられ、仕方なくバッグから鍵を出して郁斗の手に落とす。

　部屋を出ていく颯さっ爽そうとした彼の後ろ姿を、ぼんやり見ていた。

　お願い……優しくしないで……。




　郁斗は近くのスーパーマーケットの袋をふたつ手に持ち、戻ってきた。

　鍵が開く音に立ち上がって出迎えると、彼の眉根が寄る。

「座っていろよ」

　そう言われたけれど、スーパーの袋をキッチンに持っていく彼のあとについていく。

「お前、休んでいなかったのかよ！」

　ラーメン鍋や食器などがキレイに片づけられている様子を見て、郁斗が怖い顔になった。でもすぐに優しい眼差しを私に向けて、頬をそっと撫でる。

「具合が悪いときまでこんなことをするなよ」

　――トクン……。私の心臓だけでなく、腹部まで収縮したかのように波打った。

「昼飯できるまでベッドで眠ってろよ。できたら起こすから」

　郁斗は私を寝室に連れていった。強引にベッドに横にさせられたけれど、枕に頭をつけても眠ることができない。

　つわりって一日中、気持ち悪いものなの？

　妊娠していたらどうしよう、と怖くなる。

　ひとりで育てる？　それとも……郁斗に話す？

　ううん。話せないよ。私は祐一郎と交際することになったと思っているんだから、自分の子かわからないと言われる。

　郁斗がなぜここへ来たのかなど、考えることが多すぎて、ますます具合が悪くなった気がする。




　リビングのローテーブルに置かれた白がゆ。横には梅干し、しゃけ、昆布の佃つくだ煮にの皿が添えられているのを見て驚いた。

「お米も買ってきてくれたんだね」

　米びつにひと粒もなく、ここ最近はラーメンぐらいしか作っていなかった。

「米のありかがわからなかったから、とりあえず買ってきたんだ」

　郁斗はイオン飲料をコップに注ぎ、私の手元に置く。

「ありがとう。お米なかったんだ」

「どんな生活をしているんだよ。外食ばかりだと栄養が偏るぞ？」

　不摂生な生活を知られて恥ずかしくなり、うつむいてレンゲを手にする。

「いただきます」

　おかゆなら食べられそうで、胃が驚かないように少しずつ口に運んだ。

　郁斗が黙ったままこちらを見ているから、食べづらい。

「郁斗は食べないの？」

「俺がおかゆなんかで満足するはずないだろう？」

　確かに……スポーツ選手なんだから、おかゆじゃ体力がつかないよね。

「なあ、愛。職場が替わったって？」

　いきなり話を切りだされて戸惑い、私の目が泳ぐ。

「え？　う、うん」

「俺がモデル断ったせいなんだろう？　そうなら異動させたヤツに俺が抗議する」

「郁斗っ！」

　彼の言葉に驚く。

「そんな不当な扱い、おかしいだろう？」

「最初はそう思っていたけど、今はやり甲斐があるから異動してよかったと思ってる。気にしないで、郁斗のせいじゃないから」

「……あの雑誌は俺も読んだことがあるけど、お前にふさわしいとは思えない」

「そんなことないよ。仕事が楽しいの。この間なんかラブホテルの取材に行っちゃったんだから」

　なんとかして郁斗の罪悪感を取り除きたい。

「ラブホテル？」

　彼の声が途端に低くなる。

「そう。女の子とふたりで取材に行ったの。びっくりしちゃった。いろいろな部屋があって……」

　話をしていると、だんだん郁斗がムッとしたような顔になっていく。

　郁斗が気にしないようにと言葉を続けたのに、墓穴を掘っていたようだ。私の声はだんだん小さくなっていた。

「郁斗……？」

　切れ長の目でじっと見つめられて戸惑う。

「愛、ごめんな」

　ふいに優しく言われて、涙が出そうになる。

「な、なにを謝るのよ。郁斗のせいじゃないってば」

　そう言って無理やりおかゆを口の中へ入れた。

　五秒ほどの沈黙のあと、突然郁斗が大きな声を出した。

「忘れてた！　味み噌そ汁しるも作ったんだ。具だくさんだから栄養たっぷりだぞ」

　キッチンに行き、お盆を手に戻ってきた郁斗は、味噌汁の入った椀を置いた。

　本来ならば味噌のいい香りなのだろうけど、匂いに敏感になっているみたいで、胃から食べたものがせり上がってくる感覚に襲われて息を止めた。

「うっ」

　手を口元に置き、堪えきれずトイレに駆け込む。

「愛!?」

　トイレのドアに鍵をかけて、たった今食べたものを吐きだした。

「愛！　開けろ！」

「……向こうへ行ってて」

　少しして私はふらつく足でトイレから出た。

「病院へ行こう。ひどい風邪だ。もしかすると脱水症状を起こしているかもしれない」

「大丈夫だよ……」

「大丈夫なはずはない！」

「本当に大丈夫だから、もう帰って」

　これ以上一緒にいれば、妊娠したかもしれないことがわかってしまう。

「病院へ行かないのなら薬を飲んで」

　郁斗は小さな箱を持っていた。市販の風邪薬の箱だった。

　箱を開けて中から錠剤を三錠取りだすと、私の手のひらに落とす。

　目の前にひざまずいた郁斗は本当に心配そうで、私は罪悪感を覚えた。

　でも、妊娠していたとしたら、これを飲むわけにはいかない……。

　手に置かれた三錠の白い薬に視線を落とす。

「吐いちゃったから……なにか食べてから飲むね」

「そうだな。じゃあ、もう一度おかゆを温めてくる」




「愛、もうすぐ温まるからな」

　しばらくしてキッチンから郁斗の声がするけれど、目の前がぐらぐら揺れて、意識が朦もう朧ろうとしてきて返事ができない。ラグの上にズルッと身体が倒れる。

「愛？」

　倒れた私を見て、郁斗が飛んでくる。

「い……くと……私……おかしい……」

　横になっているのに、目の前がぐるぐる回って目を開けていられない。

「愛！」

　郁斗の焦る声を聞きながら、私の意識は暗闇に落ちていった。







第三章










父親の自覚［郁斗ｓｉｄｅ］




「妊娠七週か八週といったところですね。本人に最終月経を聞いていないので、断定はできませんが」

　目の前の医師の言葉に、俺は唖然となった。

「妊娠？　愛が、妊娠……」

　点滴を受けて眠っている愛の顔を見る。

「赤ちゃんの心音ははっきりしていますが、それ以前に母体が危ないところでしたよ。もっと早く来てほしかったですね。脱水症状も起こしていましたし……」

　彼女の妊娠に驚き、目の前の四十代の医師の声が耳に入らなくなっていた。

　医師は、愛の目が覚めたら呼ぶようにと言って病室を出ていった。

　しばらくして愛から「うぅ……ん……」という声が聞こえた。

「愛？」

　名前を呼ぶと、彼女の瞼がゆっくり開かれていく。

「……郁斗……ここ、どこ？」

　天井をぼんやり見つめてから、視線が俺の顔に向けられる。

「東とう都と大学病院の産婦人科」

　救急車で救急センターに運ばれ、最終的に産婦人科に受け入れられたのだ。

　彼女は産婦人科と聞いて、後ろめたそうな顔で目線をそらした。

「一週間の入院だからな」

「一週間も？」

「赤ん坊は元気だけど、愛の身体が危なかったって。妊娠、わざと隠していたのか？」

　俺は簡易イスをベッドの横に引き寄せて座った。愛は小さく首を横に振る。

「昨日……もしかしてって思ったの。ずっと熱っぽくて気分が悪かったんだけど、風邪だと思っていて……薬、飲まなくてよかった」

「愛、結婚しよう」

　俺の言葉は思ってもみないものだったのだろう。愛は驚いてポカンと口を開けた。

「子供のためにも、すぐにでも籍を入れたい」

　俺は愛の手を優しく包み込むが、パッと手が外される。

「やめて！　バカなこと言わないでっ！」

「バカなこと？　結婚がバカなことか？」

　愛は取り合わないが、俺は真剣だ。

「そうだよ。バカげているよ。赤ちゃんは郁斗の子供じゃないかもしれないんだよ？」

　愛の言葉にフッと笑う。

「お前が、俺以外の男に抱かれるとは思わない。自分の子供だと百パーセント信じているよ」

「す、すごい自信……」

　きっぱりと断言されて、あっけに取られているようだ。

「お前が好きなのは俺だけ。そうだろう？」

　目に入りそうな愛の前髪を優しくかき上げる。

「……赤ちゃんのこと、驚かないの？」

「正直驚いたけど、できちゃった婚もいいんじゃないか？　若すぎるふたりってわけでもないんだし。恥ずかしがることはないさ」

　愛の目から涙が溢れ出て、枕を濡らす。

「お、おい。泣くなよ。まだ愛の言葉も囁いていないのに」

　泣きだしてしまった愛に、俺は慌てた。

「愛の言葉……？　って、私……？」

　しゃくり上げながら言う愛が、かわいくてたまらない。

「バカだな。まだ、お前を愛している……って言ってないだろ？」

「郁斗……」

　俺の言葉に彼女は目を見開き、涙が止まる。

「愛、お前を愛している。日菜のことを好きだった時期もあったけど、高校生活で一緒に過ごすうちにお前が気になり始めていた。告白されたときはブラジルへ行くことが決まっていたから、いい返事ができなかったんだ。つらいときは、楽しかったあの頃のお前との時間を思い出していたよ。日本へ戻ったら連絡しようと思っていたのに空港で会えたのは、運命だったのかもしれないな。お前に恋人がいるのか、まだ俺を好きでいてくれるのか、そればかりが気になって酒に誘ったんだ」

　愛はグスッと涙を拭きながら上体を起こした。

「郁斗……うれしい。私も愛してる……離れたのは、郁斗に婚約者がいるって知ったからなの……それに……」

「それに？」

「実は……私たちのことを知った祐一郎に……脅されて……」

「だからか……卑怯なヤツだな。その男のことは俺に任せろ」

　俺は、愛の会社の近くで一度会ったことのある男の顔を思い出し、拳に力を込めた。

「ううん。彼とはそのあといろいろあって、今はもう大丈夫……だと思う。それより、郁斗に婚約者がいなくて、本当によかった……」

「俺に婚約者なんていない。お前、編集者なんだろ？　くだらない噂なんかに振りまわされるなよ」

　愛のおでこを軽くつつくと、幸せそうな笑顔が返ってくる。

「俺たち、遠回りしたな」

　愛を抱きしめ、髪に唇を滑らせた。

　唇にもキスしようとしたところで、ドアのノックの音に愛がパッと俺を押しのける。俺は彼女の恥ずかしそうな表情に笑った。

「どうぞ」

　声をかけると、先ほどの医師が入ってきた。

「あぁ、起きましたね。先ほど撮ったエコー写真を持ってきました」

　そう言って渡された一枚のエコー写真を、ふたりで覗き込む。

「ここが心臓です。わかりますか？」

　まだぼんやりとした人間の形である赤ちゃんのエコー写真について、医師は丁寧に教えてくれる。

　それから医師は愛に最終月経を聞いた。すると、その顔が曇る。

「大きさからいって八週に入ったところかと思いましたが、十週目ですね。胎児の大きさが少し足りません」

「ええっ!?」

　愛は不安そうな顔になる。

「とにかく安静にしてください。場合によっては、一週間以上の入院をお願いするかもしれません」

「先生、大事なふたりをよろしくお願いします」

　俺は医師に深々と頭を下げた。

　医師が出ていって振り返ると、愛は腹部に手を置いていた。

「もう横になれよ。安静にしなくちゃいけないんだからな」

　愛は素直に忠告を聞き、横になる。

「郁斗、このことは誰にも言わないでね？」

「このこと？」

「入院は知らせないで……」

　点滴と薬が効いてきたのか、眠そうに瞬きを繰り返している。

「それは無理だろ。一週間以上も入院するんだから。まあ、世話は俺がするけどな」

「郁斗が世話？　それこそ無理だよ。移籍したばっかりなんだから」

「移籍したばかりだけど、スター選手の俺は融通がきくんだ」

　冗談めかして言うと、愛は口元を引きしめて首を左右に振る。

「ダメだよ。練習を休んだらチームメイトがよく思わないよ。それでなくても郁斗は嫉妬される対象なんだから」

「俺が嫉妬される？」

　愛の言っていることの意味がわからず、首をかしげる。

「才能と容姿に恵まれてるし……それに、朝倉ホテルの御曹司だから」

「御曹司って、そんなふうに見える？　兄貴はモロ御曹司ってタイプだけどな。才能と容姿は……愛がそう思ってくれていてうれしいよ」

「郁斗はカッコいいよ。私は昔から面食いなんだから」

　俺は顔を近づけて、愛の額に口づけを落とす。

「入院、家族にも知られたくないのか？」

「できちゃった婚はともかく、入院を知られて心配や迷惑をかけたくないの」

　話しているうちに、彼女の瞼がゆっくり閉じられていく。

「とにかくもう眠れよ。そばにいるから」

「ありがとう……」

　その言葉を呟いてしばらくすると、寝息がかすかに聞こえ始めた。

　愛の寝顔を見ながら、もっと早く気づいてあげていれば、と後悔したのだった。










両親へ報告




「愛ちゃんっ！」

　翌日の午後の面会時間に、日菜と千波さんが来てくれた。ベッドの上に身体を起こし、郁斗とたわいもない話をしていたときだった。

「日菜……」

「おめでとう！　妊娠と結婚だなんて、二重の喜びだね！」

　日菜の色素の薄い目が、心からうれしそうに弓なりになっている。

「愛ちゃん、おめでとう。朝倉家にようこそ。大歓迎だよ」

　千波さんに手を差しだされ、私は慌ててその手を握った。

「あ、ありがとうございます」

　妙な緊張感が走って不安になり、思わず郁斗を見た。

「家族には知らせてないけど、日菜なら大丈夫かと思って」

　病室は個室で広いのだけど、長身の男性がふたりもいると狭く感じられる。千波さんと郁斗の間に日菜が立っているのを見ると、懐かしさが込み上げた。

「そうだよ。水くさいったらないんだから。私たち親友でしょ？　この間会ったときもなにも言ってくれないし。顔色は悪いし、心配だったんだよ」

　そう言う日菜の目には、うっすらと涙が見えた。

「ごめんね。なにもかも見えないときだったの……」

「愛ちゃんは大変だったんだね？　それも全部郁斗が悪いんだからねっ」

　日菜がくりっとした目を細めて郁斗を睨む。

「日菜……」

　郁斗も、日菜に返す言葉がないようだ。

「とにかくうまく収まったんだからいいだろう？」

　千波さんは妻の怒りに笑いながら、郁斗に助け舟を出す。

「郁斗のスケベッ！　再会したばかりの愛ちゃんを襲っちゃうなんて」

　日菜は夫の言葉に頷いたものの、まだ郁斗を許せないらしい。

「襲うって……」

　郁斗がため息をつく。私はなにも言い返せない郁斗を見てクスッと笑った。

　この様子だと、郁斗が帰国した日にそうなったことを知ったら、日菜はもっと怒るかもしれない。

「日菜、もういいでしょ？　私、幸せなんだから」

「……愛ちゃんがそう言うのなら許してあげる。元気になるまで私が手伝うからね」

「大丈夫だから」

　私は首を横に振る。

「世話してもらおう。高校のときは日菜が散々俺たちを心配させたんだから当然だ」

　郁斗が言うと、日菜も真面目な顔で頷いた。

「遠慮しないで。え～っと、私が愛ちゃんのお義ね姉えさんになるんだから」

　それを聞いた千波さんと郁斗が、吹きだして笑う。

「千波くん？　なんで吹きだすの？」

　笑われる理由がわかっていない日菜を、千波さんは笑顔で引き寄せる。それはごく自然な所作だった。

「言いたいことが済んだらもう帰れよ」

「愛ちゃん、疲れちゃうもんね。また明日来るから」

　日菜と千波さんが仲よく病室を出ていくのを見届けてから、私は心配事を口にした。

「……日菜、大丈夫かな？」

「なにが？」

「赤ちゃん、欲しがっていたから」

「時期が来れば、日菜にもできるさ。そんなこと愛が気にしなくてもいいんだ。普通にしていたほうが日菜だっていいはず」

　郁斗の言うことはもっともだと思い、頷いた。




　点滴のおかげか、心が安定したせいか、つわりは目が覚めたときだけになった。

　どのくらい続くのかわからない、あのときのようなひどいつわりはもうなさそうだと安心している。

　日菜は毎日来て、私の世話をしてくれている。

　日替わりで私の好きそうなスイーツなどを持ってきてくれるから、減った体重が、入院している間にすっかり戻ってしまいそうな気がした。

　経過も良好で、当初の診断である一週間の入院で大丈夫だ、と医師から太鼓判を押された。

　ハードな練習をしている郁斗だけど、遅くなっても必ず病室に姿を見せてくれた。




「明日、両親に会って愛のことを報告してくるよ」

　二日後に退院を控えた日に、郁斗が言った。

「そんなにすぐじゃなくても……」

　どんどん進んでいきそうな勢いに私は戸惑う。

「早いほうがいいだろ？　赤ん坊はすぐに大きくなるから。もたもたしていたら、ウエディングドレス着られなくなるぞ？」

「ウエディングドレス……？」

「結婚するのになにを着るんだよ。打掛か？　似合いそうだけど、お腹を締めつけるから無理だろう？」

　私の不格好な着物姿を想像したのか、郁斗が笑っている。

「違うの。結婚式を挙げると思っていなかったから」

　籍だけ入れるものだとばっかり。

「結婚式、挙げるに決まっているだろう？　俺も愛のウエディングドレス姿見たいし。式を挙げなかったら、お前の両親に『娘はやらん』なんて言われそう」

　茶化したもの言いに私も笑う。

「とにかく、明日話してくるから。きっとすぐに会いたがるぜ？」

「う、うん」

　朝倉家は私の中流家庭と比べようもないほどセレブな家庭だ。日菜の実家は朝倉家に釣り合うくらいお金持ちだけど、私の実家は違う。

　千波さんに会うのでさえまだ慣れないのに、朝倉のご両親に会うときにはどうなっちゃうんだろうと心配だった。

　高校三年の冬、日菜の友達だから、という理由だけで、私と友人にも北海道旅行をポンとプレゼントしてくれたのが、郁斗のお母さんだ。

　一度、日菜たちの結婚式でお会いしたことがあったっけ。あのときは挨拶程度の言葉しか交わしていない。男の子ふたりを育てたようには見えないくらいおっとりした感じの人だった。

　日菜の口からは、姑しゅうとめの悪口は聞いたことがない。

　もともと、日菜はそういうことを言わない子だけど、嫁と姑の関係はうまくいっているみたいだ。

　まさか自分がその家族に加わるとは、思ってもみなかったな。

「愛？　どうした？」

　郁斗がイスからベッドの端に移動して、ギシッときしむ音がした。ぼんやり考え事をしてしまっていた私は、ハッと我に返った。

「郁斗のご両親に会うと思うと、今から緊張しちゃって」

　柔らかく微笑むと、郁斗の手が私の髪に触れる。

「俺だって愛の両親に会うのはすごく緊張する。まして、妊娠させちゃったんだから印象は悪いだろうな」

「妊娠はひとりじゃできないんだよ？　うちの両親は大丈夫。郁斗に会ったら喜んでくれると思う」

　髪を撫でている郁斗の大きな手。スポーツ選手はごつごつした指のイメージがあったけど、キレイで長い指だ。そこに私も手を重ねた。




　退院の前日、郁斗が今頃ご両親に会っていると思うと、落ち着かない気分だった。

　ビルばかりの景色をベッドから眺める。

　祐一郎と仁美ちゃんのことも気になっていた。

　ふたりがうまくいっていればいいな。自分の結婚を知ったら祐一郎はどう感じるだろう。思うより思われたほうがいい。祐一郎を好きな仁美ちゃんのことを、大切にしてあげてほしい。

　そこへ、病室のドアがノックされて郁斗が入ってきた。白のカットソーに黒のパーカー、ジーンズというラフな格好をしている。

「調子はどう？」

「うん。大丈夫。なにもしないでいるのって落ち着かないね」

「そうか……その落ち着かない気分のときに悪いんだけど」

　郁斗が話しづらそうにしている。そんな姿は珍しい。

「どうしたの？」

　そう聞いてから『あっ！』と思った。

「もしかして、ご両親に反対された……？」

　心臓をドキドキさせながら聞いた。

「いや、喜んでたよ。で……」

「で？」

　言葉が途切れて、首をかしげる。

「悪い。廊下にいるんだ」

　郁斗が申し訳なさそうに言ったけど、私は意味が理解できずポカンとなる。

「誰がいるの？」

「お袋と親父」

　それを聞いて、私の頭の中は真っ白になった。




「いきなりごめんなさいね？　息子から聞いて、私たちもどうしても愛さんにお会いしたくなったの」

　にっこりと品のよさそうな笑みを浮かべた郁斗のお母さんは、うれしそうだ。

「い、いいえ。こんなところまで来ていただいて申し訳ありません」

　戸惑いながら郁斗のご両親に頭を下げた。

　郁斗のお父さんは、優しい笑みを私に向けてくれている。

　ご両親は郁斗から結婚の話を聞いて、いても立ってもいられず強引に病室に押しかけたことを、申し訳ないと謝った。そして私の具合を心から心配してくれていた。

　それほどに私たちの結婚を祝福してくれて、うれしかった。




　郁斗のご両親が帰ったあと、あれほど落ち着かなかった気分が、今はすっきりしていることに気づいた。

「突然親を連れてきて悪かったな」

　ベッドの端に腰かける郁斗に向けて、緊張が解けた私は首を横に振る。

「ううん。会えてよかった。それに、喜んですぐに会いたいと思ってもらえてうれしかったし」

「次は愛の両親だな。俺のほうが緊張する」

　おどけた郁斗に私は笑った。

「明日の朝、迎えに来るからな」

「ひとりでも大丈夫だよ」

　郁斗は明日も一日中、トレーニングや練習が入っているはず。

「少し遅れるくらい平気だよ」

「でも……」

「大事な奥さんの退院だから」

　困惑している私の唇に、郁斗はそっとキスを落とした。




　言った通りに、郁斗は朝九時に迎えに来てくれた。忙しいのに私のために来てくれて、幸せを感じる。

　医師や看護師に見送られて、病院をあとにした。

「ずっと一緒にいてあげられなくてごめんな。夕方に練習が終わるから、そのあとに愛の実家へ行かないか？」

「今日？」

「今日は日曜日だから、平日よりもタイミングがいいだろ？」

　確かに、日曜の夜は家族が揃っている。

「いいの？　郁斗、練習で疲れているのに」

「練習ぐらいで疲れないから。俺の体力ナメてる？」

　ちょうど信号が赤になり、郁斗が私のほうを向く。

「ありがとう」

　ひとりじゃないという安心感に包まれてお礼を言うと、郁斗が身を乗りだしてサッと掠めるようなキスを唇に落とす。

　信号はすぐ青になり、彼はアクセルを踏んだ。

　しばらく走っていると、自分のマンションへ向かっていないことに気づいた。

「郁斗？　私のマンションに帰るんじゃないの？」

「これからは一緒に暮らさないか？」

　膝の上に置いていた手に、郁斗が自分の片手を重ねる。その手は優しくて温かい。

「一緒に暮らす？」

「なんで疑問形なんだ？」

　きょとんとする私に、郁斗はちらりと視線を向ける。

「だって、まだ結婚していないし」

　できちゃった婚をする私たちは、世間から見たら常識と外れたことをしてしまっており、それに輪をかけて結婚前に同どう棲せいするのは嫌だった。

「愛がちゃんと食事をするか心配なんだ」

「大丈夫だよ。赤ちゃんのために、栄養バランスの取れた食事を心がけるから」

「愛は俺と一緒にいたくないんだ？」

　少しすねた言い方に、私はプッと吹きだしてしまった。

「郁斗、子供みたい」

「仕方ないだろ？　お前が心配なんだから」

　郁斗は照れたように指で鼻をかく。そんな姿を目にすると好きな気持ちが溢れ出て、彼に触れたくなった。




　自宅へ送ってくれた郁斗は、休む間もなくすぐに練習場へ向かった。

　ひと休みしてから私はお母さんに「紹介したい人を今夜連れていく」と電話し、家族が揃っているか確認した。

　お母さんは、私が突然そんなことを言ったものだから驚き、慌てていた。私たちが着くまでお父さんと気を揉んでいるかもしれない。




　郁斗は約束通り、十九時過ぎに迎えに来てくれた。彼は三つ揃いの濃紺のスーツを着ていて、さながら紳士服のモデルのようだった。

　両親は私の仕事を理解してくれていて、結婚は遅そうだと半ばあきらめていたので、郁斗を紹介すると喜んでくれた。

　サッカー好きのお父さんや、弟の大だい地ちと空そらは、郁斗を見たときに腰を抜かすくらいびっくりしていた。

　目の前にいるのが朝倉郁斗だと、にわかには信じられないようだったけれど、すぐにサッカー話で打ち解けた男たちは楽しそうに盛り上がっていた。そんな和気あいあいとした雰囲気に私は安堵した。

　妊娠もすんなり受け入れられて、順風満帆に私たちの生活が始まろうとしていた。




　翌日。九日ぶりに出社し、君島編集長に今回のことを話した。

　私としてはできる限り仕事を続けたかったけれど、君島編集長と相談して、大事を取って一ヵ月で残務整理をして辞めることになった。

　デスクに戻り仕事を始めようとすると、印刷所へ立ち寄ってきた由奈ちゃんが飛んできた。

「愛さ～ん、寂しかったですっ！」

　由奈ちゃんが抱きついてくる。

「長く休んでごめんね。忙しかったでしょう？」

　復帰を素直に喜んでくれる由奈ちゃんが、かわいくて仕方ない。

「少しだけ。君島編集長が手伝ってくれたので大丈夫でした」

　この笑顔を見ると、あと少しで会社を辞めようとしている私は罪悪感を覚えた。

「あ！　愛さん、朝倉選手と知り合いだったんですか？」

「郁斗、ここまで来たんだってね。由奈ちゃんはサッカー知っているんだ？」

「サッカー大好きなんです！　サムライブルーのユニフォームを着て応援に行くくらい。だからびっくりでした」

「郁斗は高校のときの同級生なの。それでね、今度彼と結婚するの」

　私の告白がよほど衝撃的だったらしく、由奈ちゃんは両目が飛びだしそうなくらい驚いていた。




　その日の夜、涼子と食事に行った。「妊娠して、郁斗と結婚することになったの」と伝えると、「よかったね」と祝福してくれた。

　私が結婚するなら話してもいいだろうと思ったのか、涼子は祐一郎が仁美ちゃんと付き合っているようだと言った。

　私が知っていると、涼子は驚いた。そこでラブホテルからふたりが出てきたところにばったり出くわしてしまった話をすると、ありえない、と涼子が憤慨する。

「なにそれっ？　それってまだ愛に執着していた時期じゃないの？」

　納得のいかない顔で涼子はコーラを飲んだ。

「それはわからないけど……彼にはすごく悪かったと思っているの。だから仁美ちゃんとうまくいっていると聞いて、うれしかったんだ」

「そうだね。彼にも幸せになってほしいと思う愛の気持ちはわかるよ。もう祐一郎の話はやめ！　話題を変えようよ。ねえ？　予定日はいつなの？」

　涼子がバッグからシステム手帳を出しながら聞いてきたので、私は来年の三月末が出産予定日だと教えた。

　それからは身体に気をつけているうちに、めまぐるしく時間が過ぎていった。

　復職してから六日が経ち、朝倉ホテルで両家の顔合わせが済んだあと、私たちは郁斗のマンションへ戻ってきた。

「疲れた？」

「ううん。無事に顔合わせができてホッとしたね？」

「お袋なんか、かわいい嫁がふたりになったと大喜びだよ。息子ふたり産んでよかった、なんてな。高校のときは散々、娘を産んでおけばよかったと、ことあるごとに嘆いていたんだぜ」

　その光景がなんとなく想像できて笑った。

　私の左手の薬指には、さっき家族の前で贈られた婚約指輪が輝いている。

　中心は大粒のハート型のダイヤで、それより小さいダイヤがリングの部分をぐるっと取り巻いている。

　みんなが集まって食事が始まる前に突然、対面に座っていた郁斗が私の横へ来て、驚いた。そして片膝を床につけ、ひざまずいたものだから、さらに私は慌てふためきながら頬を赤らめた。

　家族の前で堂々と『結婚してください』と言われて恥ずかしく、顔をゆでダコのように真っ赤にさせながらも最高にうれしかった。

　ソファに並んで座った郁斗は、ワンピースの上から私の腹部にそっと手を置いた。

「まだわからないくらいなんだな？」

「服を着ているから目立たないけど、膨らんできているんだよ？」

　現在十二週目のお腹は、まったく妊娠しているようには見えないものの、あれほどひどかったつわりも治まりつつあり、食欲も旺盛になってきた。あともう少しでウエストがきつくなってくるだろう。今日もお腹を締めつけない、胸の下に切り替えのある水色のワンピースを着ていた。

「まさか今日、結婚式の日取りが決まるとは思ってもみなかったね」

　食事をしているときに『結婚式は早いほうがいい』と郁斗のお父さんが宴会担当者を呼び、披露宴会場と教会の空いている日を探させた。

　もちろん大安吉日がベストだけれど、人気の朝倉ホテルは二年先まで予約で埋まっているという。

　ところがラッキーなことに、昨日ひと組のキャンセルが出た日があった。妊娠しているお嫁さんが流産しかかり、結婚式どころではなくなってしまったのが理由らしい。

「さすが親父。行動が早い。でも、うちのホテルでよかったのか？」

「もちろん！　誰もが憧あこがれる朝倉ホテルでよかったよ？　どうして？」

　郁斗が心配する理由がわからず、首をかしげる。

「いや、兄貴たちみたいにロマンチックな高原の教会がいいのかなって思ってさ」

「ううん。私は朝倉ホテルで郁斗と結婚式ができれば、すごく幸せだよ」

　そう言ってにっこり笑い、郁斗の肩に頭を乗せた。




　翌週の水曜日。数日間、郁斗は大阪へ遠征試合中。

　私は涼子と夕食を食べに行く約束をしていた。

　仕事が早く終わったのは私のほうで、先に会社近くのレストランで待っていた。

「お待たせ～」

　涼子が大きなバッグを肩からさげたまま、イスに座った。

「お疲れさま」

　隣のイスにバッグを置き、疲れたとばかりに肩を回す。

「どうしたの？　疲れているみたいだね？」

「そりゃ～、主戦力だった愛がいなくなったんだから大変よ～」

　そう言ってから涼子はすぐに「……ごめん」と謝った。

「愛が好きで異動したわけじゃないのにね」

「気にしないで。人材は補充しないの？」

　そう聞くと涼子は首を横に振った。

「今はしないって。春まで待つしかないみたいよ？　まったく、編集長は傲慢で嫌になっちゃう。これじゃみんな辞めちゃうわ」

　編集長は忙しさのあまり、また横暴ぶりを発揮しているらしい。

「でも、ザマーミロだよね？　愛が朝倉さんと結婚するって聞いて内心はどう思っていることか」

　私の結婚話は社内で広まっている。由奈ちゃんのせいだ。

　黙っていられない性格の彼女が言いふらしたわけではないけれど、ひとりに話してそのひとりがふたりに……と、自然と広まってしまったのだ。

　私はピンクの地に百ゆ合りの花が浮き彫りになった封筒を、涼子に渡す。

「もしかして結婚式の招待状？」

　そう言いながら、彼女は早くも封筒を開けている。

「うん。急な日取りで申し訳ないんだけど……涼子に来てほしくて」

　十月二十七日の土曜日に結婚式が行われる。今から四週間後の妊娠十七週目。だいぶお腹も目立つようになっているだろう。

「ありがとう。もちろん、予定を変えてでも出席するよ。いいな～。愛、幸せそう」

　まじまじと顔を見つめられ、私は照れた笑みを浮かべて頷いた。

　すると突然、レストランの入口が見える位置に座っている涼子が手を止めた。

「なにもこんなところで会わなくても……」

　彼女の呟きに視線を追って入口を見ると、そこに祐一郎と仁美ちゃんがいた。視線を感じたのか、ふたりも私たちのほうを見る。

　最初は驚いた様子だったけれど、祐一郎は席を案内しようとするウエイターになにかを言ってから、仁美ちゃんと一緒にやってきた。

「愛、婚約おめでとう」

　祐一郎は、私が親しみを覚えていた頃の穏やかな表情だ。

「愛さん、おめでとうございます」

　彼の隣にいた仁美ちゃんがペコッと頭を下げた。

「ありがとう」

　ふたりがそう言ってくれてうれしかった。仁美ちゃんは祐一郎を見上げ、にっこり笑う。その幸せそうな笑みを見て、うまくいっているんだなと気が休まる思いだった。

　涼子と食事を終えてマンションの玄関に入ったとき、バッグの中のスマホが鳴った。

　この着信音は郁斗のものじゃない。誰だろう……？

　慌ててバッグの中からスマホを取りだしてみると、画面に表示されているのは祐一郎の名前だった。

「もしもし？」

『さっき、言い忘れたことがあってかけたんだ』

「う、うん……」

『愛にあのときのことをずっと謝りたかったんだ。すべて俺のひとりよがりだった。すまなかった。俺は卑怯な男だったよ。俺も仁美とうまくいっているから、気にしないで幸せになれよな？　最高にいい男を捕まえたんだから』

　祐一郎の優しさが胸に伝わってきた。心の中が温かくなる。そして涙が出てきて、頬を濡らした。

「……ありがとう……祐一郎……」

『愛の花嫁姿、キレイだろうな。写真できたら見せてくれよ？』

　祐一郎の優しい言葉に、私はそれ以上なにも言えなかった。

　電話を切ってから、まだ自分が玄関にいたことに気づく。手の甲で涙を拭いて、部屋の中へ入った。

　ソファに座り、少し膨らんだお腹に手を置く。

「赤ちゃん、ママはすごく幸せ。三人でもっと幸せになろうね」

　今の自分はとても幸せだ。こんなに幸せで怖いくらいだった。










結婚の幸せ




「やっと作り終わった！」

　あとは郁斗が来る時間を見てオーブンに入れるだけ。大阪遠征から郁斗は直帰してくれる。以前にひどいキッチンを見られていたから、一応少しは料理ができるところを見てほしくて、彼のために遅めの夕食を作っていた。

　でもやはり手際が悪く、一時間以上キッチンに立っていたから腰が痛くなってしまった。ソファに横になり、雑誌を見ながら郁斗の帰りを待つ。

　雑誌を読み始めてから三十分。インターホンが鳴った。

「おかえりなさい」

「ただいま」

『おかえりなさい』の言葉がなんだか照れくさいけど、郁斗は特に照れた様子もなく部屋に上がった。

「近くまで来たら連絡くれるかと思ってた」

「ん？　なんか用があった？」

「郁斗が来たタイミングで熱々のグラタンを出したかったの」

　私は彼から離れて、オーブンの時間をセットする。

「そんなに急がなくてもいいよ。それより……」

　シンクの前にいる私に郁斗は近づいてきた。

「それより……？」

　言葉より先に彼の腕が伸びてきて、抱きしめられた。その抱きしめ方はお腹に気をつけてくれているのがよくわかる。

　郁斗の爽やかな香りがふわりと漂う。頬を掠める唇の熱さを感じてから、唇同士が重なった。

　そこで私はあることを思い出して郁斗の顔を見る。

「郁斗、おめでとう」

　さっきテレビで、昨日行われた親善試合の結果を観ていた。

「知ってるんだ？」

「さっきニュースで言っていたから。すごい活躍だったらしいね？　直接応援したかったな」

「今度観てよ。いい席取るから」

「本当？　じゃあみんなで応援に行くから、何枚かチケット取ってね？」

　高校時代はときどき日菜と応援に行っていたけど、プロ選手になった郁斗のサッカーを直に観たことはないから楽しみだ。




　窓から入る日差しで目を覚ました。目を開けると郁斗の端整な顔が目に入る。

　本当に寝顔も整ってるね……赤ちゃんは、郁斗に似た男の子だったらいいな。

　とはいっても、五体満足で産まれてくれるのなら男の子でも女の子でもかまわない。

　手を伸ばして郁斗のサラサラの髪に触れる。

「おはよう、郁斗。もう九時だよ？」

「うん……」

　返事はするものの、目を開ける気配がない。

「郁斗？　ホテルに行くんだよ？　遅刻しちゃうよ？」

　今日はウエディングドレスの試着や、もろもろの打ち合わせだ。もう結婚式まで時間がない。

　忙しい私たちのために、千波さんはウエディングプランナーをつけてくれていた。

「愛がキスしてくれたら起きる……」

　甘える郁斗に、胸がきゅんとなる。昔からみんなを引っ張っていくタイプの郁斗に甘えてもらえると、大好きだと言ってもらえているみたいでうれしい。

　私は郁斗の唇に、ちゅっと音をたててキスをした。




　まだ朝食を食べていなかった私たちは、朝倉ホテルのレストランでブランチをとってから待ち合わせの場所へ向かった。

「いらっしゃいませ」

　ウエディングプランナーの年配の女性が、丁寧に頭を下げる。

「朝倉です。よろしくお願いします」

　女性は笑顔で「お手伝いさせていただきます」と言った。

　サロンには、数えきれないほどのウエディングドレスがかけられていた。

　郁斗は記念だからと買ってくれるつもりでいる。うれしいけど、保管するにも大変だからレンタルでいいと反対した。だけど、結局郁斗に押しきられてしまった。自分がこうと思ったら押し通してしまうのは、高校のときから変わらない。

　お腹が膨らみかけているので、ウエストがきゅっと絞られたものは無理で、そうなると選べるドレスの数も限られてしまう。

「時間があればオーダーメイドにするのに」と隣で郁斗がブツブツ言っている。

　純白や生成りのウエディングドレスはどれも美しく、ひとつひとつ個性がありデザインも素材もさまざま。

「一度、お袖を通されてみてはいかがですか？」

　プランナーの女性が私に助言してくれる。

「そうですね……郁斗、このドレスどうかな？」

　私はひと目見て気に入った、純白のウエディングドレスを指差した。

「みんな似たり寄ったりで……着てみせてよ」

「うん。じゃあ、このドレスを試着させてください」

「では、こちらにどうぞ」

　プランナーの女性はにこやかに、フィッティングルームへと案内してくれた。




「朝倉様、お仕度ができました」

　ブライダルスタッフの女性は弾んだ声で、外で待っている郁斗に声をかけ、鏡張りの引き戸を開けた。

　純白のドレスの前身頃は膝が隠れるくらいの長さで、胸の下のリボンがアクセントになっており、後ろはふわっと裾まで美しいドレープを描いている。

　背中の部分は純白の太いサテン地でクロスされていて、ブラジャーの位置まで開いている。

「似合っているけど、背中、露出しすぎじゃないか？」

「え？」

　鏡を通して背中を見る。

「こんなに露出しているなんて思わなかった……。どうしよう……郁斗は嫌？　私はすごく気に入ったんだけど……」

「まあ、ウエストが締めつけられないのが一番だからな。愛が気に入ったのならそれでいいよ」

　そこへプランナーの女性が「ベールをかぶれば、さほど背中は気にならないのでは」とアドバイスしてくれたので、このドレスに決めた。

　日菜が結婚式に着たウエディングドレスが正統派だとすれば、私のウエディングドレスはかなり斬新だ。

　その他の装飾品やブーケを決め、郁斗の試着や結婚式の打ち合わせも済ませ、私たちは朝倉ホテルをあとにした。

　郁斗の運転する車は、彼のマンションへ向かっていた。

　地下のパーキングへ入ろうとマンションの正面玄関を通ったとき、人が多いことに気づく。カメラやマイク、花壇の近くには脚立まで置かれている。

「この人たちって……？　このマンションに芸能人でも住んでいるの？」

　私は報道陣の多さに目を丸くする。

「さあ？」

　パーキングのゲートが開くのを待っていると、あっという間に車は報道陣に囲まれてしまった。

「もしかして郁斗の取材？」

　そこで窓ガラスがノックされる。

「朝倉選手！　ご結婚されるそうですね！　ひとことお願いします！」

　レポーターの女性が、運転席の郁斗にマイクを向ける。シャッターを切る音が次々に聞こえて、私はうつむいた。

「愛、ごめん」

　人気者はつらいといったところだろうか。帰国のときよりも騒がれている。この間の大阪遠征の活躍が、マスコミの注目に輪をかけているらしい。

　郁斗は窓を少し開けて「ちゃんとインタビューを受けるので待っていてください」と言った。

　その後、スムーズに車は駐車スペースに停められ、郁斗は私に向かって先に部屋に行っているように言い、鍵を手のひらに落とした。

「ちゃんと発表してくるから」

「うん。先に行ってるね」

　郁斗と別れ、ひとりで部屋へ戻る。

　待っていろと言われても落ち着かない。リビングを行ったり来たり、二十分ほどうろうろしていると郁斗が戻ってきた。

「郁斗……」

「なに心配そうな顔をしているんだよ」

　私の頭に手を置いて、顔を覗き込む。

「大丈夫だった？」

「もちろん。俺なんかの婚約報道より、もっとすごいネタがあるだろうにな。愛は一般人だから迷惑かけないように言っておいた」

　郁斗は私の髪から手を離し、「喉が渇いた」と言ってキッチンに入っていく。

　五百ミリリットルのペットボトルのミネラルウォーターを、そのままゴクゴク飲んでいる彼に近づく。

「愛もなにか飲む？」

　私は喉は渇いていなかったので、首を横に振った。




　その夜、簡単なパスタ料理で夕食を済ませ、ベッドに入って映画を観ながらくつろいでいた。枕を背もたれに、郁斗の肩に頭を乗せて。

　アクション映画で郁斗は真剣に観ていたけれど、私は終わりが近くなる頃には瞼が落ちてきそうだった。

　最後まではもたなかったようで、朝起きてみると、映画のラストシーンをまったく覚えていなかった。




　郁斗のマンションから会社へ向かう。もうすぐ退職する予定だ。

　時間に余裕があるから、と郁斗は車で送ってくれた。

「無理するなよ？」

　私が車から降りると、郁斗も運転席から出る。

「うん。もちろんだよ。無理はしないから」

　過保護な郁斗に微笑むと、頭に手がポンポンと置かれた。再び郁斗が運転席に座るのを待って手を振ると、車が去っていく。

　私は郁斗の車が見えなくなってから、オフィスビルへ歩き始めた。そこへ由奈ちゃんが走ってきた。

「愛さ～ん！」

　由奈ちゃんが私の前に来て、肩で荒い息を吐く。

「どうしたの？　そんなに急いで」

「愛さん、朝倉選手に送ってもらったんですねっ！」

　車から降りた郁斗を目撃したようだ。

「見てたの？」

「はいっ！　朝から甘々で。いいな～。あんなにステキな人と結婚だなんてっ。愛さん、羨ましすぎます～」

　にこにこと私をからかう由奈ちゃんだった。




　結婚式当日は、秋晴れのいい天気に恵まれた。

　私は前日から実家に泊まり、両親と一緒に朝倉ホテルへ向かった。弟の大地と空は早起きが苦手なので、あとで来る。

　運転している父親は緊張しているように見えた。バージンロードを一緒に歩き、郁斗に私を引き渡すのが心配らしい。

　郁斗は、ご両親とは別々に朝倉ホテルへ向かうと言っていた。

　私はホテルに着くと両親と離れ、ブライダルスタッフと共にメイクルームに入った。プロの美容師がメイクとへアセットをしてくれる。

「とてもおキレイですわ～」

　まだドレスは着ていないけれど、丁寧にメイクされた顔は、これが自分？というほどキレイに見える。

「これでウエディングドレスをお召しになられましたら、完璧ですわ」

　だんだん結婚式を挙げる実感が湧いてきて、同時に緊張もしてきた私に、美容師がにっこり笑った。

　そしてドレスに袖を通して驚く。試着時は少し緩かったウエスト部分がぴったりになっていた。

　赤ちゃん、成長しているんだね。

「愛ちゃん！」

　支度を終えて新婦控え室のソファに座っていると、祝福に現れた友人たちのあとに、ピンク色のフォーマルドレスを着た日菜が入ってきた。まだ高校生みたいで、とても結婚しているようには見えない。

「日菜」

　私は隣をポンポンと叩いて座るように示す。

「おめでとう、愛ちゃん。すごくキレイだよ。私と愛ちゃんが義理の姉妹になるなんて不思議だね」

「うん。本当に不思議。これからよろしくお願いします。お義姉さん」

　にっこり笑って言うと、日菜が照れたように頬を赤らめる。

「う～。やっぱり私はお義姉さんって柄じゃないよね。さっき郁斗にからかわれたんだよ」

「もう郁斗も支度終わったんだね」

「愛ちゃん、かわいい。郁斗の名前が出ると顔が緩むね。これからもっともっと郁斗に幸せにしてもらうんだよ？」

　顔を緩ませたつもりはなかったけれど、日菜が言うなら実際そうなのだろう。私はフフッと笑った。

　日菜が控え室を出ていくと、ホワイトタキシードを着た郁斗が現れた。

「郁斗……」

　純白の衣装に身を包んだ郁斗がステキすぎて、しばし声が出なくなる。

　彼は私を優しい目で見つめながら、一歩ずつ近づいてくる。

「……愛、信じられないくらいキレイだ。本当に俺の奥さんになってくれるの？」

　そのひとことで緊張が少し和らぐ。

「どうしようかな？」

　ふざけて小首をかしげると、グイッと引き寄せられた。

「そんなこと言うんだ。そういうときは『もちろんです』だろ？」

　軽口を叩く郁斗に笑って頷く。

「うん。もちろん。私は郁斗の奥さんになるのが楽しみです」

「今日は俺たちの出発地点だな。これからよろしく」

　そう言って郁斗はそっと私を抱きしめた。




　パイプオルガンが静かに曲を奏でている中、真紅のじゅうたんのバージンロードを一歩、また一歩と、私はお父さんの腕に守られながら祭壇へ近づいていく。

　その先に待っているのは、世界で一番愛している人。

　長身の郁斗のタキシード姿はカッコよすぎるくらいだし、いつもは垂らしている前髪が後ろに撫でつけられていて、その見慣れない姿に私の心臓が暴れている。

　郁斗の元へ行くまで、緊張で若干震えている足元は不安定で、転んでしまわないか心配だった。

　こんな不安があるから、バージンロードを父親が支えて歩くのだろうか。

　司祭の言葉で始まった厳かな雰囲気の中で、私たちの結婚式は進んでいき、参列者に見守られて誓いのキスをしたのだった。




　披露宴も楽しく過ぎていった。私の友人たちは楽しいスピーチで祝福してくれて、郁斗のサッカー仲間は結婚を冗談交じりに羨む、賑やかな時間だった。

　最後に出口で郁斗と並んで一緒に招待客を見送り、長いようで短い挙式と披露宴が終わった。

　最後のひとりがいなくなってから、私は近くのイスに腰を下ろした。

「愛、大丈夫か？」

　やや離れたところで親族と話をしていた郁斗は、私がイスに座ったのを見て心配そうに近づいてきた。

「少し疲れただけだよ。でも、腰がちょっとだるいかな」

「上に部屋を取ってあるから、横になったほうがいいな」

「まだ、親族がいるのに？」

　それはダメだというようにかぶりを振る。

「妊婦はそれくらい許されるさ。それに、みんなにはいつでも会えるだろう？」

「う、うん……じゃあ、朝倉のご両親に挨拶をしてから行く」

　郁斗が私の肘ひじに手を添えて、朝倉のご両親の元へ連れていってくれた。

　ちょうど、私の両親と日菜のご両親もいて、話が盛り上がっているところだった。そんなところを見るとほのぼのした気分になる。

「愛さん、とってもキレイだったわ」

　お義か母あさんが瞳を潤ませて私の両手を握る。

「ありがとうございます」

　優しいお義母さんに、私は照れながら微笑んだ。

「郁斗、愛さんを早く休ませてあげなさい」

　お義父さんも私の体調を気遣ってそう言ってくれた。

「これで部屋へ行きます。今日はありがとうございました」

　郁斗が頭を下げて親たちに挨拶を済ませていると、日菜の妹である萌ちゃんがやってきた。

「郁兄にい、愛さん。おめでとう！」

　現在、大学生の萌ちゃんは、豪華な総絞りの青系の振袖を着ている。

　みんながドレスの中、ひとり艶あでやかな振袖で目立っていた。萌ちゃんの美しさに、郁斗の友人たちは『あとで紹介してほしい』と言って帰っていったくらいだった。

「萌、来てくれてサンキューな」

「もちろん、郁兄と愛さんの結婚式なんだから、絶対に出席するよ。愛さんはもともとキレイだけど、郁兄は見違えちゃったな。その格好だと千波兄に似ているね」

　褒められているのかわからない言葉に、郁斗は肩をすくめた。

「今度は萌の番だな？」

「え～っ。冗談はよしてよ。まだ大学生だし、結婚なんて三十歳ぐらいでいいの。私はバリバリのキャリアウーマンになるんだから。私、愛さんに憧れてたのにな～。まさか郁兄に捕まっちゃうなんて」

「お前、そんなこと言っていると行き遅れるからな？　みんながちやほやしてくれるときに結婚するのが一番だって」

「もう！　口数減らないんだからっ！」

　萌ちゃんが頬を膨らませると郁斗が笑った。ふたりは本当の兄妹のようだ。




　郁斗は最上階のロイヤルスイートを予約していた。この部屋は、外国のセレブやスターがよく泊まる部屋だと聞いている。

　ロイヤルスイートだけに室内は想像以上に広く、調度品やインテリアが上品だ。ドアも数箇所あり、どこがベッドルームなのかもわからない。

　郁斗は私を進ませ、右手の重厚な造りのドアを開けた。そこはキングサイズのベッドがあるベッドルームだった。

　真っ赤なバラの大きな花束が、純白のサテンのシーツの上に置かれていた。その横には細長いロイヤルブルーの箱もある。

「今日の記念になるものをプレゼントしたかったんだ」

　私をベッドに座らせて、郁斗はバラの花束を渡してくれる。

「ありがとう……」

　優しい気持ちに涙るい腺せんが緩んで、涙が頬を伝う。その涙を郁斗がハンカチで拭ってくれた。

「今日は泣いてばかりだね……」

　司祭を前に誓いのキスをしたときも泣いてしまったし、披露宴で最後に両親への感謝の言葉を伝えるときも泣いてしまった。

　そんな私に郁斗は微笑みかけ、ロイヤルブルーの箱を手にする。

　細長い箱の中から現れた、馬ば蹄ていの形をしたダイヤモンドの美しいネックレスに声が出ない。

「馬蹄は災いを遠のけ、幸せを呼び込むと言われているだろ。もっともっと幸せになろうな」

「……ありがとう。私、幸せ。私も郁斗を幸せにできるようにがんばるからね？」

　涙は止まることなく、抱えている真っ赤なバラの花びらを濡らす。

「なに言ってんの？　俺はもう幸せだからな？　これからはもっと幸せになろう」

　郁斗は私を抱き寄せてキスをする。

「愛、ヤバイ……愛したくなる」

　私の頬に手を置いて、熱い眼差しで見つめてくる郁斗。

「……先生は……安定期になったから大丈夫だって……」

　数日前、定期検診で主治医にそう伝えられていた。

「そっか……でも今はやめておく。これ以上、疲れさせるわけにいかないしな」

　郁斗はそっと私のティアラを外す。

「このネックレス、つけてくれる？」

　今つけているウエディングドレス用のネックレスも外すと、郁斗は馬蹄のネックレスを首につけてくれた。

「ありがとう。これからずっとつけるからね」

　私は喉元で輝くネックレスに指先で触れて、微笑んだ。




　さわさわと頬がくすぐったい。

「ん……くすぐっ……た……い……」

　私は目をつむりながら呟いた。

　くすぐったさは頬から睫まつ毛げに移る。そのとき、ハッとして目を開けた。少し眠ってしまったようだ。すぐ目の前に郁斗の顔がある。

「郁斗……」

　彼の左手の薬指にはまっている、プラチナの結婚指輪が目に入る。

　自分の左手も出して目の前に掲げてみる。婚約指輪の上には結婚指輪。

　私の手が、長い指を備える少し骨ばった大きな手で包まれる。

「愛、腹減らないか？」

「もうっ、結婚した余韻に浸っていたのに」

　笑いながら怒ってみせる。

「はいはい。食事をしながらな？　もう二十一時だぞ。俺、腹減りすぎて死にそう」

　私の頬に軽くキスを落とし、郁斗はベッドから抜けだした。私もベッドから下りると、待ってくれていた郁斗が手を繋いできた。

　ダイニングへ移動すると中は薄暗く、キャンドルの灯りが目に入る。キャンドルはダイニングテーブルを照らしていた。

　用意された食事の豪華さと、ムードある演出に目を真ん丸くする。

「おいしそう！　ありがとう。郁斗って結構ロマンチストだったんだね？」

　にっこり笑って言うと、郁斗は照れ隠しなのか、ぶっきらぼうに私が座るイスを引いた。

『朝倉兄弟はフェミニストだよ』

　高校のときに日菜が言っていたのを思い出す。

　今もイスを引いてくれたり、結婚式の夜をロマンチックにセッティングしてくれている。

　でも、うれしい気持ちと同時に、嫉妬する気持ちが湧き上がってしまう。

　ブラジルで付き合っていた彼女ともこんなふうに過ごしたのかな、と。

　私の知らない郁斗のブラジルでの六年間。『サンウォーク』の取材のときも郁斗は彼女がいたことを否定しなかった。あれはエレナのことじゃなかったんだよね。

「どうしたんだ？　腹でも痛いのか？」

　郁斗は自分も席に着くと、ぼんやりしてしまった私に尋ねる。

「えっ？　う、ううん。痛くないよ。大丈夫」

　私は嫉妬する心を隠して、彼に微笑んだ。

　朝倉ホテルに入っている老舗しにせの有名レストランから運んでもらった料理は、とてもおいしかった。

　郁斗は赤ワインを飲み、私もほんのひと口だけワインを舐める程度に。それだけでも充分、この雰囲気に酔ってしまいそうだった。




　食事を終え、私たちは豪華なソファに並んで座っていた。

　郁斗の指は私の髪を弄んでいる。私は郁斗の片手を自分の手に合わせて、大きさを比べたりしていた。

　目と目が合えば自然と、唇は重なる。

「ん……っ……」

　郁斗の指が、私の部屋着の胸のリボンを外していく。そこで点いていたテレビからアナウンサーの声が耳に入ってきた。

『さあ、注目のサッカー！　日本代表のメンバーが決まりました』

　スポーツニュースの番組だったようだ。

『今回はみなさんの願いだった朝倉選手が、やっと代表入りをしてくれましたね～』

　男性キャスターが言う。

　郁斗の名前が聞こえてきて、私は即座にテレビのほうへ視線を動かした。

『そうですね～。ファンのみなさんの思いがようやく叶った、といったところでしょうか』

　女性キャスターもにこやかに言っている。

『その朝倉選手、今日結婚式を挙げられたんですね～。女性ファンのみなさん、とっても残念ですよね。私も残念です』

「郁斗……今なんて言った？」

　代表入り、って言ってた？

「情報が早いな。今日の結婚式の話だよ」

　郁斗はうんざりしたような顔になる。

「違うよ。代表入り……って聞こえたんだけど」

「ん？　あぁ、決まったんだ」

　さらっと重大ニュースを伝えられて、郁斗の両頬をぎゅっとつまんだ。

「いってぇ」

「どうしてちゃんと教えてくれないのっ？」

　頬を最大限に膨らませて郁斗を睨む。

「いや、特に重大ってほどのことでもないだろ？」

「重大だよ。重大！　代表入りだなんて、すごいことなんだよ？」

「俺にとっては、愛と結婚したことのほうがビッグニュースなんだけど？」

　郁斗は笑って私の顔を引き寄せ、キスをした。




　翌日、ホテルの部屋で朝食を食べ終えた私たちは、区役所に寄って婚姻届を提出してから、郁斗のマンションへ戻った。新婚旅行がないから、結婚式のあととはいえさっぱりしたものだ。

　今日の午後から、郁斗は日本代表チームのトレーニングキャンプに合流しなければならない。

　十日間の留守。でも郁斗の仕事だから仕方ない。寂しいけれど、郁斗のがんばっている姿を見たいから我慢できる。




「じゃあ、いってきます」

　玄関に大きなバッグをふたつ置いて、郁斗は私を抱き寄せた。

「いってらっしゃい。がんばってきてね」

　郁斗に抱かれたまま肩口で呟く。

　目を合わせたら泣きそうだ。妊娠すると涙もろくなるっていうのは本当だと思う。

「ゆっくりできなくてごめんな？　ワールドカップの予選が終わったらひと段落つくから」

「うん……大丈夫……」

　ダメだ、泣いちゃいそう……。

　私は目をしばたたかせて涙を堪えた。

　そのとき、郁斗が私の顔を見ようとしたので、慌てて顔をそらす。

「愛？　もしかして泣いてる？」

「な、泣いてないから。早く行って。遅刻しちゃうよ？」

　私は無理に笑って、床に置いた大きなバッグを持とうとした。

「重いものを持っちゃダメだ」

　郁斗は素早く私の手からバッグを取り上げる。

「気をつけろよ。留守の間、絶対に無理するなよ？　じゃあな」

　そう言うとキスをして、玄関を颯爽と出ていった。

　郁斗がいなくなって無気力になってしまったけれど、少しして自分に活を入れる。

　仕事を辞めたから肩書は専業主婦。スポーツ選手の妻として栄養管理など勉強してがんばらなきゃ。




　郁斗が留守の間、私はお腹に負担がかからないよう引っ越しの荷物の整理をしたり、日菜とお茶をしたりしながら過ごした。実家のお母さんも、私の様子を見に来た。郁斗から様子を見てほしいと頼まれた、とニコニコしながら私に教えてくれた。

　郁斗からの連絡は簡単なメールだけ。

【身体は大丈夫か？】【飯ちゃんと食ってるか？】【家にこもらないで出かけてこいよ】などだった。

　ほとんど日本でプレーしたことがない郁斗が代表メンバーと打ち解け、やっていくのは非常に大変で、あまり余裕が持てないんだと思う。

　だけどスポーツニュースで郁斗の様子を知ることができたから、私にとっては意外と短い十日間だった。

「おかえりなさい」

　玄関で出迎えた私は、腹部に気をつけながら郁斗に抱きついた。

「ただいま。十日間会わなかっただけなのに、腹が大きくなったんじゃないか？」

　私のお腹をマタニティドレスの上からそっと撫でる、郁斗の手。

「うん。胎動を感じるようになったの。赤ちゃんが蹴ったら教えるからね？」

　うれしそうに話す私に、郁斗は優しい眼差しを向けた。




「絶対に嫌っ！　嫌だからね？」

　その夜、私の拒絶に郁斗は苦笑いしている。

「なんで一緒に風呂に入るのが嫌なの？」

　静かに聞く郁斗を睨む。

「だってお腹がこんなに大きくなっちゃったんだよ？　恥ずかしくて裸見せられない」

「腹が大きいのは、赤ん坊がいるんだから当然だろ？　愛は赤ん坊のせいでお腹が大きくなって恥ずかしいと思っているんだ？」

　郁斗は静かに諭すように言う。このままでは彼のペースに巻き込まれそうだ。

「そんなこと思っているはずないでしょ！　赤ちゃんのせいでお腹が大きくなって恥ずかしいなんてことないから」

　それでも自分が不格好なのは一目瞭然だ。

「愛、お前は妊娠してからさらにキレイになったよ」

　郁斗が首を横に振りつつ、ため息をつく。

「そんなこと言っても無理だからね。お願いだから……ひとりで入ってきて」

　このマンションのバスタブは、大人がふたり入っても充分な広さがある。だから郁斗は一緒に入ろうだなんて言うんだよね。

　そっぽを向く私の髪に、郁斗はキスを落とす。それから額、鼻、頬と、私をじらしながら唇にたどり着いた。




　――チャポン。

　私はバスタブに浸かっていた。結局ひとりじゃなく、私を後ろから抱え込むようにして郁斗も入っている。

　なんだかんだと郁斗の思うツボになってしまった。

『俺には恥ずかしがらずに、ありのままの愛を見せてほしい』と真剣に言われてしまったら、覚悟を決めて一緒に入るしかなかった。

　彼は私の膨らんだお腹を見て、美しいと心から言ってくれた。

「あっ！」

　胎動を感じて、私の身体がビクッとなった。

「どうしたんだ？」

「郁斗、今赤ちゃんが動いたの！」

　郁斗の手を掴んでお腹に置く。すると再びお腹が内側から蹴られた。

「本当だ。すごいな……感動だ……」

「赤ちゃんが男の子だったら、郁斗みたいにサッカー選手になるかもしれないね？」

「そうだな。男の子だったらサッカーを教えてやりたいな」

　広い野原で郁斗がよちよち歩きの男の子にボールを転がしているシーンが、脳裏に映しだされる。

「早く産まれてこないかな。郁斗、楽しみだね」

　私は満面の笑みを彼に向けた。




　それから一週間が経ち、郁斗は日本代表のトレーニングキャンプで留守がちになっていた。

　ひとり分の食材しかいらないけど、運動のため、毎日買い物へ行って外に出るようにしていた。今日はそのついでに書店へ寄った。

　目当ては『サンウォーク』と『週刊ゴシップ』だ。

　自分が携わった雑誌なので気になる。その二冊を手にしてレジに持っていく。

　ふと目に入ったのは、レジの横に置かれた別の週刊誌。

　その表紙に『有名Ｊリーガー、結婚したばかりで昔の彼女と熱いデート！』と書かれていた。

　昔の彼女？

　Ｊリーガーの名前は表紙には書かれていない。

　私は『結婚したばかり』の見出しが気になって、買おうとしていた二冊の上にその雑誌を乗せた。

　書店を出て立ち止まり、袋から雑誌を出してパラパラとめくる。普段は道端で見るなんてことはしないけど、どうしても気になってしまったのだ。

　それはトップ記事として扱われていた。

『ブラジルから追いかけてきた彼女とイケメンＪリーガー、六本木で熱いデート！』

　郁斗のことだ……。

　写真は女性の目の部分だけが隠されていたけど、ストレートの金髪でエレナだとわかる。

　エレナが日本へ来ているの？

　最近結婚した朝倉郁斗が、一昨日の夜に六本木で女性と腕を絡ませて歩きながらキスをするところを記者に目撃された、と書かれている。

　嘘だ……エレナと？　キス……？　そんなはずがない。一昨日の夜……は……。

　必死に記憶をたどる。

　昨日からまたトレーニングキャンプへ行ってしまったけれど……。そうだ、一昨日は結婚してから初めての遅い帰宅だった。

　エレナと一緒にいたの？　郁斗は、友人と飲みに行くと言っただけだった。

　私は歩道の真ん中に突っ立ったまま動けなかった。涙が出てきて雑誌を濡らす。

　飲みに行くだけならかまわない……だけど雑誌には、道路でキスをしていたと書かれている。

　信じたくないけど……こんなの見たら、信じちゃうよ……郁斗……。

　通行人は道路に突っ立ったままの私を避けて、通りすぎていく。

　少しして我に返った私は、ぼんやりと歩き始めた。




「はぁ～」

　もうこれで何回目のため息だろうか。ううん、何十回もため息をついちゃってる。

　ダイニングテーブルに両肘をつき、顎を乗せて考え事をしていた。

　もちろん郁斗の浮気疑惑について。テーブルの上の週刊誌は、郁斗の記事が載っているページを開いたまま。

　壁にかかった時計をチラッと見ると、十九時を回っている。

　郁斗はトレーニングキャンプ中だから聞くこともできない。

　でも、本当に聞きたい？　もし本当だったらどうすればいいの？

　トレーニングキャンプ中でよかったのかもしれない。少し考える時間が欲しいから。




　どのくらい経ったのだろうか、シーンと静まり返った部屋に、カチャッと玄関のドアが開く音がした。

　そして郁斗の「ただいま」の声。

「えっ!?」

　どうして郁斗が帰ってくるの？

　私は慌てて顔を上げて、涙をティッシュで拭く。スリッパで歩く音がして、間に合わない。泣いているところを見られたくなくて、急いでキッチンに駆け込む。週刊誌を持っていくことも忘れなかった。

「愛？　いるんだろう？　なんで暗いんだ？」

　廊下からリビングに入ってきた郁斗の声が聞こえる。リビングはキッチンの灯りだけで薄暗い。

　パチッと電気のスイッチが点けられ、一気に明るくなった。

「愛？」

「あ！　郁斗っ！　トレーニングキャンプ中なのにどうしたの？」

　わざと気づかなかったふりをしてしまう。『どうしたの？』と聞いたくせに郁斗の顔が見られない。

「愛」

　彼はまだリビングにいるものと思っていたのに、ふいに真後ろから声がして、ビクッと肩が震えてしまった。

　隠そうとしたけど間に合わず、胸の前で持っていた週刊誌が、床にバサッと落ちてしまう。

「あっ……」

　しゃがんで拾おうとするけれど、お腹が大きいせいで動作が鈍く、先に郁斗の手が伸びた。

「これのせいか……」

　週刊誌を拾った彼の口から、ため息が漏れる。

「こっちを向いてくれないか？」

　私のほうが不信感を抱いていて、今にも問いただしたいくらいなのに、なぜか郁斗のほうが不機嫌極まりない声だった。

　呼吸を整えてから、郁斗に向き直る。

　驚いたことに彼の手には週刊誌が二冊あった。一冊は私が買ったものだけど……。

　郁斗は説明しに来てくれたの？

「知られる前に説明しようと帰ってきたんだけど、遅かったな」

「郁斗……」

「これじゃ俺を疑うのも無理はないけどな。座って話そう」

　郁斗の手が私の背に回り、リビングのソファに座らされる。

　彼はローテーブルの上に週刊誌を二冊、パサリと置く。

「たまたま本屋へ行ったら、見てしまって……」

「気持ちはわかる。でも、これはまったくの誤解だから」

　郁斗を信じたい。でも、エレナがブラジルから来ていることを教えてくれなかった。

「この写真は俺たちがクローズアップされているけど、まわりに俺のチームメイトが五人いたんだ」

　写真は路上でキスをしたとばかりに近い郁斗とエレナ。確かに他にも通行人らしき男性が数人いる。

「キスしたように見えるのは、エレナが倒れかけたときに支えたからだ」

「仮に……そうだったとしても、エレナが日本へ来ているなんて教えてくれなかったじゃない！」

　私でさえ、郁斗のチームの人たちと顔を合わせたことがないのに。

　郁斗が誠実に説明をしに来てくれたのはうれしいけれど、心にモヤモヤが広がって八つ当たりしたい気分になる。

「言えば余計なことで愛を悩ませてしまうと思ったんだ。それに、来日しているのはエレナだけじゃなくて父親も一緒だ。日本でサッカー選手をスカウトしに」

　エレナの父親も一緒だったと知り、モヤモヤの片隅に小さく安堵感が生まれた。私は記事に踊らされたんだ。

　けれど、やっぱり話してほしかった。そう思うのは私のわがままなの……？

「この記事が間違っているのはわかったから……ちょっと頭冷やしてくるね」

　本当にそう思った。私を愛してくれている郁斗が浮気をするはずがないのに、疑ってしまった自分が許せないのもあった。

「愛！　頭冷やしてくるって、どこへ――」

「すぐ戻るから」

　そう言うと、郁斗の止める声を無視して部屋を出た。

　マンションの外に出ると、冷たい冬の風にブルッと震える。上着を着ないで出てきてしまった。文字通り、この寒さで頭を冷やせるかもしれない。そんなことを考えている自分に苦笑いする。

　すぐ近くの公園まで行ってから戻ろう、と身体の前で腕を組んで歩き始める。

　エレナの来日を私に話さなかったのは、彼女のことをなんとも思っていないから。

　今は大事な時期で、最近の郁斗は大変そうだった。それなのに、私が知る前に話そうと、わざわざ戻ってきてくれたんだ。

　どうして『こんなの気にしないよ』って言ってあげられなかったの？　バカな私。

　そのとき、ふいに私の身体がコートに包まれ、立ち止まる。

「お前、妊婦のくせに歩くの早すぎるぞ」

「郁斗……」

「ひとりで頭を冷やさせたりなんてしない」

　いつになく真剣な眼差しで見つめられ、私はもしも浮気をされたとしても、許してしまうだろうと思った。それほど私は郁斗が好きだから……。

「俺にまだ怒ってる？」

　私が郁斗を見つめたまま口を開かないから、自信なさげな声だ。

　大きく首を左右に振る。

「怒ってない。郁斗が大好きだって再認識していたの」

「愛……本当、お前はいい女だよ。そのいい女に、俺は心の底から惚ほれている」

　惚れている……その言葉に涙腺が決壊し、涙が溢れて郁斗の顔がぼやけた。頬に伝わる涙を彼の手で拭われる。

「頬が凍りそうだぞ。早く帰ろう。手も冷たい」

「うん」

　郁斗は私の手をぎゅっと握った。

　私を部屋まで送ると、郁斗はそのままトレーニングキャンプ場へ戻っていった。




　週刊誌の記事で、テレビにまで不倫疑惑が報道されてしまい、郁斗は記者に数日間攻撃された。

　でも郁斗がしっかり否定すると、だんだんその話題は消えていった。

　落ち着かない生活の中で、私は妊娠六ヵ月目に入った。

　順調に赤ちゃんは育っている。







第四章










悲劇




　ワールドカップ予選の当日。

　前夜にトレーニングキャンプから帰ってきた郁斗は、朝起きるとランニングをしに行った。戻ってきてから、日差しが入るダイニングでゆっくり朝食をとる。

　試合は十九時にキックオフ。朝食が終わったら、都心部にある競技場へ向かう予定になっている。

「郁斗、緊張してる？」

「緊張？　なんで？」

　郁斗はまるで〝緊張〟という単語がわからないみたいに首を傾ける。

「だってワールドカップ予選の第一戦でしょう？　郁斗の日本代表デビューだし」

　私のほうが昨日からすでに緊張している。

「俺、サッカーに関しては緊張しないんだ。ピッチでは緊張なんかしている暇がないしな。ボールを追って点を入れる。それだけしか考えない」

「郁斗、カッコいいよ」

　私が誇らしげに言うと、彼は照れくさそうな笑みを浮かべた。

「あ！　チケット取ってくれてありがとう。大地たち、すごく喜んでたよ」

　普段なかなか手に入らない良席を郁斗に取ってもらい、弟たちは舞い上がっていた。今日は姉弟三人のサッカー観戦を楽しみにしている。

「愛は無理して来なくてもいいんだぞ？　テレビ中継されるから、家でゆっくり観ていればいい」

「無理してないよ。それに近くで郁斗を応援したいし。大地たちもいるから大丈夫」

　スタンドで思いっきり郁斗を応援したい。

「わかった。愛のためにゴールを決めるよ」

　郁斗は私に約束した。フィールドを駆けまわる郁斗を、ますます応援したくなる。試合中はきっと誇らしい気持ちでいっぱいだろうな。




「いってらっしゃい」

　郁斗の出発時間になり、私は背伸びをして、彼にそっとキスをした。

「いってきます。気をつけて来いよ？　競技場はすごい人だから、お腹をぶつけないようにな？」

　郁斗は腰を屈めて私のお腹にキスをする。

「大丈夫だから。私の心配なんかより絶対に勝ってね。約束だよ？」

　勝ってほしい、と欲が出てくる。相手はアジアの強豪国なのに。

「絶対か？　わかった！　全力を尽くすと約束するよ」

　玄関先に出て、郁斗がエレベーターに乗るまで見送る。なんとなく郁斗の後ろ姿をずっと見ていたい思いに駆られた。

　勝ったらお祝いを考えなくちゃね。

　私は部屋に戻って、朝食のあと片づけを始めた。




　弟たちとの待ち合わせ場所は、競技場のある駅の改札。

　朝食の片づけを済ませてから掃除を始めると、手を止められずに動きすぎてしまった。そのせいか、午後になるとお腹が少し張り始めて、ソファに横になる。

　驚くことに、目が覚めたときには十八時を回ってしまっていた。

「やだっ！」

　少し休むだけのつもりだったのに、こんなに眠ってしまった。後悔しながら急いで着替えをして、タクシーを呼ぶ。

　弟たちとの待ち合わせは十八時半。あと十分しかない。

「もう、バカバカッ！　こんなに寝ちゃうなんて……」

　マンションのエントランスでタクシーを待つ間、大地へ電話をかける。

『姉貴？　どうしたんだよ。もう近いの？』

「ごめん、大地。ちょっと遅くなるから先に競技場に入ってて」

『大丈夫かよ？』

　初めて行く大きな競技場。しかも試合が始まれば座席を探すのは困難になるだろう。楽しみにしていた弟たちには、余裕を持ってキックオフの瞬間を見せてあげたい。

「大丈夫だよ。子供じゃないんだから。わからなかったら係員に聞くから」

『いいよ。着いたらメールしてよ。入口まで迎えに行くから』

「うん。ありがとう。じゃあ先に行っててね」

　電話を切ったとき、ちょうどタクシーがやってきた。

「競技場までお願いします」

　ここからだと車で三十分もかからない。うまくするとキックオフに間に合うかも。

　淡い希望を抱いて、シートに背を預けた。

　もう……寝すぎなんだから……。

　このことが郁斗にバレたら、家で観ていればよかったのにと説教されそうだ。

　移りゆく景色を見ながら郁斗に思いを馳せる。

　きっと郁斗にばかり目がいっちゃうんだろうな。

　バッグの中には、高性能のオペラグラスが入っている。

　郁斗の活躍を想像して笑みを浮かべたそのとき、けたたましいクラクションの音が耳に聞こえた。

「えっ？」

　次の瞬間、ものすごい衝撃を全身に受けて、なにもわからないまま私は暗闇の中へ落ちた――。




「大丈夫ですか!?」

　その声に私の意識が引き戻された。

　いったい……？

　ううっ……お腹が痛い……赤ちゃん！　赤ちゃんは!?

　手を動かしたいのに動かせない。瞼も重くて開かない。

　全身が痛む。お腹は裂けそうなほど、もっと痛くて……。

　怖いよ……い……くと……あぁ……どうしよう……。

「おね……がいです……私……よりも……赤ちゃん……を……た……すけて……」

　そばにいる誰かに、私は必死でお願いした。

　い……くと……ごめん……なさ……い……。










交通事故［郁斗ｓｉｄｅ］




　俺は愛の期待通り、前半二十分に先制点を入れた。スタンドで愛が見ていると思うと、いつも以上にいいパフォーマンスができる。

　スタンドが沸いて、日本の応援歌が聞こえてくる。

　もっともっと愛にいいところを見せたい。俺はひたすらボールを追った。

　そして、キャプテン白しろ坂さかさんのアシストで追加点も入れた。

　しかし前半、残り五分というところで交代する選手の番号が出された。誰だろうとベンチのほうに目をやると、白坂さんが怪訝そうな顔で近づいてきた。

「郁斗が交代？　いったいどういうことなんだ？」

　それで自分が交代するのだと知った。

　俺が交代？　すでに二点も決めた俺がもう交代するのはおかしい。

　チームメイトたちも、顔に疑問の色を浮かべながら近づいてきた。

「まだ前半なのに郁斗が交代なんて……？　白坂さん、どういうことなんですか？」

　ミッドフィルダーの沢さ渡わたりさんは、白坂さんと顔を見合わせている。

　だが、ベンチから指示を出されたからには交代しなくてはならない。俺はチームメイトたちに合図をしてから、ベンチへ向かった。

　そのとき、背筋に寒気を感じた。

　嫌な予感がする。

　コーチが神妙な顔で俺にベンチコートを渡す。

「郁斗！　奥さんが事故に遭った」

「愛が事故!?」

　俺は耳を疑った。

「事故に遭ったというだけで、なにも情報は入っていないんだ。すぐに病院へ行け。浅あさ井いに送らせる」

　日本代表のチームスタッフが出入口に控えていた。




　愛……無事だよな？

　車の後部座席に座り、スマホを取りだして日菜にかけてみる。日菜のところになら情報が入っているかもしれない。

　日菜はすぐに出た。俺の電話を待っていたかのように。

『郁斗……』

　だが彼女はすぐに泣いてしまい、話にならない。

「おい、日菜！　愛はどうなんだよ！」

『郁斗、俺だ。みんな病院にいる。愛ちゃんは今、手術中なんだ。おそらく……赤ちゃんはあきらめることになる……』

　赤ん坊が……。

　電話を代わった兄貴の言葉を聞いて愕然となり、スマホが手から足元に滑り落ちた。

『郁斗！　郁斗！　聞いているのか!?』

　足元のスマホから兄貴の叫ぶ声が聞こえ、我に返って拾う。その手がぶるぶる震えている。

「……ああ……兄貴……」

『愛ちゃんは意識を取り戻したとき、赤ちゃんだけでも助けてくれって言ったらしい』

　愛……どうか無事でいてくれ。

　神様、愛を助けてください。




　病院の玄関で、日菜と兄貴が待っていた。

「愛はっ!?」

「まだ手術中だ」

　俺は兄貴の話を聞きながら手術室へ向かう。一刻も早く愛の元へ行きたかった。

　愛の乗ったタクシーが青信号で交差点に入り、直進しようとしていたところへ反対車線の乗用車が右折してきたらしい。乗用車はタクシーの側面に突っ込み、二台は数メートルの間、方向感覚を失ってガードレールにぶつかった。

　乗用車の前方不注意で起こった事故だった。




　手術室の前には、愛の家族と俺の両親がいた。愛の母親は泣き崩れて、俺の母親に肩を抱かれている。

　俺はなにも言えずに、手術中の赤いランプをただ見るだけ。

　愛……。

　気が狂ってしまいそうだった。

　愛は無事なのか？　命は助かったのか？

　赤いランプが消えるまでの時間、俺は廊下を落ち着きなく歩きまわっていた。じっとしてなどいられなかった。

　ようやく、赤いランプが消えた。

　俺たちは手術室の扉に駆け寄った。心臓がドクドクと暴れている。

　そして永遠にも感じられる時間を経て扉が開き、たくさんの管が繋がった状態で眠っている愛が姿を現した。

「愛っ！」

　俺はストレッチャーに近づいた。足がガクガク震えている。

「先生！　愛は!?　赤ん坊は!?」

　俺に詰め寄られて、医師は緑のマスクを外しながら残念そうな顔になる。

「赤ちゃんは、残念でした……」

　家族全員が息を呑のんだ――。




　明日の朝まで愛の目は覚めないということで、俺だけが病室に残った。

　赤ん坊は亡くなってしまった。

　事故のとき、腹部に強い衝撃を受けたせいだった。

　布団から出ている愛の右手の甲から腕にかけて、包帯が巻かれている。ガラスが突き刺さったらしいが、大きな傷がなかったことは幸いだった。

　タクシーの運転手と、ぶつかった乗用車の運転手は重体で、この病院の集中治療室にいるらしい。

　流産はしたが、時間が経てば、再び妊娠することは可能だと言われたのも救いだった。

　でも、目が覚めて流産したと知ったら、愛はひどく悲しむだろう。その悲しみがどのくらいなのかは、想像できなかった。

　その夜、俺は初めて声を上げて泣いた。

　俺がチケットを取らなければよかったんだ、と自分を責めてしまう。

　結局、身動きもせずに眠り続ける愛の傍らで、俺は一睡もできなかった。




　朝を迎え、看護師がバイタルをチェックしに来る。

　窓際に立ち、外の枯れ木からベッドに眠っている愛に視線を移す。規則正しい機械音が聞こえてくるだけで、ぐっすり眠っているようだ。

　トントン、という静かなノックの音にドアを開けると、気遣わしげな表情の日菜と兄貴が立っていた。

「心配でね」

　まだ七時だ。なんでこんなに早く……というような顔を向けると兄貴が言った。

　日菜の目は真っ赤だった。病室へ入り、ふらふらとベッドのそばへ近寄る。

「愛ちゃん……」

　ぽつりと名前を呼ぶ。

「まだ一度も目が覚めていないんだ。くそっ！　俺が――」

「郁斗、自分を責めるな。赤ちゃんは残念だったが、愛ちゃんは無事だったんだ。運が悪ければ、もっとひどいことになっていたかもしれない」

　兄貴は俺の肩に手を置き、慰めの言葉を言う。

　そのとき、愛が小さくうめいて目を開けた。

「愛!?」

「愛ちゃん！」

　俺たちは愛を覗き込む。

「い……く……と、ひ……な……」

　愛はぼんやりした目を俺たちに向ける。目が覚めて俺は深く安堵した。

「……あっ！　赤ちゃん！　郁斗！　赤ちゃんは!?」

　手さえ思うように動かせないのに、愛は起きようと懸命に身体を動かす。

「愛、寝ていなきゃダメだ」

「郁斗！　赤ちゃんは!?」

　俺の手をぎゅっと握るが、その力は弱い。

「……赤ん坊は……流産した」

　知らせなければならないことだった。

　お腹の膨らみがなくなった今、隠してもすぐにわかるだろう。

「りゅ……う……ざん？」

　流産がなんなのかわからないかのように、愛は首を動かす。

「愛ちゃん……赤ちゃん、死んじゃったの……」

　泣きながら言う日菜に、愛は枕に頭をつけたままかぶりを振った。

「嫌だよ！　嘘だと言って！　郁斗！　お願い！　違うと言ってよ！」

　俺の手を押しのけて、もがくように起き上がろうとする。

「愛！　ダメだ！」

　俺は興奮する彼女の肩を必死で押さえる。

「嫌だ！　離して！」

「落ち着いてくれ！　身体に障る！」

　病室の騒ぎに看護師がやってきて、事の次第を見て取ると医師を呼びに行った。

　すぐにやってきた医師は、起きようと暴れる愛の腕に注射を打った。

「嫌だよ！　郁斗！　赤ちゃんは!?　お腹の中にいるんだよね？　みんな冗談言ってるんだよね？」

　そこにいる全員が、悲ひ愴そうな面持ちを浮かべていた。

　赤ん坊を亡くしたことを嘘だと言ってほしいのは、俺も同じだ。

　誰かに嘘だと言ってほしい。これは悪い夢だと言ってほしかった。

「嫌だよ……眠りたく……な……い……」

　愛はすがるような瞳で俺を見つめたが、すぐに瞼が落ちた。

「愛、今は眠ったほうがいいんだ……」

　再び眠った愛の髪をそっと撫でる。

「俺たちは乗り越えられる……」

　この苦しい気持ちはやがて乗り越えられる。今の俺はそう信じるしかなかった。




　薬が効いて、愛の家族や俺の家族が来たときも彼女はまだ眠っていた。

「義に兄いさん、眠っていないですよね？　俺、姉貴見てますから、家に帰って休んできてください」

　ほどなくして両親たちは帰ったが、大地がひとり残っていた。

「ありがとう。でも、いいんだ」

　家に帰っている間に愛が目を覚まして、また朝のようなことになったらと思うと、彼女のそばから離れたくなかった。

「……姉貴、昨日の試合すごく楽しみにしていたんです。だけど、遅れるって電話をもらって……そのあと事故が……」

「……そうだったのか……大地、試合がどうだったか知っているか？」

　大地が言うまで、すっかり試合のことを忘れていた。

「二対一で日本が勝ちました。苦勝でしたね。点を入れたのが義兄さんだけだなんて。でも姉貴が知ったら喜びますよ。今はそれどころじゃないと思うけど……」

　そこへドアがノックされた。

「どうぞ」

　入ってきたのは、花束を抱えた日菜だった。

「また来たのか……」

「だって……心配で、家にいても落ち着かないから……」

　日菜は紙袋の中から、割れないように梱包していた花瓶を出して、部屋の中にある洗面台で花を生け始めた。

「お花を見て、少しでも気分がよくなればなって……」

　花が生けられた花瓶を窓際の台に置く。

「ありがとう」

「うん。大地くんもいたんだね」

　日菜は大地に小さく微笑む。

「ああ。さっきみんなが来てくれたんだけどな。朝からまだずっと眠っていて」

「愛ちゃん、大丈夫かな……あ、そうだ」

　日菜は四角いバッグを俺に渡す。

「なに？」

「ちゃんと食べていないんでしょ？　サンドイッチ作ってきたの。たくさんあるから大地くんも食べてね」

　そう言って、大きな保温ポットと紙コップもテーブルに置いた。

「ここは、どこ……？」

　コーヒーを飲もうとベッドに背を向けたところで、愛の声がした。

　振り返ると、彼女は目をキョロキョロとさせている。

「愛ちゃん！」

　日菜が愛の顔を覗き込む。

「日菜？　ねえ？　ここはどこ？　郁斗？　郁斗の髪、どうして長いの？」

　愛の言葉に俺たちは耳を疑った。

「ふたりとも、なんで黙っているの？」

　日菜と俺は顔を見合わせる。

「愛？　どうしたんだ？」

　こんな状況で悪ふざけをするわけがない。愛はきょとんとした顔で俺たちを見つめている。

　様子がおかしい。

　赤ん坊を亡くし、またあのような状態になりかねないはずなのに、今の愛は穏やかな表情をしていた。

「愛ちゃん、もしかして……」

「姉貴？」

　大地に呼ばれて、愛はそちらへ視線を向けるとニコッと笑う。

「大地、いたんだ。なんか大人っぽくなったね？　身長が伸びた？」

「姉貴、なに言ってんの？」

　大地も不思議そうな顔で愛を見る。

「ねえ？　ここはどこなの？」

　愛は困惑する俺たちに、無邪気な笑顔を向けた。




「心因性の記憶喪失ですね……」

　再度ＭＲＩなどの脳の検査が行われ、医師は診断結果を出した。

　愛が覚えているのは、高校卒業後の兄貴たちの結婚式までだった。そのあとから今までのことを忘れてしまっていた。原因は赤ん坊の流産だろう。

　悲しみのあまり、記憶を失ってしまったのだ。

　俺と結婚したことすら覚えていなかった。

「記憶喪失か……」

　担当医が言っていた。覚えていてはつらい物事を忘れることで、精神の安定を保とうとする心の働きだと。

　いつかは思い出すのだろうか……。

　今は、赤ん坊を失ったことを忘れていたほうがいいのかもしれない。

　身体の傷が癒いやされ、心が安定したらこの現実を受け入れられるのかもしれない……。

　記憶を失った愛には、高校卒業から六年が経ち、俺と結婚したことを話した。

　愛は信じられないと驚いたが、左の薬指の結婚指輪と、俺の指にも光る同じものを見て納得したようだった。

　事故のせいで記憶を失ったと説明すると、彼女は心配そうな顔で日菜に六年間のことを聞いた。

　しばらくしてから疲れてきた愛に眠るように言うと、素直に眠りに就いた。

「愛ちゃん……本当に記憶喪失になっちゃったんだね……」

「あぁ……記憶をなくすほどつらかったんだ……だから、愛が自分から思い出すまで流産したことは話さないようにしたいんだ」

　記憶が戻ったときにまたつらい思いをしなくてはならないが、身体のためを思うと、今は話せない。

「そうだね。今の愛ちゃんは自己防衛本能で記憶を消しちゃったんだ。また知ったら今度はどうなるかわからない……」

　日菜は穏やかな表情で眠る愛を見て、深いため息を漏らした。










信じられない現実




　五日が経ち、私の身体は快復に向かっていた。腹部が痛いのは事故のせいだ、と郁斗から説明された。経過がよければ二週間ほどで退院できるとも。

　郁斗が私の夫だと知って困惑している。高校で郁斗に告白してフラれて……それがいきなり私の旦那様だなんて、心がついていかない。

　不思議で、不安で、私の心にぽっかり穴があいてしまったように思えて、恐怖にも襲われる。

　だけど、目を覚ますといつも郁斗がいて安心するから、この状況にも耐えられる。

　私は、その他の六年間の記憶がなくて戸惑ってもいた。

　教えてもらったのは、今年の七月初旬に郁斗がブラジルから帰国して私と結婚したこと。でも、結婚するにはあまりにも早いのではないかと思う。聞くと、再会した瞬間に自分たちしか目に入らないくらい好きになって、すぐに結婚したんだという。

　そして驚いたことに、郁斗はブラジルで活躍して有名なサッカー選手になっていた。現在は日本代表として一目置かれる存在らしい。そんな話を聞くと、記憶を早く取り戻したいと切に思ってしまう。




　私は眠りから目を覚ました。頭を巡らせて郁斗の姿を探す。

　病室には誰もいない。何時だろうと時計を見ると十三時。昼食を食べてほんの少し眠ってしまったようだ。

「どこへ行ったのかな……？」

　郁斗の姿が見えないと不安になり、腹部の痛みに下唇を噛みながら身体を起こす。

　そこへ、静かにドアが開いて郁斗が入ってきた。ベッドの上に起き上がっている私と目が合い、顔をしかめて近づいてくる。

「起きていたんだ」

「うん。たった今だけど」

「ずっと寝ているのも退屈だよな」

　郁斗がベッドの端に腰かけると、ギシリとベッドがきしむ音がした。

　私が覚えている郁斗と明らかに雰囲気が変わっている。高校のときも郁斗を見るとドキドキしていたけれど、今はそれ以上に心音がうるさくなる。

　つんつん頭だった髪は、今は襟足につくくらいの長さで、洗練されたヘアスタイルになっている。

「愛？　ずっと起きていると身体が痛むんじゃないのか？」

「え？　ううん」

　優しく尋ねられて、胸がトクンと鳴った。

「郁斗……ごめんね……まだなにも思い出せない……」

　思い出そうとすると決まって頭痛に襲われるせいで、いつも考えを中断してしまう。

「ゆっくり思い出せばいいんだ」

「……私、再会して結婚するまでのことを知りたいのに……」

「それはおいおい教えるから。今は身体を治すことだけ考えろよ」

　郁斗は優しく私の身体を横にさせる。

「郁斗……結婚式の写真を持ってきてほしいんだけど」

　私はなにかを忘れている気がする。大事ななにかを……。

　だけど、いくら考えても思い出せない。結婚式の写真でも見れば、なにか思い出せるかもしれない。

「わかった。あとで持ってくるよ」

　楽しみができて、私は微笑んだ。

　数日が経ち、私の退院は一週間後に決まった。

　腹部の痛みも退院する頃にはほとんどなくなっているだろう、と言われる。右手の甲の傷はすっかりよくなって、包帯は取られ、テープが貼られているだけ。退院の日が決定し、退屈な病院から離れられるめどがついてうれしかった。

　私が働いていたという出版社の雑誌を、郁斗が持ってきた。

「『サンウォーク』……？」

「お前がこの雑誌を作っていたんだ」

「私が……」

　雑誌を開いてパラパラめくっても、なにも思い出さない。

「郁斗がブラジルから帰ってきて、私たちはいつ会ったの？」

「帰国したその日だよ」

「その日？」

　約束でもしていたの？

　首をかしげると、郁斗がそのときのことを思い出したのか、口元を緩ませる。

「俺の取材で、愛が空港で待っていたんだ」

「雑誌の取材が来るほど、郁斗は人気があるの？」

　六年の間に郁斗はどんどん成長していったんだね。私は……？

　鏡で自分の顔を見ても、もともと大人っぽいと言われている顔つきは、ほとんど変わっていないように思える。

「人気があるかどうかはわからないけど、『サンウォーク』から取材の申し込みがあったんだ。サッカー専門誌ならともかく、ファッション誌だったから正直驚いたけどな。その夜、ホテルのバーに俺たちは飲みに行った」

「ホテルのバーに？　なんか……大人の世界って感じ」

　私はお酒を飲めるんだ……。

「今の愛に、大人の話は無理かもな」

「ひどいっ。記憶を失っていても、もう大人だよ？　大人の話ってなあに？」

　子供扱いする郁斗に膨れっ面をしてみせる。

「聞きたいなら……」

「うん。聞きたい。なんでも知りたいの」

　私が郁斗のほうへ身を乗りだすと、少し間が空く。話すのをためらっているみたい。

「ま、いいか。夫婦なんだし。俺たちはその日に寝たんだ」

「えっ？　え……？　ね、寝たって……」

　エッチな想像をしてしまい、私の顔が熱くなっていく。

　それを見ていた郁斗は、私の頬に触れながらクスッと笑う。

「やっぱりまだ子供だな」

「やだ……恥ずかしい……」

　意識を取り戻してからの郁斗は、私の髪や頬を軽く撫でるだけだったから、そんなことはまったく考えていなかった。

　今は彼に見つめられて、頬にも触れられて、意識せずにはいられない。

「……ゆっくり思い出せばいい」

　郁斗は私の唇に、優しく触れるだけのキスをした。初めてのキス。実際は違うのだろうけれど、私の胸はファーストキスのように暴れた。

「戸惑ってる？」

「う、うん……心臓が破裂しそう……」

「でも嫌じゃない？」

　余裕の表情を浮かべる郁斗は、私なんかよりずっとずっと大人に見える。

「もちろんだよ。あ、結婚式の写真は持ってきてくれた？」

　こんなにステキになった郁斗が自分の夫だとは、まだ信じられない。

「ごめん。忘れた」

　即座に謝って、郁斗は一瞬、私の目から視線をそらした。写真を忘れたのが申し訳ないから？

「そっか。忙しいもんね。退院したら家で見るから、持ってこなくていいよ」

「帰ればいつでも見られるか」

　いつもの郁斗に戻った気がする。さっきのは気のせいだったのかも。

「ね、サッカーのトレーニングに行かなくていいの？」

　私の入院中、郁斗は一度も長時間抜けたことがない。

「愛が退院するまでいいんだ」

「でも……日本代表の選手なんでしょ？　こんな状態だと次は選ばれないかも……」

「選ばれなくても、またがんばればいい」

「郁斗……」

　いいわけがないのに……私はどれだけ郁斗に迷惑をかけているのだろう……。

　そう思うと、申し訳ない気持ちが胸を占めた。




　数日後。私は窓の外を見てぼんやりしていた。郁斗はイスに座って本を読んでいる。

　木枯らしが吹いているみたいで、樹木が揺れていて外は寒そうだ。それを見て季節は冬なんだとわかる。

　日菜の結婚式は鮮明に覚えている。演出がロマンチックで羨ましかった。

　そのあと……思い出したのは……日菜と一緒に出席した大学の入学式。でも、それ以降のことがまったく――。

「っ……う……」

　急に頭が痛みだし、顔をしかめた。

　怪け我がをしていないほうの手で頭を押さえ、頭痛が治まるように呼吸を止める。

「愛？」

　郁斗は読んでいた本をその場に放り投げ、急いで飛んできてくれる。

「痛むのか？」

　手を添えられてベッドに横になると、痛みが軽減された気がする。

「そ、そんなに痛くないから」

「また考え事をしていたんだろう？」

　少し咎とがめるように見られて、コクッと頷く。

「だって……暇だし……早く思い出したいの」

　なんで郁斗との結婚を忘れちゃったんだろう……早く思い出したい。

「医師に言われているだろう？　早く思い出そうとすればするほど、焦って思い出せないんだ。自分を苦しめるだけなんだから、無理に思い出そうとするのはやめるんだ」

　何度言われても、私は六年間の記憶を取り戻したくて、考えてしまう。そうすると頭痛が襲ってきて……ここ二、三日、その繰り返しだった。痛みは寝ると治まるから、郁斗の言う通り、考えすぎちゃダメなんだとわかる。だけど……。

「だって……悔しいし、申し訳ないの。郁斗と結婚したことを忘れちゃうなんて」

　泣きそうな私の頬を、郁斗の手がゆっくり撫でる。

「思い出せないからって、愛の俺への愛情がなくなったとは思わないからな？」

　そこへ病室のドアがノックされて、看護師が顔を覗かせた。

「朝倉さん、退院について先生からお話があります」

「わかりました。愛、ちょっと行ってくるよ。寝ていろよ」

　郁斗はそう言うと、看護師のあとを追って病室を出ていった。

　眠ろう……郁斗に心配をかけないためにも……。




　そして退院の日。準備を済ませた私は、ウールのワンピースとブーツという姿でベッドに腰かけて、足をぶらぶらさせていた。

　そこへ会計を済ませた郁斗が戻ってきた。そして突然驚くことを言う。

「愛、朝倉へしばらく行かないか？」

「えっ？　朝倉の実家に住むってこと……？」

　退院後はてっきり、話に聞いていた郁斗のマンションへ行くとばかり思っていたので、そう言われて戸惑う。

「いや、断定じゃない。住まないか？って聞いたんだ」

「どうして……？」

　不安げな瞳を向けた。

「十日後にある、ワールドカップ予選の第二戦のメンバーに選ばれたんだ。これからトレーニングキャンプで留守にすることが多くなるから、愛には俺が安心できるところにいてほしいんだ」

「私の実家じゃダメ？」

　まだ数回しか郁斗のご両親と会ったことがないのに一緒に住むとなると、不安になってしまう。

「愛のご両親は共働きだろ？　日中は家に誰もいないけど、朝倉ならお手伝いさんもいる。まだ無理できない身体だし」

「ん……」

「それに、普段のトレーニングのときは俺も家に帰るから、愛のところだと迷惑かけるだろ？」

　確かに、お母さんたちに迷惑をかけてしまうかもしれない。でも、朝倉のご両親にも悪いかも……。

「お袋たちも『ぜひ』って喜んでいたよ」

「そう言ってもらえるのはありがたいけど、本当に迷惑じゃないかな？」

「かわいい義理の娘なんだから、迷惑なんて思うわけない。大丈夫だよ」

　朝倉家に行けば私の実家にも迷惑をかけず、郁斗も安心できる。

　首を傾けて見つめる郁斗に、私はコクリと頷いた。




「愛さん、よく来てくれたわね」

　お義母さんは玄関の外で待ってくれていた。

「お、お義母様……よろしくお願いします」

　頭をペコッと下げた私を、お義母さんはにこやかに中へ招き入れてくれる。

「来てくれるって聞いて楽しみだったのよ。疲れたでしょう？」

　そう言ってソファに座るよう勧めてくれたとき、あとから郁斗が荷物を持って入ってきた。

「温かい飲み物がいいわね。なにがいいかしら？　コーヒー？」

「愛はホットミルク。コーヒーを飲むと眠れなくなるから。俺はコーヒーね」

　郁斗がお義母さんにそっけなく言う。

「まったく、息子はつまらないわ。愛さんはなんでも話してちょうだいね？」

　心配していたけれど、自分の娘のように接してもらえて、気持ちが和む。

　優しくて明るい性格のお義母さんのおかげで、私はここで過ごしていけそうだと思った。




「愛、部屋へ行こう。お袋、俺たちは夕食まで部屋で休むよ」

　私はホットミルク、郁斗はコーヒーを飲み終えて立ち上がる。

「それがいいわ。少し休んで疲れを取ってね」

　私はお義母さんに頭を下げてから、郁斗と共にリビングを出た。

「ここだ」

　二階へ上がり、右手のふたつ目のドアを開けて先に入るように促される。

　部屋は西日が当たって明るい。端に使い古された学習机があるけれど、その他の家具は新品のように見える。

　クイーンサイズのベッドが部屋の大半を占めていた。

　荷物の整理を始めた郁斗から、その大きなベッドに視線がいく。

　この……ベッドに、ふたりで眠るの……？

「どうかしたのか？　ぼーっとして。疲れたんだろう？　早く横になれよ」

　荷物整理の手を止めて、郁斗が私に近づく。

「郁斗……私たち……このベッドで眠るの？」

「なに言ってんだ？　当たり前だろう？」

「む、無理……」

　夫婦なのはわかっている。郁斗が大好きだけど……一緒のベッドに眠るのは……ちょっと……。

「お前……無理って……」

「だって……」

「エッチな想像なんかしていないで、さっさと休めよ。ベッドは広いし、愛の身体がまだ治らないうちは襲わないから安心してろ」

　郁斗は私の肩をトンと押して、ベッドに座らせる。それから足元にしゃがんだ彼に、スリッパを脱がされ、足をベッドの上に持ち上げられた。




　夕食は、千波さんと日菜も呼ばれて賑やかな食事になった。

　でも、お義母さんに挨拶をしたときとは違って、なんとなく居心地が悪いのは、私の思い込みかな……。

　日菜はうまく朝倉家に溶け込んでいる。お義母さんやお義父さんは、まるで自分の娘のように日菜に話しかけている。それは日菜が赤ちゃんのときから付き合いがあるからかもしれないけれど、私だけがお客様のようで……。

　ううん。みんな私にとても気を遣ってくれているのがわかるから、余計にそう思うんだ。

「っ……」

　突然、頭にズキンと痛みが走って息を呑んだ。その拍子に、箸が手から離れて皿に当たり、バウンドして床に落ちてしまった。

　楽しそうに会話が飛び交っていた食卓が、一瞬シーンと静まり返る。

「す、すみません」

　イスから下りて、箸を拾おうと屈む。

「愛さん、別のお箸を持ってこさせるからいいのよ」

　お義母さんがお手伝いさんを呼ぼうとした。

「お袋、いいよ。もう部屋で休ませる」

　隣の郁斗は、困惑する私を立ち上がらせた。

「痛むんだろ？」

「お食事中、本当にすみません。休ませていただきます」

　私はご両親に謝り、心配そうな日菜と千波さんにも頭を下げる。

「いいのよ。退院したばかりで疲れてしまったのね。まだ寝ていなければいけないのに」

「郁斗、ドクターを呼んだほうがいいんじゃないか？」

　お義父さんも心配そうに立ち上がり、私は申し訳なくてうつむく。

「薬があるから様子を見るよ」

　郁斗は私の背に手を置いて、ダイニングの出入口に向かわせた。

　ドアが閉まると、私は郁斗に抱き上げられてしまって慌てる。

「大丈夫だからっ！」

「いいから」

　彼は私の抵抗にかまわず歩き始める。お姫様抱っこをされて、胸が暴れ始めている。そのたびに頭もズキンズキンと脈打つのを感じて、ぎゅっと目を閉じた。




　翌朝、物音で目が覚めた。部屋には日光が入っていて明るい。

「郁斗？」

　郁斗は出かける仕度をしていた。

「起こしてごめん。今日からトレーニングなんだ」

　すっかり頭痛は消え、身体が軽くなったように感じてベッドの上に起き上がる。

「そうだったね。がんばってね」

「今日は一日ベッドから離れるなよ？　それに考え事は絶対にダメだからな？　日菜が持ってきた本でも読んで、ゆっくりしていろよ」

「うん。わかってる……」

　郁斗はベッドの端に腰かけると、私の目にかかっている髪を優しく払った。

　トクン……と胸が高鳴る。この優しい眼差しは、高校のときにはなかったもの。

「愛している。行ってくるよ」

　郁斗は笑顔を向けて元気よく立ち上がると、部屋を出ていった。

　愛している……その言葉は、私を舞い上がらせるほどうれしいもの。

　高校でフラれ、郁斗から愛を告げられることなんて永遠にないと思っていた。

　せめて、郁斗が帰国した日以降のことは思い出したい……。










隠し事［郁斗ｓｉｄｅ］




　遅くなった……。

　ミーティングが長引いて十九時を回り、急いでパーキングに向かう。途中、スマホを出して無意識に愛の番号にかけるも、そこで彼女のスマホはマンションの引き出しの中だ、と思い出す。中身は確認していないが、妊娠に気づいてしまうようなデータが入っているかもしれないと思うと隠さざるをえない。

　すぐに実家にかけ直し、これから帰ると伝えた。

　愛のスマホがないのは困るな……休みの日に買いに行くか。




　静かにドアを開けると、愛はベッドの上に身体を起こして、雑誌を読んでいた。『サンウォーク』だ。

　集中しているのか、俺が近づいても気づかない。

　ベッドの端がいきなり沈み込んでようやく、愛は顔を上げて俺を見た。

「うわっ！　びっくりした！　おかえりなさい。気づかなくてごめんなさい」

「夢中になって読んでいたけど、楽しいことでも書かれていた？」

「えっ？　う、ううん」

　俺が覗き込もうとすると、愛はパタッと雑誌を閉じた。その表紙に見覚えがあった。俺のインタビュー記事が載っている号だ。

　少し顔を赤らめている彼女は、俺の記事を読んでいたんだなと察する。

　俺は気にせずにブルゾンを脱ぎ、ハンガーにかける。

「今日は頭痛、大丈夫だったか？」

「うん。大丈夫」

　振り返って愛の顔を見つめる。

　顔色も悪くないな。頭痛がないのは本当らしい。

「もうすぐ夕食だよ。下へ行こうか」

　愛は頷いてベッドから下りた。




　ちょうど親父も帰ってきた夕食のあと、リビングでイチゴを食べながらの一家団らんの時間。

　俺は居心地の悪さを感じていた。それというのも両親がそばにいるからだ。

　マンションのようにふたりっきりだったら、肩を抱き寄せて……俺は、もしかして欲求不満なのか？

　隣に座る愛は、俺の気も知らずにお袋と談笑している。俺はソファの背に身体をもたせかけ、コーヒーを飲んだ。

「そういえば郁斗、次の国際試合はいつなの？」

　お袋が思い出したように聞いてきた。

「十二月十三日だけど」

「郁斗、私その試合に行きたいな。チケット取れるかな？」

　なにげない愛のひとことだったが、その場が一瞬静まり返った。

　事故のときを思い出したからだ。

「愛、今度の試合は無理だよ。スタンドは騒々しいから身体に障る」

「そ、そうよ。身体が本調子じゃないんだから、まだ無理よ。その次は一緒に行きましょうね」

「はい。楽しみです。雑誌に郁斗のブラジルでの活躍が書いてあったから」

　愛は納得したようで、無邪気な笑みを浮かべた。










真実が知りたい




　お風呂から上がった私は、部屋に戻ろうとリビングのドアの前を通った。

　ドアが半分開いている。通りすぎようとすると聞こえてきたのは、郁斗とお義母さんの声。

「愛さん、まったく思い出せないの？」

　お義母さんの言葉に足が止まる。

「あぁ……」

「思い出さないほうがいいのよ」

　私は、なにを思い出さないほうがいいの……？

「記憶が戻ればつらい思いをする。だから、身体の傷が癒いえてからのほうが望ましいのは確かだ……じゃあ、二階へ行くよ」

　郁斗が立ち上がる衣きぬ擦ずれの音がして、私は一番近いバスルームへ急いで引き返した。

　ドアを後ろ手で閉めて息を殺し、郁斗とお義母さんの会話を思い出す。

　思い出せばつらいことって……？　いったいなにを？　身体の傷が癒えるまで思い出しちゃダメだなんて、それほどショックなことなの？

「っ……」

　頭が痛い……。

　急に痛みに襲われて、その場にずるずるとしゃがみ込み、頭を抱えた。

　郁斗はなにを隠しているの……？

　そのとき、バスルームのドアがノックされた。

「愛？　まだそこにいるのか？」

　ビクッとして顔を上げ、痛みを堪えて立ち上がる。

「……うん。これから髪の毛、乾かすから」

「開けるぞ？」

　その言葉と同時にドアが開く。

「い、郁斗」

「俺も風呂入ってから部屋に戻る」

　そう言うと、私の目の前でさっさとシャツを脱ぎ始めた。筋肉質な胸部から割れた腹筋に目がいってしまい、慌てる。

「郁斗っ、待って！　すぐ出るから」

　郁斗の引きしまった身体から不自然に目をそらし、彼の横をすり抜けてバスルームを出た。

　頭痛を堪えて、部屋に逃げ帰るように戻った私は、ヘアドレッサーの前に立った。

　自分の顔を見るのはまだ少しだけ慣れない。痛みにかまわず、鏡に映る顔にそっと手を置いて考える。

　私はなにを思い出せないの？




　薬を飲むとすぐに頭痛は治まり、ベッドに入ったところで郁斗が戻ってきた。

　滑り込むように静かに、隣に入ってくる。

「薬、ちゃんと飲んだか？」

「うん……」

　私はさっきのことが気になって、歯切れの悪い返事をしてしまう。

「どうした？　なにかあった？」

　顔を覗き込まれて郁斗の目を見てしまうと、なにも言えなくなる。

　郁斗が大好きだから『今は思い出さないほうがいい』という言葉に従いたくなる。思い出そうとしても思い出せるわけじゃないけれど……。聞きたい気持ちと聞けない気持ちで葛藤している。

　私は郁斗が遠い目でぼんやりしている姿を何度か見ていた。サッカー関係の考え事かと思っていたけれど、そうじゃないのかもしれない。

　私が郁斗を悲しませている気がする。

「愛？　どうしたんだ？」

「……ううん。なんでもないよ」

　首を軽く動かすと、郁斗が私を引き寄せた。

「郁斗っ!?」

　驚いている間に腕枕をされてしまい、あわあわと抜けだそうとした。

　でも、力強い腕に囚とらわれて引き戻される。

「そんなふうに逃げられると、傷つくんだけど？」

「そ、そういうつもりじゃ……」

　悲しそうな郁斗に申し訳なくなる。私の反応は過剰すぎたみたいだ。

「まぁ、まだ精神年齢は十八歳だからな。でも、最近の十八歳ならこんなに純粋じゃないかもな。俺の愛する奥さんほどは」

　私の鼻を軽くつまんで笑う郁斗を見ると、自分が情けなく思えた。郁斗は私に合わせてくれているのに……。

「……キスして」

　とてもじゃないけど口に出すのは勇気が必要で、聞き取れないくらいの小さな声しか出せなかった。でも、私を見つめていた郁斗にはちゃんと聞こえたようで、彼はなにも言わずに顔を傾けた。

　郁斗の唇が私の唇に重なる。ついばむようなキスだった。小さな音をたてて、唇が吸われる。

　郁斗の舌が口こう腔くう内に入ってきて、私の舌に絡まった。彼の舌の動きにおずおずと合わせると、身体が痺れたような感覚になる。

　これが大人のキスなの？

　私の唇を吸い上げ、キスが静かに終わる。

「充電完了。これで明日からのトレーニングキャンプがんばれそう」

「っ……あ、そ……そう……だったね」

　恥ずかしくて郁斗の顔をまともに見られないし、上ずってしまう声に、さらに顔が赤くなる。

「そんなに照れた顔をされると、俺のほうが恥ずかしくなるんだけど？」

「だって……」

「もっとしてほしい？」

　瞳をググッと覗き込まれて、やんわりと郁斗の肩を押し返す。

「からかわないで。明日からのトレーニングキャンプ、がんばってね。私のことは、心配しないで大丈夫だから」

「あ、ちょうど兄貴も出張だから、日菜が泊まりに来るって」

　本当に驚く関係になったものだと思う。高校の親友だった日菜と義理の姉妹になって、朝倉家に泊まるなんて。




　郁斗が愛知県へトレーニングキャンプに行ってしまうと、いくら日菜がいてくれても寂しい。

　近くの公園まで散歩をしたり、ショッピングへ出かけたり、一日中、日菜と一緒に過ごすのもそれはそれで楽しいけど。

　記憶のことは考えないようにしていたから、頭痛も数えるほどだ。

　夜は日菜とふたりでスポーツニュースを観るのが日課になった。連日、日本代表のトレーニングキャンプの報道合戦はすごい熱の入れようだ。おかげで私は、少しだけでも郁斗の姿を見ることができて助かる。

　怪我もなくイキイキした郁斗を見ると、幸せを感じた。




「日菜、マンションへ行きたいんだけど」

　退院してからまだ一度も行ったことがない自宅は、日菜のマンションの隣だと聞いていた。

「どうして行きたいの？」

「洋服を少し持ってこようかなって。日菜は今日、自宅に帰るでしょう？　一緒に行って、朝倉にはひとりで戻るから」

　今日、郁斗は昼過ぎの新幹線に乗って夕方には戻ってくる。明日から一泊二日で、高校のときに行った千葉県の海へ行こうと誘ってくれていた。そのこともあり、今日は朝からうきうきしていた。

「愛ちゃん、ひとりで戻るの？」

　日菜は心配げに眉を八の字にさせた。今は高校のときと私たちの立場が逆転している。昔はどちらかといえば、私のほうが日菜を心配していたから。

「子供じゃないんだから、ひとりで帰ってこられるに決まってるじゃん」

「それはそうだけど……じゃあ行こうか」

　日菜はしぶしぶ了承してくれた。




　マンションに着いて立派な外観を見ても、なにも思い出せない。

「愛ちゃん、こっち」

　警備員の横を通り、キョロキョロしている私を日菜が手招きする。エレベーターのドアを押さえて待ってくれていた。

「うん」

　上昇するエレベーターの文字盤を見ていると、日菜が口を開く。

「なにか思い出した？」

「ううん。なにも……」

　首を横に振ったとき、エレベーターが最上階の三十階に到着した。

「あ、鍵がなかったんだ！」

　部屋の前まで来て、私は大事なことに気づいた。

「以前は鍵で開けていたんだけど、二年前に指紋認証に変えたから、鍵がなくても入れるんだよ。もちろん鍵を使ってもいいけど」

「指紋認証……？　そんなハイテクな玄関があるの？」

　日菜は驚く私の手を取り、人差し指を置くように言う。

　開かなかったらどうしようとドキドキしたけれど、カチャンと鍵が開く音がした。

　中へ入ると、まるで知らない人の家に入ったようで戸惑う。

「愛ちゃんのおうちはシンプルだよね。スタイリッシュにまとめられていて、さすがファッション雑誌の編集部にいただけあるなって」

「インテリア雑誌とかじゃないんだから」

　私は笑いながら、テレビの横の写真立てに近づく。結婚式の写真だった。

　写真立てを手に取ったとき、後ろにいる日菜が「あっ！」と声を上げる。

「愛ちゃん！」

　駆け寄った日菜は、私が持っている写真立てを取ろうとする。

「私もまだ見ていないの！　見せてっ」

　なんだか慌てているようだ。

「私が見てからね」

　奪われまいと、私は写真立てを持つ手をサッと上げた。

「愛ちゃん……」

「変な日菜」

　不安げに瞳を陰らせた日菜を不思議に思いながら、写真を眺める。

「こんなドレスを着たんだ。結構大胆だね」

　膝下から足が出ていて、想像していたウエディングドレスとは違っていた。

「郁斗、カッコいい……」

　Ｔシャツとジーンズの普段着でも、スポーツマンのしなやかな身体つきにはよく似合っていてステキだけれど、純白のタキシードを着ている郁斗は普段よりずっと凛々しくて、見ていると胸が高鳴っていく。

「見せて！」

　日菜が写真立てを奪って、食い入るように見ている。

「本……当だ……郁斗、カッコいいね。愛ちゃんもすごくキレイだったし、ステキな結婚式だったよ。披露宴もとっても楽しかったんだから」

　日菜がいつになく饒じょう舌ぜつだった。なんだか安堵しているような感じに見えてしまうのは、気のせいかな。

　結婚写真の中には、心から幸せそうに輝いた笑顔の私がいた。

　そのあと、私が洋服を選んでいる間も、日菜は手伝うと言ってそばを離れない。広い部屋をぐるっと見渡してから、クローゼットから選んだ服をバッグに入れる。

　帰りがけ、日菜はお茶に誘ってくれたけど、「もう十五時を過ぎているし、また今度」と私が言うと、エレベーターに一緒に乗り込み、エントランスまで送ってくれた。

　駅に向かおうとしたとき、アクセサリーを持ってくるのを忘れたことに気づいた。

　一応、記憶がない私にとっては郁斗との初デートだから、キレイに見せたいもんね。

　私は引き返すと警備員にエントランスのドアを開けてもらい、再びエレベーターに乗り込んで、自宅に戻った。

　寝室に入り、ドレッサーの引き出しを開ける。中にはきちんと整理された指輪やネックレスがあった。

「……私、ここにあるってわかってた」

　それは無意識のことで、身体が覚えていたみたいだ。

　記憶が戻りかけているのかな。

「あ！　郁斗のサングラスも必要だよね」

　トレーニングキャンプに出かけるとき、サングラスを落として壊してしまったと話していたのを思い出す。『買えば？』と聞くと、『家にあるからいい』と言っていた。ということは、どこかにサングラスがあるはず。

　私はサングラスを探して、あちこちの引き出しを開けた。

「郁斗の書斎にあるのかも」

　書斎といっても趣味の部屋のような感じで、プレミア物のスター選手のユニフォームなどが壁にかけられていたりする。

　書斎の大きなデスクの引き出しを開けてみたら、やっぱりここにあった。

　そこにピンク色のスマホもあることに気づく。

「これは私の……？」

　自分のスマホのような気がする。郁斗が他の女性のスマホをここに置いておくわけがないと思うし。それとも浮気？

　おそるおそる電源を点けてみると、パスワードを入れなくてはならないようだ。

「パスワード……」

　思い当たる番号を押してみても、ロックが解除されない。

「私のじゃないのかな……」

　自分のものだという自信がなくなった。

　ちゃんと郁斗に聞いてみよう。書斎の入口に置いたままのバッグの中にスマホとサングラスを入れて、部屋を出た。

　翌日、私がスマホとサングラスのことを思い出したのはパーキングエリアだった。

　昨日は朝倉家に戻ると頭痛がしてきて、郁斗が帰ってくる前に眠ってしまった。

　目が覚めると朝で、郁斗が片肘をつきながら私を見ていた。郁斗が戻ってくるまで少し眠るつもりが、ぐっすり寝てしまって自分が情けなかった。

　郁斗はまだ頭痛がするか心配してくれていたけれど、もう痛みはなかった。

　窓から入る日差しを見ると天気もよさそうで、旅行が楽しみだった。

　そして、パーキングエリアでかわいらしいピーナッツのご当地キーホルダーを買おうとバッグを開けて、スマホとサングラスに気づいたのだ。

「キーホルダー、買った？」

「うん」

　郁斗の手に、カフェオレとブラックコーヒーの缶が握られている。

「行こうか。これ、意外と熱いんだ」

　私は郁斗の手から一本ずつ取り上げると、彼のダウンジャケットの左右のポケットに入れる。

「おっ、頭いいじゃん」

「温かいでしょう？」

　天気はいいけれど、風が強いから日陰だととても寒い。

「ああ。手を貸して」

　郁斗は私の右手を自分のポケットに入れ、歩きだした。そこへ女性ふたりが私たちに近づいてきて、郁斗と一緒に写真を撮らせてほしいとお願いされる。

　そっけなく断った郁斗は、足早に車に向かった。

「撮らせてあげればよかったのに」

　助手席に落ち着くと、郁斗の反応が知りたくて言ってみた。

「嫌だね」

「でもふたりともキレイだったし、少しはうれしくない？」

「キレイだとしても俺は興味ないし。愛より好きになる女なんてありえない。くだらないこと言ってないで、カフェオレでも飲んで身体温めろよ」

　カフェオレのプルトップを開けて私に渡してくれる。

　こんなに私のことを好きでいてくれるのなら、浮気なんてしないだろうから、やっぱりこのピンクのスマホは私のものだと思う……。

「有名人は大変だね」

「そんなに有名じゃないっつーの」

「私、サングラスを持ってきていたの。すっかり忘れてて」

　サングラスのケースを差しだすと、郁斗の切れ長の目が大きく見開かれる。

「お前、これ……」

　それを受け取った彼は、なぜか困惑した顔つきになった。

「昨日、家に行ってきたの。服が欲しくて」

「サンキュ」

　郁斗はケースから取りだした、濃いブラウンのサングラスをかける。

「それで……気になったことがあるの」

「気になったことって？」

「このピンクの携帯は、私の？」

　バッグから出したスマホを見せた。

「ああ。愛の携帯」

　郁斗はさらっと言って、ブラックコーヒーをひと口飲む。

「よかった。携帯がないと不便だなって思ってたの」

「それは壊れてて使えないから、預かっておく」

「どうして郁斗が預かるの？」

　サングラスを出したときから、いつもの郁斗じゃないみたいだ。

「壊れているんだから、愛にも必要ないだろ？」

「本当に壊れてるの？　電源は点いたけど」

　やっぱり郁斗は変だ。サングラスが都合よく表情を隠しているけれど。

「パスワードを覚えていないけど……もしかして、この中に私が知るとつらいものが入っているから、見せまいとしているの？」

「……そうだよ。この中身を見たら、愛は絶対につらい思いをする。だから今は見せられない」

「郁斗……」

「この話はこれでおしまいにしよう。車、出すぞ」

　郁斗は私からピンクのスマホを取り上げて、私の手の届かない右側のポケットに入れてしまった。




　海が見える道路を走っていても、さっきのことが気になって景色どころじゃない。

「ランチにしよう」

　我に返ると車は停まっていて、かわいらしい水色の建物が目の前にあった。

　郁斗は先に運転席を降りると、回ってきて助手席のドアを開けた。

「愛、降りて」

　食欲もなくなっていたけど、仕方なく車から降りた。




　そこは小さなイタリアンレストランだった。客はふた組しかおらず、窓際の席に案内される。

「なに食べる？」

「ナポリタン……」

「ＯＫ」

　郁斗はウエイターを呼び、注文を済ませた。

　私はその間、窓の外を見ていた。ここから見えるのは寒空の下、冬場の荒海の中でサーフィンをしている数人。

「寒そうだな」

　郁斗もサーファーに目を留めて言う。

「……郁斗はサーフィンするの？」

「日本ではやらない。ブラジルではよくやってたけど」

「外国の海って気持ちよさそうだね」

　郁斗の手は、テーブルの上で組んでいた私の指を包み込む。

　包み込まれた手から顔へ視線を向けると、心配そうな瞳とぶつかった。




　食事を終えた私たちは砂浜へ出ていた。

　郁斗に手を引かれたまま、私は黙って砂浜を歩く。

「……愛、本当に……知りたい？　自分の心を閉ざしてまで消した記憶を」

　立ち止まった郁斗は、真剣な表情で私を見つめる。

「今はまだその時期じゃないんだ。身体を治すことが最優先」

「……気になるの……なにかを忘れている気がして……大事ななにかを……」

　記憶の底に残っている大事なことを。

「それは……六年分忘れてしまったのだから、そう思うのも無理はない。身体が癒えれば自然と思い出す。たとえ思い出さなくても、俺が愛する愛には違いないんだから」

　私は郁斗から離れて、波打ち際に近づいた。外そと房ぼうの海は荒れていて、波打ち際まで勢いよく海水がやってくる。

　私は自分だけじゃなく、郁斗も苦しめている。知りたいと思えば思うほど、郁斗に負担がかかっている気がする。

　忘れてしまった記憶の内容は知りたいけど、郁斗がそこまで言うのなら……時間に任せようか……。

　これ以上、郁斗を苦しめないためにも。

　――ザクッ、ザクッ……。

　砂を踏む音が耳に聞こえて、振り返った。

「愛……心因性は、精神的なことから起こる記憶喪失で、強いストレスを受けたときに自ら記憶をなくし、精神の安定を保とうとするものなんだ。原因は頭ではなく……心だから、無理をしてほしくないんだ」

「……うん。私、六年分の記憶はいらない……いつか思い出す日が来るまで……」

　私はやっと決心がついた。

　腕を伸ばして、郁斗の身体に抱きついた。




「愛、腹減らないか？」

　高校のときに四人で泊まったホテルにチェックインを済ませ、バッグを部屋に置くと郁斗が言った。

「えっ？　さっき食べたばかりだよ？」

　イタリアンレストランで食べてから二時間も経っていない。

「お前が心配であまり食べられなかったからな。愛もそうだろ？」

　言われてみればそうだ。昼食はほとんどつつくだけで終わってしまった。

　一階へ下りると、ビリヤードの案内板が目に入り立ち止まる。

「郁斗、ビリヤードだって……懐かしいね？」

　懐かしいといっても、私にはつい四ヵ月前のことだけど。

　あのとき、日菜と千波さんをふたりきりにしようと、ビリヤードを理由に彼らから離れた。

「じゃあ、しっかり腹を空かせるためにちょっと遊ぶか」

　郁斗は私の手を引っ張ってビリヤード室へ入った。中には、ひと組のカップルしかいなかった。

　私もやったけれど、思うようにいかなくて早々と離脱。ビリヤードをやるのは久しぶりなんだとわかった。プレーしなくても郁斗を見ているだけで楽しい。




「あ～。腹減った」

　結局、一時間ビリヤードを楽しんで郁斗は屈託なく笑った。

　休憩していると、こちらにカップルが近づいてきた。

「あの～、サッカー選手の朝倉郁斗さんですよね？」

　若い青年がおずおずと声をかけてきた。

「はい」

「うわっ！　俺っ、ファンなんです！　こんなところで会えるなんてすごくラッキーです！　よかったらサインいただけませんか？」

　パーキングエリアの女性たちにはそっけなく断ったのに、今度は快諾している。

　青年は飛び上がらんばかりに喜び、カウンターからサインペンを借りてきた。

「不思議だったんですけど、この前の試合、どうして途中で下がったんですか？」

「あれは……」

　郁斗の視線が私に移り、言葉を止める。

「あのまま出場していれば楽勝だったのになぁ」

「いや、そんなことないよ。代表メンバーには俺よりもうまい選手がたくさんいるからね」

「いいえ！　本当にこの間のプレーは感動しました！　ありがとうございました。二戦目も全力で応援してますから！」

　そう言うとカップルは、最後に握手を求めて去っていった。

「郁斗……」

「どうした？」

「この前の試合って……？」

　私は腑ふに落ちなくて尋ねる。

「試合の最中に、愛は事故に遭ったんだ。競技場へ来る途中だった」

「そんな……私のせいで……」

　郁斗に迷惑をかけてしまったことを知り、目頭が熱くなる。

「ごめんね。郁斗……」

「愛のせいじゃないだろ？　それよりも、愛が生きていてくれて本当によかった。タクシーの運転手はいまだに集中治療室にいるそうだ」




　夕食を済ませて、ホテルの部屋に戻ってきた。

「先に風呂入れよ」

　郁斗はベッドに仰向けに身体を横たえる。

　ベッドはダブルベッドじゃなくてシングルベッドがふたつ。郁斗が予約をしたから、私に気を遣ってのことだと思う。

　旅先ぐらいシングルベッドで寝かせてやりたい。そう思ったに違いない。実際、私はシングルベッドでホッとしている。

　……そう思ったのに、いざ寝る時間が来ると、一メートルほど離れた郁斗の元へ行きたくなった。

「愛、おやすみ」

「……おやすみなさい」

　そう言ったけれど、次の瞬間に私の口から出ていたのは「そっちに行っていい？」だった。

「えっ？」

　ぼんやりと見える郁斗は、身体を起こして驚いた顔をしている。

「狭くなるけど、いい？」

　思いきって聞いたものの、ダメって言われたらどうしよう……不安になったとき、郁斗が自分のベッドから下りて私のベッドへ入ってきた。

　それから、しっかりと私を抱き寄せてくれた。

「狭いけど、愛を遠慮なく抱きしめられる」

　こめかみに唇が落とされた。

「郁斗はもう心配しないでいいから……」

「愛？」

「自然と記憶が戻るまで、無理に思い出そうとするのはやめるから」

　郁斗の胸に顔を寄せる。彼の香りをたくさん吸い込むと落ち着く気がする。

　今はすごく甘えたい気分になっている。

「六年分の記憶を、これから俺が補う」

「ありがとう……私はもう大丈夫だから、サッカーに専念してね」

「ああ……まずは今度の第二戦を全力でがんばるよ」

　何度も重ねるだけの優しいキスをされるけど、もの足りない気分になる。

　郁斗はそれ以上に深いキスをしようとはしなかった。やがて、髪を撫でられているうちに眠くなってきた。

　眠りに落ちる前、高校のときの郁斗を好きな気持ちは単純な好意だったけど、今の気持ちは、もっともっと深いものだと気づいた。




　一泊二日の旅行から帰ってきた二日後。郁斗は二日間ともトレーニングに出かけ、遅く帰ってきた。そして真っ先に私の体調のことを聞く。

　調子がよくて頭痛もほとんどない。それは無理して過去を思い出さなくなったから、精神的に楽になったおかげ。

　時計を見るともうすぐ十九時。郁斗は今夜も遅いようだ。そろそろ夕食の時間で、手伝いに下りようと思ったとき、日菜が入ってきた。

「愛ちゃん！」

「日菜、いつ来たの？　気づかなかったよ」

「三十分くらい前かな。下でお花を生けていたから。もう夕食だよ」

「手伝おうと思ったのに……」

「愛ちゃんはまだ無理しちゃダメなんだから、いいの」

　私たちは階下へ下りた。

　夕食に間に合うように、千波さんとお義父さんが帰ってきた。お義父さんがこの時間に帰ってくるのは珍しい。

　日菜と千波さんは並んで座り、仲むつまじく話をしたり、料理を取り分け合ったりしている。そんなところを見ると羨ましくなって、早く郁斗に会いたくなる。

　たった今もお義母さんに「仲がよすぎじゃないの？」とからかわれていた。

「愛ちゃんと郁斗もそうでしょ？」

　日菜が少し顔を赤らめて、私に話を振ってくる。

「えっ？　私たちは……そんなに……」

　郁斗のキスを思い出し、今度は私が顔を赤らめる番だった。







第五章










愛の同僚［郁斗ｓｉｄｅ］




「お待たせ」

　旅行から帰ってきて三日後。クラブチームのサッカー場が十五時から保守点検になるため、早く帰れるとわかっていた俺は、愛と出かける約束をしていた。

　ブラックジーンズとオフホワイトのシャツに速攻で着替え、玄関で待たせていた愛の元へ急ぐ。

「めちゃくちゃ着替えるの早いね。アメコミのヒーローみたい」

　笑顔の愛は、上品なクリーム色のカシミアのコートを着ている。

「だろ？」

　笑いながら、俺もシンプルなダウンジャケットに袖を通した。

「どこへ行くの？」

「携帯ショップ。携帯がないと不便だろ？」

　門扉を出てパーキングに向かう愛は、うれしそうな笑顔になる。

「ありがとう。買っても、郁斗しか話す相手はいないけどね」

「あー、俺が話し相手じゃ嫌なわけ？」

「そ、そんなんじゃないよっ」

　顔を真っ赤にさせて首を左右に振っている。からかうとかわいい反応が返ってきて、もっとからかいたくなる。

「じゃあ携帯は俺専用ってことで、日菜にも教えるなよ」

「そんなっ」

　愛は真剣に困った顔になる。二十五歳の愛だったら『なに言ってるの？』と軽くあしらいそうだ。

　今は十八歳の愛の顔。かわいくて、ところかまわず抱きしめたくなる。

「冗談だよ。日菜に教えていいから」

　ずっと悩まれると困る。そう言って愛の頭を軽くポンと叩き、車に乗り込ませた。




「悩んじゃうな～。どれがいいんだろ……」

　愛は展示してあるスマホを手に取り、困っている。

「これだけあるとな」

　そのとき、愛の目が輝いた。

「あ……この色がいい」

　彼女が手に取ったのは、シャーベットオレンジのスマホだった。

「この色、おいしそうだね」

「かわいいな。愛が気に入ったならこれにしよう」

　俺はそばにいた店員を呼んで、手続きをした。




　車の中で愛はスマホを弄っていた。

「郁斗、スマホっていろいろと進化しているんだね」

「そうだな」

　俺たちが高校のとき、すでにスマホが主流になっていたから使い方はわかるようだが、アプリも増えていて今の愛にはちょっと難しいらしい。

　前方を見ながら運転中、カシャッという音がする。

「お前、スマホのカメラで俺を撮っただろ」

「郁斗、カッコよく写ってるよ」

　わざとムッとしたように言うと、愛はごまかすように笑った。

「今のスマホってすごいね。写りがキレイだし、すぐに加工までできちゃうの？」

　愛はスマホに夢中になっている。

　ほどなくして、俺は渋谷のビルの地下パーキングに車を停めた。

　地上に出ると、冷たい強風が吹いて愛がよろける。建物の間は風が強い。ブルッと底冷えする寒さだ。

「寒くないか？」

「ちょっと寒い。もう十二月だもんね」

「早く店探して入ろうぜ」

　俺は愛の背に手を置くと、駅のほうへ向かった。

　なにが食べたいか話しながら歩いていると、背後から声がした。

「愛？」

　俺たちがその声に振り返ると、女性は愛に向かってうれしそうに笑いながら近づいてくる。

「やっぱり愛だ！」

　近づいてくる女性は『サンウォーク』の編集者の女性だった。俺は帰国直後、彼女にインタビューを受けたから顔を覚えていた。

　でも愛は、近づいてくる彼女にきょとんとしている。

「愛の同僚だった岸和田涼子です」

　彼女は俺に頭を下げてから愛を見て、不思議そうな顔になった。

「元気だった？　メールしているのに、返事がないからどうしたのかなって思ってたんだよ。もう赤――」

「岸和田さん、ちょっといいですか」

　俺はまずいと眉根を寄せ、彼女の言葉を遮った。

「愛、ちょっと待っててくれないか？」

　愛に言ってから、岸和田さんを少し離れたところへ連れていく。

「どういうことなんですか？　出産は三月ですよね？」

　彼女はこちらを見ている愛の腹部へ視線を動かし、驚いている。

「愛は……事故に遭って流産したんです。そのショックで今は、記憶喪失に。高校を卒業してからの六年間の記憶を失っています。だから、あなたが誰なのかもわからないんです」

　待たせている愛が、心配そうにこちらを見ている。

「そんな!?　そんなことがあったなんて……!?」

「申し訳ありませんが、失礼します」

　早く戻らなければ、愛はこちらへ来てしまいそうだった。

　俺は岸和田さんに頭を下げ、急ぎ足で愛の元へ戻った。愛は不安そうな顔で待っていた。

「郁斗、彼女は誰？　私の知り合いなんだよね？」

「ああ。『サンウォーク』の同僚だ。帰国直後のインタビューで彼女と一緒だったんだ」

「挨拶もできなくて、気を悪くしていなかった？」

　相手を気にかける愛に、俺は自然と優しい笑みになる。

「大丈夫。一応、記憶がないことを説明しておいたから」

「うん。ありがとう。こんなに人がたくさんいるのに、知り合いに会っちゃうなんてことあるんだね」

　愛はあまり記憶喪失に関しては気にしていないようだったので、俺はホッと胸を撫で下ろした。










国際試合




　またたく間に郁斗の試合の日はやってきた。ワールドカップ予選、第二戦目。第一戦は二対一で日本が勝利したので、ここで勝てば本戦出場決定になる大事な一戦。

「郁斗、絶対に勝ってね。テレビの前で応援しているからね」

　郁斗をパーキングまで見送りに出た私は、ガッツポーズをする。

『絶対に勝ってね』？

　自分の声が頭に響いた。まるで映画を観ているみたいに鮮明に聞こえた。

　私、前にも言った……？

『気をつけて来いよ？』

　郁斗が身体を屈めて……『気をつけて来いよ？』のあとに、なにを言われた……？　郁斗はどうして身体を屈めたの？

「愛？　どうかしたのか？」

　ぼんやりしてしまった私の肩に、郁斗の手が触れる。

「え？　ううん。なんでもない。いってらっしゃい」

「いってきます」

　郁斗は手を伸ばして私の頬を撫で、微笑んでから車に乗り込んだ。

　車が角を曲がって見えなくなるまで見送り、家に戻りながらさっきのことを考えた。

　前回の試合のときの記憶なのかな。こうやってふと少しずつ形になって、思い出していくのかな……。

　ほんの少しでも、失われた記憶を思い出すことができて気分がいい。




　夜、朝倉家の超大型テレビで郁斗の試合を観よう、と日菜と千波さんも遊びに来た。お義父さんは残念ながら北海道へ出張中。

　食事を早めに済ませ、みんながリビングのソファに集まった。

　キックオフは十九時三十分。テレビ中継は十九時から始まっていて、試合前の練習風景をカメラが追い、解説者やアナウンサーが話している。

「愛ちゃん！　郁斗だよ！」

　フィールドに向かう郁斗の顔がアップになり、日菜が興奮気味に叫んだ。

「うん……」

　郁斗、がんばってね。調子はどうなんだろう……。

　次の瞬間、郁斗や代表監督の顔がさらに大きく映しだされる。

「やっぱり競技場まで行けばよかった……」

　私は近くで応援できないことを後悔していた。

「愛ちゃん、ワールドカップ本戦のときに観に行けばいいよ。どこでやるんだろうね」

「オーストラリアだよ」

　日菜の疑問に千波さんが答えてくれた。

「オーストラリアならそれほど遠くないから、応援に行けそう」

　話をしながらも、テレビの郁斗が気になって視線を外せない。そんな私を見て、日菜はクスッと笑いを漏らした。




　郁斗がボールを蹴るたびにぎゅっと手を握るため、私の手は汗ばんでいた。

「ああっ！　そこっ！　あ～。惜しい……」

　郁斗のシュートはゴールから大きく上にそれて、リビングにいる全員が落胆のため息をついた。

　まだ〇対〇。もうすぐ前半四十五分になろうとしている。アディショナルタイムが何分あるか。

「日本が攻めているんだけどね」

　日菜がため息をつく。

「まあ、相手は格上だから。〇点に抑えられているのがすごいと思うよ」

　千波さんの言葉に私は小さく頷いた。




　そして、前半〇対〇のまま後半に入った。

「なんか……みんな郁斗にばかりボールを集めている気がする……」

　さすがに郁斗ばかりにボールが集められては相手のマークが強くなり、疲労も激しくなるはず。郁斗が相手に転ばされる場面も少なくない。

　それでも、天才ドリブラーといわれる郁斗は相手にユニフォームを引っ張られても、華麗な足さばきでボールを渡さない。

「郁斗がチームを引っ張っているんだ」

「愛ちゃん、郁斗ってすごいね」

「うん。私もそう思う……ああっ！」

　私はテレビ画面にくぎづけになった。その瞬間、郁斗のアシストでボールが相手のゴールに突き刺さった。

「きゃーっ！　一点入れた～！」

　日本のゴールに、選手たちもスタンドにいるサポーターたちも沸いている。

　だけどその喜びもすぐにかき消された。試合が再開してボールを奪われるや否や、あっという間に相手チームがゴールしたのだ。

「あ～あ……一対一になっちゃった」

　日菜がしゅんと肩を落とす。

『もう、バカバカッ！　こんなに寝ちゃうなんて……』

　慌ててエレベーターを呼ぶ私の姿が思い出される。これは……？

「愛ちゃん？　愛ちゃん？」

　日菜の声に、私はハッと我に返る。

「日菜……」

「どうしたの？　頭痛いの？」

　日菜はじっと私の顔を見つめる。

「ううん。痛くないよ。一対一かぁ……大丈夫かな……」

　それでも果敢に、ボールを支配しようと日本の選手たちはがんばっていた。

　後半二十分を過ぎたところで、ついに郁斗がゴールを決めた。

　これで日本が一点差をつけた。ゴールを決めた郁斗は仲間からもみくちゃにされ、うれしそうだった。

　郁斗……カッコいい……。

　胸がドキドキしてきた。サッカーをしている郁斗が一番好きなのかもしれない。

　高校のときも、郁斗の練習風景を見るのが好きだった。




　結局、そのあと二点を相手チームに奪われ、試合は終わった。

　日本チームがボールの主導権を握り、シュートチャンスも多かったけれど、蓋ふたを開けてみると、二対三で負けてしまった。

　郁斗……悔しいね……。

　テレビ画面に最後に映った郁斗は、苦々しげな顔をしていた。

「負けちゃったね……」

　日菜が誰ともなしに残念そうに言った。




　郁斗の帰りを待つ間、心配で落ち着かなかった。さっきから部屋の中をうろうろと行ったり来たり。

　買ってもらったスマホで、時間とメールを何度も確認してしまう。

「もう二十四時過ぎだよ……」

　遅くなるならメールをくれればいいのに。

　放送終了間際、最後に映った郁斗の悔しそうな顔が忘れられない。




　郁斗が帰ってきたのはそれから一時間後だった。

　ドアが開き、ベッドから飛び下りて郁斗に駆け寄った。

「おかえりなさい」

　郁斗のすぐ近くまで行くと、お酒の臭いがした。

「ただいま。まだ起きていたんだ」

　それだけ言うと彼は服を脱ぎ始めた。

　後ろ姿を見ているだけでも、郁斗の悔しい気持ちが伝わってくる。

　スウェットに着替えた郁斗はベッドに近づいた。すごく酔っているようには見えないけど、あれだけお酒の臭いがしているならかなり飲んだはず。

「郁斗……」

「遅くなってごめんな」

　視線を合わせずに言い、郁斗はそのままベッドに入った。私も静かにベッドに入り電気を消した。

　眠ろうとしても郁斗が気になって眠れない。

　彼は私に背を向けている。ぼんやり見える広い背中を見つめていると寝息が聞こえてきて、眠ったのだとわかった。

　郁斗、どうしたの？

　背を向けて眠られるのは初めてだ。

　それに知る限り、近寄っただけでお酒の臭いがわかるほど郁斗が飲んだこともない。

　お酒に強いから、さっきも酔っぱらっているというような感じではなかったけど、いつもの郁斗じゃない。

　私がこんな状態でなければ、郁斗は練習に集中できたはず。つらい気持ちを紛らわすためにお酒を飲んだんだ。きっとそう。

　そうでなければ、私の目を見てくれるはずだもん……。

　郁斗の後頭部を見つめながら、いつの間にか枕を濡らしていた。




　まだ外も暗いうちに目が覚めて、そっとベッドから抜けだした。

　洗面所の鏡の中の自分を見て驚く。泣いて寝たせいで瞼は腫れぼったく、目が赤い。

「はぁ……」

　お化粧でなんとかごまかそうと顔を洗い、ポーチから化粧道具を出した。

　なんとか普段の顔に近づけてから、キッチンへ下りる。まだ通いのお手伝いさんは来ていない。

　そうだ……今日は日曜日。お手伝いさんが来ない日だった。

　朝食を作ろうと冷蔵庫を覗いた。平日の朝、みんなが食べているのは洋食。休日の朝は和食。

　料理をした記憶はないけれど自然と手が動く。だし巻き卵に焼いたしゃけ、ほうれんそうのお浸し、ひじきの煮物といった和食の用意がスムーズにできた。

　テーブルに並べていると、お義母さんが現れた。

「あら、愛さん」

　並んだ朝食に驚いた顔になる。

「早いのね？　それに、もう朝食の仕度ができたなんて……郁斗は？」

「まだ寝ています。私は早く起きちゃったので……」

「愛さんの手料理は初めてね。うれしいわ。ありがとう」

　お義母さんはうれしそう……作ってよかった。

「あの……食べ終わったら、実家へ行ってきていいですか？」

　ふと思いついて聞いてみる。

「こんなに朝早くに？　わざわざ私の許可を取る必要はないけど……郁斗は知っているの？」

「いいえ、疲れているみたいで……たっぷり眠らせてあげたいんです」

　背を向けて眠る郁斗を思い出してしまい、瞳が曇る。

「優しい気遣いをありがとうね。さ、いただきましょう。愛さんのお料理楽しみだわ」




　朝食をふたりで食べて片づけを済ませ、コートを取りに部屋に戻った。

　静かに中へ入ると、郁斗はまだ眠っていた。

　実家へ行くつもりはなかった。自分の記憶に残っている場所へ行きたくなったのだ。

　無理には思い出さないと決めたけれど、それではいけない気がした。

　思い出すのは怖い。ううん……このまま一生思い出せないかもしれない。

　でも、私が逃げているものに立ち向かわないといけない。たとえひどい頭痛に襲われても。

　失われた私の記憶が、郁斗を苦しめている気がするから。

　郁斗、行ってくるね。

　ドアを閉めるとき、ぐっすり眠る郁斗を見ながら心の中で呟いた。










どこへ？［郁斗ｓｉｄｅ］




　寝返りを打ち、目を閉じながら愛を引き寄せようと手を伸ばした。だが手はシーツを撫でるだけで、ハッと目が覚める。

「愛？」

　愛の姿がない。

　ガバッと布団をはねのけ、ベッドの上に上体を起こして部屋を見まわす。

「もう起きているのか……」

　のろのろと床の上に立つと、頭がズキッと痛みを訴える。

「っ……」

　昨日は飲みすぎた……。

　家の前でタクシーを降りたところまでは覚えているが、そのあとの記憶がなかった。

　パジャマ代わりのスウェットに着替えてはいるが、腕時計をはめたまま。それで時刻を確かめる。

「九時か……」

　愛は下で朝食を食べているのだろう。俺は伸びをしてから階下に下りた。

　ダイニングへ行くと、テーブルにひとり分の朝食が用意されていた。

「……愛は食べたのか」

「あら、起きたのね？　昨日は飲んで帰ってきたんでしょう？　お昼ぐらいまで寝ていると思ったわ。今、お味噌汁を温めるわね」

　背後から、のんびりとしたお袋の声。

「お袋、愛は？」

　キッチンの中へ入っていくお袋を追う。

「ご実家へ行ったわよ」

「実家へ!?」

　俺は眉をひそめる。

「どうしてそんなに驚くのよ？」

「いや……なにも言っていなかったから」

「そうそう、今日の朝食は愛さんが作ってくれたのよ。私が起きたら、もうすっかりでき上がっていて。おいしかったわよ」

　お袋はうれしそうに、にっこり笑った。

「愛が朝食を作った？　しかもそんな早くに？　愛の様子はどうだった？」

　愛が心配になり、矢継ぎ早にお袋に聞く。

　俺になにも言わずに行くのはおかしいだろ。今日はオフだと知っているはずなのに。

「どうだったって……なにかあったの？」

　昨夜の記憶がない。だからなにかあったのか、もしくはなにかしてしまったのかと不安を覚えた。

　くそっ！　なんで俺は覚えていないんだ!?　俺がなにか口走ったのかもしれない。

　もしかしたら赤ん坊のことも……。

「赤ん坊を思い出した様子はなかった？」

「そ、そんな様子は全然なかったわよ？　あなたをゆっくり寝かせてあげたいって」

「本当に？　着替えて出かけてくる」

　こんなにも心配になるのは、気のせいであってほしい。

　俺は部屋に戻って、とりあえずスマホを探す。ダウンジャケットのポケットの中に入っていた。

　愛に電話をかけようとすると、視界の隅にシャーベットオレンジが映った。

　ドレッサーの上に愛のスマホが置かれたままになっていた。

「っ！」

　なにかあったと思うのは、これでも気のせいなのか？

　俺は力なく、ベッドの端にドサッと腰を落とした。そしてここへ戻ってからを思い出そうと、両手を組んで額につける。

　愛……俺、なんかやっちゃったのか？




　カジュアルな服に着替え、ドレッサーの上に置いていた車の鍵を掴み、部屋を出た。

　玄関でスニーカーを履いているとお袋が出てきた。

「ちょうど今、たまたま愛さんの実家から電話があって……どうやら行っていないみたいだわ。……愛さん、普段と同じ様子だったから、そんなに心配しなくても大丈夫だとは思うけど」

「行ってない？　まだ着いていないとか？」

「家を出てからもう二時間近く経っているわね。もしかして、どこか寄ってから行くんじゃないかしら？」

　愛の実家までは電車で二十分もかからない。どこかへ立ち寄るにしても俺にはその行き先が思い浮かばない。

　いったいどこへ行ったんだ!?

「お袋、愛から連絡あったら、俺の携帯に必ず電話して」

「わかったわ。車の運転、気をつけるのよ」

　普段と違う俺の様子に、さすがにお袋も心配になったようだ。

「あぁ、わかっている」

　俺はお袋を安心させるように、力強く言ってから出かけた。

　愛が行く場所……思い当たるのは実家か日菜のところしかない。

　日菜なら、愛の様子がおかしければ知らせてくるだろうから、実家へ行ってみよう。もしかしたら俺が着く頃には愛も実家に着いているかもしれない、と祈るような気持ちで向かった。




　愛の実家の近くに車を停めて、大地のスマホへ電話をかけてみる。

『義兄さん、どうしたんですか？』

　突然の電話に大地はびっくりした声だ。

「大地、今は家か？」

『はい。家にいますけど』

「愛はそっちに行ってる？」

『いえ、来ていませんけど？　どうしたんですか？』

　一転して心配そうな大地の声。

「実家へ行くと言って家を出たんだ。連絡があったら教えてほしい」

　俺の心配はさらに深まった。

『はい。必ず連絡します』

　大地は約束して電話を切った。

　ダンッ！と、ハンドルに思いっきり両方の拳を打ちつける。

「どこへ行ったんだよ……」

　日菜にも電話をしてみるが、電話に出た途端、昨日の試合のことを口にされる。

『郁斗、昨日は残念だったね』

「日菜、愛はそっちへ行ってるか？」

『愛ちゃん？　来てないよ？　どうしたの……？』

　明るかった日菜の声が、ワントーン低くなる。

「連絡があったら教えてほしい」

　詳しい説明もせずに電話を切る。それほど今の俺には余裕がなかった。

　ただの思い過ごしであればいい……でも、俺になにも言わずに出ていったのは、俺を避けているからではないだろうか。

　不安が心の中を占める。俺は愛を傷つけることをしたのか……？

　思い出そうとしても、まったく思い出せなかった。










思い出した記憶




　私は高校に来ていた。記憶のあるところを巡ってみれば、なにか思い出すのではないかと考えたのだ。

　日曜日だけど、部活にやってくる生徒のために校門は開いていた。

　中へ入り、自転車置き場を通りすぎる。校舎の裏手まで出るとサッカーグラウンドが見えてきた。

「サッカーやってる……」

　私は放課後、いつもここで郁斗をこっそり見ていた。

　サッカーグラウンドを見下ろせる小高い芝生の上に座り、ボールを追う彼らを眺める。それほど懐かしいと思わない。今の私にとってはまだ九ヵ月ほど前のことだから。

　昨日、負けて悔しかったんだよね……だから珍しく深酒したんだ。

　郁斗の将来を私が邪魔しているみたい。

　お尻からじわじわと冷たさが伝わり始めてきた。この時期に屋外でじっとしているのは無理がある。

「寒っ」

　ブルッと身体を震わせて立ち上がり、来た道をのろのろと戻る。

　どこへ行こう……やっぱり実家へ行こうか。

　そのとき、脳裏に渋谷の街で会った女性が浮かんだ。

「『サンウォーク』……」

　私はコンビニへ向かった。近くの書店が開く十時になるまでまだ二十分ある。以前、コンビニに『サンウォーク』があったのを思い出したのだ。

　駅前にあるコンビニの雑誌コーナーから探す。

「……あった」

　雑誌の後ろに載っている出版社の住所を記憶する。

　私の勤めていた場所は渋谷だったんだ。渋谷なら高校の頃も友達とよく遊びに行っていた。この前も郁斗と出かけたばかり。

　知らない街だったらどうしようかと思っていたけど、なんだか気が楽になり改札口に向かった。




「わからない……」

　覚えた住所を頼りに探したものの、出版社の入っているビルを見つけることができない。

　お昼も食べないで歩きまわったけれど、渋谷は人が多すぎて疲れてきた。

　頭の片隅で痛みも感じ始めて、思考能力がストップしてしまったみたいに動きが鈍くなる。

　休もう……。

　ちょうどすぐそこにあったファストフード店に入り、注文する。

　ハンバーガーとコーヒーが乗ったトレーを渡されて振り向くと、後ろにいた女性に危うくぶつかりそうになった。

「あっ！　ごめんなさい」

　急いで謝ると、その女性は「ぼんやりしていた自分も悪いので」と言った。

「いいえ、妊婦さんなのに……本当にごめんなさい」

　その女性はコートの上からでもわかる妊婦だった。私はもう一度頭を下げて、窓に沿った空いているカウンター席に向かう。

　トレーを置いて丸イスに座り、平らなお腹に手を置く。

　どうしたんだろう……お腹が痛い。

　どういうふうに痛いかと聞かれてもわからない。ズキズキやシクシク痛むわけでもなかった。

　気のせいだと窓の外に目を向けて、包装紙からハンバーガーを取りだした。

　道行く人を見ながらハンバーガーを食べていると、ベビーカーを押す夫婦らしき男女に目がいく。

　私たちもあんなふうになるのかな……幸せそうな夫婦と、かわいい赤ちゃん。

　なぜかとても羨ましくなった。

　やだ、なに考えているの。まだキスしかしていないのに。

　もちろん郁斗の帰国直後に寝たのは聞いているけれど、今の私にはまったく想像がつかない。でも……。

　私たちの赤ちゃん、欲しいかも……。

『愛、お前は妊娠してからさらにキレイになったよ』

　ふと郁斗の言葉が聞こえてきた。

　妊娠してから……？

『郁斗、今赤ちゃんが動いたの！』

『本当だ。すごいな……感動だ……』

「痛っ……」

　赤ちゃんが動いたって……？

　頭の痛みはどんどん増してくる。だけど大切なことを思い出せそうで、顔をしかめながらも考えるのをやめられなかった。

　次の瞬間ハッとなり、持っていたカップを手放してしまって、それはトレーの上に落ちた。倒れたカップの蓋の隙間から、コーヒーがトレーの上に流れだす。

　それを直すこともせず、私は茫然となる。

　私の頭の中で今、過去の記憶がよみがえっていた。

『赤ちゃんが男の子だったら、郁斗みたいにサッカー選手になるかもしれないね？』

『そうだな。男の子だったらサッカーを教えてやりたいな』

『いってきます。気をつけて来いよ？　競技場はすごい人だから、お腹をぶつけないようにな？』

『愛……赤ん坊は……流産した』

　絡まった糸をほどくように、次から次へと記憶が戻ってくる。

　競技場に向かうとき、乗っていたタクシーが事故に遭って……そうだ……私のお腹には……赤ちゃんが……っ！

　大きく見開いた目から溢れた大粒の涙が、頬を伝わって手の甲に落ちる。

「赤ちゃん……」

　身体がガクガクと震えてきて気が狂いそうだった。大きな声で泣き叫びたくなる。

　右手を口元へ持っていき、泣き声を堪えるため強く噛んだ。

　そんな私の様子がおかしいと思ったのか、ひとつ空いた隣の席にいた男性が声をかけてくる。

「ご気分でも悪いのですか？」

　その言葉に答える余裕はなかった。

　私は立ち上がると、ふらふらと店を出た。

　郁斗、郁斗っ……ごめんなさい……赤ちゃん、ごめんね……忘れてしまってごめんね……。




　気づくと私は事故現場にいた。

　競技場から、歩いて十分ほどのところで起こった事故だった。交差点の先のガードレールが、そこだけ真新しく変わっていた。

　ここにぶつかったんだ……。

　あのとき、ひどくお腹が痛かった。

　まだ生きていたのに！

　ごめんね。ごめんね。ごめんなさい……っ……。

　私は植え込みの縁石ブロックの上に座り、膝を抱えた。寒さの感覚はなかった。今は張り裂けそうなほど胸が痛いだけ。

『心因性は、精神的なことから起こる記憶喪失で、強いストレスを受けたときに自ら記憶をなくし、精神の安定を保とうとするものなんだ。原因は頭ではなく……心』

　郁斗……私はずるい……郁斗に全部つらいことを押しつけちゃったんだ……嫌なことを拒絶して逃げたんだ……。










衝撃［郁斗ｓｉｄｅ］




　俺はふと、愛は高校へ行ったのではないかと考え、向かうことにした。

　校門近くにある警備員室で、愛の写真を見せて尋ねると、今朝の九時過ぎにサッカーグラウンドのほうへ行ったと教えられた。

　それは六時間も前のことで、その先の足取りがまったくわからない。自宅にもまだ戻っていないようだ。

　俺は嫌な予感に襲われていた。

　愛の記憶が戻ったとしたら？

　車に戻ろうとしたとき、手に持っていたスマホが鳴った。

　着信の相手を見て、出るのをやめようかと考えたが立ち止まり、『応答』を押した。

「はい。朝倉です」

『郁斗、昨日はお疲れさん。惜しかったな』

　所属しているクラブチームのチーフマネージャーだ。

「どうしたんですか？」

『ビッグニュースがある』

　ビッグニュースと言うわりには、チーフマネージャーの声は沈んでいるように聞こえたが、今の俺にはその理由を推し量るほどの心の余裕がない。

「俺にビッグニュースって、なんですか？」

『なんだか浮かない声だな。なにかあったのか？』

「いえ……で、ビッグニュースって？」

『郁斗にセリエＡの有名チームから移籍の話が来た。それもすごい待遇なんだ。うちとしては当然、念願叶って来てくれた郁斗をすぐに手放したくはないが、これが郁斗にとって大きなチャンスだということもわかっている。お前が夢を追いかけたいというのなら、無理に引き止めはしないつもりだ』

　セリエＡのチームから、日本人選手にオファーが来るのはなかなかない。しかも金額も破格で、向こうへ行ってからの待遇も驚くほどだ。

　俺はチーフマネージャーの言葉を、まるで他人事のように聞いていた。

『おい、郁斗。聞いているのか？』

「え？　あ、はい。聞いています。ただ、今はちょっと……」

　リモコンキーで車のロックを解除して、運転席に乗り込む。

『わかった。明日、事務所へ来てくれ』

　こちらに余裕がないことを察したらしく、電話は切れた。

　普通ならば飛び上がるほど喜ぶ話だろう。だが俺は喜べなかった。

　たった今の電話の内容は頭の片隅に追いやり、記憶が戻ったとしたら、自分ならどこへ行くか考える。

　今までは、記憶が戻っていない前提で探していた。

　そうだ……もし記憶が戻ったとしたら……？　事故現場か!?

　俺はエンジンをかけて、事故現場に向かった。




　もうすぐ事故現場というところで赤信号に変わる。すでに外は暗く、街灯の灯りを頼りに左前方に目を凝らす。

　歩道に人影はなかったが、植え込みの近くになにかが見えた。

　……愛!?

　車を路肩に停め、慌てて中から飛びだした。

　やっぱり愛だ！　やっと見つけた！

　愛は、真新しいガードレールから少し離れた植え込みの縁石ブロックの上に座っていた。膝を抱えて顔を伏せている。ひっそりと座っていて、今にも消えてしまいそうに思えた。

　俺はそのはかなげな姿を見て、下唇を噛む。

　事故のことを思い出したんだ……。

　そうでなければ、真冬にこんな寒い場所にはいないだろう。

「愛！」

　近づいて名前を呼んでも、愛は顔を上げない。

　いや、意識がないのか？

　俺は焦って腕を伸ばし、愛の肩に触れた。

「愛!?」

　小さく揺さぶると、彼女はゆっくり顔を上げた。

「い……く……と……」

　愛は震えていた。目もうつろで、俺の名前を小さな声で呟いた途端、その身体がぐらりと揺れた。

「愛！　いつからここにいたんだよ!?」

　俺のほうへ倒れてきた身体を支えると、愛は気を失っていた。

　マンションのベッドで愛は深く眠っていた。

　朝からずっと外にいたらしく、彼女の身体はすっかり冷えきっていた。

　急いで部屋を暖め、着替えさせても愛は目を覚まさなかった。病院へ連れていったほうがいいのだろうか。

　そこへインターホンが鳴り、出てみると日菜と兄貴だった。

「愛ちゃん、見つかったんだね」

「ああ……」

　愛が見つかったことは実家にだけ連絡をした。どうやらお袋から聞いたようだ。

「郁斗、ひどい顔してるよ？　夕食は食べた？　なにか作ろうか？」

　そういえば、今日は朝から食べ物をほとんど口にしていない。缶コーヒーを飲んだくらいだった。

「思いっきり濃いコーヒーを淹れてくれないか？」

「了解」

　日菜はキッチンの中へ入り、俺たちはリビングのソファに座る。

「愛ちゃんはどこにいた？」

　兄貴に聞かれ、愛の悲痛な姿を思い出し、俺は前屈みで頭を抱えた。

「……事故現場の植え込みに座っていたんだ」

「事故現場に!?　そうなると……記憶が戻ったんだな？」

　兄貴は眉根を寄せた。

「俺を見てすぐ気を失ったから、まだなにも話せて――」

　そのとき、リビングのドアが開き、言葉が止まる。

　愛がドアに手を置き、寄りかかるようにして立っていた。

「愛！」

　うつろな目をしている愛に駆け寄って身体を支える。彼女は俺の手を振りきって歩こうとしたものの、やはりふらついてぐらっと揺れた。

「寝てなきゃダメだ」

「行……って……くる……」

　支えてもらわないと立っていられない状態なのに、愛はどこへ行くと言うのだろう。

「愛ちゃん！」

　日菜もキッチンから飛んできた。

「愛ちゃん、寝ていなくてはダメだよ」

　兄貴も声をかけるが、愛は聞く耳を持たず、また歩こうとする。

「行か……ないと……」

「愛……」

　俺が抱き上げようとしても、力なく拒否される。

「愛！」

　早くベッドで休ませたくて、俺の声が思わず大きくなった。

「郁斗」

　声を荒らげてしまった俺を、兄貴が静かに制する。

「愛ちゃん、どこへ行きたいのかな？」

「さっきの……ところ……」

　相変わらずうつろな目の愛は、俺たちから離れようとふらつきながら歩く。

「愛ちゃん！　無理だよ。やめて。早く横になってよ！」

　日菜が愛にぎゅっと抱きついた。

「……日菜」

「お願いだから……」

　愛を抱きしめたまま、日菜は泣きながら言う。

「愛、お願いだ。ベッドに戻って」

　俺がなんとか冷静さを取り戻して静かに言うと、愛は俺に視線を向けた。

「……郁斗」

　そしてはっきり俺を見つめた。その瞬間、愛は喉の奥で言葉を詰まらせ、目を大きく見開いた。

　俺は愛を抱き上げて寝室に連れていき、ベッドに横たわらせる。

　布団を愛の首までかけて熱を逃さないようにする俺を、彼女はただ黙って見ている。

「愛、なにか言ってくれ……」

「……お……思い……出したの……」

　小さく掠れた声から、すすり泣きに変わる。

「そう……か。……昨日、俺がなんか言ったからか？」

　昨夜、愛を傷つけてしまったのだろうか……？

「違うの……」

「だけど、俺にひとことも言わないで出かけたんだ。俺がなにかしたんじゃないか？　思い出したんじゃなくて、俺が赤ん坊のことを言ったんだろう？」

「違うの……。本当に思い出したの……ごめんなさい……結婚式もなにもかも思い出したわ……。私はずっと……郁斗を傷つけていたんだね……ごめんなさい」

「愛、なにを言ってる。そんな言葉を聞きたいんじゃない」

　愛は涙をグッと堪えながら、俺と目を合わせた。

「郁斗……離婚……しよう」

　俺の心臓が一瞬止まったような気がした。

「なに言ってるんだよ！」

　愕然となってから、そんなことを言ってきた愛に怒りを覚える。

「離婚してください」

「ふざけるな!!」

　声を荒らげ、部屋から出ていこうとドアを開けたが、部屋の前に日菜がいたことに気づいて足が止まる。

　室内を振り返ると、愛が枕に顔をうずめて泣いている。そこへ日菜は近づき、ベッドの端に腰を下ろして、愛に声をかけた。

「愛ちゃん……」

　日菜の声にハッとして、愛の肩の震えが止まる。

「愛ちゃん、離婚だなんて、どうしちゃったの？」

　俺はドアのあたりで立ちすくんだまま、ふたりの会話を聞く。

「日菜……全部思い出したの……」

「うん。事故現場にいたって聞いたから、思い出したんだなってわかったよ……」

　日菜は愛に優しい眼差しを向けている。

「私ってひどいよね……赤ちゃんを忘れて……郁斗やみんなを傷つけていた。……嫌なことは全部、郁斗に背負わせてしまっていたの……だから……」

　俺が聞いているのも知らずに、愛は泣きながら胸の内を話した。

「傷つけてなんかいないよっ！　一番つらかったのは愛ちゃんなんだから。私が愛ちゃんの立場でもそうなったよ、きっと」

「もうダメなの……離婚してほしいって……言ったの。この過ちは一生つきまとう。私は郁斗を不幸にしてしまった。ううん……郁斗だけじゃなく、赤ちゃんも……」

　愛の気持ちを知って、俺の胸は痛んだ。

　でも、今は俺がなにを言っても彼女はかたくなに拒絶するだろう。俺はそっとドアから離れた。

　ひとりになりたくて書斎に入ったが、部屋の中をうろつくばかりで、この状況にイライラしていた。

　離婚だって!?　ふざけるな。

　記憶をなくした罪悪感で、離婚を口にしたのはわかる。だが、俺の気持ちは？　お前の気持ちは？　いくら俺に申し訳ないと思っても、簡単に離婚を口にできるほどの愛情しかなかったのか？

　流産を隠したのは失敗だったのだろうか……愛を守ろうとしたことが、かえってこんな結果を招いたのか？

　とにかく愛は今、今後を考えられるほど冷静じゃない。

　俺が書斎を出てリビングに戻ると、兄貴の横で日菜が泣いていた。

「日菜、どうしたんだ？」

「……郁斗、離婚しないよね？」

　日菜はハンカチで涙を拭きながら聞いてくる。

「当たり前だろ。兄貴、ありがとう。もう日菜を連れて帰っていいよ」

「なにかあったら言ってくれ」

　涙が止まらない日菜を連れて、兄貴は出ていった。

　玄関で兄貴たちを見送ってから寝室へ行くと、愛はベッドの上に膝を立てて座り、頭を抱えていた。

「愛」

　俺の声にピクッと彼女の肩が震えた。

「どうした？　横になれよ」

　愛は顔を上げずに、頭を左右に振る。俺はベッドに上がると、愛の背後から身体に腕を回した。

　離婚したいと言ったくせに、俺の腕は拒絶しないんだな。

「郁斗……赤ちゃんのお墓は……？　コホッ……ゴホッ」

「熱でも出てきたんじゃないか？」

　愛の額に手をやると、普段より熱い。

「やっぱり熱が出てきている。横になれよ。今、食べ物と薬を持ってくる」

　ベッドから下りようとしたところで、愛の手が俺のシャツの裾を掴み、涙を堪えた目で俺を見る。

「教えて……」

「……赤ん坊は朝倉の墓に入っているよ」

「連れてってほしい……」

　がんばって泣くまいとしているのだろう。唇が震えている。

「熱が下がったら行こう」

　愛の身体を横にさせ、布団をかけて部屋を出ようとした。

「明日！　明日必ず連れていって！」

「愛……」

　俺は困り果て、その先を続けられなかった。すると愛は小さく首を横に振ってから目を閉じる。

「……熱が下がったら……連れていってね」

　急にものわかりがよくなった愛を、俺はまじまじと見た。

「なにか食べてから眠ったほうがいい」

「今は眠いの……おやすみなさい」

　家を出てからしっかり食事をしたとは思えないが、今は寝るのが一番なんだろう、と無理強いはしなかった。




　そのあとの愛は、夜中に何度もうなされていた。記憶が一生戻らなければよかったのに、と思わずにはいられない。

　俺は隣で苦しむ愛をどうすることもできなかった。

　そのまま、愛は朝の十時になっても目を覚まさなかった。食事を作ってから起こせばいいか、と俺は支度を始めた。




　朝食を作り終え、寝室へ足を向けるとスマホが鳴った。着信の相手を見て思い出す。

　あぁ……そうだった……クラブチームの事務所へ行く予定があった。

「はい。朝倉です」

『郁斗、今日の約束覚えているだろうな？』

「ええ。忘れていませんよ」

　本当は思いっきり忘れていたのだが、平然と答えた。

『一緒に食事しながら話そう。十二時にこっちへ来てくれないか？』

　愛が心配で外出などしたくないが、すぐに戻ってくればいいと考え、了承した。

　日菜に電話をかけ、出かけなければならなくなったことを話す。

「悪いな、日菜。十五時には帰ってくるから。愛のことをよろしく頼むよ。食べさせたら薬を飲ませてやってくれ」

　日菜には世話になってばかりだな……。

『うん。大丈夫だから。任せておいて』

　日菜は笑って、承諾してくれた。










大きな悲しみ




　目を覚ました私はベッドに身体を起こしたものの、ぼんやりしていた。そこへドアがノックされて日菜が顔を覗かせた。

「愛ちゃん、起きていたんだね。大丈夫？」

「日菜……」

「郁斗ね、チームのマネージャーに呼ばれたんだって。十五時頃までには帰ってくるからって言ってた」

　日菜はベッドの端に腰かけた。そして心配そうな瞳を向けてくる。

「愛ちゃん……離婚したいなんて本気じゃないよね？」

「……本気だよ」

「どうして？　郁斗を愛しているんでしょう？」

「それで許される出来事じゃなかったから……」

　郁斗を愛している。愛しているからこそ離れなきゃいけないと思う。

「悪いほうに考えないで。今、食事を持ってくるから。郁斗がおかゆを作っていったんだよ」

　そう言って日菜が部屋を出ていった。

　おかゆと聞いて、郁斗が初めて作ってくれたときを思い出した。

　その途端、涙が溢れる。

　あの直後に妊娠が発覚し、郁斗はプロポーズしてくれた。

　時間を戻せるのならあのときに戻りたい……そしてあの頃の私に、事故に気をつけるように言いたい。

　おかゆを持って戻ってきた日菜は、泣きじゃくっている私を見て、そっと抱きしめてくれた。




　私の熱が完全に下がるまでに、三日かかった。

　早く快復して赤ちゃんのお墓参りをしたかったのに、喉が痛み、咳せきが止まらず、なかなか熱も下がらなかった。

「三十六度か……やっと安定した」

　今は昼で、朝に一度測ったときと体温が変わらなかった。郁斗の顔が安堵したように見える。心配をかけてばかりで胸が痛む。

「……お墓参りへ行こうか」

　私が言いだす前に、郁斗から言ってくれた。約束を守る優しい人……。

　私はこの人の元から本当に離れられるのだろうか……ううん……郁斗のためを思えば、離れられるはず。




「気分が悪くなったらすぐに言えよ？」

　助手席に座ってシートベルトを装着している私に、郁斗は言った。

「大丈夫だから……」

　寒くないように、郁斗にたくさん服を着せられていた。膝かけも後部座席に用意されているし、毛布まである。

　運転席の郁斗は、手を伸ばして後部座席からフリースの膝かけを取り、私にかけてくれた。

　私の心情を思いやってか、彼は運転中、口を開かなかった。

　朝倉家のお墓は、自宅から車で三十分ほどの都心の有名墓地にあった。

「ここから歩くんだ」

　来る途中に買ったお供えの花を持って車を降りると、郁斗が教えてくれた。










束縛＝愛［郁斗ｓｉｄｅ］




　墓参りを終えた車中、俺は助手席の愛を気にしながら運転していた。

　彼女はぐったりとシートに身体を預け、じっと窓の外を見ている。

　墓参り中の愛を思い出す。墓の前に立った瞬間、彼女はその場で泣き崩れた。

　泣かないように言っても泣きやむはずもなく、俺はしばらく泣いているのを見守っていた。

　嗚お咽えつは止まることなく続いた。亡くなった子の供養に、と墓石の横に立てていた地蔵尊の前で『ごめんなさい』と何度も繰り返す愛が、かわいそうでつらすぎる。

　俺はとうとう我慢の限界で、愛を後ろから抱きしめて墓から引き離した。

『愛がそんな状態だと、心配で天国へ逝いけないぞ』

　俺のその言葉で、彼女は嗚咽を堪え始める。

『……そうだね……私が泣いていると……赤ちゃんは天国へ逝けないね』

　愛はぽつりと呟いた。

　これで愛の気持ちは、少しは落ち着いたのだろうか。それからずっとぼんやりしている彼女を見ると、このまま離れていきそうで焦りを感じた。




　自宅マンションに戻った愛は寝室へは行かず、コートを脱いでキッチンへ行き、パーコレータをセットする。

「愛？」

「コーヒー飲みたくなっちゃった。郁斗も飲むよね？」

　そう言うが、俺と視線を合わせることなく、黙々と食器棚からウエッジウッドのカップをふたつ用意する姿に、胸が痛くなる。

　俺は愛の肩に腕を回した。

「郁斗……？」

　彼女はようやく俺の目を見てくれた。

「がんばったな」

　愛の瞳がみるみるうちに潤んでいく。

「がんばってないよ……郁斗の言葉で、目が覚めた気がしたの。私が嘆いてばかりいたら……本当に、心配で天国へ逝けなくなっちゃう……よね……」

　事故に遭う前の愛に戻った気がした。

　俺は彼女の頭にそっと手を置き、優しく数回撫でた。

　パーコレータのコーヒーが落ちるコポコポという音がやんだ。愛は俺の腕から離れ、コーヒーポットに手を伸ばす。

「俺がやるよ。愛は座ってて」

　愛より先にコーヒーポットを掴み、カップに注ぎ始める。彼女は手持ち無沙汰になってソファに座った。

　俺たちは黙ってコーヒーを飲んだ。俺はブラックコーヒー。愛はミルクと砂糖を少し入れて。

「……こんなふうにコーヒーを飲むのも久しぶりだな」

「ん……」

　愛の視線がテレビの横の写真立てに動く。幸せそうに笑う俺たちの結婚写真だ。

「……写真、私のために加工してくれたんだね……」

　愛の言う通り、結婚写真が見たいと言われてから、妊娠している姿を隠そうと加工してもらった。

「体調がよくならないうちに、ショックを受けてほしくなかったんだ。できることなら、一生思い出さなくてもいいと考えてた」

　愛は首を左右に振った。

「赤ちゃんを一生忘れたままなんて、絶対にダメなんだよ。もしも……五年後や十年後に思い出したら、今の自分より許せないと思う」

「……そうだな。あの子は一生、俺たちの最初の子だ」

「郁斗……長い間、迷惑をかけてしまって本当にごめんなさい。私たちはもう一緒にいられな――」

「あれは愛のせいじゃない！　俺のせいでもあるんだ。もう自分を責めないでくれ。俺は離婚に同意しないからな」

　自分の生活が狂ってもかまわないほど愛している。離婚は考えられない。

　サッカーを二の次にしてでも、今は愛のことを優先したい。セリエＡのクラブチームへの移籍の話は断ろうと考えていた。

「少し……考えさせて……」

「ダメだ！　考えさせない。お前ひとりで考えると、俺の気に入るようにはならない。離婚はしないと言えよ」

　こんなに強引にものを言うのは、久しぶりだった。










移籍問題




　恐ろしく真剣な顔つきで私を見つめる郁斗。……大好きだよ。

「時間が欲しいの……」

　私は困ってしまい、立ち上がってキッチンへ逃げようとした。

「愛っ！　ダメだ。時間なんてやらない」

　郁斗は立ち上がって私の腕を掴み、引き寄せて抱きしめる。

「郁斗っ！」

「俺のことを思うのならば、離婚なんて考えるなよ」

　息もできないほどぎゅっと抱きしめられて、心臓がドキドキと不規則に鼓動を打ち始める。

「でも――」

　否定しようとしたとき、唇が強引に塞がれた。

　すぐに唇を割られ、舌を絡め取られる。

「んっ……」

　郁斗から離れられず、どんどんキスに身をゆだねてしまいそうになる。角度を変えて、何度も何度も唇が重ねられる。

「今も、今後も、お前を一番愛しているのは俺だからな」

「い……くと……」

　愛される資格が私にあるのだろうか……。

　郁斗はキスをやめて、私の髪をゆっくりと梳すくように撫でる。視線はお互い見つめ合ったまま。

　私の頭は混乱していた。

「俺を愛しているんだろう？」

　真しん摯しに見つめてくる郁斗の瞳から逃れるように、うつむく。

「愛している、と言うんだ」

　髪を撫でていた指が顎に触れて、上を向かされる。

「……愛？」

　再び見ると、郁斗は優しく微笑んでいた。胸が切なくてきゅんと締めつけられる。

　……私は、郁斗じゃなければダメ。

「郁斗……」

「それ以外、受けつけないからな」

　あんなことがあったのに……私をまだ愛してくれている……。

「……私で……いいの……？」

　声が震えてしまう。

「当たり前だろ？　お前しかいない」

「ぁ……愛してる……郁斗っ！　愛してる！」

　背伸びして郁斗の首に腕を回し、ぎゅっと抱きついた。

「愛……もう絶対に、離婚なんて言うなよ？」

　抱きしめられながら、コクコクと首を縦に動かすことしかできない。

「また一から、郁斗の奥さんとしてがんばるから……」

「愛……好きだ。愛している」

　郁斗は大きな両手で私の頬を挟むと、再び唇を重ねた。




　目覚まし時計がけたたましく鳴った。

　私は目をつむったまま時計へ手を伸ばす。郁斗も同時に手を伸ばし、ふたりの手が当たって、ハッとして目を開けた。

　こっちを向いて郁斗が笑っている。

「おはよう」

　寝起きなのに爽やかだ。

「お、おはよう……」

　昨晩のことを思い出して、心臓がトクッと鳴った。

　郁斗の気持ちを余すことなく示され、ほんの少し幸せな気分になれた気がする。

　記憶がよみがえって、一気に顔が赤くなる。

「なに、ひとりで百面相してるんだ？　朝からスケベなこと考えてるのか？」

　郁斗は意地悪く口元に笑みを浮かべている。

「ひゃ、百面相なんてしてないでしょっ」

　少し頬を膨らませて言うと、笑いながら彼が腕を伸ばしてきて、抱きしめられた。

「……久しぶりに、すごく気分がいいな」

「……うん」

　郁斗の胸の中で、コクッと頭を縦に動かす。

「まだまだこうしていたいけど……起きるとするか」

　私の唇にちゅっと音をたててキスをすると、郁斗は引きしまった身体を起こした。

　テーブルにはトーストとスクランブルエッグ、サラダ、ウインナーが並び、仕度を終えて席に着く。

「郁斗、今日もトレーニングあるんでしょ？　行ってきてね」

「本当に？　本当に大丈夫か？」

　トーストを食べようとしていた郁斗は、手を止めて心配そうな顔で私を見る。

「大丈夫だよ。日菜にも迷惑かけちゃったから、会って話をしてくる」

「……じゃあ、行ってくるよ」

　私もトーストをひと口かじったとき、テレビから郁斗の名前が聞こえてきた。

『朝倉選手に、セリエＡのクラブチームから移籍の話が来ているそうですね』

　女性キャスターが言うと、スポーツコメンテーターが頷く。

『そうなんです。彼は素晴らしい選手ですからね～。ブラジルでも活躍していましたし、日本代表としてもチームを引っ張っています。彼はどこへ行っても活躍できる選手ですよ』

　絶賛している声も、わずかな内容も聞き漏らさないようにテレビに集中した。

『朝倉選手はどうするんでしょうね？』

　女性キャスターが尋ねている。

『ぜひ、朝倉選手をセリエＡで見てみたいですね～』

　郁斗が、セリエＡへ移籍……。

　テレビから視線を戻すと、戸惑った顔の郁斗がいた。

「愛……」

　私は郁斗を見てにっこり笑う。

「そんなすごい話、どうして教えてくれなかったの？」

「話をもらったのは、つい最近なんだ」

　私があんな状態だったから、話ができなかったんだね……。

「すごいよ。私、誇らしい気分」

「愛？」

「ねっ？　もしかして、行かないとか考えていないよね？」

　郁斗の困惑した表情が気になる。

「断ろうと思っている。今はまだ新しいクラブチームに行くべきじゃない」

「私は賛成だよ。郁斗がイタリアで活躍するのを見てみたい」

「本当に？」

　彼は半信半疑といった様子で首を傾ける。

「本当だよ。郁斗はもっと羽ばたかなきゃ」

　世界で活躍できる力があるんだから、私や日本のクラブチームにかまわず行くべきだと思う。もっともっと世界で実力を認められるべき人なんだもの。

「……お前、一緒に行く気はないのか？」

「郁斗……」

『私は一緒に行かない』と言う気はなかったけれど、ズバリ聞かれると戸惑う。

「愛？」

　答えられなかった。行かないと言えば、郁斗も断ってしまいそうで。

「一緒に行けないってことか……愛、今年いっぱい時間をもらっているんだ。だから無理してすぐに答えを出そうとはしないでほしい」

「……は……い」

「さあ、食べよう」

　郁斗は私に食べるよう促して、自分はコーヒーを口にした。




「まだ無理しないで、ゆっくり過ごせよな？」

　玄関先で見送る私に郁斗が言う。

「うん。いってらっしゃい」

　玄関のドアが閉まると、無意識に小さくため息が漏れた。

　移籍の話は私を困惑させていた。郁斗は絶対に行ったほうがいい。でも私は……？

　私はイタリアで生活する自信がない。でも……私が行かなかったら郁斗はこの話を断ってしまうかもしれない……。

　考えに囚われて、しばらく玄関に立ちつくしたまま動けなかった。




　久しぶりに日菜のマンションを訪れた。訪れたといっても、お隣さんなのだけど。

「愛ちゃん、あとで行こうと思っていたんだよ？」

　日菜は私を見ると驚いた顔になった。

「飲み物用意するから、座っててね。昨日、フィナンシェ焼いたの。愛ちゃん、好きでしょ？」

　そう言って日菜はキッチンへ行った。少しして、リビングのテーブルに、ミルクティーの入ったカップと小さな長方形の焼き菓子が置かれた。そのフィナンシェは、店で売っているみたいにキレイな焼き具合だ。

　それを見て日菜が羨ましいと思った。

　日菜は社会に出て働くことはなかったけど、素晴らしい腕前で花を生けられるし、料理も特技といってもいいほど毎日きちんとやっている。

　私は……仕事ばかりしていたから日菜のようにお菓子は作れないし、花を美しく部屋に飾ることもできない。

　こんな私なのに……どうして郁斗は好きになってくれたの……？

　昨日の強引な郁斗は嫌いじゃなかった。事故に遭ってから腫れ物にでも触るような態度だったから。

「愛ちゃん、話があるんだよね？　まさか離婚が決まったんじゃないよね？」

　日菜が緊張した面持ちで聞いてくる。

「日菜……心配かけてごめんね。離婚はしないよ」

「愛ちゃんっ！　本当に？　本当の本当？」

　向こう側に座っていたけれど、あっという間に私のそばへ来て抱きついてきた。

「本当だよ。心配かけちゃったね。ごめん」

「よかった……愛ちゃん、よかった……」

　日菜の目から涙が溢れる。

「日菜、泣かないで……」

　こんなに心配してくれる日菜に感謝だ。とても喜んでくれる様子を見ると、日菜は移籍の話を知らないみたい。知っていれば聞いてくるに違いないから。




　私は、日菜に移籍の件は話さずに帰った。

　明日にでもわかってしまうかもしれないけど、自分でもどうしたらいいのかわからないのだから、日菜に言ってまた心配をかけることはしたくなかった。

　冷蔵庫の中が空っぽで、夕方に買い物へ出た。

　練習で疲れて帰ってくる郁斗に、栄養のある料理を作りたい。近くの大型スーパーに行って、食材を買い求めた。

　家に戻ると早速、料理に取りかかる。メニューは郁斗の好きなチキングラタン。ジャガイモもコーンもブロッコリーもたっぷりだし、他にもたくさんの野菜を入れて、栄養が摂れるようなグラタンにしたかった。タラのホイル焼きも用意し、数種類のきのこを入れておいしそうにできた。

　途中の電話で帰宅を知らせてくれた郁斗は、十分ほど遅れて帰ってきた。

「おかえりなさい。道路が混んでた？」

　私が玄関で出迎えると、いきなりクリスマスチューリップの花束が目の前に差しだされた。赤、白、黄色、ピンクと色とりどりの花束。

「かわいい……ありがとう。郁斗」

「十分の遅れはこれのせい」

　郁斗は照れ笑いを浮かべながら、靴を脱いだ。

　私はチューリップの花束を抱えながら、気持ちが複雑に揺れていた。




　私の手料理に、郁斗は大げさと言ってもいいほど喜んでくれた。

『おいしい、おいしい』と、ご飯のお代わりもしたし、作ったおかずは全部キレイになくなった。

　食後はコーヒーじゃなくて、今日は緑茶を飲んでいた。

「愛、ニセコに行かないか？」

「ニセコって、あの？」

　高校のとき、長期出張になった千波さんを追う日菜のお供で、私と郁斗を交えた友人たちが一緒に遊びに行ったり、日菜たちが結婚式を挙げたりした、楽しかった思い出の場所。

　甘酸っぱい気持ちが胸によみがえる場所だ。

「そうだね……行きたい……」

「日菜たちを誘おうか。兄貴は忙しいから、難しいかもしれないが」

「うん。心配かけちゃったし、みんなで楽しく過ごしたい」

　四人で過ごせたら楽しいだろう。身体も治ってきたから、久しぶりにスキーもできそうだ。




　三日後、私たちはニセコの朝倉ホテルに到着した。

　空港に着いたときはまだ日が出ていたけれど、車で移動しているうちにだんだん外は暗くなっていた。耳が切れそうなほどの寒さで、ホテルの中へ入ると身体がじんわり温まってきてホッとする。

　部屋は昔、みんなで泊まったスイートルーム。リビングに入るとあの頃を思い出す。

「疲れた？」

　郁斗はダークブラウンのサングラスを外して、テーブルの上に置く。

「少し……でもスキーはできるよ」

「ナイターやろうって言ってるのか？　今日はやめないか？　雪もこれから吹ふ雪ぶきそうだしな」

　窓辺に立ち、灯りの点いたゲレンデを見て郁斗は言った。

「じゃあ明日、朝一で滑ろうね」

「ＯＫ。あさってに兄貴たちが来るまでスキー三昧だ」

　手前のドアの中は高校時代、女の子たちが泊まったベッドルームで、向こうのドアのほうのベッドルームには郁斗が泊まった。ここはスイートルームだからふたつのベッドルームがあるけど、それを知らなかったせいで、郁斗も同じ部屋で泊まる、と日菜から聞いたときはドキドキしたのを今でも覚えている。

「なに考えてる？」

　いつの間にか、ダウンジャケットを脱いだ郁斗がそばに立っていた。

「え……な、懐かしいなって……」

「愛も思い出してたんだ。俺もあのときのことを思い出していた。日菜と兄貴のことでバタバタだったけどな」

「うん……日菜たち、どうなることかと思ったけどね」

「愛のクリスマスパーティーのドレス姿、まだ覚えているぞ？」

　ホテル主催のクリスマスパーティーに着ていくドレスがなくて、萌ちゃんから借りた真っ赤なドレスだった。

「本当に？」

　あのときの姿を覚えていると言われて、うれしく思う。

「ああ。愛はもともと大人っぽいけど、もっと大人びて見えて眩しかった」

　郁斗は顔を傾けて、ついばむように私にキスをする。

　外気に触れていた彼の唇は、まだひんやりしていた。




　日菜たちが来るまでの間、私たちはスキーをしたり、部屋でゲームをしたり、本を読んだりとゆっくり時間を過ごしていた。

　郁斗がひとりでゲレンデに行くときはスノボになる。

　夜になると、ゲレンデにある大きな木に電飾が施されたクリスマスツリーを眺めながら、暖かいレストランでビールを飲んだりもする。

　郁斗はゲレンデではゴーグルをしているからサッカーファンに見つからないけれど、レストランにいると何度か声をかけられた。誰もが郁斗の移籍を楽しみにしていると言う。

　日本人選手が海外で活躍するのを、みんな見たいと思っているんだ。やっぱり郁斗は行くべきなんだろう。郁斗とファンの会話に耳を傾けながら、私は思った。

「愛ちゃん！」

　空港に着いたと日菜から連絡をもらい、時間を見てロビーで待っていると、日菜が私を見つけて駆け寄ってきた。

「あれ？　郁斗は？」

　ソファに座っているのは私だけで、日菜はあたりをキョロキョロ見まわす。

「滑りに行ってるの。ここに来てからスキー三昧だよ」

「相変わらずだねっ。郁斗はスキーもスノボもプロ並みだからね」

「千波さんは？」

「千波くん、支配人さんと早速話し始めちゃって」

　視線を巡らせて千波さんを探すと、フロント脇で発見した。

　日菜は疲れた様子で、私が座っていたソファにぽすんと腰を下ろしたけど、すぐに立ち上がった。

「早く部屋に行こうよ。ここにいても仕方ないし」

　なんか日菜、怒ってる？

　どんどん行ってしまう日菜を追う前に、支配人と話している千波さんを見る。

　目と目が合って、千波さんがすまなさそうな顔になった。私は軽く頭を下げてから日菜を追った。

「愛ちゃん、エレベーター行っちゃったよ」

　やっぱりイライラしているようだ。

「すぐに来るって」

　エレベーターの階数表示から目を離さない日菜に、私はなだめるように言った。

「千波さんとなにかあったの？」

「もうっ、それが信じられないのっ」

　聞くと、日菜は興奮したように瞳を潤ませながら言う。

「千波くん、クリスマスが終わるまでお仕事なんだって！」

「そうだったんだ……」

　日菜が怒るのも無理はない。休暇だと思っていたのに、飛行機の中で言われてテンションが下がったらしい。




「郁斗、おかえりなさい」

　リビングルームに入ってきたスキーウェア姿の郁斗に言った。

「ただいま」

　彼は雪に焼けた浅黒い顔で私に微笑んでから、ソファに座っている日菜を見る。

「あれ？　日菜、兄貴は？」

「千波くんは仕事です！」

　日菜の不機嫌は郁斗に向けられた。

「なんだよ。いきなり」

　日菜の不機嫌の理由が郁斗にはわからないみたい。

「千波さん、クリスマスまでこっちでお仕事だって……それを知ったのが飛行機の中らしくて……」

「はぁ～。そりゃ日菜の機嫌が悪くなるのも仕方がない。日菜、兄貴のことは放っておいて俺たちと遊ぼうな？」

　日菜の肩をポンと叩いて慰めた郁斗だった。




　夕食前に日菜に誘われて、外を散歩していた。郁斗は私たちに遠慮したのか、『ふたりで行ってこいよ』と言ってソファに寝そべっていた。

「移籍のこと、聞いたよ？　郁斗と一緒に行くんでしょ？」

「日菜……」

　私は返事ができない。

「愛ちゃん……行かないの？」

　ためらう私を、日菜は足を止めてまっすぐ見た。

「まだ……まだ結論は出していないの……郁斗にはいいチャンスのはず。思いっきりサッカーをしてほしい」

「でも愛ちゃんが行かないのなら、きっと郁斗は行かないよ？」

　私は、どうすればいいのだろう……。




　すでに日が落ちて暗くなった外から部屋へ戻ると、郁斗はテレビを観ていた。

「おかえり」

「ただいま」

　私たちの頬は、冷たい空気にさらされて赤くなっていた。

「寒かっただろ。お茶でも飲むか？」

　郁斗がソファから立ち上がる。

「いいよ。私がやるから」

　私はお茶の用意をしようとする郁斗のところへ行く。

「俺がやるって。ほら、手も冷たい」

「んんっ。私はおじゃま虫だったみたい。別の部屋取ろうかな～」

　譲り合う私と郁斗を、日菜が笑いながらからかった。




　夕食はなにを食べようか、と日菜と一緒にルームサービスのメニューを見ていると、千波さんが戻ってきた。

「兄貴、お疲れ」

「急に仕事になって悪かったな。人手が足りなくて応援を要請されていたんだ」

「いや、俺はいいけどね……」

　千波さんが入ってきたのに、日菜は無関心を装ってメニューを見ている。千波さんがフッと笑う。その笑みから察するに、日菜の態度がかわいくて仕方ないのだろう。

　きっと日菜が折れるんだろうな。手のひらの上でころころと転がすように、日菜の気持ちを操縦する千波さんだから。




　翌日はクリスマスイブだった。

　今夜は四人でフレンチディナーの予定。午前中はスキーを楽しんで、そのあと日菜とふたりでホテル内のスパに行った。何種類もお風呂があり、エステやネイルもある。六年前にはなかった施設だ。

　郁斗はというと、また滑りに行っていて、私たちがスパから戻ってきても姿が見えなかった。

「ねぇ、日菜。郁斗、遅いと思わない？」

「明日帰るから、思いっきり滑ってるんじゃないかな」

「怪我してないよね？」

　ふと心配になり、瞳を曇らせると、日菜がクスッと笑う。

「愛ちゃん、郁斗なら大丈夫だよ。心配しすぎなんだから」

「でも……」

　そこへドアが開いて、郁斗が帰ってきた。

「愛、着替えたら食事に行こう」

　帰ってくるなり言われるけど、まだ千波さんが仕事から戻ってきていない。

「愛ちゃん、郁斗とふたりで行ってきなよ」

「えっ？　でも四人で食べようって」

「私は千波くんとふたりきりのほうがいいの。さぁ、用意してきて」

　日菜にトンッと背中を押されてベッドルームに入ると、ベッドの上に平たくて大きい箱が置かれていた。

　私の後ろから郁斗が入ってきて、さっさと箱を開ける。

「郁斗、これは？」

「俺からのプレゼント」

　中身は純白の膝丈のドレスだった。私が結婚式で着たウエディングドレスより、さらに裾が短いデザインのようだ。

「キレイ……郁斗、ありがとう」

　私は喜んですぐ着替えた。

　フェイクファーのケープもついていて温かそう。その上からコートを着て支度を終えると、郁斗の着替えも終わっていた。彼は黒のディナースーツを着ていた。

　日菜を残し、郁斗とふたりで部屋を出て歩く。

「おしゃれして食事に行くのって久しぶりだね？　日菜たちもあとから来るかな」

「兄貴たちは来ないよ。別行動にしたから」

「そうなんだ……」

　残念なのか、郁斗とふたりきりでうれしいのか、複雑な気持ち。

「え～っと……レストランは……」

「愛」

　歩き始めていた私の腕を郁斗はグイッと引いて、玄関のほうへ連れていく。

「郁斗、レストランは向こうだよ？」

「ここのレストランには行かないから」

　悪いた戯ずらっぽく笑みを浮かべた郁斗に、あっけに取られる。腕を引かれるままに歩き、玄関を抜ける。そこに四輪駆動車が停まっていた。

「乗って」

　ドアマンが助手席のドアを開けて待っていた。

　助手席に座り、シートベルトを締め、小首をかしげて郁斗を見る。

「郁斗、どこへ行くの？」

「内緒。すぐに着くよ」




　朝倉ホテルを出てから十分ほど走ると、一軒のコテージが見えてきた。温かそうなオレンジ色の灯りが窓から見える、メルヘンチックな外観のとてもかわいらしいコテージだ。

　郁斗はそのコテージの前に車を停める。

「ここだよ」

　彼がドアを開けると、冷気が一気に車の中へ流れ込んだ。

「ここは、レストラン？」

　車の前を回って、助手席側に来てドアを開けてくれた郁斗に聞く。

「普通の貸しコテージだよ。ここで食事をするんだ」

「とてもかわいいコテージだね」

　私が転ばないように、郁斗は腕を添えて、コテージまでの数段の階段をエスコートしてくれる。

　彼は玄関の前に立ち、ポケットに手を入れてコテージの鍵を取りだした。

　明るい緑色のドアを開けると、暖かい空気が私たちを包んだ。

「どうぞ、入って」

　スリッパに履き替えてコートを脱ぎ、中へ進む。

　促されて部屋のドアを開けると、郁斗の背より大きなクリスマスツリーが目に飛び込んできた。

「郁斗……」

　私は目を丸くして、後ろにいる郁斗に振り返る。彼は壁に寄りかかり、私が驚く様を見て笑みを浮かべていた。

　準備されていたのはクリスマスツリーだけでなく、部屋の中をぐるっと見渡すと、テーブルにおいしそうな前菜の皿が置かれている。電気調理器の上には湯気の立つ鍋も用意されていた。

「これを郁斗が全部……？」

「なわけないだろ？　ツリーは用意したけど、こんな料理はできないよ」

　笑って否定しつつも計画を立ててくれた郁斗に、感激している。

　クリスマスツリーを装飾している郁斗を想像して、目頭が熱くなった。

「郁斗……ありがとう」

　私は幸せな気持ちで郁斗に抱きついた。




　ロマンチックなクリスマスディナーの演出を満喫して、私たちの間には終始ほのぼのとした雰囲気が漂っていた。

　今は食事を食べ終えて、ツリーの近くのかわいらしい真っ赤なソファに座り、コーヒーとクリスマスケーキを楽しんでいる。

「郁斗、今日はありがとう」

「どういたしまして」

　隣に座る郁斗は私の肩を抱き、髪に口づける。その仕草に甘く疼くような気持ちが湧き上がってくる。

「今年一年はいろいろあったな……」

「うん……」

　心の中に、いろいろな思いが込み上げてきていた。

　私はじっとしていられなくなって立ち上がり、窓辺に近づく。

「雪が降ってる……」

　ここへ来るときは降っていなかったのに、見上げると、今は大きな雪が空から舞い下りている。

　郁斗も私の隣に並び、窓の外を見た。

「本当だ」

「早く帰らなくちゃ。道路、走れなくなっちゃうね……」

　私は郁斗を仰ぎ見て、残念な気持ちを込めて言った。

「今日はここに泊まるつもりだから」

「え？」

　驚いた顔を向けたと同時に訪れる、郁斗からの甘いキス。

「いくら広いスイートルームだって、夫婦がふた組いたらお互い気を遣うだろ？　それに今日はクリスマスイブだし、今頃は兄貴と日菜もいい雰囲気になっているんじゃないかな？」

　郁斗の言わんとすることを想像してしまって、顔が熱くなる。

「なに想像してんの？」

　郁斗が意地悪く笑った。

「想像してなんかっ」

「俺たちにとっても、あのふたりは邪魔だろ？」

　彼は私に余裕のある笑みを向けると、唇をついばむように何度もキスをした。

　そのまま抱き上げられ、ベッドルームに連れていかれる。

　床の上に私を立たせた郁斗は、私の背中のジッパーを下げる。ワンピースは衣擦れの音をさせて床に落ちた。

　ブラジャーとショーツ姿になったのもつかの間で、ゆっくりと両方が脱がされていく。郁斗の目に裸を晒して羞恥心いっぱいに顔が熱くなる。再びふわっと抱き上げられて、ベッドに下ろされた。

「郁斗……」

　郁斗は手を伸ばし、私の髪に触れる。ひと房を持って私の耳にかけると、顔を寄せてくる。

　耳たぶを優しく甘噛みされて、口から思わず声が出てしまう。

「んっ……あぁっ……」

「かわいいよ。愛」

「か、かわいくなんかない……あっ……！」

　首にチクッとした痛みが走り、郁斗が残した印を感じた。

「口調はかわいくないけどな？」

　今度は舌を絡ませ、貪どん欲よくなキスに翻弄される。

　何度も何度も角度を変えて繰り返されるキスに、私はもうなにも考えられなくなりそうだった。

「愛、好きだ。愛している」

　繰り返されるキスの合間に甘い言葉を囁かれると胸がきゅんとなって、郁斗の顔を見つめる。

「愛？」

「……ありがとう……私を愛してくれて……」

　私は、郁斗の行くところならどこでも行ける。

「……愛にはつらい一年だったよな？」

「郁斗だってつらかったはず……一年間……いろいろあったけど……郁斗に再会できて……」

　赤ちゃんを思い出して言葉に詰まり、涙ぐんでしまう。

「愛……言わなくていい」

　郁斗はそんな私をぎゅっと抱きしめた。

「……私……郁斗についていく」

「本当に!?　愛、本当なのか？」

　私の言葉に『信じられない』という顔をしたけれど、すぐにうれしそうな顔になった郁斗。

「うん。郁斗と離れていたくないの。そばでいつも見守っていたい」

「愛、うれしいよ。俺、がんばるからな」

　私たちは、どちらからともなく唇を重ねた。

　胸の尖りを親指と人差し指でクリクリと弄られ、反対の乳首はチュクチュクと舌で吸われ、舐ねぶられる。

「んふ……あぁ……ん」

　郁斗は私をゆっくりとイカせたいのか、味見していくみたいに、身体中に舌を這わせる。

　指はすでに秘密の蕾つぼみを弄び、狂おしい刺激に私の身体は戦慄わななく。

「郁斗……っあ……」

　郁斗が欲しくて腕を伸ばすと、上体が起こされて対面する格好になった。膝の裏に腕を入れられ、引き寄せられると、郁斗のモノが蜜口に入ってくる。

「ああっ……」

　膣壁をこすりながら入ってきた彼のモノは、体位のせいか深く挿入されている。

「ん……や……」

　全身に電流が走ったみたいな感覚に襲われ、郁斗の首に腕を絡ませた。

　身体が揺れるたびに、郁斗の筋肉質の胸と私の胸がこすれる。

　あまりの疼きに、もうダメ……と思ったとき、シーツの上に寝かされた。

　郁斗の硬く屹立したモノが再び私の中に入って、激しく律動し、私を高みへと連れていった。




　真夜中、ふと目を覚ますとダウンライトの元、郁斗の端整な顔が視界に入った。

　私を包み込むように抱きしめて眠っている彼を見て、心が温かくなる。

　私は郁斗についていけばいい。もう迷わない。

　郁斗がそばにいないと、私は幸せじゃないから。




　翌日の朝、朝倉ホテルに帰る車の助手席に座っている私の首には、縦に並ぶ大、中、小の三粒のダイヤモンドのペンダントトップが揺れていた。

　一般的に、そういったデザインのダイヤモンドのネックレスは『過去・現在・未来』を表すけど、郁斗がこれをつけてくれたときに言ったのは『俺・愛・亡くなった赤ん坊』だった。

　このネックレスに縛られるのではなく、亡くなった赤ん坊のことをいつまでも思っていたい。これはその証だと。

　以前、結婚式のあとに郁斗からプレゼントされた馬蹄のネックレスは、事故の日も身に着けていた。馬蹄には災いを遠のける力がある、と郁斗が言っていた。……ひどい事故だったのに私が軽傷で済んだのは、あのネックレスと赤ちゃんのおかげだったのかもしれない。馬蹄のネックレスは、それから見つかることはなかった。

　新しいネックレスをくれた郁斗の気持ちに、私はしばらくの間、泣くのを止められなかった。

　自分がこんなに泣き虫だったとは、思わなかった。




　ホテルのスイートルームに戻ると、千波さんと日菜はソファでテレビを観ていた。

「おかえりなさい。愛ちゃん、郁斗」

　上機嫌の日菜がにっこり笑って出迎えてくれる。

「ただいま」

　私もふたりに微笑んだ。

「愛ちゃん、郁斗のロマンチストぶりはどうだった？」

　日菜は、郁斗の計画をすべて知っているみたいだ。

「郁斗があんなことをしてくれるなんて、思ってもみなかった」

「そうだよねー。サッカーバカだとばかり思っていたし」

「サッカーバカって……」

　郁斗が呆れたようなため息を漏らした。

　日菜と郁斗は本当の兄妹みたいだと思う。感じたことをポンポン言い合える仲。

　そして私たちはふたりに、イタリアへ行く決心をしたと話した。

　千波さんはそれを聞いて喜んでくれた。日菜も喜んでくれたけれど、少し寂しそうな顔にもなった。

　そんな日菜の顔を見て郁斗が言う。

「イタリアへ行くっていっても、とりあえず一年間の契約だからすぐ帰ってくるよ」

「そうだよね。一年間なんてあっという間だね？」

　私に同意を得るように日菜も続けた。

「向こうへ行っている間に、ふたりで遊びに来てほしいな」

　私が誘うと日菜はうれしそうな笑顔になる。

「行きたいっ！　絶対に行こうね？　千波くん」

　日菜は隣に座っている千波さんに腕を絡ませて、甘える。

「そうしようか」

　千波さんも日菜に甘く微笑んだ。




　年が明けてすぐ、イタリアのクラブチームと契約を交わした郁斗は、記者会見を開いた。

　一流クラブチームの破格の移籍金に、みんなは驚いている。

　その金額に見合うだけのプレーを朝倉郁斗は向こうでやれるのか。そんなことも翌日の新聞に書かれたが、郁斗はまったく気にしていない。私はその記事を見て怒っていたけど。

「愛、そんなにカッカするなよ」

　郁斗が笑ってなだめる。

「だって！　郁斗は絶対にやれるのに……」

「もちろん、がんばる自信はあるよ。でも怪我をしてしまうかもしれない。先はわからないからな。だけど努力は怠らない」

「うん。郁斗ならできる。絶対に向こうでスター選手になる」

　私は全力でサポートしようと心に決めていた。




　渡伊の日はあっという間にやってきて、二月の上旬、私たちは空港にいた。

　そしてそばには千波さんと日菜、私の家族、郁斗のご両親がいる。みんなに見送られて、これからイタリアへ行く。

「じゃあ、行くよ」

　集まってくれた家族に郁斗が言った。

「愛さん、長めの新婚旅行だと思って楽しんできなさい」

　お義父さんの言葉に、私は明るく笑って頷く。

「はい。いってきます」

　そのまま郁斗に促されて歩き始めた。

「愛ちゃんっ！」

　私の背中に向かって日菜が叫ぶ。

「愛ちゃん！　がんばってねっ！　絶対に遊びに行くからね！」

「ありがとう！　日菜、絶対だからね!?」

　私は振り返り、日菜に大きく手を振った。

　そして私たちは機上の人となった。




　郁斗はイタリアへ行っても、日本のマスコミに注目されていた。日本のサッカーニュースで郁斗が出ない日はない、と日菜から教えてもらった。

　渡伊から一ヵ月後、デビュー戦で郁斗は初ゴールを決めた。

　試合に出るたびに活躍する郁斗。イタリアは元より、世界各国のメディアが朝倉郁斗を絶賛した。

　その強さの源はなにかと聞かれたとき、郁斗は迷わず『愛する妻がそばにいるからだ』と答えた。

　その言葉で、彼は〝伝説的な愛妻家〟と言われるようになった。




　私は地元で行われた郁斗の試合を観戦し終えると、急いでアパートへ帰った。

　アパートといってもふたりでは広すぎるくらいの豪華な造り。これもクラブチーム側から用意されたもの。車も高級車を贈られ、遠方への移動の飛行機はファーストクラス。本当に信じられないような待遇だった。

　夕食を用意しながら郁斗の帰りを待つ。

　今日も郁斗の活躍はすごかった。二ゴールも入れたのだ。郁斗のスピードとボールさばきは素晴らしいと絶賛されている。

　玄関の鍵を開ける音がして、彼の声が聞こえた。

「ただいま」

　珍しく、少し疲れたような声だ。

「おかえりなさい！」

　急いで玄関に向かい、出迎えた。『ただいま』のキスを頬に受けて微笑む。

「今日も郁斗、大活躍だったね？」

「え？　……もしかして観に来てたのか？」

　郁斗が驚いている。私はまだ近所でしか行動できないと思っていたようだから。

「うん」

「来るなら言ってくれれば……」

「いいの。もうひとりでチケットも買えるし、バスも乗れるようになったんだから」

　正直言うと、郁斗がくれるのはチーム専用の特等席のチケットで、他の選手の奥様やガールフレンドもいるので気を遣って疲れるのだ。

「そうか。すごいな」

　着いてから一週間はひとりで外に出るのが怖かったけど、今では楽しんでいる。

「ご飯の用意できているけど、先にお風呂にする？」

　リビングに行きながら聞く。

「それとも私？って言ってくれないんだ」

「えっ……？」

　背後から腕が伸びてきて、優しく包まれた。

「……愛が欲しい。もう愛の電池切れ。充電させて」

「試合のあとで疲れてるでしょう？」

　頬にキスを受けながら言ってみる。

「それとこれとは違うって、いつも言ってるだろ」

「郁斗……」

「愛は俺の元気の源なんだ。いつもありがとう。愛しているよ。俺の大事な奥さん」

「郁斗……私も愛してる」

　郁斗の言葉に、いつも幸せに包まれる。

　私は無意識に、喉元に揺れる三つのダイヤモンドの一番下に触れていた。







番外編










スペインの朝［郁斗ｓｉｄｅ］




　二年前、イタリアのセリエＡのクラブチームからスペインのチームに移籍し、ここでも俺は満足のいく生活を送っている。

　今日も、寝室に差し込んだ眩しい太陽の光で目を覚ました。隣では愛が、身体を少し丸めた形で眠っている。

　愛を起こさないよう静かに起き上がり、ベッドから下りてＴシャツとハーフパンツに手早く着替える。

　壁にかけられている時計の針が指すのは、まだ六時前。暑くならないうちにランニングをするのが日課だ。

　静かに寝室を出て洗面所で顔を洗い、無造作にタオルで拭いた。

「俺、黒くなったよな」

　洗面所の鏡に映る自分を見て、ぼそっと呟く。

　スペインの強い太陽で俺の肌は小麦色になり、毎日のトレーニングで鍛えられた筋肉に艶を与えていた。ここ数年で、引きしまった精せい悍かんな顔つきに変わった気もする。

　ただ、二十九歳になったのに、外国人にはまだティーンエイジャーに見えるらしいのが気に入らない。

『幼く見られないようにひげを伸ばそうか』と愛に言ったことがあるけど、激しく拒否されてしまった。

『ひげなんて伸ばしたら、絶対にキスしないからっ！』

　どうやら愛はひげが嫌いなようだ。

　ちょっと言ってみただけなのだが、彼女の反応がおかしくてからかいたくなる。

『じゃあ、キスしないでエッチするのはいいんだろう？』

『っ！　それも嫌っ！　ひげ伸ばしたら絶交』

『絶交って……』

　頬を膨らませて俺を睨む愛に、あっけに取られたっけ。

　しかし、そんな顔をしても全然怖くないんだよな。むしろ、かわいくて寝室に引っ張り込みたくなる。俺はどれだけ愛に惚れているんだ。

『いい？　伸ばしたら、寝ている間に剃そっちゃうんだから』

　指を一本立てて、愛は俺に忠告してきた。

　まあ、俺も本気で伸ばしたいわけじゃない。ただ伸ばすだけだと、無精ひげに見られてしまうだろう。手入れがめんどくさそうだ。

　思い出した愛とのやり取りを頭の隅に追いやってから玄関に向かい、ランニングシューズを履いて外へ出た。

「今日も暑くなるな」

　俺はゆっくりと走りだした。アパートを出て五メートルほど先のパン屋から漂う、焼きたてのパンの香りが鼻び腔こうをくすぐる。

　帰りに買おうと考えながら、走るスピードを上げていった。




　三十分ほど走ってから、パン屋のあたりまで戻ってきたとき、俺の身体は汗びっしょりになっていた。

　顔なじみの明るいパン屋の女店主は、店内に入った俺に満面の笑みを向けた。

「Holaオーラ.（やぁ）、イクト！　今日はアルテサーノがお勧めだよ！　アイにサンドイッチにしてもらいなよ」

「焼きたてだろ？　焼きたてならそのままイケるよ」

「もちろん焼きたてさ！　ほら、たくさん持っていきな！」

　店主は焼きたてのパンを紙に包み、俺に渡す。「金はいらない」と言う店主に俺は無理やり代金を払って、パンの包みを片手に持ち、アパートに向かう。

　アパートの玄関前まで来たとき、腕につけていたスマホが振動した。画面を見ると、日本サッカー協会の電話番号が表示されている。俺は小さくため息をついてから、電話に出た。

　それは日本サッカー協会の理事からの電話で、俺のワールドカップ最終予選の代表入りの話だった。

　召集がかけられるのは、今回が初めてではない。前回、イタリアへ移籍したあと、韓国で行われたワールドカップ予選の第三戦から、俺は代表入りを断っていた。

　移籍したばかりで大変だったこともあるが、愛のことが気がかりだった。彼女は流産の悲しみを少しずつ克服していたと思っていたが、やはりつらいときもあるらしく、いまだに体調を崩しやすかったりする。

　流産した子供のことは忘れないが、事故のことは忘れたい。時折、愛が事故の夢を見ているのも知っていた。

　そんな愛を思うと、代表入りのことは切りだせなかった。

　しかし今回の日本代表チームは故障者が多く、頼みの綱で俺に話を持ちかけてきたようだ。

「……はい。では、のちほど返事をさせていただきます」

　そう答えたとき、玄関のドアが突然開いた。

「いてっ！」

「郁斗っ！」

　内側から勢いよく開いたドアが、俺の腕に当たった。

「ごめんなさい！　まさか、そこにいるとは思わなかったから」

　俺の腕を、愛は慌てて擦る。

「大丈夫だよ」

　片手に持っていたパンの包みを愛に渡す。それを受け取りながら、彼女は俺が反対の手に持っていたスマホを見て、言った。

「電話中だった？」

「ああ。ちょうど話は終わったところだから平気さ。シャワーを浴びてくるよ」

　電話の内容をすぐには口に出せない。

「うん。ごゆっくりどうぞ」

　愛はパンの包みを抱えて、長い黒髪を揺らしながら、キッチンへと姿を消した。




「ごちそうさま」

　朝食を食べ終え、皿を持って俺は立ち上がった。

「……郁斗、話があるの。座って」

　愛の横を通りすぎようとしたとき、腕をぎゅっと掴まれた。

「話？」

「うん」

　愛は柔らかく笑みを浮かべて頷く。俺は席に戻り、彼女が口を開くのを待った。

　見ると、テーブルの上で手を組み、爪をパチン、パチンとはじいている。愛が緊張しているときに出る癖だ。

　なにを緊張しているんだ？

「愛、どうした？」

「郁斗……日本代表の召集、かかったんでしょう？」

「どうしてそれを……？」

　俺は目を丸くした。

「ごめんね。聞くつもりはなかったんだけれど、パンを買いに行こうと玄関に向かったら、電話の声が聞こえてきて……」

「ああ……」

「もちろんＯＫしたよね？」

「いや、まだしていない」

　明るく振る舞う愛の表情から本心を読み取ろうと、その顔をじっと見た。

「今度は私のために断らないでね？」

「愛……？」

「この三年間、国際試合のたびに召集がかかっていたこと、つい最近知ったの。たまたまネットで見て……。ごめんね、私のために断ってくれていたんでしょう？　日本で行われる大会に出たら、事故のことを思いだすから」

「愛のために断っていたわけじゃない。自分の実力を考えて決めたことだよ。愛の気の回しすぎだ」

「実力って……郁斗の実力は認められているじゃない」

「俺が出なくても、他にも実力のあるヤツはたくさんいる」

「……今回も断るつもりなの？」

　愛は断るなと言ってくれているが、俺はすぐには答えられなかった。

「郁斗っ！」

　愛はもどかしげに叫ぶ。

「お前がそう言ってくれるなら……今回は行こうと思う。一緒に行ってくれるか？」

　俺は真剣な眼差しで愛を見た。すると愛は席を離れ、俺の横に立つ。

「もちろん、一緒に行くに決まってるじゃない。サムライブルーのユニフォームを着た郁斗が見たいの」

「愛……」

　俺は愛のウエストに手を伸ばし、腕の中へ抱き込んだ。

「日本に行くのが楽しみ。郁斗はすぐに、日本代表の選手たちと合流だよね？」

　愛は指先で俺の頬に触れ、茶目っ気たっぷりに笑う。

「たぶん、そうなると思う……スケジュールを聞いてみるよ」

「うん。私のことは気にしないで、がんばってね」

「ありがとう。愛」

　立ち上がった俺は、愛の額に唇を当てたのち、ピンク色の唇にもキスを落とした。










一歩ずつ




　郁斗が玄関を出ていってから、私はベランダに出た。郁斗を見送るために。

　ベランダのすぐ下には、郁斗の愛車が停まっている。それに乗って郁斗は毎日クラブチームの練習場に行く。

　軽やかな足取りで歩く郁斗が、私の視界に入ってきた。私がベランダで見送るのはいつものことだから、彼は車に乗る前にこちらを見て手を上げた。

「いってらっしゃい！」

「おう！」

　眩しい笑顔を浮かべてから、車に乗り込んだ。

　走りだした車が角を曲がり、見えなくなるまで眺めていた。車の姿がなくなると共に、私の顔からは笑みがゆっくり消えていく。

　郁斗に気を遣わせちゃっていたんだな……。私も知らず知らずのうちに、日本代表についての情報を避けていたのかもしれない。日本代表になるということは、サッカーをやっている人であれば誰もが叶えたい夢のはずなのに……。

　私は自己嫌悪に陥り、深いため息をついてから部屋に戻った。




　夕方、トレーニングから戻ってきた郁斗は「ドクター・コルデーロ夫妻にディナーに招かれた」と言った。

　コルデーロ氏は郁斗のチームドクター。彼には日本人の奥様がいて、美み奈な子こさんという。夫婦は二十五年間もこの地に住んでおり、私たちを子供のようにかわいがってくれる。

「あれ？　今日、一緒にケーキを食べたのに、そんなことはひとことも言っていなかったけど？」

　昼食後、美奈子さんが手作りのオレンジケーキをうちに持ってきてくれたのだ。

「ドクターが帰りがけに誘ってくれたんだ」

「じゃあ早く着替えなきゃ。何時の約束？」

　今、私が着ているのは、デニムのショートパンツとシンプルなＴシャツ。シャワーを浴びて、涼しげなサンドレスに着替えよう。

「十九時」

　それを聞いて、まだ時間がたっぷりあることにホッとする。たいていスペインの夕食時間は遅いけど、ドクターの自宅ではやや早めの時間にディナーをとることが多いから。

　寝室に向かう途中、足を止めて振り返る。

「そうだ！　郁斗、途中でお花屋さんに寄ってね？」

「Valeヴァーレ.（わかった）」

　郁斗の返事を聞いて私は笑みを返し、寝室に入った。大きな花柄のベッドカバーや白い家具に囲まれている、お気に入りの部屋だ。

　クローゼットを開け、ひまわりのような色のノースリーブのサンドレスを出した。素材は綿で涼しい。

　ベッドの上にサンドレスを置いて、バスルームに行こうとしたとき、寝室のドアが開いた。

「愛、一緒にシャワーを浴びよう」

　郁斗は私の背後から腰に腕を回し、抱き込むようにして頬にキスをする。

「え？　だって、郁斗はトレーニングのあとに浴びてきたでしょ？」

『ダメ』のオーラを出す私のうなじに、彼は唇を当ててくる。

「帰る途中で汗かいたし」

　耳に吐息を感じ、私の身体がビクッと反応する。

「ダ、ダメ。入るなら別々にしてね」

　そう言いながらも、郁斗の腕を振りほどけない。

「嫌だね」

　郁斗は私の弱い場所を知りすぎている。耳たぶを甘噛みされ、耳じ殻かくに舌が這うと、もうなにも言えなくなってしまう。

　郁斗の指が私のＴシャツの裾を持ち、脱がせ始めた。




　それから一時間後、私はドレッサーに向かい、長い髪にドライヤーを当てていた。

　鏡に映る頬は心なしか上気し、瞳は潤んだままで、それを隠そうと念入りにお化粧をする。結局バスルームで郁斗に翻弄され、慌てて支度をすることになってしまった。

　薄手のシャツに黒いスラックスを穿いた郁斗が、端正な顔に笑みを浮かべて寝室に入ってきた。手にしているのは、氷と水がたっぷり入っているグラス。それを上機嫌に差しだされ、恨みがましい視線を投げかけながら受け取る。

「郁斗、時と場合を考えてね？」

「俺だけのせい？」

　郁斗はニッと口角を上げて、水を飲む私に聞いてくる。

「もうっ！　知らないっ。着替えるから、向こうへ行ってて」

　グラスをドレッサーの上に置いて立ち上がり、郁斗の背を押した。

「わかったよ。おとなしく待ってるよ」

　郁斗は笑いながら、向こうの部屋へ消えた。




　ドクター・コルデーロの自宅は、私たちのアパートからそれほど離れていない。歩いて数分で行けるところだ。

　美奈子さんにプレゼントをしようと、私たちは花屋へ向かっていた。

　この街でも郁斗は有名人。行く先々で、いろいろな店の店主に声をかけられる。みんな陽気な人たちで、私はこの雰囲気が気に入っている。

　花屋でも、私たちは陽気に出迎えられた。父親くらいの年齢の気のいい店主に、私は赤いローズを一本プレゼントされた。

「アイ、今度イクトが遠征しているときにでも、私とディナーをしておくれ」

「ディエゴ！　俺の妻を誘わないでくれよ。妻が本気にしたら困るだろう」

　郁斗は私の肩を引き寄せ、冗談交じりに言う。

「ハハハ。アイはイクトを深く愛しているから、心配はいらないさ。それに、イクトにはどんな男も敵わない」

　ディエゴは私にウインクした。

「今度、のり巻き作ったら持ってくるからね」

「おお！　それは楽しみにしているよ」

　ディエゴは以前、私が作ったのり巻きをとても気に入ってくれた。

　郁斗は花束を受け取って、陽気なディエゴにさよならをした。




「いらっしゃい！　郁斗、愛」

　にこやかに笑みを浮かべた美奈子さんと、彼女の後ろには長身のドクター。夫婦の身長差は三十センチ以上ある。

　郁斗は花束を美奈子さんに渡し、地元の人たちのように両頬を近づけてハグをする。

「ありがとう。鮮やかでキレイな花束だわ」

　美奈子さんはうれしそうに顔をほころばせる。

「いつもながらに、アイは花束に負けないくらい美しい」

　私もドクターのハグを受け、照れた笑みを浮かべる。

「さっきもディエゴが愛を誘ってたよ。俺の奥さんはキレイだから、目を光らせておかないとな」

　郁斗が瞳をきらりと光らせる。ふざける郁斗を見ていると、高校時代のやんちゃ坊主だった頃を思い出す。

「郁斗！　バカなことを言ってないでよ」

　私は笑いながら郁斗をたしなめた。




　ディナーはテラスのテーブルに用意されていた。おいしいワインと、おいしい手料理に大満足。

　トレーニング帰りだったことにプラスして、それとは別のことにも体力を使った郁斗は、よく食べた。

「オー！　イクト！　ワインがなくなってしまった。悪いが、ワインセラーに行って取ってきてくれないか」

　ドクターが流りゅう暢ちょうな日本語ですまなさそうに頼む。郁斗は快く引き受け、立ち上がった。そこへ美奈子さんも、おもむろに立ち上がる。

「私も行くわ。お料理に合うワインが、ちょっとわかりづらいところにあるのよ」

　そう言うと、ふたりはテラスからいなくなった。ふたりを見送ったドクターがふいに口を開く。

「……アイ、睡眠薬は必要かい？」

「え……？」

　私は戸惑いの表情を浮かべて、ドクターを見た。

「日本へ行くんだろう？　大丈夫かい？」

「ドクター、もう大丈夫です。……私、美奈子さんから聞いたんです。三番目のお子さんを流産したって。つらい経験をしたのは、私だけじゃない。明るくがんばる美奈子さんを見ていたら、私も強くならなきゃって思ったんです」

「君には頼もしくて、優しい夫がいる。心細くて不安なときは、ちゃんと打ち明けるんだ。彼は受け止め、癒してくれる」

　ドクターは私の肩を数回、優しく叩いた。

「はい」

　私がにっこり頷いたとき、室内から郁斗と美奈子さんの楽しげな笑い声が聞こえてきた。




「当機はまもなく、成田国際空港へ到着いたします。現在の気温は――」

　あと十分ほどで日本に到着する。私は無意識のうちにこわばっていた手足を、うーんと伸ばした。隣の郁斗は読んでいた本をバッグにしまう。

「一緒にいられなくて悪いな」

　私たちは荷物を受け取ったのち、離れ離れになる。郁斗は記者会見があり、そのあとも打ち合わせや食事会があるから、私は先に自分の実家へ行くのだ。

「ううん。仕方ないよ。遊びで来たわけじゃないんだから」

　郁斗は私の頭を引き寄せると、唇にキスを落とした。




「ただいま～」

　玄関の鍵は空いている。しかし、シーンと静まり返っていて、誰もいないのではないかと思う。

「お母さん？」

　私がリビングのドアを開けた瞬間、クラッカーの音が耳を襲った。

　――パン、パーン!!

「おかえりなさい！　愛ちゃん！」

　耳を軽く塞いだ私の目の前には、日菜が立っていた。部屋の中には両親と弟たちもいる。

「もう、びっくりした……！　でもありがとう。こんなふうに出迎えてくれてうれしいよ。ただいま、みんな。あれ？　日菜はひとりなの？　千ち夏なつちゃんは？」

　もうすぐ一歳になる、日菜の愛娘の姿を探した。

「朝倉のご両親に預けてきたの。明日にでも会ってあげてね」

「必ずね。お土産があるんだよ」

　しばらく積もり積もった話をしていると突然、大地が「あっ！」と叫んだ。

「どうしたの？　大地」

　慌てたようにテレビの電源を点ける大地に聞く。

「義兄さんの記者会見だよ。すごいよな～。この歓迎ムード」

　大地がチャンネルを操作すると、郁斗の端正な顔が目に飛び込んできた。

「うわ～。郁斗さん、ちょ～カッコいい」

　わりと寡黙なタイプの空までもが、そんなことを言う。

「郁斗、また精悍さが増したみたい」

　日菜もにこにこしている。

「本当、ステキね～。ずいぶん浅黒くなったみたい。空、あなたもゲームばかりやっていないで、運動しなさいよ」

　お母さんもテレビ画面に映る郁斗を見て、うっとりしたのち、自分の子供に言った。

　大地は会社のサッカーチームに入っているけど、大学生の空はもっぱらアルバイトとゲームばかり、とお母さんは嘆いている。高校のときは空もサッカーをやっていたのだけど。

「郁斗くんは今日うちに泊まるんでしょう？」

「うん。少し遅くなるけれど、今日中に挨拶したいって。あさってから他の選手たちと合流するから」

「スター選手は忙しいわね」

「郁斗くんはこちらでも大人気でね。スポーツニュースでよく見ていたよ」

　お父さんは義理の息子が誇らしいようで、顔をほころばせている。

「そうなんだ……」

　ふと思った。海外での三年間、パソコンのネットが使えなくなったことが何度もあった。あれは召集を断ったときに騒がれているのを、私に知られないように郁斗がやったのかもしれない。

　ううん、そうだよ。きっとそう。

　郁斗のバカ……。




　しばらくすると迎えの車が来て、日菜は帰っていった。夫の千波さんは仕事で忙しく、今日は家族で朝倉家に泊まると言っていた。

　私たちは明日、郁斗の実家へ挨拶に行く予定だ。

　お母さんの久しぶりの手料理をお腹いっぱい食べて、会えなかった時間を埋めるようにたくさん話をした。

　本当にお母さんはうれしそうだ。お父さんもときどき口を挟む程度だけど、満足げに私とお母さんの話を聞いている。

　私は柱にかかった時計を見た。

「もう二十三時……」

「なかなか帰らせてもらえないんだろう」

　そわそわしている私に、お父さんが笑う。

　それから少しして、外で車のエンジン音が聞こえ、一目散に玄関に向かってドアを開けた。

「おかえりなさいっ！」

「愛……相手を確かめないで出るのは、危ないだろ？」

「平気よ。郁斗だってわかっていたんだから。それに、ここは日本だし……」

　やんわりと叱られて言い訳する。

「今は日本でも物騒なの」

　郁斗は笑いながら私の鼻をつまむ。

「もうっ！　鼻はつままないでって――」

「郁斗くん、おかえりなさい。愛、早く上がってもらいなさい」

　お母さんが顔を出し、にこやかに郁斗を招いたので、私の話は中断されてしまった。

　郁斗はリビングに入ると、手にしていた豪華な花束をお母さんに渡した。

「もらったもので、すみませんが……」

「うれしいわ。こんなにステキな花束をもらったのなんて初めてよ」

　お母さんは弾むような声で受け取ると、そそくさとキッチンへ消えた。

「郁斗くん、ビールでも飲むか？」

　お父さんは一緒に飲みたい様子。その気持ちをくみ取ったらしい郁斗は、「いただきます」と言った。そこへ大地と空も二階から下りてきた。

「義兄さん、おかえりなさい。姉貴、義兄さんが帰ってきたんなら教えろよな」

　大地が私を恨みがましく睨む。サッカー大好きな城崎家の長男は、郁斗の大ファンでもあるのだ。

「大地と郁斗がサッカーの話を始めたら、ひと晩中起きていることになるでしょ。郁斗は疲れているんだからね」

「愛、ビールを持ってきてくれ。それと、つまみを」

　いつも以上に機嫌のいいお父さんに頼まれて、私はご要望のものを取りにいそいそと立ち上がった。




　和室に敷かれたふた組の布団。ベッドじゃなくて布団で寝るのは久しぶりだ。

　お風呂から上がってきた郁斗は、布団の上でテレビを観ていた私に近づいた。

「まだ寝ていなかったのか？　寝てろって言ったのに」

「うん。なんだか目が冴さえちゃった。久しぶりに日本の漫才を見るとおもしろいね。他局でもやっているかな」

　リモコンのボタンを押してチャンネルを変える。すると、夕方の郁斗の記者会見が画面に現れた。

「こうしてみると、郁斗ってカッコいいね」

　先ほどのビールに付き合ったせいか、素直に言葉に出てしまう。

「だろ？　ほら、テレビ消して早く寝ようぜ」

　私が持っているリモコンを取り上げると、郁斗は電源を切った。

　それから、それぞれの布団に入ったわけだけど、私はいつもと違う寝方のせいか寝つけない。いつもならすぐ隣に郁斗がいるのに、今日は遠い。

　室内には小さな電球が点けられているおかげで、仰向けで横たわる郁斗の姿がぼんやり見える。

　郁斗、眠ったかな？　寝つきがいいから、もう眠ったかもしれない。

　私はそっと身体を起こして、郁斗のほうへ少し近寄る。

　そこへ、眠そうな郁斗の声。

「……眠れないのか？」

「う、うん……ごめん、起こしちゃった？」

「いや、まだ寝ていなかった。こっちへ来いよ。それとも俺がそっちに行く？」

「私が行く」

　私は枕を持つと、少しずれてスペースを作ってくれた郁斗の隣に横たわる。お互いが向き合うような形で、郁斗の腕が私の腰を抱き寄せた。

「ベッドじゃないから、身体が痛くならないかな？　私はいいけど、郁斗は大事な身体だから」

「寝心地はいいよ。それに、愛がいればぐっすり眠れる」

「郁斗……」

　お互いが顔を寄せ、唇が重なる。何度も何度もキスが繰り返される。次第に郁斗の手が私の腹部に下りて、パジャマの裾をずり上げる。

　指が胸の膨らみに近づくけど、ふいに郁斗はキスと愛撫をやめた。郁斗のキスに翻弄されていた私は、少し上気した顔で問いかけるように見る。

「ヤベ……」

「えっ？」

「愛、もうキスしないで寝るぞ」

　郁斗は私のパジャマを元の位置に戻すと、仰向けになった。

「どうしたの？」

「このままだと、お前が欲しくなるだろ。ここではまずい」

　確かに、隣は両親の部屋。

「郁斗、かわいいっ。私たちって、なんだか高校生みたいだね」

　自制心を働かせる郁斗にわざと抱きつくと、大きなため息が聞こえてきて笑ってしまった。




　翌日。朝食を済ませると、朝倉家の迎えの車が到着し、私たちはそれに乗って郁斗の実家へ向かった。

　やはりここでも大歓迎ムードで、月曜日だけど千波さんとお義父さんも家にいた。千波さんは小さな愛娘を抱っこしている。すっかり父親らしくなっているが、相変わらずカッコよくてステキな人だ。

　私は千波さんに抱かれている赤ちゃんに近づいた。

「はじめまして、千夏ちゃん」

　ご機嫌に笑う千夏ちゃんのぷっくりしたピンク色の頬に、軽く触れる。

「愛ちゃん、抱いてみる？」

「大丈夫かな？　私、赤ちゃんを一度も抱いたことがなくて……」

「大丈夫に決まってるじゃない」

　日菜は千波さんから千夏ちゃんを受け取り、私の腕に預ける。

　千夏ちゃんを抱いた途端に、胸が張る感覚を受けた。

　あ……。

　自分の妊娠期間が思い出され、身体がこわばった。

「日……菜、ありがとう。ふたりの子供だから、とてもキレイな子になりそう」

　私は千夏ちゃんを日菜の腕の中に返した。目頭が熱くなり、涙が出てきそうだった。

　もう大丈夫だと思っていたのに……まだ……。

　瞬きを数回繰り返し、みんなに気づかれないよう懸命に涙を堪えた。




　昼食をみんなで食べてから、私たちはマンションへ戻った。

　定期的な空気の入れ替えや掃除を、信用ある専門業者に頼んでいるので、急に帰っても問題なく過ごせる。

　玄関から広いリビングに行き、ぐるっと室内を見まわした。

「昨日まで住んでいたみたいだね」

「コーヒー飲む？　それともビールがいい？　確か、日菜が用意してくれているはず」

　郁斗は微笑んでキッチンに向かった。私も郁斗のあとを追う。

「ビールがいいな」

　郁斗は冷蔵庫を覗いて缶ビールを二本取り出し、プルトップを開けて、後ろにいる私に渡してくれた。

　私たちはソファに並んで座り、ビールを飲み始める。

「明日からひとりで大丈夫か？」

「え？」

「一緒にいてやれないから」

　ゴクッとビールを喉に通してから、びっくりして郁斗を見る。

「やだ、当たり前じゃない。郁斗は試合のために来たんだから。突然なにを言うかと思ったら、どうしたの？」

「……千夏を……赤ん坊を見て、思い出したんだろう？」

「郁斗……」

「つらいなら、つらいって言ってほしい」

　彼は持っていた缶ビールをテーブルに置き、私の手をぎゅっと握る。

「……うん。でも、つらいけど前ほどじゃないから。赤ちゃんを抱いて、身体が反応して戸惑っただけ」

「身体が反応したって？」

「胸がぎゅっと張る感覚なの。妊娠中のときみたいに。これは男の人にはわからないよ。だけど、本当に大丈夫だよ？　私のことはいいから、郁斗は試合に専念して」

「愛……」

　郁斗は私の身体を引き寄せ、唇を重ねた。

「私……今、たくさん愛してほしい気分……」

「俺も、愛をめちゃくちゃ愛したい」

　自分から誘ってしまい、恥ずかしくて頬を赤らめた私を抱き上げて、郁斗は寝室に向かった。




　翌日。郁斗は日本代表チームのトレーニングキャンプ場へこれから出かける。

　試合はあさって。場所はあの競技場。

　昨晩、愛し合ったあとに、郁斗は試合会場を教えてくれた。『つらかったら、テレビで応援していいんだよ』とも。

『絶対に行くよ。喉が枯れるまで応援するからね』

　私は強くそう言った。

「いってらっしゃい。怪我のないようがんばってね」

　声をかけると、玄関でスニーカーを履いていた郁斗が私に振り返る。

「愛、勝ったら、俺の願い事を聞いてくれる？」

「なんだろう……。『うん』って言いたいところだけれど、絶対に勝つつもりなんでしょう？」

「もちろん、全力を尽くすよ。愛が願い事を聞いてくれるのなら、もっとがんばれる」

「ふ～ん。そんなにがんばれちゃう願い事なんだ」

「まあね」

　郁斗は得意げに笑みを浮かべる。

　郁斗の願い事はなんでも叶えてあげたい。きっと彼も同じ気持ちだろう。

「うん。いいよ」

「Graciasグラシアス.（ありがとう）。約束だからな」

　郁斗はさらに笑みを深めて、私の額にキスを落として出かけていった。




　ひとりになってから、スペインにいる美奈子さんが喜びそうなお土産を探しに出かけた。

　久しぶりに人ごみを歩くと、目が回りそうだ。のんびりしたスペインの街は、私に合っているのかもしれない。

　コーヒーショップで休んでいると、スマホが振動した。着信の相手は日菜だ。

「もしもし」

『愛ちゃん、出かけているの？』

「うん。ちょっと買い物にね」

『今日、夕食に来られる？』

「気にしないで大丈夫だよ？　ひとりで食べるから」

『なにを言ってるの？　気にしているんじゃなくて、一緒に食事したいの。滞在日数があまりないんだし。十九時に来てね？』

「……うん。わかった」

　電話を切ったあと、少し心が浮き立つ。

　今日の私は、千夏ちゃんを見たいと思っていることに気づいた。昨日の感覚をまた味わいたいと考えている。

　買い物をしていても、小さな子供に目がいってしまうのがなによりの証拠だろう。




　そしてその夜、私は千波さんと日菜、そして千夏ちゃんを見て羨ましくなった。以前は赤ちゃんを見るのも苦痛だったけど、今は違う。

　眠ってしまった千夏ちゃんを、いつまでも見ていたいと思った。

　心がようやく解放されたのかもしれない。




　自分のマンションの部屋に戻ってきて、ベランダに出た。三十階の高層マンションのため、ベランダといっても窓があるのだけど。

　でも、そこから見える眺めは宝石箱をひっくり返したような景色。そんな景色を見ながら思った。

　あさって、郁斗の試合前に、お墓参りに行こう。

　首にかかった、郁斗からのプレゼントの三粒のダイヤのネックレス。その一番下に触れた。

　これをつけてくれたとき、郁斗は『このダイヤは俺、愛、亡くなった赤ん坊だ』と言った。このネックレスにはずっと励まされていた。

　私はあることを決めて、部屋の中へ戻った。




　次の日、午前中に試合のチケットと、サムライブルーのユニフォームの上着が届けられた。サポーターたちがよく着ているものだ。

「大地と空は喜ぶね」

　チケットの席もよさそうだ。さすが出場選手。




　午後になり、私はチケットとユニフォームを実家に届けた。大地は会社で、空は家にいた。ふたりは競技場の入口で待ち合わせをするらしい。

「姉ちゃんは？　一緒に行くだろ？」

「私は寄っていくところがあるの。向こうで会おうね」

「ダメだよ、一緒に行かなきゃ」

　私の事故のことを思いだしたのだろう。空が強い口調で言った。

「でも、どうしても行かなきゃいけないところなの。大丈夫だよ。電車に乗って行くからね」

　私はまだ心配そうな弟に、にっこり笑った。

「……じゃあ、向こうで待ってるよ。迷子になるなよな」

「そんなに方向音痴じゃありませんっ！」

　笑いながら実家をあとにした。

　試合当日、競技場に向かう途中で、墓前に供える花を一対買って、朝倉家の菩ぼ提だい寺じである都内の有名墓地へ向かった。

　時刻は十六時を回っていた。ここからだと三十分もかからずに、競技場へ行ける。

　私は朝倉家の墓前で膝を折って手を合わせ、目を閉じて赤ちゃんにたくさんのことを話しかけた。今までお参りに来られなかった分、話すことはたくさんあった。

「愛！」

　しばらくして、突然名前を呼ばれて振り返った。

　……郁斗だった。

「郁斗！　どうして!?」

　近づいてくる郁斗は、日本代表の正装である、濃紺の地に細いストライプの入ったスーツ姿だった。

「ここにいるんじゃないかと思ったよ」

「郁斗、どうして来たの？　もう準備していないと――」

　突然郁斗が現れて驚いていると、乱暴に引き寄せられて、抱きしめられた。

「試合前に、赤ん坊に会いに来たんだ。日本に帰国する前から決めていた」

「郁斗……」

「大丈夫か？」

　心配そうに気遣う声に、私の胸がきゅんと音をたてる。

「うん。大丈夫」

　温かい腕の中でコクッと頷く。

「郁斗、時間がないでしょう？　お参りして」

　彼は私を離すと、心の底からホッとしたような安堵の笑みを浮かべた。

「いけね、線香忘れた」

「残っているよ」

　お線香に火を点けて供えてから、墓前に向かって郁斗も静かに手を合わせた。




「おおっ！　姉貴、義兄さんが手を振ってくれたよ！」

　スタンドで大地が興奮したように言う。

「大地～、義兄さんが手を振ったのは、姉ちゃんにだよ」

　歓声でうるさい中、空が冷静な声で否定する。

「うるせえ、どっちでもいいだろ」

「そうそう。応援に来てくれたみんなに手を振ってくれたんだと思うよ」

　そう言う私は郁斗から目を離せず、ずっと追い続けている。

　フィールドを駆けまわる選手たち。サポーターの必死の応援。

　郁斗はひとつのボールを追いかけ、風のように駆け続けている。

　毎回思うけど、すごい運動量だ。『試合のあとは二キロちょっと体重が落ちる』と、彼はいつも言っている。

　スペインのクラブチームで活躍している郁斗は、かなりマークされているようで、三人がかりで相手チームがボールを奪いに来る。それでも高い身長と鍛えられた身体を生かして、大柄な外国人選手たちに負けることなく、素早く主導権を握る。

　ドリブルと多彩な動きが持ち味の郁斗は、何度も危ない場面を切り抜け、ボールを回していく。

「すげえや、義兄さん……」

　もはや大地はため息しか出ないようだ。隣にいる大地を見て、私は誇らしげな笑みを向けた。

　そのとき突然、まわりのサポーターから「ああーっ！」という叫び声や、大きなため息が聞こえてきた。

　相手の足が引っかかり、郁斗が転ばされたようだ。よく擦り傷を作って帰ってくるから、私はこんなシーンを見ても悲鳴を上げることがなくなった。

　次にゴール目がけて郁斗が蹴ったフリーキックは、キーパーに阻まれる。

　その数分後、相手チームが一点入れた。

　そして前半が終了。相手に先制され、日本は〇対一で負けていた。




　後半開始早々、日本チームにチャンスが来た。

　ドリブルで相手ゴール前まで来た郁斗は、相手に阻まれながらもゴールに向かってシュートを打つ。

　次の瞬間、サポーターの歓喜の声が上がった。郁斗のシュートが、見事にゴール隅に突き刺さったのだ。

　これで同点！

　しかしそのあと、両チームとも点数を得られないまま時間が過ぎていく。残り時間は少ない。

　私は祈るような気持ちで、ずっと郁斗を目で追っていた。

　アディショナルタイムが三分。郁斗がボールを死守し、相手ゴールを目指して駆ける。それを阻止しようとする四人を自分に引きつけ、倒れ込みながらも、キャプテンの白坂さんにボールを渡す。

　仲間に希望を託したそのボールは、見事に弧を描いてゴールに入った。

　郁斗のアシストで一点追加。そこで試合終了のホイッスルが鳴り、日本は二対一で勝利した。郁斗はチームのみんなにもみくちゃにされている。

　いつものように落ち着いて、まわりをよく見ている郁斗のプレー。

　遠目にわかるほど楽しそうな彼の笑顔を見ていると、目頭が熱くなり、瞳が潤んでくる。

　郁斗は努力の人。決して天才ではない。毎日の努力で、今の郁斗がいる。

　よかったよ、郁斗……本当に誇らしい気持ちだよ。




　私は上機嫌で自宅マンションに戻り、郁斗を待っていた。

　食事とシャンパン、チーズ、その他にも簡単につまめるものをリビングのテーブルにセッティング済み。

　シャンパンクーラーの中の氷が、ときどきカラン、と小さな音をたてる。

　リラックス作用のある、ラベンダーのアロマキャンドルも用意した。一日の疲れを少しでも癒してほしい。

　郁斗を待つ間、彼に片思いをしていた高校生の頃のドキドキする気持ちと同じように、私の胸は高鳴っていた。

　もうすぐかなぁ……。

　ソファに座り、時計を見ようとしたとき、玄関の鍵が開く音がした。

　足早に玄関に向かう。脱いでいたスリッパを履こうとしたが、もどかしくて裸足はだしのままだ。

　玄関に行くと、郁斗は靴を脱いで上がったところだった。

「郁斗！　おかえりなさい！　それと、おめでとう！」

　私は両手を広げ、郁斗に抱きついた。

「ありがとう。試合前に、愛に会えたおかげだよ」

　軽く唇にキスを落とし、郁斗は陽気に言った。

「すごい活躍だったね。夜のスポーツニュースでは、郁斗は他の選手とは別格だって言ってた」

「それ、誇張しすぎ。みんながいたから勝てたんだ」

　郁斗は呆れたように笑う。天てん狗ぐにならないのも彼のいいところだ。

「そうだね。サッカーはチームプレーだもんね」

　リビングに入り、私はアロマキャンドルに火を灯した。

「今日はシャンパンにしたんだ？」

「うん。お祝いだから」

「サンキュ」

　郁斗は手を洗ってから戻ってくると、ソファに腰かけてシャンパンの瓶に手を伸ばす。慣れた手つきで素早く開け、細長いグラスに液体を満たした。

「乾杯」

　どうやら喉が渇いていたようで、まるでミネラルウォーターを飲むみたいにゴクゴクとグラスを空にする。

　私は空になった郁斗のグラスに、再びシャンパンを注いだ。

「俺の好きなものばかりだ」

　そう言うと、彼はまず〝ばってら〟に手を伸ばす。サバの押し寿しで、日本に来たときしか食べられない。

　喜んで頬張ってから、用意した料理を次々と豪快にたいらげていく。その食べっぷりも私は大好きだ。

「ところで、愛？　そんな格好をして、俺を試しているのか？　合わせ目から美脚がチラついて、襲いたくなるんだけど？」

　今日の私はパジャマではなく、着物風のローブを身に着けていた。ローブの下も、サテン素材の短めのナイトドレス。

「試してる……わけじゃなくて、誘惑しようかな、って」

　斜め向かいに座っていた私は立ち上がり、郁斗の膝の間に立つ。彼は私の腰を引き寄せ、自分の膝の上に下ろさせる。

「誘惑しようかな、だって？　もうすでに誘惑されているけど」

　郁斗の長い指が、すーっと太ももの内側を撫でていく。

「あっ……」

「でも、まだ食べ足りないな」

　郁斗の指の動きに、私の身体が無意識に震える。

「な、なにを食べる？」

『私を食べる』と言ってほしくて、甘く掠れた声で聞いた。

「イチゴがいい。口移しで」

　太ももに触れていた手は期待を裏切り、私の長い黒髪を弄び始める。

　イチゴのリクエストに少しがっかりしながら振り向き、手を伸ばした。そこで胸元の合わせ目から入り込む指の動きを感じて、私の身体は小さく揺れた。

「っ……あ……、ダ、ダメ。今は触らないで」

「どうして？」

　口元に笑みを浮かべた郁斗の指が、敏感な頂に触れる。

「やっぱり、イチゴよりこっちが食べたい」

　郁斗はイチゴを持っている私の手を自分の口元に持っていくと、それを半分噛み、残りを私の口にそっと押し込む。

　イチゴを食べさせられているのは私のほうだけど、味などわからないほど、郁斗の指に全神経がいってしまう。

「郁斗……」

「もう限界だ。ベッドで誘惑されるよ」

　彼は私のこめかみにキスを落としてから、私を抱き上げた。




　ベッドに横たえられると、ふと郁斗の願い事を思い出した。これから甘い時間になるというのに、気になってしまう。

　郁斗の指は、ローブのウエストの紐を外そうとしている。

「郁斗、願い事って……？」

「ん？　突然、ムードのないことを言うなよ」

　郁斗は苦笑いを浮かべる。

「だって、急に思い出しちゃったの。教えて？」

　彼は小さなため息をつくと、枕に頭をつけた。

「郁斗？」

「願い事は、言うべきじゃないのかもしれない……」

「え？　どうして？　郁斗の望みは叶えてあげたい。約束したし」

　私は肘をついて身体を起こし、郁斗を見る。

「でも、気持ちの問題だから。俺の望みを言って愛を傷つけたくない。軽率だったよ」

「なにを言っているの？　私が傷つくって？　お願い、言ってみて？」

　たくましくなめらかな胸板に、手を置いた。

「愛……」

「郁斗、言って？」

　彼はそれから少し黙り、私が不安そうに見つめる中、ようやく口を開いた。

「……避妊するの、やめないか？」

「……それは……赤ちゃんが欲しい……ってこと？」

　私の瞳がみるみるうちに潤み、涙が溜まっていく。その潤んだ目を見て、郁斗が慌てて起き上がる。

「愛、いいんだ。ごめん。俺の願望を言っただけだよ。俺は、愛が大丈夫だと思う日まで待てる。本当にごめん」

　郁斗は私の後頭部に手を置き、自分の胸へ引き寄せる。

「違うの……私……、郁斗……待っていてくれてありがとう……。私……もう大丈夫。また妊娠したいって、思えるようになったの……」

　顔を上げて、涙にむせびながら郁斗を見る。

「それは、本当に……？」

「うん。本当に。不思議なんだけれど、千夏ちゃんを見ていたら欲しくなって……。街中に出ても、赤ちゃんを目で追ってしまうほどだったの。私、郁斗の願い事を叶えてあげられる。郁斗も私の願いを叶えてくれる？」

「愛！」

　しなやかな筋肉質の腕に、ぎゅっと抱きしめられた。

「もう大丈夫だから……」

「ああ……」

　郁斗は私の頬を伝う涙に、そっと口づけた。そして、顔中にキスを浴びせる。

　ううん。顔中どころじゃなくて、私の全身、余すところなく……。




　腰に置かれた郁斗の腕をそっと外し、起き上がった。

　うつ伏せで眠る郁斗は少年のようで、気持ちよさそうに眠っている。試合後だから疲れているのも無理はないだろう。

　むき出しの肩にふんわりとキスを落とし、サテンのナイトドレスを身に着けて寝室を出た。

　赤ちゃんのことを郁斗と話したせいか、興奮していて眠れなかった。

　火ほ照てった身体を冷やすにはシャワーもいいかと思ったけど、しばらくは郁斗に愛された余韻に浸っていたかった。

　リビングの窓を開け、ベランダに近いソファに膝を抱えて座る。

　ぼんやり外を見ていると、ふいにローブが肩にかけられた。

「どうしてこんなところに？　眠れないのか？」

　隣に座った郁斗は、私の身体を持ち上げて抱き込んだ。

「ん……なんだかもったいない夜だから……あ、起こしちゃったんだね」

　後頭部に郁斗の唇を感じる。自分を抱き込む力強い腕に、頬を寄せた。

「愛がいないと眠れない」

　私の肩に熱い唇が触れ、身体の芯が再び熱を持ち始める。

「……郁斗……私……やっと郁斗の奥さんとして自信が持てる」

「なにを言っているんだ？　愛は最高の奥さんだよ」

「郁斗にふさわしく……いつも強くなろうと思っているの」

「バカだな。そんなに強くなったら、俺が必要じゃなくなるだろ？　俺はEstoyエストイ locoロコ porポル tiティ.（君に夢中だ）」

「郁斗……私も……Tiティ amoアーモ.（愛している）」

　私たちは最高に幸せな愛を交わし、最高に満ち足りた気持ちで寄り添った。




　二年後、割れんばかりの歓声の中でピッチに立つ郁斗の腕には、キャプテンの証である黄色いバンド。

　一年前、イギリスのクラブチームに移籍した郁斗。

　イギリスのプレミアリーグで活躍する彼は、日本代表を率いる選手になっていた。

　サムライブルー一色のスタンドで応援する私は、郁斗を誇らしげな目で追っている。

　そして私の膝の上には、郁斗をミニチュアにしたような息子の碧あお生いがちょこんと座っている。碧生の名前は、サッカーの青々とした緑のフィールドから名づけた。

　こんなに騒がしい場所でもぐずりもしない碧生は将来、郁斗のような大物になるかもしれない。

「碧、わかる？　パパだよ」

　まだ一歳の碧生がわかるように、遠く離れた郁斗を指差す。

　郁斗は碧生に甘いパパになった。もちろん最初の赤ちゃんのことも忘れていない。

　私の喉元には、あのネックレスがいつも輝いている。
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あとがき




　こんにちは。若わか菜なモモです。『秘密の片思い』をお手に取っていただき、ありがとうございました。この作品は小説サイト「Berry's Cafe」がまだなく、「野いちご」時代に書いたものです。作品番号を見てみたら、あまりの若い番号にあっけに取られました。古い作品ですが、大好きな主人公たちだったので、文庫になることがこんなにうれしかったことはありません。

　私の書籍化作品の第一作に、『秘密の契約』（ベリーズブックス）があります。このお話に出てきた主人公たちの弟と親友が、今回の『秘密の片思い』のふたり、郁斗と愛です。愛の郁斗への気持ちの葛藤や、幸せから一転してひどい状況に揺れる心、郁斗の深い愛で彼女が立ち直って幸せになっていく過程を、ときには切なくハラハラ、そしてときには幸せな気持ちで読んでいただけたらと思いながら、改稿を重ねました。

「Berry's Cafe」のサイトでは、番外編①イタリア編、②スペイン編とあります。短編ですが、ちょっとしたラブラブなふたりを見に、お時間のあるときに遊びに来ていただけたらと願っております。

　そしてこの作品でなによりもうれしかったのは、彼らの集大成ともいえる最後が書けたことです。サイトで読んでくださった皆様が一番知りたかったことではないかと思います。この機会に最後を書くことができて感無量です。

　これで私の「ベリーズ文庫」の作品が記念すべき五冊目になりました。これも応援してくださる皆様のおかげです。ありがとうございました。これからも甘く切ないお話を皆様にお届けできるよう、がんばります。




　最後に、この作品にご尽力をいただいたスターツ出版の皆様。作品をとても深く考えてくださいました三好様、矢郷様。私の想像通りのふたりをステキに描いてくださいましたＡｓｉｎｏ様。デザインを担当してくださった佐藤様。

　この本に携わってくださったすべての皆様、本当にありがとうございました。




　これからの「Berry's Cafe」、そして「ベリーズ文庫」の発展を祈りつつ、応援してくださる皆様に感謝を込めて。





二〇一五年　五月吉日　若菜モモ
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